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このドキュ メン トについて

このドキュ メン トでは、 Zen 製品の使用時に表示される可能性があるステータス  コード と メ ッセージについて説

明します。 これは開発者、 テス ト担当者、 サポート担当者を対象と しています。 コードおよびメ ッセージでは、

製品のインス トール、データベース  サーバーと ク ライアン トの動作、 ユーティ リ ティの使用、 またはアプリ ケー

シ ョ ンの実行に関する情報を提供します。各コードまたはメ ッセージについて、説明または対処方法を示します。 

コードおよびメ ッセージは、 ある特定の製品またはプラ ッ ト フォーム固有のものではあ り ません。 現在お使いの

製品ディ ス ト リ ビューシ ョ ンの一部ではないユーティ リ ティ、 製品、 またはプラ ッ ト フォームについて言及して

いる場合があ り ます。
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1ステータス コード

Zen ステータス  コードの リ ファレンス

こ こで挙げるステータス  コード と メ ッセージは、 Zen のコンポーネン トによって生成されます。

ステータス  コードは番号付き メ ッセージ （「メ ッセージ」 を参照） とは異なり ます。 メ ッセージはユーティ リ ティ

または特定のコンポーネン トによ りエンド  ユーザーに返され、通常はプレフ ィ ッ クス と番号で始ま り ます。 たと

えば、 次のよ うにな り ます。 「MKDE-16 ： MicroKernel エンジンをロードするにはメモ リが不十分です。」

一方、 ステータス  コードは、 Zen インターフェイスを呼び出すアプリ ケーシ ョ ンに返されます。 ステータス  コー

ドをユーザーに対して表示するかど うかは、 アプリ ケーシ ョ ンが決定します。 多くの場合、 アプリ ケーシ ョ ンは

発生した問題の手がかり となる メ ッセージのほかにステータス  コードを表示しますが、表示するかど うかを決定

するのはそのアプリ ケーシ ョ ンの開発者です。 Zen に付属の各種ユーティ リ ティは、 ト ランザクシ ョナル アクセ

ス  インターフェイス と リ レーシ ョナル アクセス  インターフェイスを使用しているため、 ユーティ リ ティ固有の

メ ッセージと共にステータス  コードを返す場合もあ り ます。

メ ッセージの中にはステータス  コードへの参照を含むものもあ り ます。

本ドキュ メン トでは、 ステータス  コードは番号順に記載されます。次の表は、 コード  タイプ別に番号の範囲を一

覧で示したものです。 

表 1 ステータス コードの番号範囲

範囲 コードのタイプ

0 「インターフェイス正常終了ステータス  コード」

1 ～ 199 「MicroKernel エンジンのステータス  コード」

1000 ～ 1999 「Windows および DOS ワーク ステーシ ョ ン用の MicroKernel
ステータス  コード」

2000 ～ 2099 「Btrieve リ クエスターのステータス  コード」

2200 ～ 2299 「XLT ステータス  コード」

2300 ～ 2399 「名前付きデータベースのステータス  コード」

3000 ～ 3099 「MicroKernel ルーターのステータス  コード」

3100 ～ 3199 「ネッ ト ワーク  サービス  レイヤーのステータス  コード」

4000 ～ 4099 「データベース  ユーティ リ ティのステータス  コード」

5000 ～ 5999 「暗号化ステータス  コード」

6000 ～ 6050 「データ辞書のステータス  コード」

7000 ～ 7050 「Distributed Tuning Interface のステータス  コード」

7064 ～ 7140 「License Administrator のステータス  コード」

7200 ～ 7499 「許可のステータス  コード」
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メモ  こ こで挙げるステータス  コードは、 現在お使いの製品ディ ス ト リ ビューシ ョ ンの一部ではないユー

ティ リ ティ、 製品、 またはプラ ッ ト フォームについて言及している場合があ り ます。

8000 ～ 8499 「コンポーネン ト管理のステータス  コード」

8500 ～ 8589 「ECAS インターフェイスのステータス  コード」 

8590 ～ 8599 「データベース  エンジン サービスのステータス  コード」 

10000 ～ 10100 「SQL 接続マネージャーのステータス  コード」

-1000 ～ -5300 「 リ レーシ ョナル エンジンのステータス  コード」

-100 ～ -199 「情報ステータス  コード」

表 1 ステータス コードの番号範囲
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0

インターフェイス正常終了ステータス コード

インターフェイス呼び出しは次のステータス  コードを返します。

0 ： インターフェイスは正常に終了しました。

このステータス  コードは、 インターフェイス呼び出しが正常に終了した場合に返されます。オペレーシ ョ ンが正

常に終了しなかった場合は、 0 以外のステータス  コードが返されます。
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1 ～ 199

MicroKernel エンジンのステータス コード  

このセクシ ョ ンでは、 MicroKernel エンジンが返すステータス  コードについて説明します。

1 ： オペレーシ ョ ン パラメーターが不正です。

指定されたオペレーシ ョ ンは存在しないか、 有効ではあ り ません。

プレ リ リース版の V8 データベース  エンジンに対して一般リ リース版の V8 ク ライアン ト  ソフ ト ウェアを実行し

ている と、 このエラーを受け取る場合があ り ます。 このよ う な場合には、 データベース  エンジンをアンインス

トールし、 一般リ リース版をインス トールする必要があ り ます。

また、 このステータス  コードは、Workgroup エンジンをインス トールせずにクライアン ト上のローカル ファ イル

にアクセス、またはローカル ファ イルを作成しよ う と した場合や、サーバー エンジンを実行せずにサーバー上の

ローカル ファ イルにアクセスしよ う と した場合に返される可能性があ り ます。

2 ： アプリケーシ ョ ンで I/O エラーが発生しました。

このステータス  コードは、 通常ファ イルが破損しているこ とを示し、 ディ ス クの読み取り または書き込みでエ

ラーが起こ り ます。 発生したエラーは次のいずれかです。

 ファ イルが破損しており、 ファ イルを修復する必要があ り ます。破損ファイルの回復については、『Advanced

Operations Guide』 を参照してください。

 v6.0 よ り前のデータ  ファ イルの場合、 ト ランザクシ ョ ン内に大きなプリ イ メージ ファ イルがあ り、そのプリ

イ メージ ファ イルへ書き込むための十分なディ スク容量があ り ません。 

 v6.0 よ り前のデータ  ファ イルの場合、 複数のデータ  ファ イルに対して 1 つのプリ イ メージ ファ イルがあ り

ます。 たとえば、 データ  ファ イルに customer.one と  customer.two という名前を付けた場合、 2 つのファイル

がそれぞれ customer.pre という名前のプリ イ メージ ファ イルを持ちます。

 768 MB を超える  v6.0 よ り前のデータ  ファ イルの場合、 ロ ッ ク機能で矛盾が発生しています。 ただし、 ファ

イルは破損していません。 アプリ ケーシ ョ ンは、 矛盾が解決するまで （実行中のアプリ ケーシ ョ ンが必要と

するロ ッ クを、 競合するアプリ ケーシ ョ ンが解除するまで） オペレーシ ョ ンを再試行するこ とができます。

 v6.0 よ り前の Btrieve エンジンが、 v6.x 以降の MicroKernel ファ イルを開こ う と しました。 

 Btrieve for Windows NT Server Edition v6.15.445 を使用している場合、 32 ビッ ト  Windows アプリ ケーシ ョ ンで

は、 アプ リ ケーシ ョ ンを長時間実行した後、 ステータス  コード  2 または 「サービス特有のエラー 0 によ り

MKDE が終了されました」 という メ ッセージを返すこ とがあ り ます。 

3 ： フ ァイルが開いていません。

ファ イルが開かれていないためオペレーシ ョ ンを実行できません。MicroKernel が何らかのオペレーシ ョ ンを処理

する前に、 アプ リ ケーシ ョ ンは Open オペレーシ ョ ンを正常に実行しておく必要があ り ます。 また、 アプ リ ケー

シ ョ ンがファ イルの無効なポジシ ョ ン ブロ ッ クを渡した場合や、 ファ イルを開くのに使用したク ライアン ト  ID
以外のク ライアン ト  ID でアプリ ケーシ ョ ンがポジシ ョ ン ブロッ クを渡した場合にも、MicroKernel はこのステー

タス  コードを返します。

4 ： アプリケーシ ョ ンがキー値を見つけられません。

MicroKernel は、 指定されたキー値をインデッ クス  パス内で見つけるこ とができません。 

 Update または Delete のいずれかのオペレーシ ョ ンでこのステータス  コードを受け取った場合、通常はファイ

ルの破損を示しているため、ファ イルを作成し直す必要があ り ます。また、破損したキーが原因でこのステー

タス  コードが返されるこ と もあ り ます。 この場合、 キーを削除してから追加し直してください。 
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 MicroKernel は、 アプリ ケーシ ョ ンが CHAR 型のフ ィールドを検索するために GetEqual オペレーシ ョ ンを実

行したと きに、 このステータス  コードを返します。 これは、 CHAR レベルで 2 つのフ ィールドが一致しない

こ とによって起こ り ます。 これを解決するには、 KeyBuffer にフ ィールド と同じ型の文字を埋め込みます。

5 ： レコードのキー フ ィールドに重複するキー値があります。

重複値を許可しないインデッ クスに対して、 重複したキー値を含んだキー フ ィールドがレコードに存在するた

め、 MicroKernel はこのレコードの追加または更新を行う こ とができません。 また、重複したキー値が既に存在す

るために、キーの重複が認められないインデッ クスを作成できない場合にも、MicroKernel はこのステータス  コー

ドを返します。

6 ： キー番号パラメーターが不正です。

キー番号パラ メーターに格納されている値は、 アクセスしているファ イルに対して有効ではあ り ません。 キー番

号は、 そのファイルに対して定義されているキーのうちのいずれか 1 つと一致している必要があ り ます。 有効な

キー番号は 0 ～ 118 です。

7 ： キー番号が変更されました。

Get Next、 Get Next Extended、 Get Previous、 または Get Previous Extended オペレーシ ョ ンを実行する前に、 キー番

号パラ メーターが変更されました。MicroKernel は前のキー番号のポジシ ョニング情報を使用するため、 これらの

オペレーシ ョ ンでは前のオペレーシ ョ ンと同じキー番号パラ メーターが必要です。

関連した状況と して、アプリ ケーシ ョ ンが Get オペレーシ ョ ンの直後に Delete または Update オペレーシ ョ ンを実

行した場合にも、 MicroKernel はこのステータス  コードを返します。 アプ リ ケーシ ョ ンが、 Delete または Update
オペレーシ ョ ンで、 キー番号の値を直前の Get オペレーシ ョ ンで使用した値から別の値に変更した場合、

MicroKernel はレコードの削除または変更を要求どおりに行いますが、 少な く と も この時点でこのステータス

コードは返しません。 ただし、 削除または更新の直後に実行した Get Next、 Get Next Extended、 Get Previous、 ま

たは Get Previous Extended のいずれかのオペレーシ ョ ンでこのステータス  コードを返します。 アプ リ ケーシ ョ ン

が Delete オペレーシ ョ ンまたは Update オペレーシ ョ ンに渡したものと同じキー値をその Get オペレーシ ョ ンが

使用したと しても、 このステータス  コードは返されます。

連続した Get Next、 Get Next Extended、 Get Previous、 または Get Previous Extended オペレーシ ョ ン （あるいは、前

述した Delete または Update オペレーシ ョ ンで） の途中でキー番号を変更する必要がある場合は、 Get Position オ
ペレーシ ョ ン、 続いて Get Direct/Record オペレーシ ョ ンを使用して、 新しいインデッ クス  パスのポジシ ョニング

を再度確立します。

8 ： 現在のポジシ ョ ンが不正です。

レコードの更新または削除を行うには、 現在の位置を確立する必要があ り ます。 Get オペレーシ ョ ンまたは Step
オペレーシ ョ ンを実行して現在の位置を確立して ください。アプリ ケーシ ョ ンがファイルに無効なポジシ ョ ン  ブ
ロ ッ クを渡した場合にも、 MicroKernel がこのステータス  コードを返します。

9 ： オペレーシ ョ ンが EOF （end-of-file） を検出しました。

MicroKernel は、 次の状況でこのステータス  コードを返します。

 オペレーシ ョ ンがファイルの終わり を検出したか、 ファ イルの境界 （ファ イルの終わり またはファイルの始

め） を超えて読み取り を行おう と しました。

 Get Next Extended、 Get Previous Extended、 Step Next Extended、 または Step Previous Extended のいずれかのオ

ペレーシ ョ ンで、フ ィルター条件を満たすレコード数が、指定された取得レコード数よ り少なく、かつリジェ

ク ト  カウン ト またはフ ィルター制限にまだ達していません。

 インデッ クス  パスに従って昇順でファイルを読み取る場合、 MicroKernel がそのインデッ クス  パス内の最後

のレ コード を既に返しています。 また、 イ ンデッ ク ス  パスに従って降順でフ ァ イルを読み取る場合、

MicroKernel がそのインデッ クス  パス内の最初のレコードを既に返しています。
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 Get By Percentage オペレーシ ョ ンを使用している場合に、 パーセンテージと して指定された値が大きすぎる

か （10 進の 10,000 （0x2710） を超えている）、 またはファイルにレコードがあ り ません。

 ActiveX Data Control で Get オペレーシ ョ ンを使用している場合、 このエラーはアプリ ケーシ ョ ンをコンパイ

ルして配布した後にのみ起こ り ます。 このエラーは開発中のデザイン時には起こ り ません。 配布先のマシン

に MSDADC.DLL がないこ とによってこのエラーが起こ り ます。 インス トール スク リプ トに、 このファ イル

（MSDADC.DLL） を必ず含めてください。このファ イルは Microsoft MDAC （Microsoft Data Access Component）

ファ イルです。

10 ： キー フ ィールドは変更できません。

Update オペレーシ ョ ン中に、変更不可と して定義されているキー フ ィールドをアプリ ケーシ ョ ンが変更しよ う と

しました。

11 ： 指定されたファイル名は不正です。

MicroKernel は、 次の状況でこのステータス  コードを返します。

 指定されたファイル名がファイル命名規則に従っていないか、 またはパス名が無効です。 ファ イル名または

パス名がお使いの環境で有効であるかど うかを確認して ください。 

 ク ラ イアン ト / サーバー環境で実行中の場合 ：

 アプリ ケーシ ョ ンが「.^^^」 とい う拡張子を持つファイルを開こ う と しました。この拡張子は、MicroKernel
が Continuous オペレーシ ョ ン実行時に使用するために予約されています

 Begin Continuous オペレーシ ョ ンまたは End Continuous オペレーシ ョ ン用のデータ  バッファーが正し く

設定されていません。

 リモート  ファ イルを読み込も う と しましたが、 ク ライアン ト設定の ［ローカル MicroKernel エンジンの

使用］ および ［リモート  MicroKernel エンジンの使用］ の設定が、 誤ってそれぞれオン とオフに設定さ

れています。 この状況を解決するには、 ク ラ イアン ト  ワークステーシ ョ ンで Zen Control Center を開き

ます。 MicroKernel ルーター用の ［アクセス］ カテゴ リのプロパティで、 ［リモート  MicroKernel エンジ

ンの使用］ の設定をオンにします。 詳細については、 『Advanced Operations Guide』 の 「ZenCC でローカ

ル ク ライアン トのプロパティを設定するには」 を参照してください。

 ローカル ファ イルを、 そのファイルの指定ゲート ウェイ  エンジンでない Workgroup エンジンを使って

開こ う と しました。 開こ う と したファ イルが格納されているディ レク ト リに移動します。 このディ レク

ト リ内の ~PVSW~.LOC にリード  オン リー フラグが設定されているかど うかを確認します。リード  オン

リー フラグが設定されている場合は、 読み取り / 書き込みに変更します。

 Workgroup エンジンで動的ロケーター ファ イルを使用している場合 ：

 第 1 レベルのロケーター ファ イル内で指定された第 2 レベルのロケーター ファ イルの名前が、既存ディ

レク ト リ と同じ名前を持っていないこ とを確認します。 また、 これらすべてのファイルが同じ ド ライブ

上にあるこ とを確認します。

 第 1 レベルのロケーター ファ イル内で指定された第 2 レベルのロケーター ファ イルに、エンジンがアク

セスできるこ とを確認します。

 動的ロケーター機能を共有するすべての Workgroup エンジンが、データ  ファ イルが存在するサーバーの

場所に対してまったく同じ ド ライブ マッピングを行っているこ とを確認します。

 DOS ク ライアン ト環境でファイルにアクセスしている場合 ：

 Windows for Workgroups ワークステーシ ョ ンで、 DOS ブート時に NET START FULL が使用されていま

せん。 DOS ク ラ イアン ト  モードでフル リ ダイレク ターを得るには、 NET START FULL を使用してくだ

さい。 BREQNT.EXE はフル リ ダイレクシ ョ ンを必要と します。 DOS プロンプ トで net ver と入力し

て Enter キーを押します。DOS ワークステーシ ョ ンが Windows サーバーに接続するのに必要なコンポー

ネン トのリ ス トが表示されます。
LSL.COM LAN Card Driver
IPXODI.COM
IFSHLP.SYS
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NET START FULL 

これらは emm386 を使って loadhigh （UMB メモ リーへロード） するこ とができます。 NET START FULL
は上位メモ リに読み込まれます。 

 NSS ボ リ ュームで長いファイル名を使ってファイルを開こ う と しました。MicroKernel は OS 呼び出しを使っ

てボ リ ュームに問い合わせ、 それからそのボ リ ューム用に見つかった関連する名前空間の適切なド ライバー

を読み込みます。 この場合、MicroKernel はボ リ ュームがマウン ト される前に読み込まれているので、NSS ボ

リ ュームによる長いファイル名のサポート を見つけられません。

 ボ リ ュームを読み込んだ後に MGRstart または Bstart コマンドを発行します。たとえば、次のよ うにしま

す。 
LOAD NSS
MOUNT ALL
SYS:ETC\INITSYS.NCF 

MGRSTART または BSTART

 ［スペースを含むファイル / ディレク ト リ名］ 設定はオンになっています。 PSQL v9 ではオンがデフォルトで

す。 お使いのアプリ ケーシ ョ ンで、 スペースを含んでいるファイル名を使用できない場合は、 設定をオフに

変更して ください。

 Microsoft リモート  デスク ト ップ サービス （旧ターミナル サービス） 環境で実行している場合 ：

 プライマ リ  Windows サーバーに接続している  2 つの異なるターミナル サーバー上の Windows アプリ

ケーシ ョ ンで、およそ 5 人のユーザーが作業できます。この上限を超えて実行しよ う と した場合、ステー

タス  11 および 35 が返されます。 この場合の回復方法については、Microsoft 技術情報の文書番号 190162
「Terminal Server and the 2048 Open File Limitation」 を参照してください。

12 ： MicroKernel は指定されたファイルを見つけられません。

MicroKernel は、 さまざまな理由から このステータス  コードを返す可能性があ り、 それらには異なる解決策があ

り ます。

 ファ イルが存在するこ と と、 正しいファイルを指定したかど うかを確認します。

 キー バッファー パラ メーターを調べて、 パス名が空白またはバイナリの 0 で終わっているこ とを確認しま

す。

 サーバー上のファイルにアクセスしている場合は、 そのファイルが存在するディ レク ト リに対してファイル

スキャン権を持っているかを確認して ください。 また、破損したキーが原因でこのステータス  コードが返さ

れるこ と もあ り ます。 この場合、 キーを削除してから追加し直して ください。

 このエラー コードは、 dbnames.cfg ファ イルが削除されたのに、 そのファイルを参照する古いデータ  ソース

名 （DSN） が ODBC 設定から削除されていない場合にも返されます。 

 ローカル ファ イルを、 そのファイルの指定ゲート ウェイ  エンジンでない Workgroup エンジンを使って開こ

う と しました。 開こ う と したファ イルが格納されているディ レク ト リに移動します。 このディ レク ト リ内の

~PVSW~.LOC にリード  オン リー フラグが設定されているかど うかを確認します。リード  オン リー フラグが

設定されている場合は、 読み取り / 書き込みに変更します。

 ステータス  12 が返されたら、 X$FILE.DDF という名前の DDF ファ イルを調べます。

 Btrieve ユーティ リ ティで file.ddf を調べる と、辞書ファイルのロケーシ ョ ン名は、標準の file.ddf、field.ddf 、
index.ddf ではなく、 x$file.ddf、 x$field.ddf、 x$index.ddf になっています。 その DDF は、 サポート されて

いない DDL Services（ddlsvcs.dll）と呼ばれる  DDF 作成ユーティ リ ティで作成されています。DDL Services
には不具合があるこ とがわかっており、 システム テーブルに不正なデータを作成します。

 Windows 32 ビッ ト  プラ ッ ト フォームでファイルまたはパスに空白の埋め込まれたファイルを開く と、ステー

タス  12 が返されるこ とがあ り ます。 Btrieve データ  ファ イルのアクセスには長いファイル名を使用するこ と

ができますが、 その他のファイルには使用できません。
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 スペースを含むファイル / ディレク ト リ名を有効にするには

1 Zen Control Center を起動します。

2 Zen のノードを展開します。

3 ［ローカル クライアン ト ］ ノードを展開します。

4 ［MicroKernel ルーター］ を右ク リ ッ ク して ［プロパティ ］ を選択します。 ログインを指示された場合は、 ロ

グインします。

5 ［アプリケーシ ョ ンの特性］ をク リ ッ ク します。

6 ［スペースを含むファイル / ディレク ト リ名］ を有効にします。

13 ： MicroKernel は拡張ファイルのエクステンシ ョ ン ファイルを開けませんでした。

MicroKernel は、 アプ リ ケーシ ョ ンが開こ う と している拡張ファイルのエクステンシ ョ ン ファ イルを開く こ とが

できませんでした。 拡張ファイルは 1 つのベース  ファ イルと最大 31 個のエクステンシ ョ ン ファ イルで構成され

ます。エクステンシ ョ ン ファ イルは、ベース  ファ イルと同じボ リ ュームおよびディ レク ト リ内に存在する必要が

あ り ます。 MicroKernel は、 エクステンシ ョ ン ファ イルの削除、 移動、 または名前変更を行った場合に、 このス

テータス  コードを返します。

14 ： MicroKernel はプリイメージ ファイルを作成できないか、 または開けません。

MicroKernel は、 バージ ョ ン 6 よ り前のデータ  ファ イルにのみプリ イ メージ ファ イルを使用します。

MicroKernel は、 次のいずれかの状況でこのステータス  コードを返します。

 ディ スクのディ レク ト リがいっぱいであるため、 MicroKernel は新しいプリ イ メージ ファ イルを作成できま

せん。 MicroKernel がプリ イ メージ ファ イルを作成できるよ うにする必要があ り ます。

 MicroKernel がファイル整合性を復元するためのプリ イ メージ ファ イルを開く こ とができません。 プ リ イ

メージ ファ イルが消去されていたり破損した り している場合は、 MicroKernel はファ イルの整合性を復元で

きません。 破損ファイルの回復については、 『Advanced Operations Guide』 を参照してください。

 MicroKernel がプリ イ メージ ファ イルへのアクセス権を持つユーザーによって起動されていないため、 ワー

クグループの MicroKernel はプリ イ メージ ファ イルにハンドルを割り当てるこ とができません。

 この MicroKernel が作成したプリ イ メージ ファ イルのファイル構造は、 v5.x の MicroKernel が作成したプリ

イ メージ ファ イルのファイル構造とは異なり ます。v5.x 形式の .PRE ファ イルが存在する環境では、その .PRE

ファ イルが属するデータ  ファ イルを開こ う と したと きに、MicroKernel はこのステータス  コードを返します。

15 ： アプリケーシ ョ ンで、 プリイ メージ中に I/O エラーが発生しました。

MicroKernel は、 v6.0 よ り前のデータ  ファ イルにのみプリ イ メージ ファ イルを使用します。

 プリ イ メージ ファ イルが破損しているため、データ  ファ イルの整合性は保証されません。破損ファイルの回

復については、 『Advanced Operations Guide』 を参照してください。

 ディ スクがいっぱいです。 不要なファイルを消去して ください。

16 ： アプリケーシ ョ ンで拡張エラーが発生しました。

このステータス  コードは MicroKernel バージ ョ ン 6.0 で使用されなくな り ました。

MicroKernel で、拡張ファイルのパーティシ ョ ンを作成する前にディ レク ト リ構造をディ スクに書き込んでいる間

にエラーが発生しました。MicroKernel がファイルを閉じるこ とができないか、 も し くは新しいページはファイル

に追加されたが、 MicroKernel がそのファ イルを閉じて再び開き、 ディ レク ト リ構造を更新するこ とができませ

ん。 ディ スクにハード ウェア障害がないか調べてください。
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18 ： ディスクがいっぱいです。

MicroKernel は、 次の状況でこのステータス  コードを返します。

 ディ スクがいっぱいのため、 MicroKernel はファイルを拡張して追加のレコードを収容するこ とができませ

ん。 不要なファイルを消去して ください。 

 新しいページをデータ  ファ イルに追加するのに必要な空き領域があ り ません。

 プリ イ メージ ファ イルが使用可能なディ スク領域を使い切ってしまいました。v6.0 よ り前の形式のファイル

を使用して ト ランザクシ ョ ンを実行している場合、プリ イ メージ ファ イルのサイズはト ランザクシ ョ ンの実

行中に増加し続けます。 このステータス  コードを受け取った場合は、 ト ランザクシ ョ ン内のオペレーシ ョ ン

数を減らすか、 またはディ スク領域を増やして ください。

 環境によっては、 各ユーザーが使用できるディ スク領域の大きさを制限するこ とができます。 このステータ

ス  コードは、ファ イルのオーナーに割り当てられたディ スク領域の大きさを超えてアプリ ケーシ ョ ンがデー

タ  ファ イルを拡張しよ う と したこ とを示しています。

 ディ スク領域不足エラーが発生した後に、 正常に閉じられなかったファイルの読み取りや変更を行おう と し

ました。 ディ スク領域不足エラーが発生した時点でファイルを使用していた各アプリ ケーシ ョ ンがファイル

を正常に閉じたかど うかを確認して ください。 

 Zen のサーバーに接続しているク ライアン トがこのステータス  コードを受け取った場合は、 同じディ スクか

ら リードオン リー オペレーシ ョ ンを実行しているその他のク ライアン ト も  0 以外のステータス  コードを受

け取り ます。 

19 ： アプリケーシ ョ ンで修復不能なエラーが発生しました。

ファ イルの整合性を確実にするには、 『Zen User's Guide』 の説明に従ってファイルを修復してください。

20 ： MicroKernel または Btrieve リクエスターが非アクテ ィブです。

 アプリ ケーシ ョ ンをク ライアン ト / サーバー環境で実行している場合 ：

 Btrieve リ クエスターがロード されているこ とを確認してください。

 TCP/IP プロ ト コルがク ライアン ト  マシンに正し く インス トールされ、ネッ ト ワーク上に同じネッ ト ワー

ク  アドレスを持つマシンが存在していないこ とを確認してください。

 ク ライアン ト設定オプシ ョ ンの、 ［アクセス］ > ［ローカル MicroKernel エンジンの使用］ と ［アクセス］

> ［リモート  MicroKernel エンジンの使用］ の う ち、少なく と も  1 つが有効になっているこ とを確認して

ください。お使いの環境にサーバー エンジンと  Workgroup エンジンの両方が入っている場合は、どちら

の設定も有効にする必要があ り ます。

 アプリ ケーシ ョ ンをワークグループ環境で実行している場合は、MicroKernel がロード されているこ とを確認

して ください。

 アプリ ケーシ ョ ンをク ライアン ト / サーバー環境で実行しており、 ローカル ド ラ イブに格納されたファイル

にアクセスする必要がある場合 ：

 Btrieve リ クエスターがロード されているこ とを確認してください。

 ク ライアン ト設定オプシ ョ ンの、 ［アクセス］ > ［ローカル MicroKernel エンジンの使用］ と ［アクセス］

> ［リモート  MicroKernel エンジンの使用］ の両方が有効になっているこ とを確認して ください。

 ローカルの MicroKernel が使用でき、 ロード されているこ とを確認してください。

 DOS サーバー環境で実行している場合 ：

Zen は、 デフォルトで BTRBOX95 をインス トールします。 BTRBOX95 がインス トールされている限り、 そ

の他のリ クエスターは使用できません。

 BTRBOX95 を使用したい場合は、 Setup ユーティ リ ティ を実行します。 これによって、 Windows 32 ビッ

ト  オペレーシ ョ ン システムが動作しているク ライアン ト用の適切なファイルが読み込まれます。インス

トールが終了したら、 ク ライアン ト を再起動します。
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 Windows 32 ビッ ト  プラ ッ ト フォーム ユーザーの場合 ： コマンド  プロンプ ト を開き、 DOS Btrieve アプ

リ ケーシ ョ ンを実行します。

 Windows サーバー環境で実行している場合 ：

 MicroKernel を起動してから リ クエス ト を生成します。

 PATH 環境変数で指定されたパスに Windows DLL があるこ とを確認します。

 適切な通信モジュールがサーバーに読み込まれているこ とを確認します。

21 ： キー バッファー パラメーターが短すぎます。

キー バッファー パラ メーターは、 リ クエス ト されたインデッ クス  パスのキー フ ィールドを収容するのに必要な

長さがあ り ません。 キー バッファー長が、 キー番号パラ メーターで定義されているキーの長さ と等しいこ とを確

認して ください。

22 ： データ  バッファー パラメーターが短すぎます。

 アプリ ケーシ ョ ンによって指定されたデータ  バッファー パラ メーターの長さが十分でないため、 Insert オペ

レーシ ョ ンまたは Update オペレーシ ョ ンの対象となる可変長レコードの最も短いレコードの長さ、あるいは

Get オペレーシ ョ ンまたは Step オペレーシ ョ ンの対象となるレコード全体の長さを格納できません。 また、

データ  バッファーの長さが、 Create、 Create Index、 Stat、 Get By Percentage、 Find Percentage、 または Version

などのオペレーシ ョ ンに必要なデータ長を格納するのに十分ではなかった可能性もあ り ます。

 Get オペレーシ ョ ンまたは Step オペレーシ ョ ンの場合、 MicroKernel は可能な限り多くのデータを返し、

レコード全体を返せないこ とを示すこのステータス  コードを返します。

 Insert オペレーシ ョ ンの場合、データ  バッファーが固定長部分よ り短いと、レコードは挿入されません。 

 Update オペレーシ ョ ンの場合、 データ  バッファーが短すぎて固定長部分のレコードを格納できない場

合、 レコードは更新されません。 

 Create、 Stat、 Create Index オペレーシ ョ ンの場合、 データ  バッファーはすべてのファイル仕様、 キー仕

様、 オルタネート  コレーティング シーケンス （ACS） 定義 （指定されている場合） を格納するだけの十

分な長さがあ り ません。

 Get by Percentage オペレーシ ョ ンまたは Find Percentage オペレーシ ョ ンの場合、 データ  バッファー長が

4 バイ ト未満になっています。

 Version オペレーシ ョ ンの場合、 データ  バッファー長が 5 バイ ト未満になっています。

 ActiveX を使って 60 を超えるフ ィールドを持つテーブルにアクセスする場合に、 データ  バッファー パ
ラ メーターが短すぎます。弊社 Web サイ トから最新の ActiveX コン ト ロールをダウンロード して くださ

い。

 可変長レコードを使用できるファ イルで Get オペレーシ ョ ンまたは Step オペレーシ ョ ンを実行したと きに、

このステータス  コードを受け取った場合、 ファ イルが破損している可能性があ り ます。 ファ イルが破損して

いる場合、 Get オペレーシ ョ ンまたは Step オペレーシ ョ ンを使用して他のレコードを読み取る と、 ステータ

ス  コード  54 が返されます。『Zen User's Guide』に記載されている手順に従ってファイルを修復してください。

23 ： ポジシ ョ ン ブロック  パラメーターの長さが 128 バイ トではありません。

このステータス  コードは、 バージ ョ ン 6.0 の Btrieve 言語インターフェイスで使用されなくな り ました。

ポジシ ョ ン ブロッ ク  パラ メーターの長さは、 正確に 128 バイ トである必要があ り ます。

24 ： ページ サイズまたはデータ  バッファー サイズが不正です。

MicroKernel は、 次のいずれかの状況でこのステータス  コードを返します。

 ファ イルの作成時に指定したページ サイズが無効です。 ページ サイズは 512 バイ トの倍数で、 4096 バイ ト

（8.x 以前のファイル形式）、 8192 バイ ト （9.0 ファ イル形式） あるいは 16384 バイ ト （9.5 および 13.0 ファ イ

ル形式） 以下でなければなり ません。
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 ページ サイズは、 MicroKernel が Create オペレーシ ョ ン時に最初にチェッ クするファ イル仕様です。 この時

点でステータス  コードを受け取った場合、 データ  バッファー パラ メーターが無効である可能性を示してい

ます。

25 ： アプリケーシ ョ ンが指定されたファイルを作成できません。

MicroKernel は、 次のいずれかの状況でこのステータス  コードを返します。

 アプリ ケーシ ョ ンがデータ  ファ イルを作成しよ う と した場合は、ディ スク  ディ レク ト リ またはディ スク自体

がいっぱいである可能性があ り ます。

 アプリ ケーシ ョ ンが既存のファイルを上書きしてファイルを作成しよ う と している場合、 既存のファイルが

開いているか、 オペレーティング システムが何らかの理由でそのオペレーシ ョ ンを許可しません。 

 既存の Btrieve ファ イルに上書きして Btrieve ファ イルを作成しよ う とする と、 このステータス  コードが返さ

れます。 既存のファ イルに上書きしてファ イルを作成するには、 Btrieve の Create オペレーシ ョ ン API （op

code 14） のキー バッファーを適切に設定する必要があ り ます。 

 この問題はウイルス対策ソフ ト ウェアによって起きるこ とがあ り ます。

メモ  この問題はオペレーティング システムが通常返さないステータス  コードをエンジンに返したと きに起

こ り ます。 通常、 エンジンはオペレーシ ョ ンが成功したか、 ファ イルが既に存在しているかのどちらかを予

測しています。状況によって、エンジンが使用していたハンドルが機能しないためにこのエラー コードが返

されます。 しかし、 エンジンが行った OS 呼び出しはファイル ハンドルが返されたと見なされます。 

1 つの解決策はウイルス対策ソフ ト ウェアを無効にするこ とです。 特定のデータ  ファ イルのスキャンを省くため

の、 ウイルス対策ソフ ト ウェアの設定の詳細については、 サード  パーティ  ベンダーに問い合わせてください。

26 ： 指定されたキーの数が不正です。

ページ サイズに対して指定されたキーの数が無効です。キーの数は、すべてのファイル バージ ョ ンにおいて最大

119 個までです。

キー セグメン トの数は、 ファ イル バージ ョ ンによって異な り ますが、 次の表に示す制限値の範囲内でなければ

なり ません。 

ページ サイズ

（バイ ト数）

キー セグメン トの最大数 （ファイル バージ ョ ン別）

8.x 以前 9.0 9.5 13.0

512 8 8 切り上げ 2 切り上げ 2

1024 23 23 97 切り上げ 2

1536 24 24 切り上げ 2 切り上げ 2

2048 54 54 97 切り上げ 2

2560 54 54 切り上げ 2 切り上げ 2

3072 54 54 切り上げ 2 切り上げ 2

3584 54 54 切り上げ 2 切り上げ 2

4096 119 119 2043 1833

8192 N/A1 119 4203 3783



12

ステータス コード  26 が返される条件

以下の条件は Btrieve Create オペレーシ ョ ンに対して適用されます。 『Btrieve API Guide』 の Create （14） を参照し

て ください。

 キーまたはセグメン トの数が、指定のファイル形式およびページ サイズに対して許容される制限数を超えて

いる。 キーの最大数は、 すべてのファイル形式およびページ サイズにおいて 119 個です。 セグメン トの数に

ついては上の表に示しています。

 キーオン リー ファ イルが作成され、 1 個以上のキーがデータ  バッファーに提供された。

 キーオン リー ファ イルが作成され、 ［予約重複ポインター］ フラグがオン、 ［予約する重複ポインター数］

フ ィールドの値が 1 以上である。

 データ  バッファーに指定されているセグメン ト数が最大セグメン ト数の制限を超えている。

 ［予約する重複ポインター数］ フ ィールドの値が、 最大キー数の制限を超えている。

以下の条件は Btrieve Create Index API オペレーシ ョ ンに対して適用されます。 『Btrieve API Guide』 の Create Index
（31） を参照してください。

 データ  バッファーに指定されているセグメン ト数が最大セグメン ト数の制限を超えている。

ヌル値を許可する列

ヌル値を許可する列には考慮も必要です。たとえば、ページ サイズが 4096 バイ トのデータ  ファ イルでは、1 ファ

イル当たりのインデッ クス  セグメン ト数は 119 に制限されます。真のヌルがサポート されるインデッ クス付きの

ヌル値を許可する列には 2 つのセグメン トから成るインデッ クスが必要なため、 1 つのテーブルではインデッ ク

ス付きのヌル値を許可する列 （Btrieve ファ イルでは、 インデッ クス付きでヌル値を許可する真のヌル フ ィール

ド） は 59 個までしか持てません。 ページ サイズが小さ くなる と、 この制限も小さ くな り ます。 

ファ イル バージ ョ ンを 7.x 以降に設定し、TRUENULLCREATE をデフォルト値のオンに設定して作成されたファ

イルはすべて、真のヌルをサポート します。以前のファイル形式で作成されたファイル、 あるいは Pervasive.SQL
7 を使用するか TRUENULLCREATE をオフに設定して作成されたファイルは、真のヌルをサポートせず、 この制

限を受けません。

27 ： キー ポジシ ョ ンが不正です。

指定されたキー フ ィールドの位置が 1 未満であるか、 またはファ イルに定義されたレコード長を超えています。

キー ポジシ ョ ンがレコード長の値よ り大きいか、キー ポジシ ョ ンとキー長の合計値がレコード長を超えているか

のいずれかです。 

28 ： レコード長が不正です。

物理レコード長 （ファ イルの作成時に指定された論理レコード長に、 重複キー、 予約済みの重複ポインター、 可

変長レコード  ポインターおよびブランク  ト ランケーシ ョ ン情報のオーバーヘッ ドを加算した長さ） は、 ページ

サイズから  10 バイ ト （バージ ョ ン 5 ファ イル形式でファイルが作成された場合は 8 バイ ト ） を引いた値以下で、

かつ 4 バイ ト以上である必要があ り ます。 

16384 N/A1 N/A1 4203 3783

1 N/A は 「適用外」 を意味します。

2 「切り上げ」 は、 ページ サイズを、 ファ イル バージ ョ ンでサポート される次のサイズへ切り上げるこ

とを意味します。 たとえば、 512 は 1024 に切り上げられ、 2560 は 4096 に切り上げる という こ とです。

3 9.5 以降の形式のファ イルでは 119 以上のセグメン ト を指定できますが、 インデッ クスの数は 119 に制

限されます。

ページ サイズ

（バイ ト数）

キー セグメン トの最大数 （ファイル バージ ョ ン別）

8.x 以前 9.0 9.5 13.0
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キー オン リー ファ イルの場合、最大レコード長は 253 バイ ト （v5.0 ファ イルでファイルを作成した場合は 255 バ
イ ト ） です。 

物理レコード長の計算に関する詳細については、 『Zen Programmer's Guide』 を参照して ください。

29 ： キー長が不正です。

MicroKernel は、 Btrieve の Create また Create Index API オペレーシ ョ ンに関して、以下の条件の場合にこのステー

タス  コードを返します。 『Btrieve API Guide』 の Create （14） および Create Index （31） を参照して ください。

 キー全体の長さ （全セグメン ト ） が 255 を超えている。

 キー全体の長さ （全セグメン ト ） が大き過ぎて、 1 キー ページ当たりに入るキーが 4 個よ り も少ない。 たと

えば、 512 バイ トのページに対して 200 バイ トのキーなど。

 キー セグメン トの長さが 0、 または 255 バイ ト よ り も長い。キー タイプが長さを表している場合、キー セグ

メン ト長はキー タイプに一致している必要があ り ます （たとえば、整数値のキーの長さは偶数である必要が

あ り ます）。ファ イルのキー ページは少なく と も  4 つのキーを保持できる大きさでなければなり ません。ペー

ジ サイズが小さいため指定したキー長 （オーバーヘッ ドを含む） を 4 つ格納できない場合は、 ファ イルの

ページ サイズを大き くするか、 キー長を短く します。

列のヌル インジケーター格納用に、 1 バイ トの追加スペースが必要です。 インデッ クスまたはキーが、 ヌル

値を許可する  255 文字の CHAR 型列（または 254 文字の VARCHAR 型列）を参照する場合に、SQL の CREATE

INDEX ステート メン ト実行時や、 SQL の PRIMARY KEY または FOREIGN KEY の実行時に、 このエラーが

発生します。 実際のインデッ クス長は、 この追加バイ トによって 1 バイ ト長くな り、 計 256 バイ ト とな り ま

す。 このエラーを解消するには、列のサイズを小さ くするか、列を NOT NULL と して作成し、再試行してく

ださい。 外部キーの場合、 列のサイズを小さ くする場合は、 参照する列と参照される列の両方を小さ くする

必要があ り ます。

 キー セグメン トの長さが 2、 4 または 8 以外の値で、 そのデータ型が AUTOINCREMENT である。 

 キー セグメン トのデータ型に、 その型で許可される長さ と一致しない長さが指定されている。 許可される

キー長については、 『SQL Engine Reference』 の 「Btrieve キーのデータ型」 を参照してください。

 キー セグメン トのデータ型が NUMERICSTS で、 その長さが 2 未満である。

 キー セグメン トのデータ型が CURRENCY、 AUTOTIMESTAMP、 TIMESTAMP、 または TIMESTAMP2 で、

その長さが 8 以外である。

 キー セグメン トのデータ型が NULL INDICATOR SEGMENT で、 その長さが 1 以外である。

 キー セグメン トのデータ型が GUID で、 その長さが 16 以外である。

 キー セグメン トのデータ型が BINARY （［旧形式の BINARY データ型を使用］ フラグがオン） で、 その長さ

が奇数である。

30 ： 指定されたファイルは MicroKernel ファイルではありません。

このステータス  コードは次のいずれかの状況で返されます。

 データベース  エンジンは有効な Btrieve ファ イルにアクセスしよ う と しましたが、 ファ イルを認識できませ

んでした。 そのよ うなシナリオの 1 つと して、 新しいエンジンで作成されたファイルを古いエンジンが読み

取ろ う と したという ものがあ り ます。 下位互換性によ り、 新しいエンジンで古いファイルの使用が可能にな

るのに対し、 通常、 古いエンジンで新しいファイルを使用するこ とはできません。 これは、 よ り最近の機能

がファイル形式を互換性のないものにするからです。

 このファ イルは MicroKernel が作成したものではあ り ません。

 ファ イルの先頭ページが破損しています。この場合は、データ  ファ イルのバッ クアップ コピーを使用してく

ださい。 このステータス  コードを受け取ったと き、 ソース  ファ イルのヘッダ ページが破損している可能性

がある場合は、 『Advanced Operations Guide』 の説明に従ってファイルを回復してください。
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メモ  以前は、 v6.0 よ り前の Btrieve エンジンで v6.x 以降の MicroKernel ファ イルを開こ う と した場合には、

ステータス  2 「アプ リ ケーシ ョ ン I/O エラーが発生しました」 が返されました。

31 ： フ ァイルは既に拡張されています。

このステータス  コードは MicroKernel バージ ョ ン 6.0 で使用されなくな り ました。

アプリ ケーシ ョ ンは既に拡張されているファイルを拡張しよ う と しました。 ファ イルの拡張を行えるのは 1 回だ

けです。

32 ： フ ァイルを拡張できません。

MicroKernel は、 オペレーティング システムのファイル サイズ制限を超えよ う と しているファ イルを収容するた

めの、エクステンシ ョ ン ファ イルを作成する必要があ り ます。 しかし、新しいエクステンシ ョ ン ファ イルを作成

して開こ う とする と、 オペレーティング システムからエラーが出されます。 このステータス  コードの原因と し

て、 ディ レク ト リがいっぱいである、 ディ スクがいっぱいである、 または MicroKernel がオペレーティング シス

テムから十分な権限を与えられていない、 などが考えられます。

33 ： MicroKernel をアンロードできません。

DOS 環境の場合、 MicroKernel は、 以下の原因でこのステータス  コードを返します。

 MicroKernel をロード した後で別の常駐終了型 （TSR） プログラムをロード している と きに、 MicroKernel を

アンロード しよ う と しました。 MicroKernel をアンロードする前に、 他の TSR プログラムをアンロード して

ください。 

 DOS/4G エクステンダーと  BSTUB インターフェイスを使用する  32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンから

MicroKernel をアンロード しよ う と しました。

34 ： 指定された拡張名が不正です。

このステータス  コードは MicroKernel バージ ョ ン 6.0 で使用されなくな り ました。

アプリ ケーシ ョ ンが拡張パーティシ ョ ンに無効なファイル名を指定しました。 ファ イル名が有効かど うか確認し

て ください。

35 ： アプリケーシ ョ ンでディ レク ト リ  エラーが発生しました。

Get Directory オペレーシ ョ ンが存在しないド ライブを指定したか、Set Directory オペレーシ ョ ンが無効なパス名を

指定したかのいずれかです。 ド ライブとパス名が有効かど うか確認して ください。

37 ： 別のト ランザクシ ョ ンが実行中です。

同じユーザーまたはタスクによって別の ト ランザクシ ョ ンが実行されている と きに、 アプ リ ケーシ ョ ンが Begin
Transaction （19 または 1019） オペレーシ ョ ンを発行しました。 アクティブな ト ランザクシ ョ ンがネス ト されてい

るかど うかは問題になり ません。 このステータス  コードは、 アプリ ケーシ ョ ン内でネス ト された ト ランザクシ ョ

ンに問題があるこ とを示している場合もあ り ます。

38 ： MicroKernel で、 ト ランザクシ ョ ン制御ファイルの I/O エラーが発生しました。

このステータス  コードは MicroKernel バージ ョ ン 7.0 で使用されなくな り ました。

MicroKernel が ト ランザクシ ョ ン制御ファ イルに書き込みを行おう と しました。 このステータス  コードを受け

取った原因と して、ディ スクがいっぱいである、ディ スクの書き込みが禁止されている、 MicroKernel のロード時

に作成される ト ランザクシ ョ ン制御ファイル （BTRIEVE.TRN） が削除されている、 ト ランザクシ ョ ン制御ファイ
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ルに読み取り専用フラグが設定されている、 ト ランザクシ ョ ン制御ファイルが破損している、 などが考えられま

す。 

39 ： End Transaction または Abort Transaction オペレーシ ョ ンを実行する前に、 Begin
Transaction オペレーシ ョ ンを実行する必要があります。

アプリ ケーシ ョ ンは End Transaction （20） または Abort Transaction （21） オペレーシ ョ ンを発行しましたが、 対応

する  Begin Transaction （19 または 1019） オペレーシ ョ ンが実行されていません。 プログラム内の End Transaction
オペレーシ ョ ンまたは Abort Transaction オペレーシ ョ ンは、Begin Transaction オペレーシ ョ ンの完了後に実行する

よ うにして ください。

40 ： フ ァイル アクセス要求が許容されるファイルの最大数を超えました。

このステータス  コードは MicroKernel バージ ョ ン 6.0 で使用されなくな り ました。

アプ リ ケーシ ョ ンは、 ト ランザクシ ョ ン内で許可される最大数を超えるファ イルにアクセスしよ う と しました。

MicroKernel の構成時に、 論理ト ランザクシ ョ ン中にアクセスできるファ イルの最大数を設定します。

41 ： 実行しよう と した操作は MicroKernel では許可されていません。

アプリ ケーシ ョ ンが、 特定の状況では許可されていないオペレーシ ョ ンを実行しよ う と しました。 たとえば、 次

のよ うな例です。

 アプリ ケーシ ョ ンが、 キー オン リー ファ イルで Step オペレーシ ョ ンを実行しよ う と しました。

 サーバー エンジンを使用している場合、 MicroKernel が呼び出した Continuous オペレーシ ョ ンのキー番号パ

ラ メーターが無効です。

 MicroKernel は、ファ イルやパフォーマンスに多大な影響を与える という理由で、いくつかのオペレーシ ョ ン

について ト ランザクシ ョ ン中の実行を禁止しています。 この特定のオペレーシ ョ ン とは、 Set Owner、 Clear

Owner、 Create Index、 Drop Index です。

 9.x 以降のエンジンで実行されているアプリ ケーシ ョ ンが、 6.x （0600） よ り前の形式のファイルを作成しよ

う と しました。

 アプリ ケーシ ョ ンが、 Audit for Zen 15 または DataExchange 15 が実行されている環境で Extended Delete オペ

レーシ ョ ン （オペレーシ ョ ン コード  85-88） を発行しました。

42 ： 以前にアクセラレイテ ィ ド  モードで開いたファイルが閉じられていませんでした。

このステータス  コードは MicroKernel バージ ョ ン 6.0 で使用されなくな り ました。

MicroKernel は、 次のいずれかの理由でこのステータス  コードを返します。

 v5.x MicroKernel がアクセラレイティ ド  モードでアクセスし、 正常に閉じられていない v5.x データ  ファ イル

をアプリ ケーシ ョ ンが開こ う と したか、 v6.0 以降の MicroKernel が Set/Clear Owner オペレーシ ョ ン中に修復

不能なエラーを検出したファイルを開こ う と しました。 ファ イルの整合性は保証されません。 破損ファイル

の回復については、 『Advanced Operations Guide』 を参照してください。

 アプリ ケーシ ョ ンは、 MicroKernel v5.x 形式のファイルを、 v5.x MicroKernel を使用して開こ う と しましたが、

そのファイルは以前に v6.0 以降の MicroKernel がアクセスし、 その後正常に閉じられなかったため、 ディ ス

ク上にプリ イ メージ ファ イルが残っています。 バージ ョ ン 5.x の MicroKernel は、 v6.0 以降の形式で作成さ

れたプリ イ メージ ファ イルを読み取るこ とはできません。

43 ： 指定されたレコード  アドレスが不正です。

MicroKernel は、 次のいずれかの理由でこのステータス  コードを返します。
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 Get Direct オペレーシ ョ ンに指定されたレコード  アドレスが不正です。 アドレスがファイル境界の外にある

か、アドレスがデータ  ページ内またはデータ  ページ上のレコード境界上にあ り ません。あるいは、指定され

たアドレスのレコードが削除されています。 Get Direct オペレーシ ョ ンの場合、 Get Position オペレーシ ョ ン

が取得した 4 バイ トのアドレスを使用してください。

 このステータス  コードは、 レコードのファイルが v5.x 形式である場合、 ファ イル アクセスに矛盾が発生し

ているこ とを示す場合があ り ます。 たとえば、 タスク  1 がファイルを排他ト ランザクシ ョ ン内でロ ッ ク して

いる と します。 タスク  2 は同じファイルからレコードを読み取って、 ト ランザクシ ョ ンが挿入したレコード

を更新するものと します。 タスク  2 がレコードを読み取った後にタスク  1 がト ランザクシ ョ ンを中止した場

合、 タスク  2 は Update オペレーシ ョ ンの発行時にこのステータス  コードを受け取り ます。

 レコードの物理ロケーシ ョ ンに基づいてパーセンテージをシークする  Find Percentage オペレーシ ョ ンの場

合、 指定されたレコード  アドレスが不正です。

 ファ イルが破損している可能性があるため、 ファ イルを回復する必要があ り ます。 破損ファイルの回復につ

いては、 『Advanced Operations Guide』 を参照してください。

44 ： 指定されたキー パスが不正です。

アプリ ケーシ ョ ンは、 Get Direct/Record オペレーシ ョ ンを使用して、 対応するレコード内で値がヌルになってい

るキーのインデッ クス  パスに位置を設定しよ う と しました。 MicroKernel は、 ヌル キー値に基づいて位置を設定

するこ とはできません。

45 ： 指定されたキー フラグが不正です。

Create オペレーシ ョ ンでのキー フラグの指定に矛盾があ り ます。 キーに複数のセグメン トがある場合、 キー内の

各セグメン トの重複属性、変更可能属性、 ヌル属性は同じである必要があ り ます。 また、 キー オン リー ファ イル

でヌル キー属性またはマニュアル キー属性を使用するこ とはできません。アプリ ケーシ ョ ンが、セグメン ト  キー

の 2 つ以上のセグメン トに対して異なるオルタネート  コレーティング シーケンス （ACS） を指定しよ う と した場

合も、 MicroKernel はこのステータス  コードを返します。

46 ： 要求したファイルへのアクセスは拒否されました。

MicroKernel は、 次のいずれかの理由でこのステータス  コードを返します。

 アプリ ケーシ ョ ンがリードオン リー モードでファイルを開き、そのファイルに対して書き込み操作を実行し

よ う と しました。

 アプリ ケーシ ョ ンが、オペレーティング システムによって リードオン リーのフラグが設定されたファイルに

対して書き込み操作を実行しよ う と しました。

 アプリ ケーシ ョ ンがファイルを開く と きに、更新に必要な正しいオーナー ネームを提供しませんでした。詳

細については、 ステータス  コード  「51 ： オーナー ネームが不正です。」 を参照してください。

 （Workgroup エンジンのみ） あるク ライアン ト  マシンが既にサーバー MicroKernel を使って開いているファイ

ルを、 Workgroup エンジン ユーザーまたはタスクが開いた場合、 Workgroup エンジン ユーザーがファイルへ

の書き込みを行おう とする と、 このステータス  コードが返されます。

 （9.x 以降のエンジンのみ） アプリ ケーシ ョ ンが 5.x 形式のファイルに対して書き込み操作を実行しよ う と し

ました。 9.x 以降のエンジンを使用している と き、 5.x 形式のファイルに対して Insert や Delete などの書き込

み操作は実行できません。

47 ： 開いているファイルの数が許可される最大数を超えています。

このステータス  コードは MicroKernel バージ ョ ン 6.0 で使用されなくな り ました。

48 ： オルタネート  コレーテ ィング シーケンスの定義が不正です。

MicroKernel は、 次の理由によ り このステータス  コードを返します。
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 オルタネート  コレーティング シーケンス （ACS） 定義の先頭バイ ト （識別バイ ト ） に、 16 進の AC （ユー

ザー定義の ACS）、 AD （ロケール固有 ACS）、 または AE （インターナシ ョナル ソート規則のサポート ） が含

まれていません。 最初のバイ トには適切な値を入れてください。

49 ： 拡張キー タイプが不正です。

MicroKernel は、 次のいずれかの理由でこのステータス  コードを返します。

 不正な拡張キー タイプを持つファイルまたはインデッ クスを作成しよ う と しました。

 BINARY キーまたはキー セグメン トにオルタネート  コレーティング シーケンス （ACS） を割り当てよ う と

しました。 ACS を割り当てるこ とができるのは、 STRING、 LSTRING、 WSTRING、 WZSTRING、 ZSTRING

キー タイプのみです。

 ACS が必要なインデッ クスを定義しましたが、ファ イルおよびデータ  バッファー内に渡されたキー定義のい

ずれにも  ACS 定義が存在しません。

 MicroKernel が 5.x 形式でファイルを作成するよ う設定されている場合に、 大小文字区別フラグと  ACS フラ

グの両方が設定されたキー セグメン ト を作成しよ う と しました。 この組み合わせは、 5.x ファ イルでは無効

です。

 ［作成ファイルのバージ ョ ン］ を 6.x に設定して、 7.x のデータ型である  CURRENCY、 TIMESTAMP などのい

ずれかを使用しよ う と しました。 v7.x よ り前のファイルは、 これらのキー タイプをサポート していません。

 ［作成ファイルのバージ ョ ン］ を 9.0 以前のバージ ョ ンに設定し、 新しいデータ型である  

AUTOTIMESTAMP、 GUID、 TIMESTAMP2 などを使用しよ う と しました。 古いファイル バージ ョ ンはこれ

らのデータ型をサポート していません。

 ［作成ファイルのバージ ョ ン］ の設定を変更するには

1 Zen Control Center を起動します。

2 ［エンジン］ ノードを展開し、 目的のエンジン名を探します。

3 エンジン名を右ク リ ッ ク して ［プロパティ ］ を選択します。 

4 ［ファイル互換性］ をク リ ッ ク します。

5 右側のフレーム内で、 ［作成ファイルのバージ ョ ン］ を変更します。

50 ： フ ァイルのオーナーは既に設定されています。

アプリ ケーシ ョ ンは、 既にオーナーを持つファイルに Set Owner オペレーシ ョ ンを実行しよ う と しました。 Clear
Owner オペレーシ ョ ンを使用して、 前のオーナーを削除してから新しいオーナーを指定してください。

51 ： オーナー ネームが不正です。

MicroKernel は、 次のいずれかの理由でこのステータス  コードを返します。

 アプリ ケーシ ョ ンが Set Owner オペレーシ ョ ンから このステータス  コードを受け取った場合、 キー バッ

ファーに指定されているオーナー ネームとデータ  バッファーに指定されているオーナー ネームが矛盾して

います。

 Open オペレーシ ョ ンまたは DROP TABLE ステート メン トの実行中にこのステータス  コードが発生した場

合、 アプ リ ケーシ ョ ンはオーナー ネームが割り当てられているファ イルを開こ う と しました。 アプ リ ケー

シ ョ ンはデータ  バッファーにそのオーナー ネームを指定する必要があ り ます。 オーナー ネームがヌルで終

了しているこ と、およびデータ  バッファー長がオーナー ネームと最後のヌルを収容するのに十分な長さに設

定されているこ とを確認して ください。

 オーナー ネーム文字列が以下の要件を満たしていません。

 短いオーナー ネームは半角 8 文字以下であるこ と。

 長いオーナー ネームの長さ制限は、 ファ イル形式によって異なり ます。
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詳細については、 『Advanced Operations Guide』 の 「オーナー ネーム」 を参照してください。

52 ： キャ ッシュへの書き込み中にエラーが発生しました。

このステータス  コードは MicroKernel バージ ョ ン 6.0 以降で使用されなくな り ました。

キャ ッシュ  バッファーを使用可能にしよ う と したと きに、 MicroKernel は以前にアクセラレイティ ド  モードで開

かれたファイルのデータをディ スクに書き込も う と しました。 書き込み中にオペレーティング システムが I/O エ
ラーを返しました。 通常、 このステータス  コードはハード ウェア メモ リの障害を示しています。 Btrieve をいっ

たんアンロード し、 再ロード してから操作を継続して ください。

53 ： 言語インターフェイスのバージ ョ ンが不正です。

アプリ ケーシ ョ ンは、 Btrieve v3.15 以前の言語インターフェイスで可変長レコードを含むファイルにアクセスし

よ う と しました。 

54 ： レコードの可変長部分が破損しています。

Get オペレーシ ョ ンまたは Step オペレーシ ョ ン中に、MicroKernel がレコードの可変長部分の全体または一部を読

み取るこ とができませんでした。 MicroKernel は可能な限り多くのデータをアプリ ケーシ ョ ンに返します。 通常、

このステータス  コードは、可変長レコードを格納するのに使用される  1 つまたは複数のページが破損しているこ

とを示します。 MicroKernel が返すデータ  バッファー長を調べ、 返されたレコードの量を確認して ください。 破

損ファイルの回復については、 『Zen User's Guide』 を参照してください。

55 ： アプリケーシ ョ ンが AUTOINCREMENT キーに不正な属性を設定しました。

autoincrement キーによってインデッ クス設定されたデータ  フ ィールドは、 autoincrement キーのキー番号が新しい

セグメン ト  キーのキー番号よ り小さ く、 フ ィールドを参照している新しいデータ型フラグが AUTOINCREMENT
でない場合に限り、 異なるセグメン ト キーに属するこ とができます。

56 ： インデックスが不完全です。

Create Index オペレーシ ョ ン （31） または Drop Index オペレーシ ョ ン （32） の実行が完了する前に中断された場合

は、 インデッ クスが破損している可能性があ り ます。 Drop Index オペレーシ ョ ンを実行して、 破損したインデッ

クスをファ イルから完全に削除し、必要な場合は Create Index オペレーシ ョ ンでインデッ クスを作成し直します。

57 ： 拡張メモリ  エラーが発生しました。

このステータス  コードは MicroKernel バージ ョ ン 6.0 で使用されなくな り ました。

Btrieve for DOS は、 拡張メモ リ  マネージャーからエラーを受け取った場合に、 このステータス  コードを返しま

す。通常、 このステータス  コードは、 MicroKernel がメモ リ  マッピング レジスタ  コンテキス ト を保存または回復

するこ とができなかったこ とを示しています。 これは、 拡張メモリ を使用する他のアプリ ケーシ ョ ンと互換性が

ないこ とを意味します。

58 ： 圧縮バッファー長が短すぎます。

このステータス  コードは Pervasive.SQL 2000i で使用されなくな り ました。

59 ： 指定されたファイルは既に存在します。

Create オペレーシ ョ ン実行時に、 アプリ ケーシ ョ ンがキー番号パラ メーターに -1 を指定し、 キー バッファー パ
ラ メーターに既存のファイル名を指定しました。 既存のファイルを上書きする場合は、 キー番号パラ メーターか

ら  -1 は取り除いてください。 既存のファイルをそのまま残す場合は、 キー バッファー パラ メーターに指定され

ているファイル名を変更します。
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60 ： 指定されたリジェク ト  カウン トに達しました。

Get Next Extended、 Get Previous Extended、 Step Next Extended、 Step Previous Extended のいずれかのオペレーシ ョ

ンが、 フ ィルター条件を満たすレコードを要求された数だけ検出する前に、 MicroKernel がリ ジェク ト  カウン ト

と して指定されたレコード数を拒否しました。データ  バッファーに返された最初の 2 バイ ト を調べて、取得され

たレコード数を確認して ください。

61 ： 作業領域が小さすぎます。

Get Next Extended、 Get Previous Extended、 Step Next Extended、 Step Previous Extended オペレーシ ョ ンは、 バッ

ファーを作業領域と して使用します。 このステータス  コードは、 作業領域 （デフォルト設定は 16 KB） のサイズ

が十分でないため、フ ィルターされるデータ  バッファー構造と取得された最長のレコードを格納できないこ とを

示しています。 作業領域がフ ィルター条件または抽出指定を格納するのに十分なサイズで、 選択または抽出され

るすべてのフ ィールドを格納するのに十分なサイズであれば、 ステータス  コード  0 が返されます。

62 ： ディスクリプターが不正です。

このステータス  コードは以下の状況で返されます。

 Get Next Extended、 Get Previous Extended、 Step Next Extended、 Step Previous Extended、 Delete Extended のいず

れかのオペレーシ ョ ンで渡されるディ スク リプター （データ  バッファー構造） が不正です。 Extended オペ

レーシ ョ ン呼び出しに使用するディ スク リプターの長さ （データ  バッファーの最初の 2 バイ ト ） は、ディ ス

ク リプターの長さ と正確に一致していなければなり ません。 この条件は、 必要以上の長さを宣言できるデー

タ  バッファー長のオプシ ョ ンには適用されません。

 Stat Extended オペレーシ ョ ンで、 データ  バッファー内の識別バイ ト  フ ィールドが 0x74537845 に設定されて

いないか、サブファンクシ ョ ン フ ィールドが 0x00000001 に設定されていません。または、Zen エクスプロー

ラー フ ィールドが 0x00000000 に設定されていません。

 Get Direct/Chunk オペレーシ ョ ンまたは Update Chunk オペレーシ ョ ンで、 データ  バッファー内のディ スク リ

プター構造が正し くないか、内部的な矛盾またはデータ  バッファー長の矛盾によ り、ディ スク リプター構造

が矛盾しています。

 ActiveX コン ト ロールのバッファーが、 ク リ アも再割り当ても されていません。 コードで Extended オペレー

シ ョ ンを使用する前に、 Init メ ソ ッ ドを使ってコン ト ロールのバッファーをク リ アおよび再割り当てして く

ださい。 さ らに、 AutoMode を使用している場合は、 Init を呼び出す前に論理位置を確立しておく （GetLast、

GetFirst、 GetEqual など） 必要があ り ます。 

63 ： Insert Extended オペレーシ ョ ンで指定されたデータ  バッファー パラメーターが不正で
す。

Insert Extended オペレーシ ョ ンで不正なバッファーが指定されました。バッファー長が 5 バイ ト未満であるか、指

定されたレコード数が 0 であるかのいずれかです。 バッファー長またはレコード数を修正して ください。

64 ： フ ィルター制限に達しました。

MicroKernel エンジンは、 Extended Get または Step オペレーシ ョ ン中、拒否レコードに到達し、オペレーシ ョ ンで

指定された方向にはこれ以上フ ィルター移動を満たすレコードがない場合に、 このステータス  コードを返しま

す。 このステータス  コードは、キー番号によって指定されるキーの最初のセグメン トが、 フ ィルター フ ィールド

の最初の条件と しても使用されている場合にのみ適用されます。

65 ： フ ィールド  オフセッ トが不正です。

Extended Get または Step オペレーシ ョ ンのエクス ト ラ ク タのフ ィールド  オフセッ トが、取得されたレコード長に

対して無効です。 フ ィールド  オフセッ トが 0 から 「レコード長 - 1」 までの有効な値であるこ とを確認してくだ

さい。



20

66 ： オープンできるデータベースの最大数を超えました。

このステータス  コードは Pervasive.SQL 2000i で使用されなくな り ました。

MicroKernel が開こ う と したファ イルにバインド されている  MicroKernel データベースが多すぎます。 このステー

タス  コードを受け取らないよ うにするには、 MicroKernel がオープンできるデータベース数によ り大きな値を設

定する必要があ り ます。

バウンド  ファ イルの詳細については、 『Advanced Operations Guide』 を参照してください。

67 ： MicroKernel が、 SQL データ辞書ファイルを開けません。

MicroKernel は、 次のいずれかの理由でこのステータス  コードを返します。

 アプリ ケーシ ョ ンが MicroKernel データベースにバインド されているデータ  ファ イルを使用しよ う と しまし

たが、 MicroKernel はいずれかの MicroKernel データ辞書ファイル （FILE.DDF、 あるいはファイルに RI 定義

がある場合は RELATE.DDF）、 または設定ファイル （DBNAMES.CFG） を開けませんでした。

 ［置換］ オプシ ョ ンを使用してファイルを作成しよ う と しましたが、ファ イル名と ロケーシ ョ ンが同じバウン

ド  MicroKernel データ  ファ イルが既に存在します。 ただし、 MicroKernel は MicroKernel データ辞書ファイル

（FILE.DDF） または設定ファイル （DBNAMES.CFG） を開けませんでした。 

データ  ファ イルに RI 定義がある場合は、 FILE.DDF および RELATE.DDF が、 データベースに対して設定された

ロケーシ ョ ン （サーバー設定の ［ディ レク ト リ ］ にある ［辞書のロケーシ ョ ン］ プロパティで指定） にあるこ と

を確認して ください。

68 ： MicroKernel は、 RI のカスケード削除オペレーシ ョ ンを実行できません。

アプリ ケーシ ョ ンが削除しよ う と したレコードは 16 を超える階層レベルを持つため、 MicroKernel は参照整合性

（RI） 制御が実行されているファイルに対してカスケードの削除規則を実施するこ とができません。下位レベルか

らレコードを削除し、 それからアプリ ケーシ ョ ンが最初に削除しよ う と したレコードをも う一度削除してくださ

い。 RI の詳細については、 『Advanced Operations Guide』 を参照して ください。

69 ： Delete オペレーシ ョ ンが、 破損したファイルに対して指定されました。

MicroKernel が Delete オペレーシ ョ ンに応答してカスケードの削除規則を実施しよ う と したと きに、 アプ リ ケー

シ ョ ンでエラーが発生しました。 このステータス  コードは、 関連ファイルが破損しており、 そのファイルを再作

成する必要があるこ とを示しています。RI およびカスケードの削除規則については、『Advanced Operations Guide』
を参照して ください。

71 ： RI 定義に違反があります。

 参照整合性 （RI） 制御下のファイルに Insert オペレーシ ョ ンを実行しよ う と した場合は、 挿入するレコード

内の外部キー値に対応する主キーが参照ファイル内にあ り ません。 

 Update オペレーシ ョ ンを実行している場合、 このステータス  コードの原因と して次の 2 つが考えられます。

 主キーの値を変更しよ う と しました。

 外部キーの値を、 定義されている主キーには存在しない値に変更しよ う と しました。

 Delete オペレーシ ョ ンを実行しよ う と した場合は、制限規則が実施されていて、削除しよ う と しているレコー

ドに含まれる主キー値が参照フ ァ イルの外部キーを参照しています。 RI の詳細については、 『Advanced

Operations Guide』 を参照してください。

72 ： MicroKernel は、 RI 参照ファイルを開けません。

FILE.DDF および DBNAMES.CFG が指定するロケーシ ョ ンに参照ファ イルがあ り ません。 DBNAMES.CFG ファ

イルが名前付きデータベースに対して指定しているデータ  ファ イルのロケーシ ョ ンの う ちのいずれかに参照

ファイルがあるこ とを確認して ください。
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 DBNAMES.CFG ファ イルがサーバー上に定義されている場合は、ファ イルのロケーシ ョ ンがド ライブ名を含

んでいないこ とを確認して ください。

 DBNAMES.CFG ファ イルが Workgroup エンジン用に定義されている場合は、 ド ライブ名が DBNAMES.CFG

で指定されているものと同じである （そして同じロケーシ ョ ンにマップされている） こ とを確認してくださ

い。

RI の詳細については、 『Advanced Operations Guide』 を参照して ください。

73 ： RI 定義は同期が取れていません。

MicroKernel は、 次のいずれかの理由でこのステータス  コードを返します。

 MicroKernel データベースにバインド されているデータ  ファ イルを開こ う と しましたが、 そのファイルがバ

インド されているデータベースが DBNAMES.CFG ファ イル内にあ り ません。

 MicroKernel データベースにバインド されている  RI 定義を持つデータ  ファ イルを開こ う と しましたが、その

ファイルのバインド先のテーブルがデータベースの FILE.DDF ファ イルに見つかり ません。 あるいは、 テー

ブルのロケーシ ョ ンおよびファイル名が、DBNAMES.CFG ファ イルまたは FILE.DDF ファ イルに設定されて

いるファイルのロケーシ ョ ンおよびファイル名と矛盾しています。

 バウンド  ファ イルを変更しよ う と しましたが、そのファイルの RI 定義が RELATE.DDF ファ イルの定義と矛

盾しています。

 このファ イルに関連付けられたファイルが同期していない場合に、 Insert オペレーシ ョ ン、 Delete オペレー

シ ョ ン、または外部キーを変更する  Update オペレーシ ョ ンを実行しよ う と しました （関連ファイルを開こ う

と した場合や変更しよ う と した場合も、 このステータス  コードが返されます）。

 ［置換］ オプシ ョ ンを使用してファイルを作成しよ う と しましたが、ファ イル名と ロケーシ ョ ンが同じバウン

ド  MicroKernel データ  ファ イルが既に存在します。 ただし、 MicroKernel はその既存バウンド  ファ イルが同

期していないこ とを検出しました （つま り、 既存のファイルを開こ う と したと きにも、 このステータス  コー

ドが返されます）。

メモ  同一ネッ ト ワーク上の 2 つのサーバーに同一の名前付きデータベースは存在できません。 したがって、

同一ネッ ト ワークの別のサーバーへ辞書を移動するこ とが目的の場合、 1 つの方法は、 新しいサーバーで名

前付きデータベースを作成する前に、 元のサーバーの名前付きデータベースを削除するこ とです。 

データベースの RI 制約を調べてください。 この方法についての情報は、『Zen User's Guide』 を参照してください。

75 ： Betrieve オペレーシ ョ ンはキャンセルされました。

Btrieve オペレーシ ョ ンは、 さまざまな理由からキャンセルされるこ とがあ り ます。 たとえば、 ユーザーが意図的

にキャンセルするこ とを選択した、 システム リ ソースが不足している、 よ り優先度の高い別のオペレーシ ョ ンが

実行された、 エンジンまたはオペレーティング システムがシャ ッ ト ダウンされたなどが考えられます。

76 ： 参照ファイルに矛盾があります。

アプリ ケーシ ョ ンは、 他のファイルを参照する参照整合性 （RI） 制御のファイルに対して Update、 Insert、 Delete
のいずれかのオペレーシ ョ ンを実行しよ う と しました。この参照ファイルは既にエクスクルーシブ モードでオー

プンされているため、 アプ リ ケーシ ョ ンでは RI チェッ クのためにこのファ イルを開く こ とができません。 参照

ファイルが閉じられるか、 エクスクルーシブ以外のモードで開かれてから、 も う一度オペレーシ ョ ンを実行して

ください。 RI の詳細については、 『Advanced Operations Guide』 を参照して ください。

77 ： アプリケーシ ョ ンでウェイ ト  エラーが発生しました。

このステータス  コードは MicroKernel バージ ョ ン 7.0 で使用されなくな り ました。
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これは、 情報を提供するステータス  コードです。 オペレーシ ョ ンをも う一度実行して ください。 MicroKernel は
オペレーシ ョ ンを自動的に再試行しません。ク ライアン ト  - サーバー MicroKernel は、次のいずれかの状況でこの

ステータス  コードを返します。

 アプリ ケーシ ョ ンがオペレーシ ョ ンにウェイ ト  ロ ッ ク  バイアスを指定しましたが、要求された リ ソースは他

のユーザーによってロ ッ ク されています。

 アプリ ケーシ ョ ンは現在ウェイ ト  ト ランザクシ ョ ンを処理中で、 他のユーザーによってロ ッ ク されている

ファ イルにアクセスしよ う と しました。

Btrieve リ クエスターを使用して MicroKernel にアクセスしている場合は、 リ クエス ト した リ ソースがロ ッ ク され

ている と、 Btrieve リ クエスターはしばら く待機した後、オペレーシ ョ ンを再試行します。サーバー ベースのアプ

リ ケーシ ョ ンが MicroKernel にアクセスして、 リ クエス ト した リ ソースがロ ッ ク されている場合は、 ウェイ トが

必要です。 この場合、 MicroKernel がウェイ ト を実行するこ とにな り ます。 しかし、 このウェイ トは MicroKernel
を占有し、要求した リ ソースを解放しよ う とする他のユーザーを排除するため、MicroKernel はウェイ ト を実行し

ません。 代わりに、 MicroKernel はこのステータス  コードを返します。 サーバーベース  アプリ ケーシ ョ ンは後で

再試行する必要があ り ます。

78 ： MicroKernel がデッ ドロック状態を検出しました。

アプリ ケーシ ョ ンは処理を継続する前に、 ト ランザクシ ョ ンを中止または終了したり、すべてのレコード  ロ ッ ク

を解除したりするこ とによって、 すべてのリ ソースをク リ アする必要があ り ます。 これによ りデッ ド ロ ッ クが解

消され、 他のアプリ ケーシ ョ ンでは待機している リ ソースへのアクセスが可能になり ます。

79 ： プログラ ミング エラーが発生しました。

このステータス  コードは MicroKernel バージ ョ ン 7.0 で使用されなくな り ました。

MicroKernel が明確に特定できない誤動作または MicroKernel が回復できない誤動作が発生しました。 操作を再試

行してもエラーが再現する場合は、 システムの破損が考えられます。 再起動してシステムをク リ アしてから、 も

う一度オペレーシ ョ ンを実行して ください。

80 ： MicroKernel でレコード  レベルの矛盾が発生しました。

レコード  レベルの矛盾があるため、 MicroKernel は Update オペレーシ ョ ンまたは Delete オペレーシ ョ ンを実行し

ませんでした。 たとえば、 ステーシ ョ ン A がレコードを読み取っている と きに、 ステーシ ョ ン B が同じレコード

を読み取ってそれを更新し、 その後にステーシ ョ ン A がそのレコードを更新しよ う と しています。 アプ リ ケー

シ ョ ンは、 Update オペレーシ ョ ンまたは Delete オペレーシ ョ ンを再実行する前に、 レコードを再度読み取る必要

があ り ます。 また、 矛盾を防止するため、 アプリ ケーシ ョ ンはレコード  ロ ッ クを使用するこ とができます。

キー オン リー ファ イルでは、 レコードの読み取りの後、あるいは更新または削除を行う前に、 レコードがファイ

ルの B ツ リー内で移動される と、 このステータス  コードが返されます。他のレコードを挿入、更新、 または削除

した結果、 レコードが移動するこ と もあ り ます。

81 ： MicroKernel でロック  エラーが発生しました。

MicroKernel は、 次のいずれかの状況でこのステータス  コードを返します。

 アプリ ケーシ ョ ンが複数のレコード  ロ ッ ク状態にあるレコードをアンロ ッ ク しよ う と しましたが、 データ

バッファーに格納されているレコードの位置が、 関連するファイル内でロ ッ ク されているレコード と対応し

な くな り ました。

 アプリ ケーシ ョ ンが複数レコード  ロ ッ ク （単一レコード  ロ ッ ク） を使って単一レコード  ロ ッ ク （複数レコー

ド  ロ ッ ク） を解除しよ う と しました。

82 ： MicroKernel がポジシ ョニングを失いました。

重複属性のキーで Get Next オペレーシ ョ ンまたは Get Previous オペレーシ ョ ンを実行している と きに、アプ リ ケー

シ ョ ンが、 削除されたレコードまたは他のアプリ ケーシ ョ ンによってキー値が変更されたレコードを取得しよ う
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と しました。 Get Equal オペレーシ ョ ン、 または Get Direct/Record オペレーシ ョ ンを使用して位置を再確立してく

ださい。関連するポジシ ョ ン エラーについては、 ステータス  コード  「44 ：指定されたキー パスが不正です。」 を

参照して ください。

83 ： MicroKernel は、 ト ランザクシ ョ ン外で読み込まれたレコードを更新または削除しよう
と しました。

このステータス  コードは MicroKernel バージ ョ ン 7.0 で使用されなくな り ました。

アプリ ケーシ ョ ンが、 ト ランザクシ ョ ン内で読み込んでいないレコードを更新または削除しよ う と しました。 ア

プリ ケーシ ョ ンは、データを変更する前に ト ランザクシ ョ ン内でそのレコードを読み込んでおく必要があ り ます。

84 ： レコードまたはページはロックされています。

 Insert、 Update、 または Delete のいずれかのオペレーシ ョ ンで、 インデッ クス  ページをロ ッ ク して、 キー値

を挿入または削除しよ う と しました。 アプ リ ケーシ ョ ンを使って確認を行い、 このステータス  コードが返さ

れていたらオペレーシ ョ ンをも う一度実行して ください。

 アプリ ケーシ ョ ンは次のいずれかの操作を行おう と しました。

 現在他のアプリ ケーシ ョ ンがロ ッ ク しているレコードにノーウェイ ト  ロ ッ クを適用しよ う と した。

 他のアプリ ケーシ ョ ンが 1 つ以上のアクティブなレコード  ロ ッ クをファ イル内に保持している場合に、

ノーウェイ ト  ト ランザクシ ョ ンでそのファイルにアクセスしよ う と した。

 他のアプリ ケーシ ョ ンによってロ ッ ク されているレコードを更新または削除しよ う と した。 

アプリ ケーシ ョ ンでは、 次のいずれかの対策をと るこ とができます。

 正常に終了するまでオペレーシ ョ ンを再試行します。 これは、 ネッ ト ワークの ト ラフ ィ ッ クが比較的低

い場合には最も単純かつ迅速な解決方法といえます。

メモ  並行ト ランザクシ ョ ン内でステータス  84 を受け取った場合、 アプリ ケーシ ョ ンで再試行する回数を制

限するよ うにして ください。再試行の回数を制限しないと、アプリ ケーシ ョ ンが別の ト ランザクシ ョ ンでデッ

ド ロ ッ ク状態に陥り ます。再試行を何回か行った後にまだステータス  84 が返される場合は、 ト ランザクシ ョ

ンを一旦中止し、 再度その ト ランザクシ ョ ンを試行して ください。

 ウェイ ト  オプシ ョ ンをサポート しているバージ ョ ンの場合、ノーウェイ ト  オプシ ョ ンの代わりにウェイ

ト  オプシ ョ ン （+100/+300） を使用します。

85 ： フ ァイルはロックされています。

MicroKernel は、 次のいずれかの状況でこのステータス  コードを返します。

 あるユーザーが排他ト ランザクシ ョ ンでファイルをロ ッ ク している場合に、 他のユーザーがそのファイルの

全体または一部をロ ッ ク しよ う と しています。

 ワークグループ MicroKernel が既にファイルを開いている と きに、 リ クエスターがロード されているク ライ

アン ト  マシンがサーバー MicroKernel を介して同じファ イルを開こ う と しました。 サーバー MicroKernel は、

排他アクセスが実行できないため、 そのファイルを開く こ とができません。 リ クエスターがロード されてい

るク ライアン ト  マシンはこのステータス  コードを受け取り ます。

 MicroKernel でファイルを開いている場合に、ファ イル名が同じで拡張子が異なる  2 つのファイルが存在しま

す （たとえば、 INVOICE.HDR と  INVOICE.DET）。 一方のファイルが Continuous オペレーシ ョ ン モードで開

かれる と、 その結果、 MicroKernel がデルタ  ファ イル （INVOICE.^^^ など） を生成します。 そして、 も う一

方のファ イルを開こ う と したと きに、 MicroKernel はこのステータス  コードを返します。 この理由によ り、

ファ イルに名前を付ける と きは、 拡張子を変えるだけでなく、 まった く異なる名前を付けるこ とをお勧めし

ます。
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 出現のパターンはあ り ませんが、 ウイルス対策ソフ ト ウェアがファイルをスキャンするためにファイルを開

いてロ ッ クするこ とが原因で、 ファ イルを閉じる と きにステータス  85 を受け取り、 次のデータベース  オペ

レーシ ョ ンが失敗するこ とがあ り ます。 これを解決するには、 ウイルス対策ソフ ト ウェアがデータ  ファ イル

をスキャンしないよ うに設定します。 ファ イルを除外する方法については、 ウイルス対策ソフ ト ウェアのド

キュ メン ト を参照して ください。

 Continuous オペレーシ ョ ンが設定されているデータ  ファ イルに対して削除操作を試行しました。 Continuous

オペレーシ ョ ンが設定されているデータ  ファ イルは、 リ レーシ ョナル エンジンおよび MicroKernel エンジン

から削除が行えません。 さ らに、 このファ イルはキーの変更などファイル構造の変更も受け付けません。

86 ： フ ァイル テーブルがいっぱいです。

データベース  エンジンが Btrieve データ  ファ イルを示すメモリ を割り当てられなかった場合、 アプ リ ケーシ ョ ン

でこのステータス  コードを受け取る可能性があ り ます。 また、 このデータベース  エンジンは、同時に処理できる

ファ イル数が 65,535 個までという制限もあ り ます。 その制限に達した場合にも このステータス  コードが返り ま

す。

このステータス  コードが返る  1 つの要因と して考えられるのは、 既に開いたデータ  ファ イルを閉じないまま、

ファ イルをさ らに開き続けるアプリ ケーシ ョ ンです。Monitor ユーティ リ ティでアクティブなファイルを見て、こ

の現象が発生していないかど うかを調べてください。 『Advanced Operations Guide』 の 「アクティブ ファ イルの監

視」 を参照して ください。

また、 ステータス  コード  「87 ： ハンドル テーブルがいっぱいです。」 についても考慮してください。 ステータス

コード  86 はファイル用で、 ステータス  コード  87 はハンドル用です。 1 個の指定ファイルに対して複数のハンド

ルを開く こ とができます。 データベース  エンジンが Btrieve ハンドル用のメモ リ を割り当てるこ とができない場

合、 アプ リ ケーシ ョ ンはステータス  87 を受け取り ます。 ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンに割り当てられるハン

ドル数はメモ リによって制限されます。 DOS リ クエスターを使用して DOS アプリ ケーシ ョ ンへ割り当てるよ う

な古いタイプのハンドルは、 65,535 個の制限があ り ます。

87 ： ハンドル テーブルがいっぱいです。

このステータス  コードは Pervasive.SQL 2000i で使用されなくな り ました。 ハンドル テーブルはエンジンが動的

に管理します。

MicroKernel に設定されている数を超えるハンドルを開こ う と したか、 オペレーティング システムが許可する数

を超えるファ イルを MicroKernel が開こ う と したかのいずれかです。 

 オペレーティング システムでハンドル数を増やす構成については、オペレーティング システムのマニュアル

を参照して ください。 

なお、 次に説明する、 MicroKernel がオペレーティング システムからハンドルを取得する と きのプロセスを理解

しておく と役に立ちます。 同じファ イルを何度も開いても、 MicroKernel はオペレーティング システム のハンド

ルを 1 つしか使用しません。 ただし、 そのファイルが v6.x 以降の形式で、 MEFS モードで共有されている場合、

MicroKernel は関連する  .lck ファ イルのためにも う  1 つのハンドルを開きます。 

ファ イルが v5.x 形式の場合、 MicroKernel は .PRE ファ イルのためにも う  1 つハンドルを要求します。 また、 形式

に関わらずファイルが Continuous オペレーシ ョ ン モードにある場合も、 MicroKernel はデルタ  ファ イル用にも う

1 つのハンドルを要求します。ファ イルが拡張されている場合、MicroKernel は各エクステンシ ョ ン ファ イルのた

めにオペレーティング システム ハンドルを要求します。

88 ： アプリケーシ ョ ンでモードの不一致エラーが発生しました。

MicroKernel は、 次のいずれかの状況でこのステータス  コードを返します。

 アプリ ケーシ ョ ンがエクスクルーシブ モードでファイルを開いている場合、 その他のすべてのアプリ ケー

シ ョ ンが同じファ イルを任意のモードで開こ う と したと きに、 このステータス  コードが返されます。

 アプリ ケーシ ョ ンがエクスクルーシブ以外のモードでファイルを開いている場合、 その他のすべてのアプリ

ケーシ ョ ンが同じファ イルをエクスクルーシブ モードで開こ う と したと きに、このステータス  コードが返さ

れます。
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 アプリ ケーシ ョ ンが読み取り専用ファイルを書き込み可能モードで開こ う と した場合。

 MicroKernel Continuous オペレーシ ョ ン モードを使用している場合 ：

 Continuous オペレーシ ョ ンからファ イルを削除しよ う と しましたが、 そのファイルは Continuous オペ

レーシ ョ ン モードに置かれていません。

 Continuous オペレーシ ョ ンからファ イルを削除しよ う と しましたが、 他のク ライアン トがそのファイル

を Continuous オペレーシ ョ ンに置いていました。

 ファ イル名が同じで拡張子が異なる  2 つのファイルを Continuous オペレーシ ョ ンに含めよ う と しまし

た。

 ファ イルを Continuous オペレーシ ョ ンに含めよ う と しましたが、 そのファイルは既に Continuous オペ

レーシ ョ ンに置かれています。

 ファ イルは以前 Continuous オペレーシ ョ ンに置かれていましたが、 サーバーが応答しなくな り ました。

これらのファイルを Continuous オペレーシ ョ ンから削除しよ う とする と、 ステータス  コード  88 が返さ

れます。

上記の最後のケースでは、サーバーが応答しなくなる と、データベース  エンジンはどのファイルが Continuous オ
ペレーシ ョ ンに置かれていたかを判断できな くな り ます。

ファ イルを Continuous オペレーシ ョ ンから削除するには、Continuous オペレーシ ョ ン モードを終了する前にファ

イルを開く必要があ り ます。 ファ イルが再度開かれる と、 Btrieve エンジンは Continuous オペレーシ ョ ン フラグ

が設定されているこ とを検出し、 デルタ  ファ イルを探します。 その時点で、 デルタ  ファ イルのロール インが発

生します。

既存のデルタ  ファ イルのロール インを開始するには、 関連するデータ  ファ イルを開いておく必要があ り ます。

ファ イルは、 Function Executor などのユーティ リ ティや、 そのファ イルを使用するアプリ ケーシ ョ ンによって開

く こ とができます。 フ ァ イルを繰 り返し開いた り閉じた り して使用する よ う なアプ リ ケーシ ョ ンの場合は、

Function Executor を使ってファイルを開く こ とをお勧めします。 これをお勧めするのは、 デルタのロール インは

優先順位の低いタスクだからです。ロール インがこのよ うに設計されたのは、ロール インが発生している間でも

ファ イルを使用できるよ うにするためです。ロール インが完了していないのにアプリ ケーシ ョ ンがファイルを閉

じた場合は、そのファイルが再オープンされたと きに再度ロール インが開始されます。優先順位の低いタスクな

ので、 ロール イン処理にはかな り時間がかかるこ とがあ り ます。 エンジンはロール インを完了する と、 デルタ

ファ イルを削除します。

89 ： 名前エラーが発生しました。

このステータス  コードは MicroKernel バージ ョ ン 5.0 で使用されなくな り ました。

デバイスのリダイレク ト先のシ ョート  ネームを指定する前に BSERVER がロード されました。 BSERVER を起動

する前に、 共有するすべてのシ ョート  ネームを NET SHARE コマンドを使って指定する必要があ り ます。

90 ： リダイレク ト  デバイス テーブルがいっぱいです。

このステータス  コードは MicroKernel バージ ョ ン 6.0 で使用されなくな り ました。

91 ： アプリケーシ ョ ンでサーバー エラーが発生しました。

MicroKernel は、 次のいずれかの状況でこのステータス  コードを返します。

 リ クエスターがサーバーとのセッシ ョ ンを確立できません。 ク ライアン ト またはサーバー MicroKernel が

ロード されていないか、 サーバーがアクティブになっていないかのいずれかです。

 MicroKernel が同時に開く こ とのできるセッシ ョ ンの最大数に達しました。 このステータス  コードを受け取

らないよ うにするには、 ［セッシ ョ ン数］ 設定オプシ ョ ンの値を大き く します。 Pervasive.SQL V8 を開始して

いる場合は、MicroKernel がセッシ ョ ン数を動的に管理するため、セッシ ョ ン数を手動で増減させるこ とはで

きません。

 アプリ ケーシ ョ ンがファイルにパスを指定しましたが、 そのパスにボ リ ューム名が含まれていません。
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 MicroKernel ルーターがロード されていません。 また、次の状況が発生しています。 リモート呼び出しを行う

ために MicroKernel ルーターと  MicroKernel の両方を使っているアプリ ケーシ ョ ン （したがって、 Open オペ

レーシ ョ ンを実行する と きにサーバー名とボ リ ューム名を指定します） が リモート  ファ イルを開こ う と しま

した。 MicroKernel ルーターはサーバー名を解釈しないため、 MicroKernel がサーバー名を解釈しよ う と しま

したができませんでした。

 ネッ ト ワーク環境に通信またはネッ ト ワーク  アドレスの問題があるため、 MicroKernel のリ クエス トは送信

先のサーバー アドレスに到達しませんでした。ク ライアン ト とサーバーのネッ ト ワーク  コンポーネン トが最

新のものであ り、 現在のネッ ト ワーク環境での動作が保証されているこ とを確認してください。

92 ： ト ランザクシ ョ ン テーブルがいっぱいです。

このステータス  コードは MicroKernel バージ ョ ン 7.0 で使用されなくな り ました。

アプリ ケーシ ョ ンがアクティブな ト ランザクシ ョ ンの最大数を超えました。設定プロパティを使用して、［ト ラン

ザクシ ョ ン数］ 環境設定オプシ ョ ンの値を増やして ください。

93 ： レコードのロック  タイプが一致していません。

アプリ ケーシ ョ ンは、 単一レコード  ロ ッ ク （+100/+200） と複数レコード  ロ ッ ク （+300/+400） を同時に同じファ

イル内に設定しよ う と しました。 一方のタイプのロ ッ クをすべて解除しなければ、 も う一方のタイプのロ ッ クは

実行できません。

94 ： アプリケーシ ョ ンでアクセス権のエラーが発生しました。

MicroKernel は、 次の状況でこのステータス  コードを返します。

 アプリ ケーシ ョ ンが、 適切な権限なしでディ レク ト リ内のファイルを開こ う と したか、 あるいは作成しよ う

と しました。 MicroKernel がユーザーに割り当てられているネッ ト ワーク権限を無効にするこ とはあ り ませ

ん。

 指定されたサーバーはルーティング テーブル内にあ り ますが、ク ライアン トはそのサーバーにログインして

いません。

 サーバー上のシステム DSN （データ  ソース名） で、 データ  ファ イルへのパス名にエラーがあ り ます。

95 ： セッシ ョ ンは既に無効になっています。

サーバー MicroKernel は次のいずれかの理由でこのステータス  コードを返します。

 既に確立されていたセッシ ョ ンが、 ク ライアン ト  マシン、 サーバー、 またはネッ ト ワークでのエラーが原因

でアクティブではなくな り ました。 ク ラ イアン ト  マシンがサーバーに接続されているこ とを確認してから、

Btrieve リ クエスターをいったんアンロード し、 再ロード して ください。

96 ： 通信環境エラーが発生しました。

MicroKernel は、 次のいずれかの理由でこのステータス  コードを返します。

 サーバー上の MicroKernel に接続しよ う と しましたが、 MicroKernel のク ライアン ト  テーブルがいっぱいで

す。 このエラーを受け取らないよ うにするには、 メモ リ を追加します。 このリ ソースは、 使用可能なメモ リ

の限度まで動的に管理されます。

 DBNAMES.CFG ファ イルに異なるサーバー上のデータ  ロケーシ ョ ンを指定している名前付きデータベース

の定義が含まれている場合、 MicroKernel を呼び出すアプリ ケーシ ョ ンはこのステータス  コードを返すこ と

があ り ます。
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97 ： データ  バッファーが小さすぎます。

アプリ ケーシ ョ ンは、 MicroKernel または Btrieve リ クエスターの現在の許容値よ り長いレコードを読み取り また

は書き込みしよ う と しました。 次のよ うな場合があ り ます。

 Update、 Insert、 Create のいずれかのオペレーシ ョ ンの場合、 アプリ ケーシ ョ ンがレコードに対して指定した

データ  バッファー長がメ ッセージ バッファー長よ り長い場合にこのステータス  コードが返されます。

 Get、 Step、 Stat のいずれかのオペレーシ ョ ンの場合、 アプリ ケーシ ョ ンで指定されているデータ  バッファー

長に関係なく、 MicroKernel が返すデータの長さよ り メ ッセージ バッファーが短い場合に、 アプ リ ケーシ ョ

ンはこのステータス  コードを受け取り ます。

 Get Chunk オペレーシ ョ ンまたは Update Chunk オペレーシ ョ ンの場合、 取得または更新されたチャンクの合

計サイズがメ ッセージ バッファー長を超えています。

 DOS リクエスターのみ ： Btrieve リ クエスターを再ロード して、 メ ッセージ バッファー サイズの値を大き く

します。 これは、 /D パラ メーターを使って行います。 このパラ メーターの説明は 『Getting Started with Zen』

に記載されています。

100 ： 使用可能なキャッシュ  バッファーがありません。

これは、 MicroKernel がロード時に割り当てたキャ ッシュ  バッファーをすべて使用してしまったこ とを示してい

ます。 

アプリ ケーシ ョ ンがユーザー ト ランザクシ ョ ン内で大量の書き込み操作 （Insert、 Update、 および Delete） を使用

する場合に、 このステータス  コードが返されるこ とがあ り ます。現在実装されている  MicroKernel エンジンでは、

ト ランザクシ ョ ンが完了するまで、 変更ページはすべてキャッシュ内に存在する必要があ り ます。

メモ：使用可能なメモ リが制限されているマシンでは、数千もの書き込み操作を含む非常に大きな ト ランザクシ ョ

ンは正常に終了できない可能性があ り ます。

開発者の方は、もっと頻繁に ト ランザクシ ョ ンをコ ミ ッ トするよ うにアプリ ケーシ ョ ンを修正するこ とで、キャ ッ

シュ内にとどまる変更ページを少なくするこ とができます。 この問題を解決するもっと一般的な方法は、 設定オ

プシ ョ ンの ［キャッシュ割当サイズ］ を増やして MicroKernel を再ロードするこ とです。

Windows では、データベースを初めて起動したと きに、物理メモ リ量の 20% をキャ ッシュ割当サイズと して設定

し、 その値を  Windows レジス ト リに書き込みます。 その後は、 エンジンが起動するたびにレジス ト リからその値

を読み取り ます。 この設定値は再計算されません。 システムにメモ リ を追加した り取り除いた り した場合には、

新し く使用可能になったメモ リ を最大限活かせるよ うにこのキャ ッシュ割当サイズの設定を変更する必要があ り

ます。

キャッシュ割り当てを増やすには次のようにします。

1 Zen Control Center を起動します。

2 ［エンジン］ ノードを展開し、 目的のエンジン名を探します。

3 エンジン名を右ク リ ッ ク して ［プロパティ ］ を選択します。 

4 ［パフォーマンス チューニング］ をク リ ッ ク します。

5 右側のフレーム内で、［キャッシュ割当サイズ］ にキャ ッシュに割り当てる メモリ量を入力して、値を調整し

ます。 詳細については、 『Advanced Operations Guide』 の 「キャ ッシュ割当サイズ」 を参照してください。

6 新しい設定を有効にするためエンジンを再起動します。

101 ： オペレーテ ィング システムのメモリが不十分です。

これは、使用可能なオペレーティング システム メモ リが足りないため、要求されたオペレーシ ョ ンを実行できな

いこ とを示しています。 この問題を解決するには次のいずれかを実行します。

 サーバー設定の ［パフォーマンス  チューニング］ で ［キャッシュ割当サイズ］ 設定オプシ ョ ンの値を小さ く

します。
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 サーバーにメモ リ を追加します。

102 ： スタ ッ ク領域が不十分です。

これは、MicroKernel のスタ ッ ク領域が不足しているこ とを示しています。アプリ ケーシ ョ ンで使用できるスタ ッ

ク領域を大き くするには、アプリ ケーシ ョ ンを リ ンク し直して、スタ ッ ク  サイズの値を大き く します。MicroKernel
は、 WBTRCALL.DLL を呼び出す Windows ベースのアプリ ケーシ ョ ンか、 ローカル サーバー上の MicroKernel エ
ンジンを呼び出すアプリ ケーシ ョ ンに対してのみこのステータス  コードを返します。

103 ： チャンク  オフセッ トが大きすぎます。

MicroKernel は、 次のいずれかの状況でこのステータス  コードを返します。

 Get Direct/Chunk オペレーシ ョ ンが、明示的に、またはサブファンクシ ョ ン値に対してネクス ト インレコード

バイアスを使用するこ とで、 レコードの終端を超えるオフセッ ト を指定しました。 最初のチャンクを処理し

ている間に MicroKernel からこのステータス  コードが返されない限り、 オペレーシ ョ ンは部分的に成功して

います。 呼び出しの直後にデータ  バッファー長パラ メーターを調べて、 取得されたデータ量 （チャンク数）

を確認して ください。

 Update Chunk オペレーシ ョ ンが、 レコードの終端を 2 バイ ト以上超えるオフセッ ト を指定しました。 このス

テータス  コードは、 MicroKernel がレコードに対して変更をまったく加えていないこ とを示しています。

 追加サブファンクシ ョ ン バイアスを使用する  Update Chunk オペレーシ ョ ンによって、レコード長がオペレー

ティング システムのファイル サイズ制限を超えました。 MicroKernel はレコードに対して変更を加えていま

せん。

104 ： MicroKernel がロケールを認識しません。

Create オペレーシ ョ ンまたは Create Index オペレーシ ョ ンの実行中、 オペレーティング システムは、 指定された

カン ト リ  ID と コード  ページの照合順序テーブルを返せませんでした。 アプリ ケーシ ョ ンがロケールのカン ト リ

ID と コード  ページを正し く指定しているこ と、またオペレーティング システムがそのカン ト リ  ID と コード  ペー

ジをサポートするよ うに設定されているこ とを確認して ください。

105： このファイルは、可変長部割り当てテーブル （VAT） 付きで作成することはできません。

アプリ ケーシ ョ ンが、 可変長部割り当てテーブル （VAT） を使用してファイルを作成しよ う と しましたが、 可変

長レコード （ファ イルが VAT を使用するための前提条件） が含まれていません。 このステータス  コードは、 通

常のデータ  ファ イルのほかに、 キー オン リー ファ イルにも適用されます。

106 ： MicroKernel は Get Next Chunk オペレーシ ョ ンを実行できません。

アプリ ケーシ ョ ンが Get Direct/Chunk オペレーシ ョ ンを呼び出してレコードからチャンクを取得する と き、 ディ

スク リプターのサブファンクシ ョ ンにネクス ト インレコード  バイアスを使用しました。 しかし、 アプ リ ケーシ ョ

ンがレコード内にその位置を確立した後で （この呼び出しの前に） ターゲッ ト  レコードが削除されました。

107 ： アプリケーシ ョ ンが、 v6.0 より前のファイルで Chunk オペレーシ ョ ンを実行しよう と
しました。

アプリ ケーシ ョ ンが v6.0 よ り前の形式のファイルに対して Get Direct/Chunk または Update Chunk オペレーシ ョ ン

を実行しよ う と しました。

109 ： セマフォの作成時またはアクセス時に不明なエラーが発生しました。

Windows プラ ッ ト フォームのワークグループ MicroKernel が、 互換性のないバージ ョ ンの DLL を使用してオペ

レーシ ョ ンを実行しよ う と しました。 MicroKernel をシャ ッ ト ダウンして、 最新バージ ョ ンの DLL を使用するよ

うにして ください。
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110 ： アーカイブ ログ設定ファイルにアクセスできません。

アーカイブ ログ設定ファイル （BLOG.CFG） には、 アーカイブ ログを実行する ド ライブ上のデータ  ファ イルの

エン ト リが含まれています。 MicroKernel は、 次のいずれかの理由でこのステータス  コードを返します。

 MicroKernel が BLOG.CFG を見つけられません。 このファイルが、 ログの対象となるデータ  ファ イルを含む

物理ド ライブの、 実際のルート  ディ レク ト リの \BLOG ディ レク ト リに格納されているこ とを確認してくだ

さい （マップされたルート  ディレク ト リは使用しないでください）。 ファ イルが複数のボリ ュームに分散し

ている場合は、 それぞれのボリ ュームに \BLOG ディ レク ト リ を作成する必要があ り ます。

 MicroKernel が BLOG.CFG ファ イルを開けません。 ファ イルがロ ッ ク されているか、 存在しないかのいずれ

かです。

 MicroKernel が BLOG.CFG ファ イルを読み取れません。 ファ イルが正しい形式でないか、 破損しているかの

いずれかです。 BLOG.CFG ファ イルの形式については、 『Advanced Operations Guide』 を参照してください。

111 ： 指定されたファイル名は、 アーカイブ ログ設定ファイル内に見つかりませんでした。

MicroKernel は指定されたファイルを BLOG.CFG ファ イル内で見つけるこ とができません。 ファ イルは、 同じ物

理ド ライブ上にある  BLOG.CFG ファ イル内に指定する必要があ り ます。 デフォルトでは、 MicroKernel は、 アー

カイブ ログ フ ァ イルに、 ログ対象のフ ァ イルと同じ名前に拡張子 .log を付けた名前を付けます。 ただし、

BLOG.CFG ファ イルで、別のファイル名をアーカイブ ログ ファ イルに指定するこ と もできます。BLOG.CFG ファ

イルがアーカイブ ログ ファ イルの正しいファイル名を指定しているこ と と、 アーカイブ ログ ファ イルが存在す

るこ とを確認して ください。

112 ： 指定されたファイルはほかのクライアン トが使用しています。

ファ イルが最後にバッ クアップしたと き と同じ状態になければ、 MicroKernel はロール フォワードを実行するこ

とはできません。他のク ライアン トがファ イルを変更した場合は、 ファ イルを再度復元してからロール フォワー

ドを実行する必要があ り ます。

113 ： MicroKernel は、 指定されたファイルのアーカイブ ログ ファイルを開けません。

このステータス  コードはさまざまな状況が原因で返される可能性があ り ます。一例を挙げる と、データベース  エ
ンジンは、指定されたファイルに関連付けられたアーカイブ ログ ファ イルを見つけるこ とができません。デフォ

ルトでは、 MicroKernel は、 アーカイブ ログ ファ イルに、 ログ対象のファイルと同じ名前に拡張子 .log を付けた

名前を付けます。 ただし、 BLOG.CFG ファ イルで、 別のファイル名をアーカイブ ログ ファ イルに指定するこ と

もできます。 BLOG.CFG ファ イルがアーカイブ ログ ファ イルの正しいファイル名を指定しているこ と と、 アー

カイブ ログ ファ イルが存在するこ とを確認して ください。

も う  1 つの原因と しては、ファ イルに対してアーカイブ ロギングを行っている状態で、そのアーカイブ ログと同

じ名前のログ ファ イルをロール フォワード しよ う と しました。 データベース  エンジンはログ ファ イルにロギン

グを行っている状態であるため、 それを使用してロール フォワードするこ とはできません。

114 ： 指定されたファイルのアーカイブ ログが不正です。

指定されたファ イルに関連付けられているアーカイブ ログは有効なアーカイブ ログ ファ イルではあ り ません。

デフォルトでは、 MicroKernel は、 アーカイブ ログ ファ イルに、 ログ対象のファイルと同じ名前に拡張子 .log を
付けた名前を付けます。 ただし、 BLOG.CFG ファ イルで、 別のファイル名をアーカイブ ログ ファ イルに指定す

るこ と もできます。BLOG.CFG ファ イルがアーカイブ ログ ファ イルの正しいファイル名を設定しているこ と と、

アーカイブ ログ ファ イルが存在するこ とを確認して ください。

115 ： アーカイブ ログ ダンプ ファイルにアクセスできません。

MicroKernel は、 次のいずれかの理由でアーカイブ ログ ダンプ ファ イルにアクセスできません。
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 アーカイブ ログに含まれるエン ト リ をダンプするために指定されたファイル名が不正です。このファイル名

にボ リ ューム指定が含まれていないこ と を確認して ください。 ダンプ ファ イルはログ ファ イルと同じボ

リ ューム上に作成されます。

 呼び出し元に、 ダンプ ファ イルへのアクセス権があ り ません。

 MicroKernel はファイルをオープンできません。 別のユーザーがオペレーティング システムの排他ロッ クを

使用してこのファイルを開いています。

116 ： このファイルは、 ゲートウェイと して機能している別の MicroKernel エンジンが所有
しています。

MicroKernel は、 ロケーター ファ イルを読み取るこ とができても、 ゲート ウェイ  コンピューター上で実行してい

るエンジンと通信できません。 これは次のよ うな理由が原因で起こ り ます。

 ゲート ウェイ  コンピューターの名前を解決できません。 この問題を解決するには、次のいずれかを試してみ

てください。

 ゲート ウェイ  コンピューターが、DNS などの名前解決サービスを使って登録されているこ とを確認して

ください。

 名前解決サービスを使っていない場合は、 名前解決を手動で提供する必要があ り ます。 現在のマシンに

HOSTS とい う名前のファイルを置いてください。このファ イルに、ゲート ウェイ  コンピューターのネッ

ト ワーク名と  TCP/IP アドレスを関連付ける  1 行を追加します。たとえば、ゲート ウェイ  コンピューター

の名前が "mycomp" で IP アドレスが 125.1.4.245 の場合は、 次のよ うな行をファイルに追加します。

125.1.4.245 mycomp 

 2 台のコンピューターがサーバーを認識できるよ うにルーターによって分離されていますが、 お互いを認識

できません。 次の操作を実行します。

 Gateway Locator ユーティ リ ティ を使用して、 ゲート ウェイのオーナーを識別します。

 Zen System Analyzer を使用して、 そのコンピューターへのネッ ト ワーク接続をテス ト します。

 異なる共有名を使ってマップされたファイルを 2 つの異なる  Workgroup エンジンで開こ う と しました。

MicroKernel は訂正を試みますが、すべての場合に訂正できるわけではあ り ません。各コンピューターが同じ

共有名でマップするよ うにして ください。

117 ： Continuous オペレーシ ョ ンのデルタ  ファイルで不正な内容が検出されました。

Continuous オペレーシ ョ ン中に、 あるオペレーシ ョ ンによってデルタ  ファ イルが読み取られたと き、 そのデルタ

ファ イルで不正な内容が検出されました。 『Advanced Operations Guide』 の 「Continuous オペレーシ ョ ンの使用」

も参照して ください。

メモ  デルタ  ファ イルの内容が壊れるよ うな状況に陥るこ とはまずあ り ません。 しかし、 そのよ うな状況が

発生した場合は、バッ クアップの進行中に行われたデータ  ファ イルに対するオペレーシ ョ ンは失われる可能

性があ り ます。 サーバー設定で ［ト ランザクシ ョ ン ログ］ または ［ト ランザクシ ョ ン一貫性保持］ が有効

（チェッ クがオン）になっており、データ  ファ イルがアクセラレイティ ド  モードで開いていない場合は、バッ

クアップ中に発生した ト ランザクシ ョ ンを回復できます。 複数のデータ  ファ イルの整合性が望まれる場合、

それらのデルタ  ファ イルが有効であっても、バッ クアップ中に変更されたすべてのデータ  ファ イルを開いて

ください。

Zen エンジンの起動時にこのステータス  コードが発生した場合、 ユーザーが何らかの対処を行う必要はあ り ませ

ん。 これは、 事故による停止が発生した際に、 1 つ以上のファイルが Zen の Continuous オペレーシ ョ ン モードに

あったこ とを示しています。 データベース  エンジンは不正なデルタ  ファ イルをロール インしよ う と しません。 

前述の状況では、データベース  エンジンはこのステータス  コードを報告する メ ッセージを記録します。不正なデ

ルタ  ファ イルへのアクセスを行う  Open オペレーシ ョ ンは、そのデルタ  ファ イルに不正な内容が含まれていても
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成功します。 ト ランザクシ ョ ン ログが存在する場合、 システム停止後の Open オペレーシ ョ ン時に、 失われた ト

ランザクシ ョ ンが通常どおり ロール フォワード されます。

エンジンが起動し、 Open オペレーシ ョ ンが完了し、 ト ランザクシ ョ ンがロール フォワード された後、 不正な内

容を含むデルタ  ファ イルは別のディ レク ト リに移動させてください。これによ り、同じデータ  ファ イルに対して

再度 Continuous オペレーシ ョ ンを実行するこ とができ、 また、 テクニカル サポート を受けるために、不正なデル

タ  ファ イルを保持するこ と もできます。

Continuous オペレーシ ョ ンの実行中に、 あるオペレーシ ョ ンでこのステータス  コードが返された場合、 そのオペ

レーシ ョ ンはデルタ  ファ イルに対する読み取りや書き込みに失敗している可能性があ り ます。 この場合、そのデ

ルタ  ファ イルはも う  Continuous オペレーシ ョ ン用に使用できないかもしれません。以下の操作を順序どおりに行

う こ とが最善の方法です。

 データファイルに対するすべてのアクティブなセッシ ョ ンを閉じます。

 データ  ファ イルに対するその他すべてのオペレーシ ョ ンも停止します。

 butil -endbu コマンドを実行 （または、 Backup Agent を使用している場合は pvbackup -off コマンド

を実行） して Continuous オペレーシ ョ ンを終了します。

デルタ  ファ イルが破損していた場合、Continuous オペレーシ ョ ンの終了時に、 ロール インは正常に完了しな

いので注意して ください。

 データ  ファ イルに対して、 「 ト ランザクシ ョ ン ログ」 または 「 ト ランザクシ ョ ン一貫性保持」 が設定されて

いる場合は、そのデータ  ファ イルの単独の Open オペレーシ ョ ンを実行して ト ランザクシ ョ ン ログをロール

フォワード します。

 複数のデータ  ファ イルの整合性を保つ必要がある場合は、同様のアクシ ョ ンをバッ クアップ中に書き込まれ

たすべてのデータ  ファ イルに適用します。 

 これらの修正作業が完了したら、 不正なデルタ  ファ イルを別のディ レク ト リに移動させます。 これによ り、

同じデータ  ファ イルに対して再度 Continuous オペレーシ ョ ンを実行するこ とができ、 また、 テクニカル サ

ポート を受けるために、 不正なデルタ  ファ イルを保持するこ と もできます。

120 ： B-Tree インデックス レベルの最大数に達しました。

このステータス  コードは、 インデッ クスに大きなキー サイズを指定し、 小さなページ サイズを使用する場合に

生じます。B ツ リーが完全にいっぱいでなくても、 インデッ クス  キーが B ツ リーの許容する深さを満たしてしま

う こ とがあ り ます。

このステータス  コードを回避するには、 以下のいずれかまたは両方を試してください。

 よ り大きなページ サイズでデータ  ファ イルを リ ビルド し、 ページごとに格納されるキー数を増やす。

 インデッ クス  キーのよ り よい配分を維持していくために、インデッ クス  バランスの設定をオンにする （イン

デッ クス  バランスをオンにする とパフォーマンスが若干落ちます）。 『Advanced Operations Guide』 の 「イン

デッ クス  バランスの実行」 を参照してください。

121 ： 競合する動作によって最適化の開始は阻止されました

ある特定の状況で、 Defragmenter がデータ  ファ イルに対して動作しないこ とがあ り ます。 ファ イルの最適化を実

行しよ う とする と、 ファ イルがこのステータス  コードを返します。 この問題の原因を突き止め、 解決するには、

以下のこ とを確認して ください。

 ファ イルの最適化は既に要求されましたか？コマンド 「dbdefrag -status ファイル名」 を使用して確認

して ください。

 Backup Agent がオンになっている場合は、 バッ クアップを完了させ、 エージェン ト をオフにしてから、 最適

化を開始します。 『Advanced Operations Guide』 の 「Backup Agent」 も参照してください。

 最適化するファイルを開こ う とするエンジンが、 アーカイブ ロギング用に設定されている場合は、そのエン

ジンのプロパティの ［データ整合性］ 設定でこの機能をオフにする必要があ り ます。
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 このファ イルが一時テーブル、 または一時的なシステム ファ イルと関連付けられている場合、そのファイル

は最適化するこ とができません。

123：最適化はキーオンリー ファイルのような、特定のタイプのファイルはサポート しません

最新のリ リースでは、 キーオン リー ファ イルは最適化できません。

124 ： 最適化はファイル アクセスをロックする要求が応答なしでタイムアウト したため、 停
止しました

このエラーが発生する と、 最適化を実行する前にファイルをロ ッ クできず、 その要求の待ち時間が時間切れとな

るため、 操作が中止されます。

125 ： 検証が失敗したため最適化は停止しました。 ファイルに変更はありません。

ファ イルの最適化は、 検証を完了できなかったため停止しました。 ファ イルに変更は加えられておらず、 システ

ムの操作も変化していません。 

検証が完了できない場合、 Microsoft のボリ ューム シャ ド ウ  コピー サービス （VSS） の使用が原因である可能性

が高いです。最適化は現在、VSS を使用してバッ クアップ操作を行っている環境にあるサーバー エンジンではサ

ポート されません。 ただし、 エンジンを再起動すれば、 VSS が再び実行されない限り、 ファ イルの最適化を行え

るはずです。

126 ： 空き領域不足により、 最適化の開始がブロックされました

空きデ ィ ス ク容量が少なすぎたため、 要求した最適化の開始はエンジンによ って許可されませんでした。

Defragmenter は、 最適化されるファ イルのサイズと同じだけの空きディ スク容量を必要とするほかに、 最適化操

作のために少量の空き容量を必要と します。 書き込みが頻繁に行われるファイルについては、 さ らに多くの空き

容量が必要になる可能性があ り ます。 最適化をしているディ スク  ボ リ ュームの空き容量が少なくなった場合に

は、エンジンはそのボ リ ュームで実行しているファ イルの最適化をキャンセルし、このエラーコードを返します。

ファ イルを最適化するのに必要な空き容量は、 分析結果に表示されます。

127 ： 開いているファイル ハンドルが原因で、 最適化を完了できませんでした

ファ イルの最適化は、 検証を完了できなかったため停止しました。 ファ イルに変更は加えられておらず、 システ

ムの操作も変化していません。 

ファ イルの最適化が完了に近づく と、 エンジンは、 開いているファイル ハンドルを調査し、最適化中のファイル

がレコード取得エラーのリ スクを引き起こすかど うかを判断します。 これが原因で検証が完了できない可能性が

高いです。 リ スクを判断した場合には、 最適化の検証は失敗します。 活動が少ない期間には、 最適化は成功する

可能性があ り ます。

130 ： 使用可能なシステム ロックがありません。

このステータス  コードは MicroKernel バージ ョ ン 6.15 で使用されなくな り ました。 これは、 現在使用可能なシス

テム ロ ッ クがないという一時的な状態を表しています。 たとえば、 次のよ うな場合があ り ます。

 1 人のク ライアン トが何千ものレコードを変更する非常に大きな ト ランザクシ ョ ンを実行している場合。

 多くのク ライアン トが大きな ト ランザクシ ョ ンを並行して実行している場合。

ク ラ イアン トは ト ランザクシ ョ ンの実行に関係なく このコードを受け取る可能性があ り ます。 このため、 場合に

よってはク ライアン トは正常に終了しなかったオペレーシ ョ ンを単純に再試行するこ とができます。 他のク ライ

アン ト がシステム ロ ッ クを解除していれば、 オペレーシ ョ ンが正常に実行されるこ と もあ り ます。 ト ランザク

シ ョ ン中のク ライアン トがこのステータス  コードを受け取った場合は、 ト ランザクシ ョ ンを終了または中断して

ください。 ト ランザクシ ョ ンが大きい場合は、よ り小さい ト ランザクシ ョ ンに分割するこ と も検討してください。

設定ユーティ リ ティ を使用して、明示的なロ ッ ク と して機能するシステム ロ ッ ク数を減らすこ と もできます。 シ
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ステム ロ ッ ク数を減らすには、 ［ロック数］ オプシ ョ ンおよび ［セッシ ョ ン数］ オプシ ョ ンのいずれか、 または

両方に割り当てられている値をよ り小さい値に変更します。

132 ： フ ァイルがサイズの制限に達しました。

MicroKernel は、 次のいずれかの状況でこのステータス  コードを返します。 

 ファ イルが最大サイズに達しました。この制限はファイル バージ ョ ンやページ サイズ、および 1 ページあた

りのレコード数によって異なり ます。 詳しい説明については、 『Advanced Operations Guide』 の 「ファ イル サ

イズ」 を参照して ください。

 オペレーシ ョ ンによ り、許容される最大ページ数を超えるページをデータ  ファ イルに割り当てよ う と しまし

た。 

 データ  ファ イルが長い間 Continuous オペレーシ ョ ン モードに置かれているこ とによ り、 そのデルタ  ファ イ

ルのサイズが 4 GB を超えました。 

 1 つのデータ  ファ イル セグメン トが、 オペレーティング システムのファイル サイズ制限に達しました。 

4,096 バイ ト よ り小さいページ サイズを使用しているファ イルの場合は、Rebuild ユーティ リ ティ を使ってページ

サイズを 4,096 バイ トに設定してファイルを再構築し、 よ り大きなファイル サイズ制限を利用するよ うにできま

す。 

133 ： 同じデータ  ファイルに 6 人以上のユーザーが同時にアクセスしよう と しました。

Pervasive.SQL 7 以降では使用されません。

134 ： MicroKernel がインターナシ ョナル ソート規則 （ISR） を読み取れません。

MicroKernel は、 次のいずれかの理由でこのステータス  コードを返します。

 ISR が collate.cfg ファ イルにあ り ません。

 collate.cfg ファ イルが見つからないか、 または破損しています。

 MicroKernel は collate.cfg ファ イルから  ISR を読み取れません。

135 ： 指定されたインターナシ ョナル ソート規則 （ISR） テーブルは破損しているか、 また
は不正です。

MicroKernel は、読み取り可能な collate.cfg ファ イルを見つけましたが、指定されたインターナシ ョナル ソート規

則 （ISR） テーブルが無効です。

136 ： MicroKernel は指定されたオルタネート  コレーテ ィング シーケンスをファイル内に見
つけられません。

MicroKernel は、 次の状況でこのステータス  コードを返します。

 オルタネート  コレーティング シーケンス （ACS） を使用するインデッ クスを作成しよ う と しましたが、

MicroKernel は指定された名前の ACS をファ イル内に見つけられませんでした。

 Step Next Extended、 Get Next Extended、 Step Previous Extended、 または Get Previous Extended オペレーシ ョ ン

を呼び出し、 ACS 名を指定しましたが、 MicroKernel は指定された名前の ACS をファ イルに見つけられませ

んでした。

137 ： このアクセス メ ソ ッ ドでのオペレーシ ョ ンは互換性がありません。

このエラーは、 以下の不一致のタイプの例のいずれかを示します。

 13 R2 以降のクライアン トから、以下のオペレーシ ョ ンのいずれかを使用して 13.20 以前のバージ ョ ンの Zen

データベース  エンジンを呼び出すために、 アプリ ケーシ ョ ンが BTRVEX または BTRVEXID 関数を使用しよ

う と した。
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 Create  (14)

 Stat (15)

 Get Direct/Chunk (23)

 Unlock （27） ： 複数レコード  ロ ッ クが設定されている  1 つのレコードのロ ッ クを解除するため

 Get Next Extended (36)

 Get Previous Extended (37)

 Step Next Extended (38)

 Step Previous Extended (39)

 Insert Extended (40)

 PSQL 13 R2 以降のシステムで、 データ  バッファーに返されるレコードの物理位置の範囲が 4 バイ トのポイ

ンターを超える大きなサイズの 13.0 形式のファ イルに対して、 アプ リ ケーシ ョ ンが BTRV 関数を使用して

Get Position （22） を呼び出そう と した。

138 ： ヌル インジケーターの位置が不正です。

 Zen のすべてのアクセス方法によるデータ  アクセスを確実にするため、 ヌル インジケーター セグメン ト

（NIS） は、 NIS が示すデータ  セグメン トの直前にある必要があ り ます。

 NIS は別の NIS によって示すこ とはできません。

139 ： MicroKernel が、 キー番号で受け付けられない値を検出しました。

オペレーシ ョ ンの中には、 オペレーシ ョ ンに使う ファ イルのインデッ クスを指定するためではなく、 サブファン

クシ ョ ン番号と してキー番号のパラ メーターを使用するものがあ り ます。 （メモ ： これは Get Equal オペレーシ ョ

ンでも行われます。 ） アプ リ ケーシ ョ ンがこれらのオペレーシ ョ ンのいずれかに有効なサブファンクシ ョ ン番号

（キー番号パラ メーターを介して） を指定しない場合に、 このステータス  コードが返されます。 

 不正なキー番号を使って Begin Transaction オペレーシ ョ ンを発行しました。

 不正なキー番号を使って End Transaction オペレーシ ョ ンを発行しました。

 不正なキー番号を使って Abort Transaction オペレーシ ョ ンを発行しました。

 不正なキー番号を使って Stat Extended オペレーシ ョ ンを発行しました。

143 ：MicroKernel は、 セキュリテ ィ設定された MicroKernel データベース内のファイルに権
限なしでアクセスすることを許可しません。

MicroKernel は、 次の状況でこのステータス  コードを返します。

 セキュ リティが有効になっている  MicroKernel データベースにバインド されたデータ  ファ イルを開こ う と し

ました。MicroKernel は、MicroKernel を使用しない限り、 このよ う なファ イルへのアクセスは許可しません。 

 MicroKernel は、 MicroKernel を使用していないと きに、 次の条件すべてに当てはまる場合にも、 このステー

タス  コードを返します。

 ［置換］ オプシ ョ ンを使用してファイルを作成しよ う と した。

 同じロケーシ ョ ンに、 同じ名前のバウンド  MicroKernel データ  ファ イルが既に存在する。

 既存のファイルがバインド されているデータベースのセキュ リティが有効になっている。

146 ： 重複システム キー。

システム キーを生成する  2 つの異なるスレッ ドによって同じキー番号が生成されました。

147 ： ログ セグメン トが見つかりません。

MicroKernel は、 少なく と も  1 つのファイルをロール フォワードするのに必要なログ セグメン ト を見つけられま

せん。
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148 ： ロール フォワード  エラーが発生しました。

MicroKernel は、ファ イルをロール フォワード中にエラーを検出しました。レポート されるエラー メ ッセージは、

オペレーティング システムによって異なり ます。

 Btrieve エンジンがインス トールされた Windows ワークステーシ ョ ンは、 コンソール メ ッセージ ウ ィンド ウ

にメ ッセージを表示し、 イベン ト  ログ zen.log に同じ内容のメ ッセージを書き込みます。

 Btrieve エンジンがインス トールされた Windows サーバーは、 メ ッセージの表示は行いませんが、 イベン ト

ログ zen.log にメ ッセージを書き込みます。

149 ： SQL ト リガー

Btrieve API を使用してデータベース  テーブルまたはエン ト リ を変更している と き、SQL レイヤーによってデータ

ベース上に設定された SQL 制約を検出しました。

151 ： チャンク  オフセッ トが小さすぎます。

レコードの固定部分に対してチャンクを挿入したり削除したりするこ とはできません。

160 ： MicroKernel に不正なパラメーターが渡されました。

MicroKernel は、SRB（Service Reply Block）に破損しているパラ メーターを検出しました。次のいずれかが原因です。

 ネッ ト ワークを介した SRB の転送中にネッ ト ワーク  エラーが発生したこ とによ り、 SRB 内のパラ メーター

が壊れました。

 システムにある古い Scalable SQL コンポーネン ト と  Zen コンポーネン ト間で不一致が見つかり ました。 ほと

んどの場合、 これがこのエラーの発生原因です。

この問題を解決するには、 インス トールされているコンポーネン ト間の矛盾を修復するために、 Zen を再インス

トールします。再インス トールして再起動した後も この問題が発生する場合は、 テクニカル サポート までご連絡

ください。

161 ： キーがユーザー数、 セッシ ョ ン数、 使用データの最大制限に達したか、 もし くはキー
の状態が " 期限切れ " または " 無効 " に変更されました。 

いくつかのシナリオによってこのステータス  コードが返されます。

 このコードは、一時ライセンスの有効期限が切れた後に返されます。ライセンス管理ツールで検証されるキー

の状態は " 期限切れ " になり ます。キーの有効期限が切れる と、すべてのユーザーはこのコードを受け取り、

エンジンにアクセスできな くな り ます。 これを解決するには、 期限なしキーを認証します。 ベンダーまたは

テクニカル サポートにお問い合わせの上、 期限なしキーをご購入ください。

 ユーザー数、 セッシ ョ ン数または使用データが、 使用許諾契約書で許可された最大値に達しました。 1 つ以

上のセッシ ョ ンまたはファイルを閉じるこ とで、 ユーザー数、 セッシ ョ ン数または使用データの値が制限値

を下回るよ うにするこ とができます。 「セッシ ョ ン」 とは、 MicroKernel エンジンによって使用されるク ライ

アン ト  ID、 またはリ レーシ ョナル エンジンへの接続と定義しています。 このほか、 ユーザー数、 セッシ ョ

ン数または使用データに対し追加キーを認証する という解決策があ り ます。

ユーザー数、 セッシ ョ ン数および使用データの現在値、 ピーク値および最大値の測定についての詳細は、

『Advanced Operations Guide』 の 「監視」 を参照してください。

 Zen 製品を認証した後でマシン構成を変更した場合にも、 このステータス  コードを受け取り ます。 製品認証

はお使いのマシンのハード ウェア構成と関係しています。 マシン上の製品キーを認証した後に、 そのマシン

のある特定のハードウェア構成アイテムが変更される と、 キーは無効になり ます。 ライセンス管理ユーティ

リ ティで検証されるキーの状態は " 無効 " になり ます。
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ハードウェア構成の変更を行う必要がある場合は、まず License Administrator ユーティ リ ティ を使用してキー

を認証解除しておいてください。 キーの認証解除は、 製品キーと固有のハードウェア構成との関連付けを切

り離します。ハード ウェア構成の変更が完了したら、 License Administrator ユーティ リ ティ を使用して再び製

品キーを認証するこ とができます。

162 ： クライアン ト  テーブルがいっぱいです。 

このステータス  コードは Pervasive.SQL 2000i で使用されなくな り ました。関連する設定はエンジンが動的に管理

します。

このステータス  コードは次のいずれかの状況で返されます。

 メモ リが不足しています。 

 アクティブ ク ライアン ト数が 64K を超えています。

163 ： ヌル インジケーターを最終セグメン トにすることはできません。

ヌル インジケーター セグメン ト （NIS） をキー ディ スク リプターの最後のセグメン トにするこ とはできません。

169 ： クライアン ト  キャッシュと リモート  エンジンのプロ ト コルが一致しません。

このステータス  コードは、 ク ライアン ト  ソフ ト ウェアが、 お使いのリモート  データベース  エンジンに付属する

最新のものではないこ とを示します。V8 の一般リ リース版のリモート  エンジンに対して V8 のプレ リ リース版の

クライアン ト  ソフ ト ウェアを実行している場合にのみ、 このステータス  コードを受け取り ます。

この問題を解決するには、 ク ライアン ト  ソフ ト ウェアをアンインス トールし、 最新の V8 ク ライアン ト をインス

トールします。

170 ： データベース ログインが必要です。

ユーザー名が不正であるか見つからないため、 データベースへの認証に失敗しました。

171 ： データベース ログインに失敗しました。

パスワードが不正であるか見つからないため、 データベースへの認証に失敗しました。

172 ： データベース名が見つかりません。

マシンの有効なデータベース名を指定して ください。

173 ： 既にログインしています。

Btrieve のログイン要求は、 ク ライアン トが指定されたデータベースに既にログインしているため失敗しました。

174 ： ログアウトに失敗しました。

データベースにログインしていない場合、 あるいはログアウ ト し よ う と した際に開いたままのデータベースの

ファイル ハンドルがある場合は、 ログアウ トが失敗するこ とがあ り ます。

175 ： データベース URI の形式が間違っています。

URI 接続文字列が正し く構成されていませんでした。 最初の 5 バイ トは "btrv:" である必要があ り ます。

176 ： フ ァイルまたはテーブルが URI に指定されていません。

Open または Create オペレーシ ョ ンの発行に使用した URI 接続文字列には、 ファ イル名もテーブル名も含まれて

いませんでした。



37

177 ： データベースに存在しないテーブルです。

Open オペレーシ ョ ンの発行に使用した URI 接続文字列には、 ファ イル名が含まれておらず、 FILE.DDF に存在し

ないテーブル名が含まれていました。

178 ： データベースに存在しないディ レク ト リです。

Open オペレーシ ョ ンの発行に使用した URI 接続文字列にはフル パス名が含まれていましたが、 これは、 データ

ベースのデータ  ディ レク ト リの 1 つと して存在していないディ レク ト リ を参照していました。

Zen Control Center のデータベース  プロパティ  ダイアログ ボッ クス （Windows） または dbmaint コマンド  ライン

ユーティ リ ティ （Linux） を使って、 データベースにディ レク ト リ を追加して ください。
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1000 ～ 1999

Windows および DOS ワークステーシ ョ ン用の MicroKernel ステータス コード

ワークステーシ ョ ンの MicroKernel エンジンは Windows および DOS 環境で以下のよ うなステータス  コードを返

します。

1001 ： ロッ ク  パラメーターが範囲外です。

このステータス  コードは MicroKernel バージ ョ ン 7.0 で使用されなくな り ました。

［ロック数］ オプシ ョ ンに指定された値が範囲外だった場合は、v6.x の MicroKernel からこのステータス  コードが

返されます。 ［複数ロック］ オプシ ョ ンに指定された値が範囲外だった場合は、 v6.0 よ り前の MicroKernel からこ

のステータス  コードが返されます。

1002 ： メモリ割り当てエラーが発生しました。

ワークステーシ ョ ンには、必要なプログラムすべてをロードできるだけの十分なメモリ を確保してください。ワー

クグループ版の MicroKernel またはク ライアン ト  リ クエスターの場合、 コンベンシ ョナル メモ リ、 拡張メモ リ、

あるいはその両方に適用される メモ リが不足します。

1003 ： 不正なメモリ  サイズ パラメーターが指定されました。

［キャッシュ割当サイズ］ オプシ ョ ンの値が不正な場合は、 このステータス  コードが返されます。 

キャッシュ割当サイズを調整するには

1 Zen Control Center を起動します。

2 ［エンジン］ ノードを展開し、 目的のエンジン名を探します。

3 エンジン名を右ク リ ッ ク して ［プロパティ ］ を選択します。

4 ［パフォーマンス チューニング］ をク リ ッ ク します。

5 右側のフレーム内で、［キャッシュ割当サイズ］ にキャ ッシュに割り当てる メモリ量を入力して、値を調整し

ます。 『Advanced Operations Guide』 の 「キャ ッシュ割当サイズ」 を参照してください。

6 新しい設定を有効にするためエンジンを再起動します。

1006 ： プリイ メージ バッファー パラメーターが範囲外です。

Pervasive.SQL 2000i で、 ［拡張オペレーシ ョ ン バッファー サイズ］ 設定は使用されなくな り ました。 この リ ソー

スは MicroKernel が動的に管理します。 その値は、 0 ～ 64,000 の範囲内で指定する必要があ り ます。 

プリイメージ バッファー サイズ設定オプシ ョ ンに指定できるのは 1 から  64 までの値です。プリ イ メージ ファ イ

ルは v6.0 よ り前のファイルで使用されていました。 MicroKernel v6.0 以降では、 ［6.x より前の形式でファイルを

作成］設定オプシ ョ ンを［Yes］にしてロード された場合に使用されてきました。これらのオプシ ョ ンは MicroKernel
v7.8 で使用されなくな り ました。

1007 ： フ ァイル パラメーターが範囲外です。

Pervasive.SQL 7 で、 ［オープン フ ァ イル数］ 設定オプシ ョ ンは使用されな く な り ま した。 この リ ソースは

MicroKernel が動的に管理します。

v6.0 よ り前のエンジンの場合、 ［オープン ファイル数］ 設定オプシ ョ ンに指定できるのは 1 から  250 までの値で

す。v6.0 以降のエンジンでこの値の有効な範囲については、そのバージ ョ ンのドキュ メン ト を参照してください。
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1008 ： 初期化パラメーターが不正です。

指定された設定オプシ ョ ンの値が不正または識別できません。

1009 ： ト ランザクシ ョ ン ファイル名パラメーターが不正です。

このステータス  コードは MicroKernel バージ ョ ン 7.0 で使用されなくな り ました。

［ト ランザクシ ョ ン ファイル名］設定オプシ ョ ンに指定したファイル名が不正です。正しい ト ランザクシ ョ ン ファ

イル名にして ください。

1010 ： ト ランザクシ ョ ン制御ファイルにアクセス中、 エラーが発生しました。

このステータス  コードは MicroKernel バージ ョ ン 7.0 で使用されなくな り ました。

MicroKernel は BTRIEVE.TRN や MicroKernel.TRN の作成、 またこれらのファイルに対するオープン、 読み取り、

書き込みを行う こ とができません。 BTI.INI ファ イルにある  TRNFILE 設定を C:\ に設定して ください。

1011 ： 圧縮バッファー パラメーターが範囲外です。

このステータス  コードは MicroKernel バージ ョ ン 7.0 で使用されなくな り ました。

［圧縮バッファー サイズ］ オプシ ョ ンに設定されている値が有効範囲内であるこ と確認して ください。 ターゲッ

ト  サーバーの設定を確認してください。有効な範囲については、『Advanced Operations Guide』を参照してください。

1012 ： /n: オプシ ョ ンが不正です。

このステータス  コードは MicroKernel バージ ョ ン 6.0 で使用されなくな り ました。

ト ランザクシ ョ ン内の最大ファイル数設定オプシ ョ ンの値が不正です。 有効な値は 0 から  18 で、 デフォルトは

12 です。

1013 ： タスク  リス トがいっぱいです。

このステータス  コードは MicroKernel バージ ョ ン 7.0 で使用されなくな り ました。

Windows 環境で、 タスク  エン ト リ  テーブルがいっぱいになる と このステータス  コードが返されます。Setup ユー

ティ リ ティ を使用してこの ［タスク数］ オプシ ョ ンの値を変更するこ とができます。

DOS 環境では、アプリ ケーシ ョ ンで BTRVID 呼び出しがあったと きに、BREQNT リ クエスターが /t パラ メーター

なしで使用された場合、 このステータス  コードが返されます。 /t パラ メーターには 0 以外の値を使って リ クエス

ターを再ロード して ください。 DOS リ クエスター パラ メーターの詳細については、 『Getting Started with Zen』 を

参照して ください。

1015 ： MicroKernel に渡されたポインター パラメーターのいずれかが不正です。

MicroKernel に渡されたポインター パラ メーターのいずれかが不正です。 MicroKernel が無効なポインターに対す

るチェッ クを行うのは、 初期化ファ イル内の [BTRIEVE] ヘッダーで CHKPARMS=YES とい う行を指定した場合

のみです。 それ以外の場合、 MicroKernel ではポインターのチェッ クを行わないので、 このステータス  コードが

返されるこ とはあ り ません。

1016 ： MicroKernel は既に初期化されています。

このステータス  コードは MicroKernel バージ ョ ン 6.0 で使用されなくな り ました。

既に初期化されている  MicroKernel を初期化しよ う と しました。 MicroKernel を再度初期化する場合は、 初期化関

数を呼び出す前に BTRV インターフェイスを使用して、全ファイルを閉じ、全ト ランザクシ ョ ンを終了 / 停止し、

Btrieve オペレーシ ョ ン 25 を実行してください。
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1017 ： Btrieve リクエスターがリソース ファイル WBTRVRES.DLL を見つけられません。

WBTRCALL.DLL は、 リ ソース  ファ イル WBTRVRES.DLL を見つけるこ とができなかったと きにこのステータス

コードを返します。 WBTRVRES.DLL ファ イルは WBTRCALL.DLL ファ イルと同じディ レク ト リに置く よ うにし

て ください。

1018 ： アプリケーシ ョ ンが Btrieve コールバック関数から  MicroKernel を呼び出そう と しま
した。

Windows MicroKernel では Btrieve コールバッ ク関数から  MicroKernel を呼び出すよ うなタスクを実行するこ とは

できません。 Btrieve for Windows でのみコールバッ ク関数を使用するこ とが可能です。

1019：アプリケーシ ョ ンの Btrieve コールバック関数の要求で、MicroKernel が現在の Btrieve
オペレーシ ョ ンをキャンセルしました。

アプリ ケーシ ョ ンの MicroKernel コールバッ ク関数にゼロ以外の値が返されました。 これはそのアプリ ケーシ ョ

ンが現在のオペレーシ ョ ンを直ちに終了するこ とを示しています。MicroKernel はこのよ うなキャンセル要求を受

け取る と、 現在実行中のオペレーシ ョ ンの終了を試み、 そのオペレーシ ョ ン実行中のコールバッ ク関数の呼び出

しを中止しよ う と します。MicroKernel はオペレーシ ョ ンをキャンセルするこ とができないかもしれません。 しか

し、 オペレーシ ョ ンのキャンセルに成功した場合 MicroKernel はこのステータス  コードを返します。

1020 ： Btrieve リクエスター インターフェイスの通信エラーです。

MicroKernel ローダーおよびリ クエスター インターフェイスが MicroKernel にメ ッセージを送信するこ とができ

なかった場合、 このステータス  コードが返されます。 これは、 Ctrl+Alt+Delete キーを使用して Windows をシャ ッ

ト ダウンした、 または MicroKernel を終了した場合に発生します。 これは、 単に情報を通知するステータス  コー

ドです。 特に何らかの対処を行う必要はあ り ません。 アプリ ケーシ ョ ンはシャ ッ ト ダウン処理を続行します。 こ

のステータス  コードは、Windows による メ ッセージ処理を妨げるよ うなアプリ ケーシ ョ ンが実行されている場合

にも返されます。

1021 ： MicroKernel が初期化に失敗しました。

 MicroKernel は自身を初期化するこ とができませんでした。 MicroKernel コンソールまたはエラー ログを確認

して、MicroKernel が初期化できなかった問題に言及している メ ッセージが存在するかど うかを調べてくださ

い。

 Windows サーバーの MicroKernel はメ ッセージの表示は行いませんが、 zen.log という ファイル名の Zen イベ

ン ト  ログにメ ッセージを書き込みます。

 Win32 ワークステーシ ョ ンの MicroKernel は、 メ ッセージをコンソール メ ッセージ ウ ィンド ウに表示し、

zen.log にも書き込みます。

コンソール メ ッセージあるいはエラー ログで示された問題を解決してから、 初期化を再試行して ください。

1022 ： MicroKernel がシャッ トダウンされています。

MicroKernel がシャ ッ ト ダウンされているため、 この操作を完了するこ とができません。 この問題を解決するに

は、 エンジンが完全にシャッ ト ダウンされてから再起動して ください。
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2000 ～ 2099

Btrieve リクエスターのステータス コード

このセクシ ョ ンでは、 Btrieve リ クエスターによって生成されるステータス  コードについて説明します。

2000 ： 内部エラーです。

Btrieve リ クエスターで内部エラーが発生しました。詳細については、 Zen イベン ト  ログ （zen.log ファ イル） を参

照して ください。

2001 ： メモリの割り当てが不十分です。

DOS 環境では、 /D オプシ ョ ンに指定されている値を小さ く して ください。

2002 ： オプシ ョ ンが不正です。

指定されたオプシ ョ ンは現在のコンテキス トでは不正です。 たとえば、 指定されたフラグがサポート されていな

い、 あるいは、 呼び出された関数やメ ソ ッ ドに対して、 指定された整数値が範囲外です。

2003 ： リ クエスターは指定されたファイルへのローカル アクセスを許可していません。

アプリ ケーシ ョ ンはローカル ド ラ イブに保存されているファイルにアクセスしよ う と しました。ク ライアン ト  マ
シンにインス トールされている  MicroKernel の設定では、ローカル ファ イルへのアクセスは許可されていません。

2007 ： ポインター パラメーターが不正です。

MicroKernel に渡されたポインター パラ メーターのいずれかが不正です。プログラムをチェッ ク して、ポインター

パラ メーターが正しいか確認して ください。

2008 ： ルーターがエンジンを見つけられません。

MicroKernel ルーターが 6.15 エンジンと通信できません。このステータス  コードは MicroKernel v4.0.100 でのみ使

用されます。

2009 ： MicroKernel ルーター コンポーネン ト をロードできません。

Btrieve リ クエスターが MicroKernel ルーターをロードできません。 これは、 DLL のロードに失敗した場合や、 必

要な DLL エン ト リ  ポイン ト を取得できなかった場合に発生します。

2011 ： Btrieve リクエスターのリソース DLL がロード されていません。

リ ソース  DLL が見つからないか、現在のバージ ョ ンのリ クエスターと互換性があ り ません。 この問題が発生する

と、 MicroKernel は設定をデフォルトに戻し、 実行を継続します。

2012 ： Btrieve リクエスターでオペレーティング システム エラーが発生しました。

詳細については、 Zen イベン ト  ログ （zen.log ファ イル） を参照してください。



42

2200 ～ 2299

XLT ステータス コード

このセクシ ョ ンでは、 返される可能性のある  XLT ステータス  コードについて説明します。

2200 ： XLT Winsock エラー。 

このステータス  コードは、 Windows Socket 初期化エラーが発生したと きに返されます。 

2201 ： XLT RPC エラー。 

このステータス  コードは、MicroKernel がリ レーシ ョナル エンジンに対して リモート  プロシージャ  コール（RPC）
を確立できないと きに返されます。 
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2300 ～ 2399

名前付きデータベースのステータス コード

以下のステータス  コードは、 Zen エンジンの名前付きデータベース機能を使用している と きに返される可能性が

あ り ます。

2300 ： これ以上データベース名は定義されていません。

これ以上のデータベース名は定義できません。 バッファーが十分に長くて複数のデータベース名を格納できる場

合は、 このステータス  コードが返されても、 1 つまたは複数のデータベース名が返されるこ とがあ り ます。 アプ

リ ケーシ ョ ンは iBufLen をチェッ ク して、 返された名前の数を確認してください。

2301 ： データベース名が不正です。

名前付きデータベースではあ り ません。 正しいデータベース名を入力したかど うか確認してください。 

2302 ： バッ ファー長が不正です。

送信用バッファーのサイズが小さすぎるため、 サイズを増やす必要があ り ます。 

2303 ： データベース名は一意である必要があります。 指定された名前は既に存在します。

データベースの作成時、DBNAMES.CFG ファ イルに既に存在するデータベース名が指定されました。データベー

スに別の一意の名前を指定するか、 または既に存在するデータベース名を削除してください。

2304 ： データベース タイプが不正です。

データベースを作成中、不正なデータベース  タイプを指定しました。バウンドまたはアンバウンドのデータベー

ス  タイプを指定してください。

2305 ： データ辞書またはデータ  ファイルのロケーシ ョ ンに指定されたパスが不正です。

バインド された名前付きデータベースに指定されたパスが無効です。 または、データ  ファ イルのロケーシ ョ ンに

指定されたパスが無効です。 入力したパスが UNC パスまたはローカル パスであるこ とを確認して、 操作を再試

行して ください。 マップされたド ライブ名を含むパスは許可されていません。

2306 ： DBNAMES.CFG を更新できませんでした。

バインド された名前付きデータベースに指定されたパスが無効です。 または、データ  ファ イルのロケーシ ョ ンに

指定されたパスが無効です。 指定したパスが UNC またはローカル パスであるこ とを確認して、 操作を再試行し

て ください。 マップされたド ライブ名を含むパスは許可されていません。 

このエラーが Client Reporting Engine から返された場合、 そのシステム上でデータベースを作成、削除、 または編

集しよ う と したこ とを示します。 これらの操作が行えるのは、記憶域サーバーと して指定されたローカル システ

ム上か、 または ZenCC、 bcfg、 も し くはその他のツール経由でその記憶域サーバーにリモート接続している場合

のみです。 
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2307 ： DBNAMES.CFG ファイルを開けません。

 DBNAMES.CFG ファ イルにアクセスして Workgroup エンジンに定義されているデータベース名のリ ス ト を

取得し よ う と している場合は、 DBNAMES.CFG ファ イルが Windows ディ レク ト リ または ［DBNames 設定

ファイルのディ レク ト リ ］ オプシ ョ ンで指定されているディ レク ト リにあるこ とを確認してください。 この

ファ イルは、 32 ビッ ト  プラ ッ ト フォームの場合は Windows システム ディ レク ト リにある必要があ り ます。

レジス ト リに指定したロケーシ ョ ンが正し くないかレジス ト リ  キーが破損しています。次のいずれかの方法

で対処して ください。

 ローカル マシンの次のレジス ト リ  キーに指定されているロケーシ ョ ンを調べます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Actian\Zen\Database Names\DBNamesDirectory 

 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Actian\Zen\MicroKernel Router\Local を調べます。この値が yes 
の場合はローカル、 no の場合はサーバーです。 

 このエラーが Client Reporting Engine から返された場合は、 Storage Serve （記憶域サーバー） プロパティが設

定されていないか、 または指定された記憶域サーバーに、 インス トール済みで実行している  Zen サーバーが

ないこ とを示します。

2308 ： 指定された RI フラグが不正です。

データベースを作成中、 不正な参照整合性設定を指定しました。 参照整合性を使用するかど うかのみを指定して

ください。

2309 ： データベースは使用中です。

別のユーザーが名前付きデータベースの定義を変更している場合、 またはユーザーが名前付きデータベースに接

続している場合、 そのデータベースの定義は変更できません。 別のユーザーが名前付きデータベースの定義を変

更している場合は、 そのデータベースに接続するこ と もできません。

2312 ： バウンド  データベースはテーブル データ  ファイルを共有できません。

バインド された名前付きデータベースのテーブルによって参照されているデータ  ファ イルを別の名前付きデー

タベースにバインド した り、 同じ名前付きデータベースの別のテーブルにバインドするこ とはできません。 バウ

ンド  データベースの詳細については、 『Advanced Operations Guide』 を参照してください。

2313 ： バウンド  データベースはデータ辞書ファイルを共有できません。

バインド された名前付きデータベースのデータ辞書ファイルを、 別の名前付きデータベースから参照するこ とは

できません。 バウンド  データベースの詳細については、 『Advanced Operations Guide』 を参照してください。

2314 ： DBNAMES.CFG ファイルを作成できません。

DBNAMES.CFG を生成しよ う と したと きにエラーが発生しました。DBNAMES.CFG は、システム上で最初のデー

タベースを作成したと きに一緒に作成されます。 ワークステーシ ョ ンの DBNAMES.CFG ファ イルを作成中の場

合は、 ［DBNames 設定ファイルのディレク ト リ ］ 設定オプシ ョ ンの Windows ディ レク ト リが有効なディ レク ト リ

であるこ とを確認して ください。

2316 ： バウンド  データベースの DDF ファイルを作成できません。

Zen は、 バウンド  データベースのデータベース  ファ イルを作成できません。 データ辞書ファ イルが指定したロ

ケーシ ョ ンに既に存在しないこ とを確認して ください。 バインド された名前付きデータベースは、 既存のデータ

辞書ファイルをすべて削除してから作成します。バウンド  データベースの詳細については、『Advanced Operations
Guide』 を参照して ください。
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2324 ： データ辞書ファイルはバインド されていません。

指定された名前付きデータベースのデータ辞書ファイルはバインド されていませんが、 バインド されている必要

があ り ます。 これは通常、 データベースをバインドする前に作成されたバッ クアップからデータ辞書ファイルを

復元した状況を示しています。 必ず、 データベースのバインド状態が一致するバッ クアップからデータ辞書を復

元するよ うにして ください。 バウンド  データベースの詳細については、 『Advanced Operations Guide』 を参照して

ください。

2325 ： データ辞書ファイルは既にバインド されています。

指定された名前付きデータベースのデータ辞書ファイルは、 既に別のデータベースにバインド されています。 た

だし、 この名前付きデータベースは、 データベースのバインドまたはアンバインドを行おう と しているエンジン

では定義されていません。バウンド  データベースのデータ辞書ファイルは、同一のエンジンからの辞書ファイル

だけを参照するよ うにして ください。 バウンド  データベースの詳細については、 『Advanced Operations Guide』 を

参照して ください。

2326 ： データ辞書ファイルはバインド されていますが、 バインドする必要はありません。

アンバウンドの名前付きデータベースがチェッ ク されました。 これは名前付きデータベースが無効であったり破

損しているこ とを示すものではなく、 名前付きデータベースの定義と実際のデータベースの状態が矛盾している

こ とを示しています。

このステータス  コードは通常、データベースがバインド されている と きに作成されたバッ クアップからデータ辞

書ファイルを復元した状況を示しています。 データベースのバインド状態が一致するバッ クアップからデータ辞

書を復元するか、 またはデータベースをバインド してからアンバインド して ください。 データベースをアンバイ

ンドする と、 データ辞書ファイルからバインド情報が削除されます。

2329 ： テーブルのデータ  ファイルはバインド されていません。

データベース  テーブルのデータ  ファ イルはバインド されていませんが、バインド されている必要があ り ます。こ

のステータス  コードは通常、データベースをバインドする前に作成されたバッ クアップからデータベースのデー

タ  ファ イルを復元した状況を示しています。 必ず、 データベースのバインド状態が一致するバッ クアップから

データを復元するよ うにして ください。

2330 ： テーブルのデータ  ファイルはバインド されていますが、 バインドする必要はありま
せん。

アンバウンドの名前付きデータベースがチェッ ク されました。 これは名前付きデータベースが無効であったり破

損しているこ とを示すものではなく、 名前付きデータベースの定義と実際のデータベースの状態が矛盾している

こ とを示しています。このステータス  コードは通常、データベースのデータ  ファ イルがバインド されているこ と

を示します。 データベースのバインド状態が一致するバッ クアップからデータ  ファ イルを復元するか、 または

データベースをバインド してからアンバインド して ください。

データベースをアンバインドする と、 バインド情報が必要ない場合はデータ  ファ イルから削除されます。

2331 ： データ辞書のロケーシ ョ ンの変更と名前の変更を同時に行う ことはできません。

これら  2 つのパラ メーターは同時に変更できません。 それぞれのパラ メーターを個別に変更して ください。

2332 ： データベースのバインド と名前の変更を同時に行う ことはできません。

これら  2 つのパラ メーターは同時に変更できません。 それぞれのパラ メーターを個別に変更して ください。

2333 ： データベースのアンバインド と名前の変更を同時に行う ことはできません。

これら  2 つのパラ メーターは同時に変更できません。 それぞれのパラ メーターを個別に変更して ください。
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2334 ： データ辞書ファイルの作成と名前の変更を同時に行う ことはできません。

これら  2 つのパラ メーターは同時に変更できません。 それぞれのパラ メーターを個別に変更して ください。

2335 ： データのロケーシ ョ ンの変更と名前の変更を同時に行う ことはできません。

これら  2 つのパラ メーターは同時に変更できません。 それぞれのパラ メーターを個別に変更して ください。

2336：データ辞書のロケーシ ョ ンの変更とデータベースのバインドを同時に行う ことはでき
ません。

これら  2 つのパラ メーターは同時に変更できません。 それぞれのパラ メーターを個別に変更して ください。

2337：データ辞書のロケーシ ョ ンの変更とデータベースのアンバインドを同時に行う ことは
できません。

これら  2 つのパラ メーターは同時に変更できません。 それぞれのパラ メーターを個別に変更して ください。

2338：辞書のロケーシ ョ ンの変更とデータ辞書ファイルの作成を同時に行う ことはできませ
ん。

これら  2 つのパラ メーターは同時に変更できません。 それぞれのパラ メーターを個別に変更して ください。

2339 ： データ辞書ファイルの作成とデータベースのバインドを同時に行う こ とはできませ
ん。

これら  2 つのパラ メーターは同時に変更できません。 それぞれのパラ メーターを個別に変更して ください。

2340：データ辞書ファイルの作成とデータベースのアンバインドを同時に行う ことはできま
せん。

これら  2 つのパラ メーターは同時に変更できません。 それぞれのパラ メーターを個別に変更して ください。

2341：データベースのバインド とデータのロケーシ ョ ンの変更を同時に行う ことはできませ
ん。

これら  2 つのパラ メーターは同時に変更できません。 それぞれのパラ メーターを個別に変更して ください。

2342：データベースのアンバインド とデータのロケーシ ョ ンの変更を同時に行う ことはでき
ません。

これら  2 つのパラ メーターは同時に変更できません。 それぞれのパラ メーターを個別に変更して ください。

2343 ： 名前付きデータベースの一般エラーです。

未確定のエラーです。

2351 ： メ タデータ  バージ ョ ンが不一致です。

「7049 ： 指定された場所にある既存の DDF と メ タデータ  バージ ョ ンが一致しないため、 DDF を作成できません」

を参照して ください。
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3000 ～ 3099

MicroKernel ルーターのステータス コード

このセクシ ョ ンでは、 MicroKernel ルーターから返される可能性のあるステータス  コードについて説明します。

MicroKernel ルーターは、 Btrieve リ クエスターから リ クエス ト を受け取り、適切なバージ ョ ンの MicroKernel に転

送します。 

3000 ： MicroKernel ルーターでメモリ割り当てエラーが発生しました。

MicroKernel ルーターは内部でメモリ を割り当てられませんでした。詳細については、 Zen イベン ト  ログ （zen.log
ファ イル） を参照して ください。

3001 ： MicroKernel ルーターへのローカル アクセスはできません。

MicroKernel への呼び出しが失敗しました。通常は、環境設定に問題があるこ とが原因です。 たとえば、環境設定

に問題があるため MicroKernel が使用不可能で、 開く ファ イルがローカルにある場合、 MicroKernel ルーターから

このステータス  コードが返されます。 

3002 ： MicroKernel ルーターのリソース DLL が使用できません。

MicroKernel リ ソース  DLL が見つからないか、 現在のバージ ョ ンのルーターと互換性があ り ません。 この問題が

発生する と、 MicroKernel は設定をデフォル トに戻し、 実行を継続します。 詳細については、 Zen イベン ト  ログ

（zen.log ファ イル） を参照してください。

3003 ： MicroKernel ルーターが互換性のないネッ トワーク  コンポーネン ト を検出しました。

ネッ ト ワーク  サービス  コンポーネン トは、 このバージ ョ ンの MicroKernel ルーターと互換性があ り ません。 通常

は、ネッ ト ワーク  サービス  DLL が古いバージ ョ ンに置き換えられたこ とが原因です。詳細については、Zen イベ

ン ト  ログ （zen.log ファ イル） を参照してください。

3004 ： MicroKernel が MicroKernel ルーターに応答していません。

MicroKernel が MicroKernel ルーターからのリ クエス トに応答していません。MicroKernel が実行されているか確認

して ください。

3005 ： MicroKernel ルーターでオペレーティング システム エラーが発生しました。

MicroKernel ルーターは、 共有メモ リ  エラーなど、 オペレーティング システムの予期しないエラーを検出しまし

た。 詳細については、 Zen イベン ト  ログ （zen.log ファ イル） を参照してください。

3006 ： MicroKernel ルーターが不正なセッシ ョ ンを検出しました。

ポジシ ョ ン ブロッ クに含まれているセッシ ョ ン情報が不正です。このステータス  コードは、次のいずれかの理由

で返されます。

 アプリ ケーシ ョ ンは、 エンジンにあるファ イルのポジシ ョ ン ブロ ッ クを使用しよ う と していますが、 その

ファイルへの接続は B_STOP （25） または B_RESET （28） オペレーシ ョ ンによって切断されています。

 アプリ ケーシ ョ ンは、 リモート  サーバーにあるファ イルのポジシ ョ ン ブロ ッ クを使用しよ う と しています

が、 そのファイルに対して前のオペレーシ ョ ンで異常なネッ ト ワーク  エラーが発生しています。

3008 ： MicroKernel ルーターに対して無効な設定です。

このステータス  コードは、 無効な環境設定が原因で返されます。 たとえば、 ク ライアン ト設定オプシ ョ ンの ［ア

クセス］ > ［ローカル MicroKernel エンジンの使用］ と ［アクセス］ > ［リモート  MicroKernel エンジンの使用］
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の両方の設定がオフに設定されている と、 ルーターが使用できる有効なパスがなくな り ます。 この場合は、 使用

しているエンジンがローカル エンジンか、 リモート  サーバー エンジンか、 それと も両方かに応じて、 これらの

オプシ ョ ンのうち少なく と も  1 つをオンに設定してください。

3009 ： NETinterface.DLL がロード されていません。

MicroKernel ルーターは NETAPI.DLL を見つけられませんでした。 

3012 ： MicroKernel ルーターがローカル エンジンにアクセスできません。

ローカル エンジンがロード されていないか、 または起動できないため、 アクセスできません。 このステータス

コードは、 Workgroup エンジンをインス トールせずにクライアン ト上のローカル ファ イルにアクセスしよ う と し

た場合や、サーバー エンジンを実行せずにサーバー上のローカル ファ イルにアクセスしよ う と した場合に返され

る可能性があ り ます。

サーバー エンジンのみをインス トールしている と きに、Zen イベン ト  ログ （zen.log ファ イル） にステータス  コー

ド  3012 の警告エン ト リが含まれている場合は、 次の手順で操作を行います。

 ローカル エンジン サポートをオフにするには （クライアン トおよびワークグループのみ）

1 ZenCC で、 ［ローカル クライアン ト ］ ノードを展開します。 

2 ［MicroKernel ルーター］ を右ク リ ッ ク して ［プロパティ ］ を選択します。 ログインを指示された場合は、 ロ

グインします。

3 ［アクセス］ をク リ ッ ク します。

4 右側のフレーム内で、 ［ローカル MicroKernel エンジンの使用］ の設定をオフに変更します。

5 右側のフレーム内で、 ［リモート  MicroKernel エンジンの使用］ の値をオンに変更します。 ［OK］ をク リ ッ ク

します。

6 新しい設定を有効にするためエンジンを再起動します。

3013 ： ネッ トワーク  コンポーネン トがロード されていないため、 MicroKernel ルーターはリ
モート  エンジンにアクセスできません。

MicroKernel ルーターがネッ ト ワーク  コンポーネン ト を初期化できないため、 リモート  エンジンにアクセスでき

ません。 考えられる原因は、 次のとおりです。

 ク ラ イアン ト設定オプシ ョ ンの ［アクセス］ > ［リモート  MicroKernel エンジンの使用］ の設定が誤ってオフ

になっています。 オンにして、 リモート  サーバー エンジンにアクセスするよ うにします。

 必要なネッ ト ワーク  コンポーネン トが見つからないか、 互換性があ り ません。

3014 ： MicroKernel ルーターがエンジンを見つけられません。

オペレーシ ョ ンを処理するエンジン （ローカルまたはリモート ） が見つからなかったため、 MicroKernel ルーター

はオペレーシ ョ ンを完了できませんでした。 考えられる原因は、 次のとおりです。

 ターゲッ トのネッ ト ワーク  オペレーティング システムが使用できません。

 ターゲッ ト  エンジンが使用できません。

 Windows 3.x 環境で、 スペースが含まれている共有ド ライブ名を使用しています。 この状態を解決するには、

共有ド ライブ名からスペースを削除します。 たとえば、 "D Drive" という名前のサーバーに接続する場合は、

共有名を "D_Drive" に変更してください。

3015 ： MicroKernel ルーターで初期化エラーが発生しました。

MicroKernel ルーターの初期化中に予期しないエラーが発生しました。詳細については、Zen イベン ト  ログ（zen.log
ファ イル） を参照して ください。
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3016 ： MicroKernel ルーターで内部エラーが発生しました。

MicroKernel ルーターで内部エラーが発生しました。 詳細については、 Zen イベン ト  ログ （zen.log ファ イル） を

参照して ください。 

3017 ： ローカル エンジンのデータ  バッファーが小さすぎます。

リ クエスターが MicroKernel に対して送信するデータの量が、 MicroKernel バッファーが処理できる量を超えてい

ます。このステータス  コードは、ローカルで実行されているエンジンのみに関係しています。ク ライアン ト / サー

バー環境には該当しません。 

このエラーを回避するには、 データ  バッファ  サイズが 63 KB、 つま り  64,512 バイ ト以下になるよ うに減らして

ください。

3018 ： フ ァイルは既に閉じています。

MicroKernel ルーターがシャッ ト ダウンしているため、 これ以上のリ クエス ト を受け入れません。 

3019 ： MicroKernel ルーターでセマフォ  エラーが発生しました。

ローカル エンジン との接続を確立中にセマフォ  エラーが発生しました。 詳細については、 Zen イベン ト  ログ

（zen.log ファ イル） を参照してください。

3020 ： MicroKernel のロード中にエラーが発生しました。

MicroKernel のロード中にエラーが発生した場合、 またはサーバーおよびクライアン ト  マシンの共有メモリ  オブ

ジェク トにアクセスできない場合に、 このステータス  コードが返されます。詳細については、 Zen イベン ト  ログ

（zen.log ファ イル） を参照してください。

3021 ： MicroKernel ルーターが不正にフォーマッ ト されたデータ  パケッ ト を受信しました。

不正なフォーマッ トであるため、 MicroKernel ルーターはエンジンからの応答を拒否しました。 詳細については、

Zen イベン ト  ログ （zen.log ファ イル） をチェッ ク して ください。

3022 ： 指定されたデータ  バッ フ ァー長はデータ  パケ ッ ト と し ては長すぎるため、
MicroKernel ルーターがリモート  エンジンにリクエスト を送信できませんでした。

MicroKernel ルーターへの要求に指定したデータ  バッファー長によって、データ  パケッ トのサイズが最大の 64 KB
を超えました。 MicroKernel ルーターは、 パケッ ト  オーバーヘッ ドを追加してデータ  パケッ ト を形成するため、

リ クエス トに対するデータ  バッファー長が 64 KB よ り小さい場合でも、 この問題が発生するこ とがあ り ます。詳

細については、 Zen イベン ト  ログ （zen.log ファ イル） を参照してください。

3030 ： リモート  アクセスは使用できません。

このステータス  コードは、パスがリモートであ り、 ク ライアン ト設定の ［ローカル MicroKernel エンジンの使用］

がオフに設定されている と き、 次のいずれかの場合に返されます。

 オープン リ クエス トのキー番号が 「ローカルのみ」 を示している。 または、

 ［リモート  MicroKernel エンジンの使用］ 設定オプシ ョ ンがオフに設定されている。

3031 ： Linux リクエスターがサーバーに接続できません。

Linux の Zen リ クエスターが Pervasive.SQL 2000 サーバー （Service Pack 2a 以前）、 あるいは Service Pack 1 が適用

されていない Pervasive.SQL V8 サーバーに接続しよ う した場合に、 このステータス  コードが返されます。 

 Linux リ クエスターを使用して Pervasive.SQL 2000 サーバーに接続するには、特別なアップデート を適用して

おく必要があ り ます。 このアップデートは、 弊社ダウンロードサイ トから入手するこ とができます。
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 Linux リ クエスターを使用して Pervasive.SQL V8 サーバーに接続するには、 Service Pack 1 以上を適用してお

く必要があ り ます。

3032 ： ローカル エンジンの共有メモリを初期化できませんでした。

2 番目のユーザーが MicroKernel エンジンを通じて別のユーザーのデータベース  エンジンにアクセスしよ う とす

る と、 このステータス  コードが返されます。 このアプリ ケーシ ョ ンはローカル エンジンに接続できません。マシ

ン上の別のユーザーが管理者特権モード以外のモードでデータベースを起動している可能性があ り ます。 この場

合、 ほかのユーザーはそのエンジンに接続するこ とはできません。

このステータス  コードが返される可能性がある状況の 1 つは、 ターミナル サービス  セッシ ョ ンで、 またはユー

ザーの簡易切り替えを使用したユーザー切り替えによって、ユーザーがワークグループ エンジンやキャッシュ  エ
ンジンを起動した場合です。 システム上のほかのユーザーはそのエンジンにアクセスするこ と も、 また自身のエ

ンジンのコピーを起動するこ と もできません。ターミナル サービス  セッシ ョ ンで、またはユーザーの簡易切り替

えを使用して、複数のユーザーがワークグループ エンジンまたはキャ ッシュ  エンジンへアクセスできるよ うにす

るには、 そのエンジンを実行ファイルではなくサービスと して開始するよ うにしてください。
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3100 ～ 3199

ネッ トワーク  サービス レイヤーのステータス コード

Zen ネッ ト ワーク  サービス  レイヤーでは以下のステータス  コードが生成されます。 

3103 ： Zen ネッ トワーク  サービス レイヤーでサーバー名が見つかりませんでした。

ターゲッ ト  サーバー名の検索は、名前付きパイプおよび DNS を検索した後にアドレスを解決できませんでした。

考えられる原因は次のとおりです。

 Windows プラッ ト フォームの場合

 MicroKernel エンジンが実行されていません。

 サーバーのみの場合 ：名前付きパイプは、 このオペレーティング システムでサーバー名の解決に使用さ

れます。オペレーティング システム レベルのネッ ト ワークがターゲッ トの名前付きパイプを見つけられ

ませんでした。

3104 ： Zen ネッ トワーク  サービス レイヤーでアクセス権のエラーが発生しました。

Windows NT プラッ ト フォームのみ ： ターゲッ トの名前付きパイプにアクセスする権限は拒否されました。 この

ステータス  コードを受け取った場合は、 次のよ うに対処します。

 プロセス間通信メカニズムにアクセスできるか確認して ください。

 2 つのシステムで同じユーザー名を使用している場合は、 パスワードが同一であるか確認してください。

3105 ： Zen ネッ トワーク  サービス レイヤーで利用可能な転送プロ ト コルがありません。

ターゲッ ト  サーバー エンジンと ク ラ イアン トの両方で使用できる共通の転送プロ ト コルがあ り ません。ク ライア

ン ト とサーバーについて、［通信プロ ト コル］ オプシ ョ ンの ［サポート  プロ ト コル］ 設定を確認してください。通

信プロ ト コルの詳細については、 『Advanced Operations Guide』 を参照してください。

3106 ： Zen ネッ トワーク  サービス レイヤーで接続エラーが発生しました。

Zen ネッ ト ワーク  サービス  レイヤーは、 ク ライアン ト側ではト ランスポート接続を確立できましたが、 ターゲッ

ト側で接続に失敗しました。 考えられる原因は次のとおりです。

 MicroKernel がサーバー上で起動していません。

 ネッ ト ワークの負荷が大き くなっています。

 接続パスが無効です。

 同じサーバーにマップしたド ライブが複数あ り ます。

 Windows 32 ビッ ト  サーバー上のサーバー エンジンにアクセスしよ う と していますが、 サーバー エンジンの

［リモート  リクエストの受付］設定がオフになっています。この設定をオンにする必要があ り ます。『Advanced

Operations Guide』 の 「ZenCC でローカル ク ライアン トのプロパティを設定するには」 を参照してください。

プロパティ  ツ リーで ［アクセス］ カテゴ リ をク リ ッ ク します。

このステータス  コードを受け取った場合、詳細については、 Zen イベン ト  ログ （zen.log ファ イル） を参照してく

ださい。

3107 ： Zen ネッ トワーク  サービス レイヤーでメモリ不足になりました。

メモ リ不足のため、 Zen ネッ ト ワーク  サービス  レイヤーを続行できません。 メモ リが不足していないか確認して

ください。



52

3108 ： Zen ネッ トワーク  サービス レイヤーが不正なセッシ ョ ンを検出しました。

アプリ ケーシ ョ ンは、 Zen ネッ ト ワーク  サービス  レイヤーで認識されなかったネッ ト ワーク  セッシ ョ ンを使用

しよ う と しました。 エラーが続く場合は、 弊社サポート  サービスまでお問い合わせください。

3110 ： ネッ トワーク  レイヤーが接続されていません。

アプリ ケーシ ョ ンは、 アクティブではないネッ ト ワーク接続を使用しよ う と しました。 この問題は、 Zen ネッ ト

ワーク  サービス  レイヤーを含むセッシ ョ ンが有効でも、そのセッシ ョ ンがネッ ト ワークから既に削除されている

場合に発生します。 アプリ ケーシ ョ ンを停止し、 再起動して ください。

3111 ： ターゲッ ト  サーバーへの送信中にエラーが発生しました。

Zen ネッ ト ワーク  サービス  レイヤーは、 ターゲッ ト  サーバーにアプリ ケーシ ョ ンからのリ クエス ト を送信しよ

う と しましたが、 ターゲッ ト  サーバー側でネッ ト ワーク固有のエラーが発生しました。 詳細については、 Zen イ
ベン ト  ログ （zen.log ファ イル） を参照してください。

メモ  Auto Reconnect （自動再接続） に問題がある場合は、 さ らにステータス  コード  3131 が発行されます。

3112 ： ターゲッ ト  サーバーからの受信中にエラーが発生しました。

Zen ネッ ト ワーク  サービス  レイヤーは、 ターゲッ ト  サーバーからデータを受信しよ う と しましたが、 ターゲッ

ト  サーバー側でネッ ト ワーク固有のエラーが発生しました。詳細については、 Zen イベン ト  ログ （zen.log ファ イ

ル） を参照して ください。

メモ  Auto Reconnect （自動再接続） に問題がある場合は、 さ らにステータス  コード  3131 が発行されます。

3114 ： Zen ネッ トワーク  サービス レイヤーのルーティング テーブルがいっぱいです。

Zen ネッ ト ワーク  サービス  レイヤーのサーバー ルーティング テーブルがいっぱいです。 このテーブルは、通常、

必要に応じて動的に拡張されます。 メモ リが不足していないか確認して ください。

3115 ： Zen ネッ トワーク  サービス レイヤーで転送エラーが発生しました。

ク ラ イアン ト側でローカル転送のエンドポイン ト を作成中に、Zen ネッ ト ワーク  サービス  レイヤーでソケッ ト  エ
ラーが発生しました。 詳細については、 Zen イベン ト  ログ （zen.log ファ イル） を参照してください。

3116 ： Zen ネッ トワーク  サービス レイヤーでバッファーの不一致が発生しました。

高負荷のも と  Zen ク ライアン ト  キャ ッシュ  エンジンを実行している と、 サーバーと ク ライアン ト  リ クエスター

でデータ  バッファーが一致していないこ とを示すために Zen ネッ ト ワーク  サービス  レイヤーがこのステータス

コードを返す可能性があ り ます。 現在、 このエラー コードは Zen イベン ト  ログ （zen.log ファ イル） にエン ト リ

があ り ません。 ステータス  コード  100 も この動作に関連する可能性があ り ます。 

ク ラ イアン ト  キャ ッシュ  エンジンの実行中にこのエラーが見られる場合は、PSQL v12 SP1 Update 2 または PSQL
v13 以上のク ライアン ト  コンポーネン ト を使用するよ うにしてください。

3119 ： 使用可能な認証コンテキストがありません。

NSL は、 提供されたオブジェク トについて指定されたセッシ ョ ンのアクセス  コンテキス ト を返せませんでした。

NSL がコンテキス ト を取得できなかった理由はいくつかあ り、 転送のタイプによって異なり ます。
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 NamePipe - NSL は DNS を介してサーバーの特定はできた可能性があ り ますが、 名前付きパイプの呼び出し

を行ってク ライアン トの認証を要求しよ う と したと きに、 名前付きパイプ通信で障害が発生しました。 名前

付きパイプが、 ク ライアン トおよびサーバーのネッ ト ワーク用に正し く設定されているこ とを確認してくだ

さい。 名前付きパイプの設定については、 オペレーティング システムのマニュアルを参照してください。

 Windows - 保管されているク ライアン ト資格情報を使用してサーバーへの認証を行いますが、 保管されてい

る資格情報がなく、 ［ク ラ イアン ト資格情報の入力要求］ 設定の値がオフです。 

この問題を解決するには、 設定プロパティを使用して ［ク ライアン ト資格情報の入力要求］ 設定の値をオン

に変更するか、 あるいは pvnetpass ユーティ リ テ ィ を使ってサーバーに対する有効なク ライアン ト資格情報

セッ ト を登録します。 セキュ リ ティに関する詳細については、 『Advanced Operations Guide』 を参照して くだ

さい。 pvnetpass ユーティ リ ティに関する詳細については、 『Zen User's Guide』 を参照してください。

 Linux － リモート  サーバーのデータへアクセスするためのユーザー名とパスワードを設定する必要があ り ま

す。 この問題を解決するには、 pvnetpass ユーティ リ ティ を使用して、 特定のサーバーに対するユーザー名と

パスワードを指定するか、そのサーバーのデフォルトのユーザー名とパスワードを作成してください。セキュ

リ テ ィに関する詳細については、 『Advanced Operations Guide』 を参照して ください。 pvnetpass ユーテ ィ リ

ティに関する詳細については、 『Zen User's Guide』 を参照してください。

3124 ： Zen ネッ トワーク  サービス レイヤーのタスク  テーブルがいっぱいです。

ネッ ト ワーク  サービス  レイヤーの各ユーザーについて、 タスク  エン ト リが作成されます。 タスクの最大数に既

に達している場合 （512 で設定不可能）、 このエラーが返されます。 Zen を使用しているアプリ ケーシ ョ ンで不要

なものを終了して ください。

3126 ： Zen ネッ トワーク  サービス レイヤーが、 指定されたファイル名を有効なパスに変換
できませんでした。

指定したファイル名が有効なファイル形式とパスであるか確認して ください。

3131 ： 再接続中に Zen ネッ トワーク  サービス レイヤーでエラーが発生しました。

このステータス  コードは、 自動再接続に失敗したこ とを示します。 zen.log に次のメ ッセージが書き込まれます。

 "3131： 再接続は失敗しました。ク ライアン トおよびサーバーのメ ッセージ ID の同期がとれていません。

" －ク ライアン トおよびサーバーは現在のコンテキス トに適合しませんでした。 最後のリ クエス トの整

合性が検証できないため、 接続は終了されました。

 "3131 ： 再接続は試行されませんでした。 AutoReconnect はク ライアン トでもサーバーでも有効ではあ り

ません。 " －この場合、 ク ラ イアン ト とサーバーのいずれかまたは両方で自動再接続が無効になってい

るか、 サーバーのバージ ョ ンが自動再接続をサポート していません。 再接続は試行されません。

 "3131 ： 再接続の試行がタイムアウ トにな り ました。 " －これは、 ク ライアン トが自動再接続のタイムア

ウ ト時間内にサーバーへの新しい接続を取得できなかったこ とを示します。 

 3131 ： ネッ ト ワーク接続の再確立後に再接続のネゴシエーシ ョ ンに失敗しました。 " －ク ライアン トは

サーバーへの新しいネッ ト ワーク接続に成功しましたが、 Zen 自動再接続ネゴシエーシ ョ ン中に通信に

失敗したこ とを示します。

メモ  zen log のエン ト リ  "0：送信 / 受信障害後の再接続に成功しました。" は、接続に成功したこ とを示します。

3132 ： サポート されていない機能です。

このエラーは、Scalable SQL インターフェイスが Pervasive.SQL V8 ネッ ト ワーク  サービス  レイヤーと通信しよ う

とする と きに返されます。 
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古い Scalable SQL エンジンと  Pervasive.SQL V8 コンポーネン トの組み合わせは、 一切サポート されていません。

このエラーが返された場合は、 Scalable SQL （または Pervasive.SQL V7） および、 コンポーネン トがある場合はそ

れらすべてを検索し、 アンインス トールして ください。
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4000 ～ 4099

データベース ユーティ リテ ィのステータス コード

このセクシ ョ ンでは、データベース  ユーティ リ ティ （DBU） を使用している と きに返される可能性のあるステー

タス  コードについて説明します。

4083 ： コンポーネン トがロード されていません。

Zen エンジン サービスを起動しよ う と したと きにこのステータス  コードが返された場合は、 キー ファ イルがな

いこ とを意味します。 この問題を解決するには、 Zen をアンインス トールし、 再度インス トールします。 

メモ  また、 この状況の詳細については、 環境変数を 「PVSW_DISP_LOAD_ERRS=AIF」 に設定し、 アプ リ

ケーシ ョ ンを再実行して調べるこ と もできます。 この設定によ り、 サービス  DLL がモジュールのロード  エ

ラーを画面に表示できるよ うにな り ます。 ただし、 この環境変数の設定は、 モジュールのロード  エラー診断

にのみ使用して ください。 それ以外の場合に設定してはいけません。

4086 ： 内部エラーが発生しました。 ユーテ ィ リテ ィ  リ クエスターの受信サイズが小さすぎ
ます。 正しいコンポーネン トがロード されているか確認して ください。

オペレーシ ョ ンは、 要求した情報を受け取るのに十分な大きさのバッファーを提供しませんでした。 
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5000 ～ 5999

暗号化ステータス コード

このセクシ ョ ンでは、 ワイヤ暗号化を使用している と き、 またはデータベース  セキュ リ ティを有効にしている と

きに返される可能性のある ステータ ス  コードについて説明し ます。 それらの ト ピ ッ クの詳細については、

『Advanced Operations Guide』 の 「Zen セキュ リティ」 を参照してください。

5000 ： クライアン トが暗号化を要求しています。

ク ラ イアン ト設定の ［ワイヤ暗号化］ 設定オプシ ョ ンが " 常時 " に設定されています。 また、 接続しよ う とする

サーバーの ［ワイヤ暗号化］ 設定オプシ ョ ンが " しない " に設定されています。 あるいはサーバーのバージ ョ ン

が 8.50 よ り前のものでワイヤ暗号化機能がサポート されません。 

この問題を解決するには、 ク ライアン トの ［ワイヤ暗号化］ 設定を " 必要な場合 " に変更するか、サーバーの ［ワ

イヤ暗号化］ 設定を " 常時 " または " 必要な場合 " に変更してください。

ワイヤ暗号化設定を変更するには、 次のよ うにします。

 Zen Control Center を使用します。 詳細については、 『Advanced Operations Guide』 の 「ZenCC でローカル ク

ラ イアン トのプロパティを設定するには」 を参照して ください。

 また、bcfg コマンド  ライン ツールも使用するこ とができます。詳細については、『Advanced Operations Guide』

の 「bcfg を使用した設定」 を参照して ください。

メモ  1 台のマシンの場合、 Zen サーバーと ク ライアン トは単一の ［ワイヤ暗号化］ 設定を共有します。 

5001 ： サーバーが暗号化を要求しています。

ク ラ イアン ト設定の ［ワイヤ暗号化］ 設定オプシ ョ ンが " しない " に設定されています。 また、 接続しよ う とす

るサーバーの ［ワイヤ暗号化］ 設定オプシ ョ ンが " 常時 " に設定されています。

この問題を解決するには、 ク ライアン トの ［ワイヤ暗号化］ 設定オプシ ョ ンを " 必要な場合 " または " 常時 " に
設定して ください。

ワイヤ暗号化設定を変更するには、 次のよ うにします。

 Zen Control Center を使用します。 詳細については、 『Advanced Operations Guide』 の 「ZenCC でローカル ク

ラ イアン トのプロパティを設定するには」 を参照して ください。

 また、bcfg コマンド  ライン ツールも使用するこ とができます。詳細については、『Advanced Operations Guide』

の 「bcfg を使用した設定」 を参照して ください。
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6000 ～ 6050

データ辞書のステータス コード

このセクシ ョ ンでは、データ辞書ファイルに関連するステータス  コードについて説明します。 これらのコードは

多くの場合、 参照整合性に関するエラーと関係があ り ます。

6002 ： 列が不正です。

列名を使用できません。 名前に不正な文字が含まれているか、 も し くは名前が重複している可能性があ り ます。

『Zen Programmer's Guide』 の 「名前付け規則」 を参照して ください。

6003 ： 外部キーが見つかりません。

外部キーと関連付けられている列が、 主テーブルに存在しません。

6005 ： 列はヌル値を許可していません。

この列をヌルにするこ とはできません。IDENTITY や SMALLIDENTITY などのいくつかのデータ型はヌルにでき

ません。 列のデータ型を確認して ください。 Zen データ型の一覧については、 『SQL Engine Reference』 の 「データ

型」 を参照して ください。

6006 ： データ型が不正です。

データ型の番号が有効な範囲内にあ り ません。 現在の範囲は 0 から  30 までです。 Zen データ型の一覧について

は、 『SQL Engine Reference』 の 「データ型」 を参照してください。

6007 ： インデックス番号が不正です。

インデッ クス番号がゼロよ り小さいです。 インデッ クス番号に負の数は使用できません。

6008 ： セグメン トが多すぎます。

インデッ クス  セグメン トの数が許容最大数よ り も多くなっています。キーの数は、すべてのファイル バージ ョ ン

において最大 119 個までです。 キー セグメン トの数は、 ファ イル バージ ョ ンによって異なり ますが、 次の表に

示す制限値の範囲内でなければなり ません。

使用できるインデッ クス  セグメン トの数はファイルのページ サイズによって異なり ます。 

ページ サイズ

（バイ ト数）

キー セグメン トの最大数 （ファイル バージ ョ ン別）

8.x 以前 9.0 9.5 13.0

512 8 8 切り上げ 2 切り上げ 2

1024 23 23 97 切り上げ 2

1536 24 24 切り上げ 2 切り上げ 2

2048 54 54 97 切り上げ 2

2560 54 54 切り上げ 2 切り上げ 2

3072 54 54 切り上げ 2 切り上げ 2

3584 54 54 切り上げ 2 切り上げ 2
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インデッ クス  セグメン ト と  MicroKernel エンジンに関する詳細については、 ステータス  コード  「26 ：指定された

キーの数が不正です。」 および 「29 ： キー長が不正です。」 を参照してください。

『Zen Programmer's Guide』 の 「ページ サイズの選択」 および 「セグメン ト化」 を参照してください。

6009 ： インデックス名が重複しています。

インデッ ク ス名は列で既に使用されています。 一意なインデッ クス名を使用して ください。 『Zen Programmer's
Guide』 の 「名前付け規則」 を参照して ください。

4096 119 119 2043 1833

8192 N/A1 119 4203 3783

16384 N/A1 N/A1 4203 3783

1 N/A は 「適用外」 を意味します。

2 「切り上げ」 は、 ページ サイズを、 ファ イル バージ ョ ンでサポート される次のサイズへ切り上げるこ と

を意味します。 たとえば、 512 は 1024 に切り上げられ、 2560 は 4096 に切り上げる という こ とです。

3 9.5 以降の形式のファ イルでは 119 以上のセグメン ト を指定できますが、 インデッ クスの数は 119 に制限

されます。

ページ サイズ

（バイ ト数）

キー セグメン トの最大数 （ファイル バージ ョ ン別）

8.x 以前 9.0 9.5 13.0
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7000 ～ 7050

Distributed Tuning Interface のステータス コード

このセクシ ョ ンでは、 Distributed Tuning Interface を使用している と きに返される可能性のあるステータス  コード

について説明します。 このインターフェイスの詳細については、 『Distributed Tuning Interface Guide』 を参照して

ください。

7001 ： 不正な接続ハンドルが指定されました。

API 呼び出しで有効な接続ハンドルを指定してください。

7002 ： ヌル ポインターが指定されました。

API 呼び出しで有効なポインターを指定してください。

7003 ： バッ ファーが小さすぎました。

バッファー サイズを増やしてください。 API によっては、 必要なサイズが出力パラ メーターに報告されます。

7004 ： 一般エラーが発生しました。

このエラー コードは以下の状況で返されます。

 オペレーシ ョ ンを実行するのに必要な権限を持っていません。

 ターゲッ ト  マシン上でエンジンが起動されていません。

 ターゲッ ト  マシン上のエンジンがアプリ ケーシ ョ ンの場所からアクセスできません。 Btrieve や DTI で使用

されるポート  3351 をファ イアウォールがブロッ ク している可能性があ り ます。このよ うな場合、このポート

へのファイアウォール アクセスを開く こ とで問題が解決します。

7005 ： 不正なデータ型が指定されました。

オペレーシ ョ ンに有効なデータ型を指定して ください。

7006 ： 設定値が範囲外です。

『Advanced Operations Guide』 の 「設定リ ファレンス」 ト ピッ クで、 設定値の有効範囲を確認してください。

7007 ： 不正な選択項目が少な く とも  1 つあります。

選択項目のリ ス ト をチェッ ク して、すべてが有効な選択であるこ とを確認してください。有効な値は、『Advanced
Operations Guide』 の 「設定リ ファレンス」 ト ピッ クで調べるこ とができます。

7008 ： シーケンス番号が不正です。

オペレーシ ョ ンに有効なシーケンス番号を指定して ください。

7009 ： 開いているファイルに関するデータを使用できません。

開いているファイルに関連するデータは、 現在使用できません。

7010 ： クライアン ト  ID が不正です。

このオペレーシ ョ ンに必要なク ライアン ト  ID が不正です。 有効なク ライアン ト  ID を指定して ください。
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7011 ： アクセス権が不十分です。

要求したオペレーシ ョ ンを実行するのに十分なアクセス権があ り ません。 多くの DTI 関数は、 サーバーの管理者

権限を必要と します。DTI オペレーシ ョ ンに必要な権限の詳細については、『Distributed Tuning Interface Guide』 を

参照して ください。

7012 ： 名前付きデータベースは既に存在します。

追加しよ う と した名前付きデータベースは既に存在します。 名前付きデータベースに一意な名前を指定してくだ

さい。

7013 ： 名前付きデータベースは存在しません。

要求された名前付きデータベースは存在しません。 有効な名前付きデータベースを指定してください。

7014 ： DTI が初期化されていません。

DTI 関数を使用するには、 まず PvStart() 関数を呼び出して、 DTI を初期化する必要があ り ます。 そ うする と、

DTI オペレーシ ョ ンを呼び出せるよ うにな り ます。 完了したら、 PvStop() を使って DTI セッシ ョ ンを終了しま

す。 詳細については、 『Distributed Tuning Interface Guide』 を参照してください。

7015 ： フ ァイルが開いていません。

要求されたオペレーシ ョ ンは開いているファイルを必要と します。

7016 ： 辞書ファイルは既に存在します。

指定されたデータベースの辞書ファイルは既に存在します。

7017 ： 辞書パスは使用中です。

別のプロセスが辞書ファイルを使用しています。 実行中の他のアプリ ケーシ ョ ンをすべて閉じてから、 オペレー

シ ョ ンを再試行して ください。

7018 ： DSN 名が不正です。

作成しよ う と した DSN 名には不正な文字が含まれているか、 もし くは長すぎます。 DSN 名は 20 文字以内で、 記

号 []{}() ?*=!@,; を含めないよ うにしてください。

7019 ： DSN は既に存在します。

作成しよ う と した DSN は既に存在します。 別の名前の DSN を指定して ください。

7020 ： 指定された DSN は存在しません。

検索しよ う と した DSN は存在しません。 有効な DSN 名を指定して ください。

7021 ： DSN のオープン モードが不正です。

有効なオープン モードを指定してください。 詳細については、 『ODBC Guide』 の 「DSN オープン モード」 を参

照して ください。

7022 ： コンポーネン トがロード されていません。

DTI に必要なコンポーネン トがロード されていません。 Zen エンジンを再起動してみてください。



61

7023 ： ほかのデータベースと共有されているため、 データベース ファイルが削除できませ
んでした。

ほかのデータベースと  DDF ファ イルを共有しているデータベースを削除しよ う とする と、 このステータス  コー

ドが返されます。

7024 ： 無効な Btrieve セキュリテ ィ  ポリシーです。

データベースの作成時に、不正な Btrieve セキュ リティ  ポ リシーが指定されました。次のいずれかを指定します。

 PSQL_DB_POLICY_CLASSIC

 PSQL_DB_POLICY_MIXED

 PSQL_DB_POLICY_DBSEC

7025 ： サーバー名が見つかりません。

指定されたサーバーが見つかり ません。 サーバー名を確認し、 再試行して ください。

7026 ： リ クエスターがロード されていません。

ク ラ イアン ト  リ クエスターがロード されていないため、 接続を確立できませんでした。

7027 ： サーバー テーブルがいっぱいです。

内部のサーバー名テーブルがいっぱいなので、 接続を確立できませんでした。

7028 ： クライアン ト接続の制限に達しました。

DTI のク ライアン ト接続数は 100 に制限されています。 

ク ラ イアン ト接続の制限に達したため、 接続を確立できませんでした。

7029 ： パーミ ッシ ョ ン エラーです。

DTI でアクセス許可エラーが発生したため、 接続を確立できませんでした。 ユーザー名とパスワードを確認し、

再試行して ください。

7030 ： メモリ不足です。

メモ リ  リ ソースが不足しているため、 接続を確立できませんでした。

7031 ： 使用可能なト ランスポートがありません。

リモート接続を一切確立できませんでした。 ネッ ト ワーク構成を確認して ください。

7032 ： 接続に失敗しました。

不明な原因によ り、 接続を確立できませんでした。

7033 ： 接続が失われました。

サーバーへのリモート接続が失われました。 このエラーが引き続き発生する場合は、 ネッ ト ワーク構成を確認し

て ください。
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7034 ： データベース名が長すぎます。

データベース名の長さ制限を超える名前が指定されました。有効なデータベース名の詳細については、『Advanced
Operations Guide』 の 「Zen データベース」 を参照してください。

7035 ： データ  パスの数が足りません。

データベースをコピーする際、元のデータベースに含まれているデータ  パスの数よ り も少ない値が指定されまし

た。

7036 ： フ ァイル名が重複しています。

指定されたファイル名は既に存在します。 オペレーシ ョ ンに一意なファイル名を選択してください。

7037 ： パスワードが不正です。

オペレーシ ョ ンに指定されたパスワードが有効ではあ り ません。

7038 ： ターゲッ トのデータ  パスが不正です。

ターゲッ ト と して指定されたパスが見つかり ませんでした。 API に提供したパスを検証して ください。

7039 ： 辞書パスが不正です。

辞書に対して指定されたパスが見つかり ませんでした。 API に提供したパスを検証して ください。

Linux の場合、 このエラーは Zen Control Center でデータベースを作成しよ う と したと きに、 ディ レク ト リのオー

ナーが zen-svc でない場合に発生します。データベースを作成するディレク ト リのオーナーは必ず zen-svc にして

ください。chown コマンドを使用してオーナー シップを変更してください。具体的には、「chown zen-svc ディ

レク ト リ名」 と指定します。

7040 ： フ ィルター オプシ ョ ンが不正です。

DTI に渡したパラ メーターが不正です。 有効なオプシ ョ ンについては、 『Distributed Tuning Interface Guide』 を参

照して ください。

7041 ：FILE.DDF のデータベース エン ト リに絶対パスが格納されているため、操作を実行で
きません。

FILE.DDF のデータベースに絶対パスが含まれているため、 要求された関数を実行できません。 この問題を解決

するには、 データベースから絶対パスを取り除いた後に再試行します。

7042 ： バウンド  データベースにはデータ辞書ファイルが必要です。

バウン ド  データベースの作成にはデータ辞書フ ァ イル （DDF） が必要です。 バウン ド  データベースの場合、

CREATE DATABASE ステート メ ン ト またはデータベースの新規作成ウ ィザードでも必ず辞書ファ イルを指定し

ます。 

7043 ： 無効な文字がクライアン トによって送信されました。

ク ラ イアン トが DTI 関数の引数文字列で渡した 1 つまたは複数の文字が無効で、サーバーのエンコードに変換で

きません。 関数の引数を確認して ください。

7044 ： 無効な文字がクライアン トによって受信されました。 

サーバーから  DTI 関数の引数文字列で受け取った 1 つまたは複数の文字が無効で、 ク ライアン トのオペレーティ

ング システム エンコードに変換できません。 別のク ライアン ト  マシンを使用する必要があるかもしれません。
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7045 ： 内部バッファーが小さすぎます。

内部バッファーが小さすぎて DTI 引数を処理できません。 可能性のある  1 つの回避策は、 よ り短い引数を使用す

るこ とです。 

7046 ： 無効なエンコード変換オプシ ョ ンです。

DTI 関数 「PvCreateDSN2()」 または 「PvModifyDSN2()」 の変換オプシ ョ ンが無効なエンコードを指定しています。

有効なオプシ ョ ンについては、 『Distributed Tuning Interface Guide』 で 「translate」 引数を参照して ください。

7047 ： データベース用のコードページが無効です。

データベースに指定されたコード  ページが無効です （データベース  エンジンでサポート されていません）。 コー

ド  ページを確認して、 データベース  エンジンがサポートするものを使用して ください。 サポート されるコード

ページは、 Zen Control Center の ［データベースの新規作成］ ダイアログで表示するこ とができます。 『Zen User's
Guide』 の 「［データベースの新規作成］ GUI のリ ファレンス」 を参照してください。

7048 ： このプラッ ト フォームではサポート されない API が使用されています

使用されている  API が、 このプラ ッ ト フォームではサポート されません。 

7049 ：指定された場所にある既存の DDF と メ タデータ  バージ ョ ンが一致しないため、 DDF
を作成できません

このエラーは、 選択したディ レク ト リの場所にデータベースを新規作成しよ う と したと きに、 そのメ タデータの

バージ ョ ンが既存のデータベースのメ タデータ  バージ ョ ンと異なる場合に発生します。 これを回避するには、 メ

タデータのバージ ョ ンを同じにするか、 データベースの作成先に別の場所を選択してください。
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7064 ～ 7140

License Administrator のステータス コード

このセクシ ョ ンでは、License Administrator を使用している と きに返される可能性のあるステータス  コードについ

て説明します。

7064 ： 製品のライセンスが取得されていません。

これは、セッシ ョ ンがライセンス （ユーザー数、セッシ ョ ン数または使用データ用） を削除しよ う と しましたが、

そのセッシ ョ ンはサーバーからライセンスを取得していないか、 または別の製品のライセンスを取得しているこ

とを示します。

7065 ： 製品が入手されていません。

アプリ ケーシ ョ ンが、 製品のライセンス （ユーザー数、 セッシ ョ ン数または使用データ用） を取得しよ う と しま

したが、 認証されているライセンスがあ り ません。 ライセンス情報を取得する前に、 製品に対してライセンスが

認証されているこ とを確認して ください。

7101 ： ライセンス文字列に不正な文字があります。

認証しよ う と した製品キーに 1 つまたは複数の不正な文字が含まれています。 "i" および "o" を除く、 すべての英

数文字 （大文字、 小文字） を使用できます。 小文字は自動的に大文字に変換されます。

製品キー内の不正な文字を修正し、 キーを認証し直して ください。

7102 ： 不正なライセンス タイプが定義されています。

アプリ ケーシ ョ ンが認証しよ う と した製品キーは有効ではあ り ません。 製品タイプが不正です。 許可されるタイ

プは、 「期限なし」 および 「一時」、 さ らにユーザー数、 セッシ ョ ン数または使用データ用の追加ライセンスです。

有効な製品キーが Actian Corporation によって発行されているか、またはデータベース  エンジンがアプリ ケーシ ョ

ンに組み込まれている場合はアプリ ケーシ ョ ン ベンダーによって発行されているかを確認してください。

7108 ： 製品キーが長すぎます。

認証しよ う と した製品キーの長さは、 キーに許可される最大長 （30 文字） を超えています。 製品キーは必ず 30
文字にして ください。

7109 ： そのようなライセンスはありません。

認証解除しよ う と している製品キーは存在しません。この製品キーは既に認証解除されている可能性があ り ます。

License Administrator GUI を使ってキーを認証解除している場合は、 F5 キーを押すと、 認証済みのライセンスの

リ ス トが再表示されます。 更新された リ ス トで、 認証解除しよ う と した製品キーを調べます。 製品キーがまだ存

在するよ うに表示される場合は、 License Administrator を再起動してください。

7110 ： システムにインストールされているのは一時ライセンスのみで、 それらすべての有効
期限が切れています。

インス トールされているライセンスはすべて有効期限が切れている一時ライセンスです。 ユーザー数、 セッシ ョ

ン数または使用データの値はも う適用されていません。 有効なライセンス （一時または期限なし） をインス トー

ルして、 ユーザー数、 セッシ ョ ン数または使用データ用の新しい値を提供して ください。
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7111 ：一時ライセンスを認証解除することはできません。 ライセンスは有効期限が切れると
無効になります。

一時ライセンスを認証解除しよ う と しました。 一時ライセンスは認証解除できません。 これは、 有効期限が切れ

る と無効になり ます。 認証解除するライセンスが削除可能なタイプであるこ とを確認してください。

7112 ： ライセンスは既にインストールされています。

認証しよ う と した製品キーは、 既に認証されています。 一度認証されたライセンスは、 まず認証解除してからで

ないと再認証するこ とはできません。 一時ライセンスを認証解除するこ とはできません。

License Administrator GUI を使ってライセンスを認証している場合は、 F5 キーを押すと、 ラ イセンスの リ ス トが

再表示されます。 更新された リ ス トで、 認証しよ う と したライセンスを調べます。 ライセンスがリ ス ト内にまだ

表示されない場合は、 License Administrator を再起動してください。

7113 ： 製品キーが不正です。 提供したキーを確認して ください。

認証しよ う と した製品キーは有効なライセンスではあ り ません。有効な製品キーが Actian Corporation によって発

行されているか、またはデータベース  エンジンがアプリ ケーシ ョ ンに組み込まれている場合はアプリ ケーシ ョ ン

ベンダーによって発行されているかを確認して ください。

製品キーが特定のプラ ッ ト フォーム用のもので、 ライセンスを認証しよ う と したプラ ッ ト フォームと一致しない

場合にも このステータス  コードが返されます。 たとえば、 製品キーが "Win64" 用であれば、 Windows 32 ビッ ト

オペレーティング システムまたは Linux プラ ッ ト フォームでそのライセンスを認証するこ とはできません。

License Administrator GUI を使ってキーの認証を行っている場合は、 ［キー］ フ ィールドにキーを貼り付け直すか

再入力してから、 ［認証］ ボタンをク リ ッ ク してキーを認証します。 

手動認証で特に考慮すべき点

認証要求コードを生成してから認証キー データ文字列を受け取るまでの間に、 ご利用のマシンの構成に変更が

あった場合、 このステータス  コードは、製品キー自体が有効であっても、認証キー データ文字列がマシンと一致

しな くなったこ とを示すこ とがあ り ます。 この場合、 次の 2 つの選択肢があ り ます。

 マシンを以前の構成に戻し、 ライセンス  キーを再度認証してください。

または 

 以下の手順に従ってください。

1 手動認証ウ ィザードまたはコマンド ライン バージ ョ ンの手動認証ユーティ リ ティ を再実行します。 

2 元の製品キーと新たに得た認証要求コードを用いて Actian サポートへ連絡します。 

3 変更したマシン構成用の新しい認証キー データ文字列を入手します。

4 自分のライセンス  キーで新しい認証キー データ文字列を使用します。 

7115 ： 製品 ID が不正です。

認証しよ う と した製品キーは、キー内の製品名が認識されないため、有効なライセンスではあ り ません。 これは、

認証しよ う と している  Zen よ り も新しいバージ ョ ン用のキーである可能性があ り ます。

7116 ： バッ ファーがオーバーフローしました。

DTI 関数または DTO メ ソ ッ ドに割り当てられるバッファーが小さすぎます。バッファーのサイズを増やしてくだ

さい。 『Distributed Tuning Interface Guide』 で該当する関数を、 または 『Distributed Tuning Objects Guide』 で該当す

る メ ソ ッ ドを参照して ください。
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7117 ： 製品キーが長すぎます。

認証しよ う と した製品キーの長さは、 キーに許可される最大長 （30 文字） を超えています。 製品キーは必ず 30
文字にして ください。

7118：サーバーは動作していません。ライセンスの表示、認証、認証解除は行えません。サー
バーが動作しており、 ネッ トワーク通信が機能していることを確認して ください。 

License Administrator がリモート  サーバーに接続できません。 これは、 次のこ とを示している可能性があ り ます。

 データベース  エンジンがインス トールされていないクライアン トで License Administrator を起動した可能性

があ り ます。 ［OK］ をク リ ッ ク して、 サーバーへの接続を確立してください。

 サーバーは動作していません。 必要に応じて、 『Getting Started with Zen』 の 「データベース  エンジンが起動

するかど うかのチェッ ク」 に記述されている手順に従ってください。

 ネッ ト ワーク通信がサーバーへの接続を妨害しています。サーバーに対して ping コマンドを実行し、ネッ ト

ワーク通信が機能しているこ とを確認して ください。

7119 ： ローカル サーバーは動作していません。 ライセンスの表示、 認証、 認証解除は行え
ません。

License Administrator が実行されているローカル マシン上のデータベース  エンジンに、 License Administrator が接

続できません。データベース  エンジンがインス トールされており、ローカル マシン上で動作しているこ とを確認

して ください。 『Getting Started with Zen』 の 「データベース  エンジンが起動するかど うかのチェッ ク」 に記述さ

れている手順に従ってください。

7120 ： ライセンスを認証解除することはできません。 

認証解除しよ う と しているライセンスの認証解除は行えません。 一時ライセンスを認証解除するこ とはできませ

ん。 これは、 有効期限が切れる と無効になり ます。

そのライセンスが認証解除可能なタイプであるこ とを確認して ください。

7122 ： 試用ライセンスは有効期限が切れています。

認証しよ う と している一時的な試用ライセンスは有効期限が切れており、 さ らに次のいずれかの状況にも当ては

まっています。

 これ以外に認証されているライセンスがない。

 ほかのライセンスが認証されているが、 も う有効ではない。 たとえば、 インス トールされているすべての一

時ライセンスの有効期限が切れている。

有効なライセンスなしで Zen 製品をインス トールするこ とはできません。 認証できる有効なライセンスがある場

合は、 ［続行］ をク リ ッ ク して ください。試用期間の追加が必要な場合は、弊社に新しい試用ライセンスを要求す

るこ とができます。

7124 ： ユーザー数、 セッシ ョ ン数、 または使用データの追加キーは、 認証された期限なし
キーのベンダー ID と一致するベンダー ID を持つ必要があります。 

追加キーが認証される前に、 認証済みの期限なしキーが存在している必要があ り ます。 追加キーのソフ ト ウェア

ベンダー ID 番号が、 認証済みの期限なしキーのベンダー ID 番号と一致している必要があ り ます。 弊社から入手

する追加キーはユニバーサルです。 つま り、 それらのキーはベンダーから入手する期限なしキーと互換性があ り

ます。 

追加キーを認証する前に、 有効な期限なしキーが認証されているこ とを確認してください。 また、 追加キーをベ

ンダーから入手した場合はベンダー ID 番号が一致しているこ と確認して ください。 そ うでなければ弊社から入

手した追加キーを使用します。ベンダー ID 番号は License Administrator ツールで検証されます。『Zen User's Guide』
の 「ラ イセンス管理」 を参照して ください。
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7125 ： アクテ ィブな期限なしライセンスは既に存在します。

期限なしキーを認証しよ う と しているマシンには、 既に同じベンダーからの期限なしキーが 「アクティブ」 状態

で含まれています。 同じベンダーからのアクティブな期限なしキーを  2 つ以上認証するこ とはできません。

ベンダーからの期限なしキーが既に認証済みで、 それがアクティブな状態である場合、 認証できるのはユーザー

数、 セッシ ョ ン数または使用データに対する追加だけです。 既存の製品キーを認証解除してから、 新しい期限な

しキーを認証して ください。

既存の期限なしキーの状態が 「検証失敗」 または 「無効」 である場合は、 同じベンダーからの別の期限なしキー

を同マシンで認証できます。 つま り、 既存の期限なしキーはアクティブではないという こ とです。 既存の期限な

しキーの状態が 「検証失敗」 の間に別の期限なしキーが認証される と、 既存の期限なしキーの状態は 「無効」 に

な り ます。 その結果、 認証された方の期限なしキーはアクティブなキーになり ます。

7126 ： ユーザー数、 セッシ ョ ン数、 または使用データの最大制限を超えて値を増やすことは
できません。

認証しよ う と したライセンスの追加によって、 ユーザー数、 セッシ ョ ン数または使用データの最大制限を超えて

しまいます。 使用許諾契約書で許可される最大制限を超える値を追加するこ とはできません。

7127 ： このキーまたは関連キーは認証解除を要求します。 このバージ ョ ンのクライアン ト
は、 キーを認証解除することができません。

認証解除しよ う と しているキーまたは関連キーについては、PSQL v10 SP1 以上がインス トールされている必要が

あ り ます。 PSQL v10 SP1 以上にアップグレード し、 License Administrator ユーティ リ ティ を使用してキーを認証

解除して ください。

7130 ： このキーの Zen 製品バージ ョ ンはインストールされた Zen エンジンと一致していま
せん。

認証しよ う と しているキーと関連付けられている  Zen 製品のバージ ョ ンは、現在インス トールされている  Zen 製
品と一致しません。

使用しているキー、 およびインス トールしている  Zen 製品が正しいかど うか確認して ください。

7131 ： このキーの OS プラッ ト フォームはインス トールされた Zen エンジンと一致してい
ません。

認証しよ う と しているキーと関連付けられているオペレーティング システムは、 現在インス トールされている

Zen 製品と一致しません。

使用しているキー、 およびインス トールしている  Zen 製品が正しいかど うか確認して ください。

7132 ： このキーの Zen エンジンの種類はインストールされた Zen エンジンと一致していま
せん。

認証に使用しているキーによって示される  Zen データベース  エンジンの種類は、インス トールされているエンジ

ンと一致しません。

7133 ： 関連付けられているユーザー数追加 （UCI） キーが、 期限なしキーの認証解除を妨げ
ています。 UCI キーは、 既に 「検証失敗」 または 「無効」 の状態になっているか、 あるいは、
次回検証されたときに 「検証失敗」 状態に移行するよう設定されている可能性があります。
UCI キーを修復して、 期限なしキーの認証解除を実行し直して ください。

認証されている期限なしキーは、 関連付けられているユーザー数追加キーの問題が原因で認証解除するこ とがで

きません。ユーザー数追加キーの状態は、 " 検証失敗 " または " 無効 " になっているか、 あるいは次回の検証時に

" 検証失敗 " になり ます。
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まずは、そのユーザー数追加キーで何が問題かを特定して ください。問題を修正したら、そのユーザー数追加キー

を検証し、 有効であるこ とを確認します。 その後、 認証されている期限なしキーの認証解除をも う一度試してく

ださい。 

7140 ： この操作は、 このバージ ョ ンのエンジンではサポート されません。

Zen のエディシ ョ ンによっては、 ラ イセンス供与などの特定の機能に対する制限があ り ます。 詳細については、

弊社サポート  サービスまでお問い合わせください。
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7200 ～ 7499

許可のステータス コード

このセクシ ョ ンでは、製品の認証を行っている と きに返される可能性のあるステータス  コードについて説明しま

す。

7201 ： 認証ライブラリの 1 つで発生したエラーによって処理を続行できません。

認証ライブラ リのうちの 1 つで、 処理の続行を妨げるエラーが発生しました。 

サービスを再開するか、 Zen を再インス トールしてから、 認証を実行し直して ください。 このエラーが引き続き

発生する場合は、ログ ファ イルに報告されているライブラ リ名を確認して、弊社サポート  サービスまでお問い合

わせください。

7212 ： 認証を行うための製品キーが無効です。

指定された製品キーは無効です。 有効な製品キーを入力するか貼り付けてから、 キーの認証を実行し直してくだ

さい。

7213 ： 製品キーが認証のチェ ックサム検証に合格しません。

製品キーは有効なキーのよ うですが、 チェッ クサム検証に合格できません。 この原因の多くは、 キーの入力ミ ス

によるものです。 これ以外には、 転送エラーがチェッ クサム検証を妨げている可能性もあ り ます。 

有効な製品キーが指定されているか確認してから、 キーの認証を実行し直して ください。

7215 ： マシン ID を決定できません。 管理者権限でログオンしているかどうかを確認し、 再
試行して ください。

現在のセッシ ョ ンのマシン ID を判断している間に、 システムでエラーが発生しました。

フル アクセス権を持つ管理者と してログオンしているか確認してから、キーの認証または認証解除を再試行して

ください。Windows Vista 以降のオペレーティング システムを使用している場合は、UAC をオフにしてください。

キーの認証または認証解除を リモートで行っている場合は、 ローカルで操作してみてください。

7218 ： マシン構成の取得に関するデバッグ エン ト リが記録されました。

マシン構成を取得する と きにシステムで問題が発生し、 Zen ログ リ ポジ ト リに情報が記録されました。

フル アクセス権を持つ管理者と してオペレーティング システムにログオンしているか確認してから、キーの認証

または認証解除を再試行して ください。Windows Vista 以上のオペレーティング システムを使用している場合は、

UAC をオフにしてください。キーの認証または認証解除を リモートで行っている場合は、 ローカルで操作してみ

てください。

Windows オペレーティング システムでこの状況が発生する場合は、マシン構成を取得するユーティ リ ティである

WMI が適切に動作しているかど うかを確認して ください。

Linux オペレーティング システムでこの状況が発生する場合は、 システムに dmidecode ユーティ リ ティがインス

トールされているこ とを確認し、 Zen デーモンを再起動してください。

7221 ： キーの認証または認証解除を行うには、 データベース エンジンが実行されている必
要があります。 

キーを認証または認証解除する前に、 Zen データベース  エンジンを起動しておく必要があ り ます。 詳細について

は、 『Zen User's Guide』 の 「データベース  エンジンの起動と停止」 を参照してください。
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7222 ： DTI 呼び出しを完了できない、 もし くはエンジンとの接続で問題が発生しました。

DTI への認証呼び出しを完了できなかった、 も し くはエンジンとの接続で問題が発生しました。

エンジンまたはサービスを再起動してから、 認証を実行し直して ください。 問題が解決しない場合は、 Zen を再

インス トールしてから、 も う一度認証を試行して ください。

7223 ： DTI が無効なライセンス文字列を返しました。

認証中に返された文字列は空かまたは無効でした。 

データベース  エンジンが起動されているこ とを確認してから、 認証を実行し直してください。

7224 ： ユーザーには、 キーを認証または認証解除するための適切な権限がありません。 

ターゲッ ト  エンジンは、 キーの認証または認証解除を実行する前に、 適切な権限があるかど うかを検査します。

権限が不適切であれば、 ターゲッ ト  エンジンのテス トは失敗します。

管理者権限を持つユーザーと してログオンしているか確認してから、 キーの認証または認証解除を再試行してく

ださい。 Windows Vista 以降のオペレーティング システムを使用している場合は、一時的に UAC をオフにしてく

ださい。 

ターミナル サービスで認証を行う場合は、 ［WTS ク ライアン トからの管理機能を制限］ の設定がオフになってい

るこ とを確認して ください。 ZenCC で、 ［ローカル ク ライアン ト ］ の下にある ［MicroKernel ルーター］ のプロパ

ティを開きます。 このプロパティ  ダイアログで、 ［WTS ク ライアン トからの管理機能を制限］ オプシ ョ ンが選択

されていないこ とを確認します。 

このエラーは、 Zen Workgroup エンジンを Windows Vista 以降のオペレーティング システム上でアプリ ケーシ ョ

ンと して実行している場合、あるいは管理者と して実行していない場合にも見られるこ とがあ り ます。Workgroup
エンジンを停止してから、 ［管理者と して実行］ オプシ ョ ンを使用して zenengnapp.exe を再起動してみて くださ

い。 も う  1 つの方法と しては、 Workgroup エンジンをアンインス トールして再インス トールし、 サービスと して

実行します。

7226 ： キーの認証解除を行うには、 認証されているキーが必要です。 

使用可能なキーがないため、 認証解除を行う こ とができません。 製品キーを認証解除するには、 その前に認証さ

れている必要があ り ます。 認証解除したい製品キーが認証されているこ とを確認してください。 キーは、 削除さ

れずに取り除かれる可能性があ り ます。 

License Administrator を使って、 認証解除するキーを検証して ください。 『Zen User's Guide』 の 「ラ イセンス情報

の一覧を リ フレッシュするには」 および 「ラ イセンス情報を表示するには」 を参照してください。 認証解除を再

試行してから、 有効なキーを指定して ください。

7235 ： このバージ ョ ンの Zen では、 製品の認証はサポート されません。

このバージ ョ ンの Zen は認証サポート していません。PSQL v10 SP1 以降が起動しているマシンから認証を試みて

ください。

7239 ： インターネッ ト接続が認証サーバーにアクセスできません。

インターネッ ト接続が、 キーの検証に必要なデータを取得するためのサーバーにアクセスできません。

考えられる原因は次のとおりですが、 これら以外の原因である可能性もあ り ます。

 ネッ ト ワークの問題が認証サーバーへの接続を妨げている。

 ローカル システムのレジス ト リで、 認証サーバーの情報が壊れているか、 または見つからない。

 ファ イアウォールなどのセキュ リティ問題が認証サーバーへの接続を妨げている。 elspv.actian.com および

bkpelspv.actian.com へのアクセスを許可するよ うに、 ファ イアウォールまたはプロキシ サーバーを設定しま

す。 詳細情報は、弊社 Web サイ トの 「製品別 FAQ」 （https://www.agtech.co.jp/actian/faq/auth_q0020/） に記載さ

れています。
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 認証サーバーがダウンしている。 確認するには、 elspv.actian.com をブラウザーで開きます。 サーバーが動作

している場合は、 「ELS WEB SITE AMS11 version 1.5.3 Build 73 - 13.0.0.1」 のよ う なメ ッセージを返します。

これらの説明と解決策でお客様の問題が解決しない場合は、 弊社テクニカル サポート までお問い合わせくださ

い。

7241 ： 認証サービス サポート  ファイルが見つかりません。

このステータス  コードは Linux にのみ適用されます。 インターネッ トによる認証および認証解除を処理するため

のサービス  ファ イルが見つかり ませんでした。 

Web サービス  ファ イル elsdid が /usr/local/actianzen/bin にあ り、実行するためのアクセス許可を持っているこ とを

確認して ください。 サービスを再開するか、 Zen を再インス トールしてから、 認証を実行し直してください。

7252 ： 認証キーは、 ターゲッ ト  マシンには無効です。

入力された認証キー データは、 ターゲッ ト  マシンには有効ではあ り ません。オフライン認証の処理中に、キーの

形式が正し くな くなった可能性があ り ます。 

認証キーを入力し直すか、 またはオフライン認証を実行し直してみてください。

7254 ：キーに不正なライセンス データが含まれているため、認証することができません。製
品キーのベンダーにお問い合わせください。

キーの認証時にエラーが発生しました。 この問題については製品キーのベンダーにお問い合わせください。

7260 ： オフライン データが検証に合格しません。

オフライン データが内部のチェッ クサム検証に合格しませんでした。転送エラーがチェッ クサム検証を妨げてい

る可能性があ り ます。 オフライン認証を実行し直して ください。

7261 ： オフラインの認証要求データ  ファイルの保存中にエラーが発生しました。

オフラインの認証要求データ  ファ イルを保存している と きに内部エラーが発生しました。ディ レク ト リが適切な

アクセス許可を持っており、保存先のフォルダーが存在するこ とを確認してください。オフライン ファ イルを保

存し直して ください。

7262 ： オフラインの認証キー データ  ファイルの読み込み中にエラーが発生しました。

オフラインの認証キー データ  ファ イルを読み込んでいる と きに内部エラーが発生しました。ディ レク ト リが適切

なアクセス許可を持っており、保存先のフォルダーが存在するこ とを確認してください。オフライン ファ イルを

読み込み直して ください。

7264 ： 製品キーが無効です。

入力された製品キーは無効です。 有効な製品キーを入力するか貼り付けてから、 実行し直してください。

7265 ： 認証キー データは、 認証要求データが生成された同じマシン上に存在している必要
があります。

オフライン認証に使用されたターゲッ ト  マシンは妥当ではあ り ません。認証要求データ  ファ イルを作成した同一

のマシンを使用してオフライン認証を行ってください。 

このステータス  コードは、Vista 以降の Windows OS マシンで、管理者権限を持たずにオフライン認証ユーティ リ

テ ィの licgetauth.exe を実行した場合にも見られるこ とがあ り ます。 この問題を回避するには、 ［管理者と して実

行］ オプシ ョ ンを使用してコマンド  プロンプ ト  ウ ィンド ウからこのユーティ リ ティ を実行して ください。 
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7267 ：オフライン認証のステージが無効であるか、または要求したオフライン操作と矛盾し
ています。

オフライン ファ イルは、オフライン操作と整合性が取れていません。オフライン認証を始めからやり直してくだ

さい。

7268 ： オフライン認証はローカルで実行する必要があります。

オフライン認証を リモートで実行するこ とはできません。 ローカルでインターネッ トに接続されているマシンを

使って、 オフライン認証を実行して ください。

7269 ： ローカル マシンでオフライン操作を処理しよう と したときに内部エラーが発生しま
した。

オフライン認証の実行中、内部エラーによって処理が妨げられました。オフライン認証を実行し直してください。

7300：ローカル ライセンス コンポーネン トがリモート  ライセンス サーバーと互換性があり
ません。

ローカル マシンのライセンス  コンポーネン トがリモート  ライセンス  サーバーと互換性があ り ません。 ローカル

マシンのラ イセンス  コンポーネン ト のバージ ョ ンが古いと、 このステータスコードが返される可能性があ り ま

す。互換性のあるローカル ライセンス  コンポーネン トについては、製品キーのベンダーにお問い合わせください。 

7305 ： 製品キーが認証データベース内に見つかりません。

製品キーは有効なチェッ クサムがあ り、 有効なよ うですが、 リモート認証サーバー上の認証データベース内に見

つかり ません。 製品キーが有効であるこ とを確認して ください。 有効であ り、 この問題が解決しない場合は、 弊

社サポート  サービスまでお問い合わせください。 

7306 ： 製品キーは有効な状態ではありません。

システムは、 キーの状態が無効であるため、 キーを解読できません。 このエラーは、 提供されたキーをシステム

が解読できない場合、 あるいは、 キーを解読できても、 キーのプロファイルと一致しなくなっている場合に発生

します。 

使用しているキーが正しいこ とを確認するか、 または新しいキーを使ってみてください。弊社サポート  サービス

へご連絡の上、 この状況をご報告ください。

7310 ： 製品キーは認証データベースで無効にされています。

指定された製品キーは、 リモート  ライセンス  サーバー上の認証データベース内で無効にされています。さまざま

な理由から、製品キーが無効にされている可能性があ り ます。弊社サポート  サービスまでお問い合わせください。

7311 ： 製品キーは有効な長さではありません。

入力された製品キーの長さは正し くあ り ません。製品キーの長さは、認証する  Zen のバージ ョ ンに応じて、 25 ま
たは 30 文字です。 有効な製品キーを入力するか貼り付けてから、 実行し直してください。

7313 ： 製品キーは既に別のマシンで使用されています。

この製品キーは既に別のマシンで認証されています。 まず、 古いマシンの製品キーを認証解除してから、 新しい

マシンで再度認証して ください。

このステータス  コードは、キーが存在するマシンでそのキーを認証解除しよ う とする場合にも返されるこ とがあ

り ます。 この原因の多くは、 キーの認証後にハードウェア署名 （マシン署名） が変更され、 そのキーを認証解除

できないこ とが挙げられます。 そのよ うな場合は、 キーを修復して ください。
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7314 ： このキーは、異なるマシン署名を持つマシンで認証されたため、認証解除することが
できません。 このキーは別のマシンで使用されているか、 あるいは元のマシンのハードウェ
ア署名が変更されている可能性が高いです。ある 1 台のマシンのみで使用するよう ライセン
スされたキーを複製またはコピーしている場合は、有効なライセンス キーを別途購入して く
ださい。 そうでない場合は、 キーを修復して認証解除を再度試して ください。

キーが認証されていたマシン署名と、 そのキーを認証解除しよ う とするマシン署名が一致していません。 これが

発生する状況は、 キーが別のマシンにコピーされた場合、 およびハードウェアの更新によってマシン署名が変更

された場合の 2 つです。 1 番目の状況の場合は、期限なしキーを追加購入する必要があ り ます。 2 番目の状況の場

合は、 キーを修復する必要があ り ます。 適切な操作を行った後、 認証解除を再度試してください。

7315 ： 製品キーは既にこのマシンで使用されています。

製品キーは既にこのマシンで認証されています。 認証は既に実行されているため、 必要あ り ません。

キーはマシンには存在していますが、 リモート  ライセンス  サーバー上の認証データベース内にはあ り ません。そ

の場合は、 clilcadm ユーティ リ テ ィの -clear オプシ ョ ンを使用してマシンに存在するキーをク リ アした後、 その

キーを認証して ください。 『Zen User's Guide』 の 「License Administrator のコマンド  ライン インターフェイス」 を

参照して ください。

7317 ： キーの認証解除を行うには、 認証されているキーが必要です。

使用可能なキーがないため、 認証解除を行う こ とができません。 製品キーを認証解除するには、 その前に認証さ

れている必要があ り ます。 認証解除したい製品キーが認証されているこ とを確認してください。 キーは、 削除さ

れずに取り除かれる可能性があ り ます。 

License Administrator を使って、 認証解除するキーを検証して ください。 『Zen User's Guide』 の 「ラ イセンス情報

の一覧を リ フレッシュするには」 および 「ラ イセンス情報を表示するには」 を参照してください。 認証解除を再

試行してから、 有効なキーを指定して ください。

7334 ： キーには関連付けられているマシン署名がありません。

リモート  ライセンス  サーバーの認証データベースに、キーと関連付けられるマシンがリ ス ト されません。この状

況は、認証済みのキーが含まれる仮想マシン イ メージをコピーしてから、元の仮想マシン イ メージ上のキーを認

証解除し、かつコピーされた仮想マシン イ メージでもキーを認証解除しよ う と した場合に起こる可能性があ り ま

す。

このステータス  コードを回避するには、 仮想マシン イ メージをコピーする前にキーの認証解除を行ってくださ

い。 コピーされた仮想マシン イ メージ上のキーを削除するには、CLI License Administrator を使用してキーをク リ

アして ください。 clear オプシ ョ ンによって、 キーをローカル マシンで認証解除するこ とな く削除します。キーを

ク リ アしたら、 コピーされた仮想マシン イ メージでキーを認証します。

7335 ： マルチマシン キーでは、 この操作は許可されません。

実行しよ う と した操作は、 マルチマシンに指定されているキーでは許可されません。 正しい操作で正しいキーを

使用するよ うにして ください。

7336 ： 認証は仮想マシンでは実行できません。

多くの場合、 仮想マシン セッシ ョ ン内から認証を行う こ とができます。 このエラー メ ッセージが表示されるの

は、 認証されている製品キーが初期の PSQL v10 製品からのものである場合のみです。 このメ ッセージが提示さ

れる場合は、 製品キーのベンダーに問い合わせるか、 仮想マシン セッシ ョ ン外から認証を再試行してください。

7338 ： デバッグ モードでは認証を実行できません。

ソフ ト ウェア デバッガー内から製品キーを認証するこ とはできません。デバッガーを終了してから、認証を再試

行して ください。
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7340 ：使用回数の制限に達しているため、製品キーを認証することはできません。製品キー
のベンダーにお問い合わせください。

製品キーは既に、 使用回数で許可されている最大回数の認証を行っています。 

使用回数は、 特定のマシンで予期せぬ事態になった場合に、 製品キーを再度認証できるよ うにするものです。 た

とえば、 記憶域ディ スクを交換しなければならなかった場合には、 製品を再インス トールして、 同じマシンで製

品キーを再度認証する必要があ り ます。 

7341 ： 認証の回数が制限に達しているため、 製品キーを認証することはできません。 製品
キーのベンダーにお問い合わせください。

製品キーは既に、 許可されている最大回数の認証を行っています。 

製品キーを認証および認証解除できる回数は制限されています。 製品キーの再認証が必要な場合は、 製品キーの

ベンダーにお問い合わせください。

7342 ： 認証解除の回数が制限に達しているため、 製品キーを認証解除することはできませ
ん。 製品キーのベンダーにお問い合わせください。

製品キーは既に、 許可されている最大回数の認証解除を行っています。 製品キーを認証および認証解除できる回

数は制限されています。 製品キーの認証解除を再度行う必要がある場合は、 製品キーのベンダーにお問い合わせ

ください。

7343 ： 修復の回数が制限に達しているため、 製品キーを修復することはできません。 製品
キーのベンダーにお問い合わせください。

製品キーは既に、 許可されている最大回数の修復を行っています。 

製品キーを修復できる回数は制限されています。 製品キーの修復を再度行う必要がある場合は、 製品キーのベン

ダーにお問い合わせください。

7346 ：製品キーは、許可される最大数のマシンで認証されています。製品キーのベンダーに
お問い合わせください。

認証しよ う と している製品キーは、 購入した製品に許可される最大数のマシンで既に認証されています。 

既にキーが認証されているいずれかのマシンでキーを認証解除し、 そのキーを使用して新たなマシンで製品を認

証するか、 あるいはベンダーから追加ライセンスを購入して ください。

7347：オフライン認証の最大数に達しました。製品キーのベンダーにお問い合わせください。

製品キーに許可されているオフライン認証の最大数に達しました。

製品キーをオフライン認証できる回数は制限されています。 オフライン認証がさらに必要な場合は、 製品キーの

ベンダーにお問い合わせください。 

7348 ： 一時製品キーを認証解除することはできません。

一時 （リ ムーバブルでない） 製品キーは 1 回しか認証できないので、 認証解除するこ とはできません。 

7349 ： 一時製品キーは既に認証されています。

一時ライセンスは既に認証されているため、 再度認証するこ とはできません。

一時的な製品キーの認証が認められるのは 1 回だけです。 一時ライセンスは、 既に使用されているマシンに追加

するこ とはできません。 



75

7365 ： 複数ユーザー アクセスによって、 レコードの変更がブロックされました。

複数ユーザー アクセスが原因で、 ターゲッ ト  レコードへの変更はコ ミ ッ ト されませんでした。 レコードを更新、

検証してから、 変更を再送信して ください。

7366 ： 認証サーバーがビジー状態です。 後でも う一度試して ください。

認証サーバーは現在ビジー状態です。 後でも う一度認証を試して ください。

7367 ： 複数ユーザー アクセスが操作の完了を妨げています。

複数ユーザーのアクセスの競合によ り、 要求した操作を完了できません。 しばら く待ってから、 操作を再試行し

て ください。

7369 ： サーバーは現在使用できません。 後でも う一度試して ください。

要求されたサーバーは、 現時点ではアクセスできません。 20 ～ 30 分後に、 サーバーへのアクセスを再試行して

ください。

7380 ： 国または都市が輸出禁止リストに挙がっています。

システムは、 取扱注意の輸出禁止リ ス トに挙がっている国または都市からの IP アドレスを検出しました。 この

メ ッセージは誤って届いたと思われる場合は、 Actian サポート までお問い合わせください。

7422 ： ログインに失敗しました。 ユーザー資格情報が無効です。

ユーザーの資格情報が認識されません。 ユーザー資格情報を確認してから、 ログインをやり直してください。 

7423 ： 要求された操作に対する権限が拒否されました。

現在のユーザーは、 要求された操作に対するアクセス許可を持っていません。 適切な権限を持つユーザーと して

ログインするか、 または適切な権限を要求して ください。

7424 ： ユーザー アカウン トはアクテ ィブではありません。

要求されたユーザー アカウン トは非アクティブです。 ユーザー アカウン トは認証されている必要がある、 つま

り、 アクティブなユーザー アカウン トが選択されている必要があ り ます。

7449 ： キーのベンダーによる懸案事項のため、 そのキーをアクテ ィブに設定できません。製
品キーのベンダーにお問い合わせください。

ラ イセンス  データが原因でキーをアクティブ状態にするこ とができません。製品キーのベンダーにお問い合わせ

ください。 

7450 ： OEM ID がありません。

も う存在しない OEM ID です。別の OEM ID を使用するよ うに選択するか、 または弊社サポート  サービスまでお

問い合わせください。

7451 ： OEM アカウン トはアクテ ィブではありません。

OEM のアカウン トはアクティブでなくなっています。 アクティブな OEM アカウン ト を選択するか、 または弊社

サポート  サービスまでお問い合わせください。
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7452 ： OEM ユーザーはアクテ ィブではありません。

OEM ユーザーはアクティブでなくなっています。 アクティブな OEM ユーザーを使用するよ うに選択するか、 ま

たは弊社サポート  サービスまでお問い合わせください。

7456 ： 要求されたレコードの OEM ユーザー ID が無効です。

アクセスしよ う と しているレコードは、現在ログインしている  OEM ユーザー ID とは異なる  OEM ユーザー ID に
関連付けられています。正しいレコードにアクセスしているか、 またはログインしている  OEM ユーザー ID が正

しいかど うかを確認して ください。

7457 ： OEM 製品 （ワークグループ / サーバー） は承認されている製品ではありません。

製品は、 Actian Corporation との契約上の合意に基づいて OEM に承認されます。 要求された製品は、 現在の OEM
では承認されていません。 続行するには、 ほかの製品を選択して ください。

7458 ： 製品キーのリセッ トまたは修復の最大回数に達しました。

製品キーに許可されている操作 （リセッ ト または修復） の最大数に達しました。 製品キーを リセッ トおよび修復

できる回数は制限されています。 これらの操作のいずれかをも う一度実行する必要がある場合は、 製品キーのベ

ンダーにお問い合わせください。

7471 ： この OEM のシートの最大数に達しました。

OEM のシートの最大数に達しました。 

OEM アカウン トのシート数は、 Actian Corporation との契約に基づいて制限されています。 OEM 契約にシート を

追加する必要がある場合は、 Actian サポート までお問い合わせください。

7472 ： この OEM のライセンスの最大数に達しました。

OEM のライセンスの最大数に達しました。 

OEM アカウン トのライセンス数は、 Actian Corporation との契約に基づいて制限されています。 OEM 契約にライ

センスを追加する必要がある場合は、 Actian サポート までお問い合わせください。

7473 ： この OEM アカウン トのシートの最大数に達しました。

シートの合計最大数に達しました。OEM 内の各アカウン トのシート数は、Actian Corporation との契約に基づいて

制限されています。 アカウン トにシート を追加する必要がある場合は、 Actian サポート までお問い合わせくださ

い。

7474 ： この OEM アカウン トのライセンスの最大数に達しました。

ラ イセンスの合計最大数に達しました。

OEM 内の各アカウン トのライセンス数は、Actian Corporation との契約に基づいて制限されています。アカウン ト

にライセンスを追加する必要がある場合は、 Actian サポート までお問い合わせください。

7475 ： ユーザー数、 セッシ ョ ン数、 または使用データの値が無効です。

要求された値は定義されていないか、 または現在使用できる最大制限よ り大きい値です。

7477 ： OS プラッ ト フォームの種類は、 このアカウン トに対して無効です。

製品キーに対して要求されたオペレーティング システムは、現在のアカウン トでは無効です。正しいアカウン ト

を使用しているこ とを確認し、 有効なオペレーティング システムを選択してください。
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7478 ： 製品の種類は、 このアカウン トに対して無効です。

製品キーに対して要求された製品の種類は、 現在のアカウン トでは無効です。 正しいアカウン ト を使用している

こ とを確認し、 有効な製品の種類を選択して ください。

7479 ： アップグレードの種類は、 このアカウン トに対して無効です。

製品キーに対して要求された製品の種類は、 現在のアカウン トでは無効です。 正しいアカウン ト を使用している

こ とを確認し、 有効な製品の種類を選択して ください。
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8000 ～ 8499

コンポーネン ト管理のステータス コード

これらのステータス  コードは、MicroKernel のコンポーネン ト管理インターフェイスおよびイベン ト  ロギング イ
ンターフェイスで生成されます。

8005 ： インターフェイスが初期化されていません。

インターフェイスが適切に初期化されない場合、 このステータス  コードが返されます。 詳細については、 Zen イ
ベン ト  ログ （zen.log ファ イル） を参照してください。

8006 ： 指定されたコンポーネン トが見つかりませんでした。

コンポーネン トが見つかり ません。詳細については、Zen イベン ト  ログ （zen.log ファ イル） を参照してください。

8020 ： コンポーネン トのロード  エラーです。

このステータス  コードは次のいずれかの状況で返されます。

 サービス  DLL がコンポーネン ト をロード しよ う と したと きに、 オペレーティング システム エラーを受け

取った。 

 データ  ソース名 （DSN） またはデータベース名 （DBN） でスペースが使用された。

Zen ファ イルの保存場所については、『Getting Started with Zen』 の 「ファ イルはどこにインス トールされますか？」

を参照して ください。

8022 ： コンポーネン トが初期化されていません。

マルチスレッ ドのアプリ ケーシ ョ ンを使用している場合に、 あるスレッ ドがコンポーネン ト をシャ ッ ト ダウンし

ましたが、 他のコンポーネン トがそれを使用し続けよ う と しています。

8097 ： 一般的なセキュリテ ィ  エラー

このステータス  コードはデータベース  セキュ リティのチェッ ク時または設定時に発生する一般的なエラーです。

データベース  エンジンは、 よ り具体的なステータス  コードのエラーに関連付けるこ とができませんでした。 エ

ラーが続く場合は、 弊社サポート  サービスまでお問い合わせください。
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8500 ～ 8589

ECAS インターフェイスのステータス コード

このセクシ ョ ンでは、 ECAS （Enhanced Common Address Space） インターフェイスによって返されるステータス

コードについて説明します。 大部分のエラーはシステム エラーであ り、 Zen イベン ト  ログ zen.log にエン ト リが

書き込まれます。 このエラーを受け取った場合は、通常、環境またはメモリ割り当てが不安定になっているため、

マシンを再起動する必要があ り ます。 

8500 ： コンポーネン トの初期化中にエラーが発生しました。

Workgroup エンジンの自動ロード中に、アプ リ ケーシ ョ ンはコンポーネン ト  ライブラ リの初期化に失敗しました。

この状況の詳細については、 環境変数を 「PVSW_DISP_LOAD_ERRS=AIF」 に設定し、 アプ リ ケーシ ョ ンを再実

行して調べるこ とができます。 この設定によ り、 サービス  DLL がモジュールのロード  エラーを画面に表示でき

るよ うにな り ます。 ただし、 この環境変数の設定は、 モジュールのロード  エラー診断にのみ使用して ください。

それ以外の場合に設定してはいけません。

8502 ： W3UPIXYY.DLL の検索中にエラーが発生しました。

Workgroup エンジンの自動ロード中に、 アプリ ケーシ ョ ンは W3UPIXYY.DLL の検索またはロードに失敗しまし

た。

8503 ： 不正な W3UPIXYY.DLL が見つかりました。

Workgroup エンジンの自動ロード中に、 アプリ ケーシ ョ ンは無効なバージ ョ ンの W3UPIXYY.DLL を見つけまし

た。 この問題は、 破損したバージ ョ ンの W3UPIXYY.DLL が原因で発生した可能性があ り ます。

8504 ： システム セマフォの作成中にエラーが発生しました。

Workgroup エンジンの自動ロード中に、 アプ リ ケーシ ョ ンはシステム セマフォの作成に失敗しました。 この問題

は、 オペレーティング システムのリ ソース不足が原因で発生した可能性があ り ます。

8505 ： Zen エンジンとのセッシ ョ ンを確立中に初期化エラーが発生しました。

Workgroup エンジンの自動ロード中に、 アプリ ケーシ ョ ンはエンジンとのセッシ ョ ン確立に失敗しました。 これ

はシステム エラーです。

お使いの環境にサーバー エンジンだけが入っているお客様によっては、1 つまたは複数のクライアン ト  ワークス

テーシ ョ ンの zen.log ファ イルにステータス  8505 と  8517 の組み合わせが頻繁に報告されます。これはほとんどの

場合、 ローカル Workgroup エンジンがインス トールされていないのに、 ワークステーシ ョ ン  ク ライアン トがこの

エンジンに接続するよ うに設定されているこ とが原因で発生します。

メモ  環境に Workgroup エンジンが入っているかど うかが確かでない場合は、 アド ミ ニス ト レーターを使用

して確認して ください。下記の手順によって、ローカル Workgroup エンジンへのアクセスが無効になり ます。

ク ラ イアン トがこの接続を試行しないよ うにするには、 次の手順に従います。

1 ZenCC で、 ［ローカル クライアン ト ］ ノードを展開します。 

2 ［MicroKernel ルーター］ を右ク リ ッ ク して ［プロパティ ］ を選択します。 ログインを指示された場合は、 ロ

グインします。

3 ［アクセス］ をク リ ッ ク します。

4 右側のフレーム内で、 ［ローカル MicroKernel エンジンの使用］ の設定をオフに変更します。
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5 新しい設定を有効にするためエンジンを再起動します。

8506 ： MicroKernel のロード中に致命的なエラーが発生しました。

Workgroup エンジンの自動ロード中に、 アプリ ケーシ ョ ンは MicroKernel、 W3MKDE.DLL のロードに失敗しまし

た。 この問題は、 W3MKDE.DLL が見つからないために発生した可能性があ り ます。

8507 ： 有効なセッシ ョ ンが見つかりませんでした。

アプリ ケーシ ョ ンは Workgroup エンジンとのセッシ ョ ンを失いました。

8508 ： Btrieve アクセスを開始しよう と したときにエラーが発生しました。

アプリ ケーシ ョ ンは Workgroup エンジンで Btrieve アクセス  メ ソ ッ ドの開始に失敗しました。

8509 ： MicroKernel の初期化中にタイムアウトになりました。

アプリ ケーシ ョ ンは MicroKernel の初期化中にタイムアウ トにな り ました。 この問題は、 無効な設定オプシ ョ ン

または Workgroup エンジンの異常が原因で発生した可能性があ り ます。

詳細については、 Zen イベン ト  ログ （zen.log） を参照してください。

8510 ： Scalable SQL エンジンのロード中に致命的なエラーが発生しました。

このステータス  コードは Pervasive.SQL 2000 で使用されなくな り ました。

Workgroup エンジンの自動ロード中に、 アプリ ケーシ ョ ンは Scalable SQL、 W3SSQL.DLL のロードに失敗しまし

た。 この問題は、 W3SSQL.DLL が見つからないために発生した可能性があ り ます。

8511 ： SQL アクセスを開始しよう と したときにエラーが発生しました。

アプリ ケーシ ョ ンは Workgroup エンジンで SQL アクセス  メ ソ ッ ドの開始に失敗しました。

8512 ： Scalable SQL エンジンの初期化中にタイムアウトになりました。

このステータス  コードは Pervasive.SQL 2000 で使用されなくな り ました。

アプリ ケーシ ョ ンは Scalable SQL の初期化中にタイムアウ トにな り ました。 この問題は、 無効な設定オプシ ョ ン

または Workgroup エンジンの異常が原因で発生した可能性があ り ます。

8513 ： Btrieve アクセスを停止しよう と したときにエラーが発生しました。

アプリ ケーシ ョ ンは Workgroup エンジンで Btrieve アクセス  メ ソ ッ ドの停止に失敗しました。

8514 ： MicroKernel のアンロード中にエラーが発生しました。

アプリ ケーシ ョ ンは MicroKernel のアンロードに失敗しました。

8515 ： SQL アクセスを停止しよう と したときにエラーが発生しました。

アプリ ケーシ ョ ンは SQL アクセス  メ ソ ッ ドの停止に失敗しました。

8516 ： Scalable SQL エンジンのアンロード中にエラーが発生しました。

このステータス  コードは Pervasive.SQL 2000 で使用されなくな り ました。

アプリ ケーシ ョ ンは Scalable SQL のアンロードに失敗しました。
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8517 ： Zen エンジンとのセッシ ョ ンを閉じる際にエラーが発生しました。

アプリ ケーシ ョ ンは Workgroup エンジンとのセッシ ョ ンを閉じるこ とができませんでした。

お使いの環境にサーバー エンジンだけが入っているお客様によっては、1 つまたは複数のクライアン ト  ワークス

テーシ ョ ンの zen.log ファ イルにステータス  8505 と  8517 の組み合わせが頻繁に報告されます。これはほとんどの

場合、 ローカル Workgroup エンジンがインス トールされていないのに、 ワークステーシ ョ ン  ク ライアン トがこの

エンジンに接続するよ うに設定されているこ とが原因で発生します。

メモ  環境に Workgroup エンジンが入っているかど うかが確かでない場合は、 アド ミ ニス ト レーターを使用

して確認して ください。下記の手順によって、ローカル Workgroup エンジンへのアクセスが無効になり ます。

ク ラ イアン トがこの接続を試行しないよ うにするには、 次の手順に従います。

1 ZenCC で、 ［ローカル クライアン ト ］ ノードを展開します。 

2 ［MicroKernel ルーター］ を右ク リ ッ ク して ［プロパティ ］ を選択します。 ログインを指示された場合は、 ロ

グインします。

3 ［アクセス］ をク リ ッ ク します。

4 右側のフレーム内で、 ［ローカル MicroKernel エンジンの使用］ の設定をオフに変更します。

5 新しい設定を有効にするためエンジンを再起動します。

8518 ： システム メモリの割り当て中にエラーが発生しました。

アプリ ケーシ ョ ンはシステムのメモ リの割り当てに失敗しました。 このエラーを防ぐには、 他のアプリ ケーシ ョ

ンをすべて閉じてからエンジンを再起動する、キャ ッシュのサイズを減らす、エンジンの設定を変更して開く ファ

イルとファ イル ハンドルのいずれかまたは両方の数を少なくする、 などの方法があ り ます。

8519 ： SRDE のロード中に致命的なエラーが発生しました。

リ レーシ ョナル エンジンの自動ロード中に、 アプリ ケーシ ョ ンは W3ODBCEI.DLL ファ イルのロードに失敗しま

した。 この問題は、 W3ODBCEI.DLL が見つからないために発生した可能性があ り ます。

8520 ： SRDE モジュールの初期化中にタイムアウトになりました。

アプリ ケーシ ョ ンはリ レーシ ョナル エンジン モジュールの初期化中にタイムアウ トになり ました。 この問題は、

無効なエンジン設定オプシ ョ ンまたは Workgroup エンジンの異常が原因で発生した可能性があ り ます。

8521 ： SRDE モジュールのアンロード中にエラーが発生しました。

アプリ ケーシ ョ ンはリ レーシ ョナル エンジン モジュールのアンロードに失敗しました。
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8590 ～ 8599

データベース エンジン サービスのステータス コード

このセクシ ョ ンでは、 データベース  エンジン サービスから返されるステータス  コードについて説明します。 こ

れらのエラーは 8590 から  8599 までで、 イベン ト  ログに記録されます。 このエラーを受け取った場合は、 通常、

環境またはメモ リ割り当てが不安定になっているため、 マシンを再起動する必要があ り ます。 

8590 ： コンポーネン ト  マネージャーを初期化中に、 データベース マネージャーでエラーが
発生しました。

このエラーは、 データベース  エンジン サービスがコンポーネン ト  ライブラ リの初期化に失敗した場合に発生し

ます。 また、 このエラーの詳細については、環境変数を 「PVSW_DISP_LOAD_ERRS=AIF」 に設定し、アプ リ ケー

シ ョ ンを再実行して調べるこ と もできます。 この設定によ り、 サービス  DLL がモジュールのロード  エラーを画

面に表示できるよ うにな り ます。 ただし、 この環境変数の設定は、 モジュールのロード  エラー診断にのみ使用し

て ください。 それ以外の場合に設定してはいけません。

8591 ： データベース マネージャーは既にロード されています。

Workgroup エンジンの初期化中に、 別の Workgroup エンジンがメモリ上で既に実行されているこ とが検出されま

した。このエラーを避けるには、次のいずれかの方法で既に実行されているプログラムをシャ ッ ト ダウンします。

 プログラムがアプリ ケーシ ョ ンによって自動ロード される場合は、 アプリ ケーシ ョ ンを終了します。

 アプリ ケーシ ョ ンが自動的にロード されている場合は、 Windows タスクバーの通知領域にあるアイコンを使

用して、 そのアプリ ケーシ ョ ンをシャ ッ ト ダウンします。

8592 ： データベース マネージャーをロードするにはメモリが不十分です。

このエラーは、システムのリ ソースが不足しているこ とを示しています。アプリ ケーシ ョ ンをいくつか終了して、

再試行して ください。

8593 ： データベース マネージャーがシステム スレッ ドを作成しているときにエラーが発生
しました。

このエラーは、システムのリ ソースが不足しているこ とを示しています。アプリ ケーシ ョ ンをいくつか終了して、

再試行して ください。

8594 ： エンジンを再起動できません。

アクティブなアプリ ケーシ ョ ンが存在するにもかかわらず、 Workgroup エンジンが停止されたため、 エンジンの

再起動ができません。 すべてのアプリ ケーシ ョ ンを終了してから、 エンジンを再起動してください。 再びこのス

テータス  コードが返された場合は、 コンピューターを再起動する必要があ り ます。
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10000 ～ 10100

SQL 接続マネージャーのステータス コード

このセクシ ョ ンでは、 SQL 接続マネージャーによって返されるステータス  コードについて説明します。

10000 ～ 10064 ： サーバーから予期せず切断されました。

アプリ ケーシ ョ ンを再起動し、 データ  ソースにも う一度アクセスして ください。 問題が解決されない場合は、 シ

ステム管理者に問い合わせてください。

10065 ： 接続しよう と してタイムアウトになりました。

SQL 接続マネージャーが非アクティブであるか、 ク ライアン ト と異なる転送プロ ト コルを使っている可能性があ

り ます。 

サービスが実行中であるかど うか確認してください。 Windows の場合は、 ［サービス］ のコン ト ロール パネルを

開き、 Actian Zen サービスを調べます。 また、 Zen Control Center で確認するこ と もできます。

ク ラ イアン ト とサーバーが同じ通信プロ ト コルを使用しているかど う か確認して ください。 ク ラ イアン ト で

ZenCC を開き、 Zen エクスプローラーで ［MicroKernel ルーター］ を右ク リ ッ ク します。次に ［プロパティ ］、 ［通

信プロ ト コル］の順に選択します。サポート  プロ ト コルの一覧がサーバーのものと同じになるよ うにします。サー

バー側を調べるには、 Zen エクスプローラーでサーバー名を右ク リ ッ ク して ［プロパティ ］ 、 ［通信プロ ト コル］

の順に選択します。
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-1000 ～ -5300

リレーシ ョナル エンジンのステータス コード

このセクシ ョ ンでは、 リ レーシ ョナル エンジンによって返されるステータス  コードについて説明します。このセ

クシ ョ ンに記載されていないエラー コードが表示された場合は、そのエラーが表示される原因となった操作手順

を記録し、 弊社サポート  サービスまでお問い合わせください。

-1003 ： API パラメーターが不正です。

API に無効なパラ メーターが渡されました。

-1011 ： メモリ不足です。

このステータス  コードは、 エンジンがメモ リ を割り当てよ う と して失敗した場合に返されるこ とがあ り ます。 

一部のリ ソースを解放して、 再試行して ください。 ［キャ ッシュ割当サイズ］ および ［MicroKernel 最大メモ リ使

用量］ 設定オプシ ョ ンのいずれか、 または両方の値を減らすか、 コンピューター上で動作しているほかのアプリ

ケーシ ョ ンを終了して ください。

-1020 ： これ以上ファイル ハンドルはありません。

ファ イルを開こ う と したと きに、ハンドルが返されませんでした。起動しているプログラムおよび開いているファ

イルをいくつか閉じ、 再試行して ください。

-1024 ： フ ァイル共有違反です。

読み取り専用のファイルを開こ う と したか、 ファ イルを開くための適切な権限がユーザーにあ り ません。 このエ

ラーが表示される原因となった操作手順を記録し、 弊社サポート  サービスまでお問い合わせください。

-1026 ： レコード  サイズ制限を超えました。

レコード長が、 許容される最大値を超えたため、 一部のデータが切り捨てられました。 このエラーが表示される

原因となった操作手順を記録し、 弊社サポート  サービスまでお問い合わせください。

-1032 ： フ ァイル アクセスが拒否されました。

読み取り専用のファイルを開こ う と したか、 ファ イルを開くための適切な権限がユーザーにあ り ません。 このエ

ラーが表示される原因となった操作手順を記録し、 弊社サポート  サービスまでお問い合わせください。

-1040 ： 定義されている列の数が多すぎます。

SELECT ステート メン トでは定義できる列の最大数は 1600 で、 その他の場合は 1536 です。 列数を有効な範囲内

に減らして再試行して ください。

-1113 ： アクテ ィブなセッシ ョ ンの数が多すぎます。

Pervasive.SQL 8 以降では、 許可されるセッシ ョ ンの数は動的に割り当てられます。

 データベース  エンジンがインス トールされているコンピューターで、追加メモリ を割り当てるかほかのアプ

リ ケーシ ョ ンを閉じてから、 再試行して ください。

 Windows 32 ビッ ト  サーバーの場合 ： アクティブ セッシ ョ ンの数がメモリの上限に達したため、 これ以上増

やすこ とができません。



85

-1206 ： データベース ファイルでないか、 またはデータベースが壊れています。

指定されたファイルは有効なデータベース名を持っていないか、 データベースが破損しています。

-1207 ： データベースは排他的にロックされています。

別のユーザーによって排他的にロ ッ ク されているデータベースにアクセスし よ う と しました。 ユーザーが排他

ロッ クを解除するまで待ち、 その後で操作を続けてください。

-1250 ： Same column cannot be renamed and modified

列名の変更とその列自体の修正を同時に行う こ とはできません。たとえば、次のステート メン トは列 c1 の名前を

変更する と同時に列を修正しているためにエラーが発生します。

ALTER TABLE t1 (RENAME COLUMN c1 to c2, MODIFY COLUMN c1 INT)

しかし、 次のステート メン トは名前を変更する列と修正する列が異なるため許可されます。

ALTER TABLE t1 (RENAME COLUMN c1 to c2, MODIFY COLUMN c3 INT)

-1251 ： Multiple columns may not be renamed to the same name

同時に複数の列名を変更する場合、 各列の新しい名前は一意である必要があ り ます。 2 つの異なる列の名前を変

更して同名にするこ とはできません。 たとえば、次のステート メン トでは、列 c1 と  c3 の両方の名前を c2 にする

こ とはできないため、 エラーが発生します。

ALTER TABLE t1 (RENAME COLUMN c1 to c2, RENAME COLUMN c3 to c2)

-1252 ： Column may not be renamed multiple times

同時に複数の列名を変更する場合、 同じ列の名前は 1 度しか変更できません。 たとえば、 次のステート メン トで

は列 c1 の名前を 2 回変更しているので、 エラーが発生します。

ALTER TABLE t1 (RENAME COLUMN c1 to c2, RENAME COLUMN column c1 to c3)

-1302 ： テーブルは排他的にロックされています。

別のユーザーによって排他的にロッ ク されているテーブルにアクセスしよ う と しました。 ユーザーが排他ロッ ク

を解除するまで待ち、 その後で操作を続けてください。

-1303 ： テーブルは既に存在します。

テーブルに指定した名前は辞書に登録されています。 別の名前を選択するか、 現在のテーブル定義を削除してか

ら、 再試行して ください。

-1304 ： テーブルは使用中のため、 オペレーシ ョ ンを実行できません。

別のユーザーがテーブルにアクセスしているか変更を行っているため、 要求されたオペレーシ ョ ンは実行できま

せん。 操作を再試行して ください。

-1305 ： そのようなテーブルまたはオブジェク トはありません。

アクセスしよ う と したテーブルまたはオブジェク トは存在しません。 正しい名前とパスを確認し、 再試行してく

ださい。

-1309 ： 排他ロックのかかっていない DDL がありません。

希望のデータベースに対して排他ロッ クを実行してから、 DDL ステート メン ト を使用する必要があ り ます。
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-1312 ： ビューは既に存在します。

ビューに指定した名前は辞書に登録されています。 別の名前を選択するか、 現在のビュー定義を削除してから、

操作を再試行して ください。

-1313 ： ト リガーは既に存在します。

ト リ ガーに指定した名前は辞書に登録されています。別の名前を選択するか、現在のビュー定義を削除してから、

操作を再試行して ください。

-1314 ： そのようなテーブルはありません。

テーブルに指定した名前は辞書に登録されていません。 既存のテーブル名を指定してから、 操作を再試行してく

ださい。

-1315 ： そのようなビューはありません。

ビューに指定した名前は辞書に登録されていません。 既存のビュー名を指定してから、 操作を再試行してくださ

い。

-1316 ： そのようなト リガーはありません。

ト リ ガーに指定した名前は辞書に登録されていません。 既存のト リガー名を指定してから、 操作を再試行してく

ださい。

-1317 ： そのようなインデックスはありません。

インデッ クスに指定した名前は辞書に登録されていません。 既存のインデッ クス名を指定してから、 操作を再試

行して ください。

-1403 ： 重複インデックスが存在します。

この定義内で同じインデッ クスを 2 回以上定義しよ う と しました。 インデッ クスが 1 回だけ定義されるよ うに、

ステート メン ト を書き直して ください。

場合によっては、 1 回目の Create Index ステート メン トが成功したかど うかがわからないという理由から、 ステー

ト メン ト を再発行してもかまいません。そのよ うな状況でこのエラー コードを受け取った場合には、最初の Create
Index オペレーシ ョ ンは成功したという想定のも とに操作を続けるこ とができます。

-1404 ： そのようなインデックスはありません。

存在しないインデッ クスにアクセスしよ う と しました。 名前とパスを確認し、 再試行してください。

-1504 ： ヌルは無効です。

実行されたオペレーシ ョ ンでは、 ヌルは有効なパラ メーターではあ り ません。

-1507 ： そのような列はありません。

指定された列は存在しません。 正しい列名を指定して ください。

-1508 ： フ ィールドは既に定義されています。

このテーブルに指定されたフ ィールドは既に定義されています。 
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-1513 ： サポート されないインデックス列の型です。

列の型 BIT、 LONGVARCHAR、 または LONGVARBINARY に対してはインデッ クスを作成できません。 別の列

の型を使用してインデッ クスを作成する必要があ り ます。

-1520 ： キー長が不正です。

254 文字よ り長い文字型の列をインデッ クスにするこ とはできません。

-1603 ： レコード内にカレンシーがありません。

クエ リで一時テーブルが要求されましたが、 一時テーブルを結果セッ トに関連付けるための一意の行識別子 （イ

ンデッ クス） があ り ませんでした。多くの場合、 Order By 列または Group By 列にインデッ クスを追加する と、 こ

の問題が解決されます。

-1605 ： 重複可能キーが不正です。

このステータス  コードは以下の状況で返されます。

 リ レーシ ョナル エンジン レベルからの要求を満たすエン ト リがいずれか 1 つのシステム テーブル内に作成

され、 同じ名前のデータベース構成要素 （列、 テーブル、 制約） が作成されました。 列またはインデッ クス

を作成したけれど、 それが作成されたかど うかの確信が持てない場合に、 このエラーを受け取る可能性があ

り ます。 そのよ うな状況でこのエラーを受け取った場合には、 最初に試みた作成は成功したという想定のも

とに操作を続けるこ とができます。

 重複する値を含む列に対して一意のインデッ クスを追加しよ う と しました。

-1809 ： アクセス許可が拒否されました。

この操作を実行するための適切な権限がユーザーにあ り ません。 ユーザーのアクセス権を確認し、 再試行してく

ださい。 問題が解決されない場合は、 システム管理者に問い合わせてください。

-1810 ： この操作の実行を許可されていません。

この操作を実行するための適切な権限がユーザーにあ り ません。 ユーザーのアクセス権を確認し、 再試行してく

ださい。 問題が解決されない場合は、 システム管理者に問い合わせてください。

このステータス  コードは、 次のいずれかを行おう と した場合にも返されます。

 EXECUTE 権限を持たずに、 最上位の信頼されるス ト アド  プロシージャ上で信頼されるプロシージャを実行

しよ う とする。

 最外部の信頼されたビュー上の適切な権限を持たずに信頼されたビューに対する操作を実行しよ う とする。

 EXECUTE 権限を持たずに、 最上位の信頼されないス ト アド  プロシージャまたは参照オブジェク ト上で信頼

されないプロシージャを実行しよ う とする。

 ビューまたは参照オブジェ ク ト の適切な権限を持たずに、 信頼されないビュー上で任意の操作 （SELECT、

INSERT、 UPDATE または DELETE） を実行しよ う とする。

 Master 以外のユーザーと して信頼されたオブジェク ト を作成しよ う とする。

 Master 以外のユーザーと して、 ビュー またはス ト アド  プロシージャの権限を GRANT または REVOKE しよ

う とする。

 オブジェク トの ALTER 権限を持たずにオブジェク ト を削除しよ う とする。

-1902 ： ログオンできません。 無効なユーザー名またはパスワードが指定されています。

無効なユーザー名またはパスワードが指定されています。 パスワードを確認し、 再試行してください。 問題が解

決されない場合は、 システム管理者に問い合わせてください。
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-1903 ： 不正なアカウン ト名です。

指定されたユーザー名を持つユーザーまたは指定されたグループ名を持つグループが存在しません。 ユーザー名

またはグループ名を確認し、 再試行して ください。 問題が解決されない場合は、 システム管理者に問い合わせて

ください。

-1905 ： パスワードが無効です。

指定されたパスワードが不正です。 パスワードを確認し、 再試行して ください。 問題が解決されない場合は、 シ

ステム管理者に問い合わせてください。

-1907 ： アクセスは拒否されました。

そのファイルにアクセスするための適切な権限がユーザーにあ り ません。 

-3001 ： 同じ名前のユーザー定義関数が既に存在します。

ユーザー定義関数 （UDF） を既存のものと同じ名前で作成しよ う と しています。 UDF の名前を変更してから、 も

う一度 CREATE ステート メン ト を実行してください。

-3002：ユーザー定義関数の名前が不正です。ユーザー定義関数の名前は 1 ～ 30 文字で構成
します。

ユーザー定義関数 （UDF） の名前の長さは、 1 文字以上 30 文字以下である必要があ り ます。 UDF の名前を長さ制

限の範囲内で変更して ください。

-3003 ： COBOL データ  ファイルへの挿入は行えません。 不正な操作です。

OCCURS、 部分的 REDEFINES、 または可変レコード  レイアウ ト を含んでいる  COBOL アプ リ ケーシ ョ ンは、

Cobolschemaexec ユーティ リ ティ を使用するこ とによって、Btrieve データ  ファ イルへ SQL アクセスできるよ うに

な り ます （このユーティ リ テ ィは、 アプ リ ケーシ ョ ンによるデータの解釈を リ レーシ ョナル エンジンに伝えま

す）。 そのよ うなデータ  ファ イルに対して INSERT オペレーシ ョ ンは実行できません。

-3005 ： COBOL Fake テーブルの変更は行えません。 不正な操作です。

OCCURS、 部分的 REDEFINES、 または可変レコード  レイアウ ト を含んでいる  COBOL アプ リ ケーシ ョ ンは、

Cobolschemaexec ユーティ リ ティ を使用するこ とによって、Btrieve データ  ファ イルへ SQL アクセスできるよ うに

な り ます （このユーティ リ テ ィは、 アプ リ ケーシ ョ ンによるデータの解釈を リ レーシ ョナル エンジンに伝えま

す）。 そのよ うなデータ  ファ イルに対して ALTER TABLE オペレーシ ョ ンは実行できません。 

-3006 ： COBOL テーブルにト リガーを作成することはできません。 不正な操作です。

OCCURS、 部分的 REDEFINES、 または可変レコード  レイアウ ト を含んでいる  COBOL アプ リ ケーシ ョ ンは、

Cobolschemaexec ユーティ リ ティ を使用するこ とによって、Btrieve データ  ファ イルへ SQL アクセスできるよ うに

な り ます （このユーティ リ テ ィは、 アプ リ ケーシ ョ ンによるデータの解釈を リ レーシ ョナル エンジンに伝えま

す）。 そのよ うなデータ  ファ イルに対して CREATE TRIGGER オペレーシ ョ ンは実行できません。

-3007 ：OCCURS/REDEFINES フ ィールドのインデックスを作成することはできません。不
正な操作です。

OCCURS、 部分的 REDEFINES、 または可変レコード  レイアウ ト を含んでいる  COBOL アプ リ ケーシ ョ ンは、

Cobolschemaexec ユーティ リ ティ を使用するこ とによって、Btrieve データ  ファ イルへ SQL アクセスできるよ うに

な り ます （このユーティ リ テ ィは、 アプ リ ケーシ ョ ンによるデータの解釈を リ レーシ ョナル エンジンに伝えま

す）。 そのよ うなデータ  ファ イルに対して CREATE INDEX オペレーシ ョ ンは実行できません。
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-3008 ：従属 OCCURS テーブルのエン ト リが存在します。 メイン テーブルを削除するには、
この OCCURS テーブルを削除して ください。

OCCURS、 部分的 REDEFINES、 または可変レコード  レイアウ ト を含んでいる  COBOL アプ リ ケーシ ョ ンは、

Cobolschemaexec ユーティ リ ティ を使用するこ とによって、Btrieve データ  ファ イルへ SQL アクセスできるよ うに

な り ます （このユーティ リ テ ィは、 アプ リ ケーシ ョ ンによるデータの解釈を リ レーシ ョナル エンジンに伝えま

す）。 メ イン テーブルに OCCURS レイアウ ト を含んでいる場合は、OCCURS テーブルを削除してからでなければ

メ イン テーブルを削除できません。

-3009 ： 従属 REDEFINES テーブルが存在します。 メ イン テーブルを削除するには、 この
REDEFINES テーブルを削除して ください。

OCCURS、 部分的 REDEFINES、 または可変レコード  レイアウ ト を含んでいる  COBOL アプ リ ケーシ ョ ンは、

Cobolschemaexec ユーティ リ ティ を使用するこ とによって、Btrieve データ  ファ イルへ SQL アクセスできるよ うに

な り ます （このユーティ リ テ ィは、 アプ リ ケーシ ョ ンによるデータの解釈を リ レーシ ョナル エンジンに伝えま

す）。 メ イン テーブルに REDEFINES レイアウ ト を含んでいる場合は、 REDEFINES テーブルを削除してからでな

ければメ イン テーブルを削除できません。 

-3010 ： このインデックスへのマッピング インデックスを持つ OCCURS テーブルが存在し
ます。 インデックスを削除できません。

OCCURS、 部分的 REDEFINES、 または可変レコード  レイアウ ト を含んでいる  COBOL アプ リ ケーシ ョ ンは、

Cobolschemaexec ユーティ リ ティ を使用するこ とによって、Btrieve データ  ファ イルへ SQL アクセスできるよ うに

な り ます （このユーティ リ テ ィは、 アプ リ ケーシ ョ ンによるデータの解釈を リ レーシ ョナル エンジンに伝えま

す）。OCCURS テーブルは、メ イン テーブルに含まれているインデッ クスにマップするこ とができます。OCCURS
テーブルがメ イン テーブルのインデッ クスにマップしている場合は、OCCURS テーブルからそのマップを削除し

ない限り、 メ イン テーブルのインデッ クスは削除できません。

-3011 ： この列にはプッシュダウン フ ィルターが定義されています。 この列を更新すること
はできません。

OCCURS、 部分的 REDEFINES、 または可変レコード  レイアウ ト を含んでいる  COBOL アプ リ ケーシ ョ ンは、

Cobolschemaexec ユーティ リ ティ を使用するこ とによって、Btrieve データ  ファ イルへ SQL アクセスできるよ うに

な り ます （このユーティ リ テ ィは、 アプ リ ケーシ ョ ンによるデータの解釈を リ レーシ ョナル エンジンに伝えま

す）。 テーブルには、 そのテーブルと関連付けられた論理式を含むこ とができます。 そのよ うなテーブル フ ィル

ターを 「プッシュダウン フ ィルター」 と呼びます。 

列にプッシュダウン フ ィルターが定義されている場合、 その列は更新できません。

-3012 ： COBOL Fake のメイン テーブルおよびバリアン ト  レコードに対して実行できるの
は、 CREATE INDEX IN DICTIONARY のみです。

OCCURS、 部分的 REDEFINES、 または可変レコード  レイアウ ト を含んでいる  COBOL アプ リ ケーシ ョ ンは、

Cobolschemaexec ユーティ リ ティ を使用するこ とによって、Btrieve データ  ファ イルへ SQL アクセスできるよ うに

な り ます （このユーティ リ テ ィは、 アプ リ ケーシ ョ ンによるデータの解釈を リ レーシ ョナル エンジンに伝えま

す） 。 可変レコード  レイアウ トのテーブルに対する  CREATE INDEX オペレーシ ョ ンは、 IN DICTIONARY キー

ワードを使用しないで実行するこ とはできません （CREATE INDEX ... IN DICTIONARY ...）。

-3014 ： ト リガーは既に存在します。

ト リ ガーを作成しよ う と しましたが、 指定された名前のト リガーは既に存在します。 別の名前を使用するか、 も

し くは既存のト リガーを削除してから新しい ト リガーを作成して ください。
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-3015 ： プロシージャは既に存在します。

ス ト アド  プロシージャを作成しよ う と しましたが、 指定された名前のス ト アド  プロシージャは既に存在します。

別の名前を使用するか、も し くは既存のス ト アド  プロシージャを削除してから新しいス ト アド  プロシージャを作

成して ください。

-3016 ： レコードの固定長部分のサイズが 65535 を超えています。

レコードの固定長部分の合計サイズが 65535 バイ ト を超えています。データ  レコードの固定長部分の合計サイズ

は、 65535 バイ ト を超えてはいけません。 データ  レコードの固定長部分は次の要素で構成されます。

 固定サイズのすべての列 （LONGVARCHAR 型および LONGVARBINARY 型以外のすべての列）

 ヌル値を許可する各列について 1 バイ ト

 各可変長列 （LONGVARCHAR 型または LONGVARBINARY 型の列） について 8 バイ ト

ステータス  コード  -3016 は、 この制限を超えるテーブルの作成を試みるか、 または、 結果と してテーブルが制限

を超えるよ うな変更を試みる と返されます。

新しいテーブルを作成する前にレコードの固定長部分のバイ ト単位のサイズを調べるには、 次の計算式を使用し

ます。

（固定長列サイズのバイ ト単位の合計） + （ヌル値を許可する列の数） + （8 * 可変長列の数） = バイ ト単位のレコー

ド  サイズ

既存データ  ファ イルのレコードの固定長部分のサイズを調べたい場合は、 BUTIL -STAT コマンドを使用すれば、

この情報を示すレポート を表示できます。

-3017 ： パス / ファイル名が無効です。

データ  ファ イルのパス / ファ イル名が長すぎます。

-3018 ： IDENTITY 列のデータ型変換が不正です。

IDENTITY 列のデータ型を変更しよ う と しました。

-3019 ： システム テーブルは削除できません。

システム テーブルを削除しよ う と しました。

-3020 ： USING パス / ファイル名が不正です。

指定したパス / ファ イル名が不正です。 1 から  64 文字の間で、 単純な相対パスを指定してください。

-3021 ： IN DICTIONARY は無効です。

バウンド  データベースでは IN DICTIONARY は使用できません。

-3022 ： NOTE/LVAR を含むレガシー テーブルの BLOB/CLOB データ型が不正です。

NOTE/LVAR 列は LONGVARCHAR/LONGVARBINARY と 同時に存在でき ません。 まず、 NOTE/LVAR を

LONGVARCHAR/LONGVARBINARY に変更する必要があ り ます。

-3023 ： データ型が一致しません。

データ型の不一致またはデータのオーバーフローのため、データ変換に失敗しました。 このエラーは、たとえば、

DOUBLE 型の列を FLOAT 型に変更しよ う と した場合に発生する可能性があ り ます。
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-3024 ： 文字列またはバイナリ  データの切り捨てエラーです。

CHAR/BINARY データをそれよ り短いバイ ト長の CHAR/BINARY データに変換しよ う と しました。

-3025 ： 数値演算のオーバーフロー エラーです。

数値をそれよ り低い精度の数値列に変換しよ う と しました。

-3026 ： 不正なヌル変換です。

ヌル値を、 ヌル値を許可しない列に変換するこ とはできません。

-3027 ： 外部キーの制約名が不正です。

指定した外部キー制約名が無効です。 数字と文字のみを使って、 1 から  20 文字の間で名前を指定してください。

名前は文字で始まる必要があ り ます。

-3028 ： パスワードが無効です。

指定したパスワードが不正です。パスワードの最大長と使用できる文字については、『Advanced Operations Guide』
の 「識別子の種類別の制限」 を参照して ください。

-3029 ： グループ名またはユーザー名が不正です。

指定したグループ名またはユーザー名が不正です。1 から  30 文字の間でグループ名またはユーザー名を指定して

ください。 数字と文字のみ使用できます。 先頭は必ず文字にして ください。

-3030 ： プロシージャ名またはト リガー名が不正です。

指定したプロシージャ名またはト リガー名が無効です。 1 から  30 文字の間で名前を指定してください。数字と文

字のみ使用できます。 先頭は必ず文字にして ください。

-3031 ： MKC ライブラリをロードできません。

MKC ラ イブラ リのロードに失敗しました。 以下のファ イルが適切なディ レク ト リに保存されており、 お使いの

製品に対し正しいバージ ョ ンであるこ とを確認して ください。

Linux ： libmkc.* が /usr/local/actianzen/lib ディレク ト リにある。

-3032 ： 列は主キーによって使用されています。

列を参照しているすべてのインデッ クスを削除しよ う と しました。 その中に、 主キーによって使用されているイ

ンデッ クスがあ り ます。

-3033 ： 列は外部キーによって使用されています。

列を参照しているすべてのインデッ クスを削除しよ う と しました。 その中に、 外部キーによって使用されている

インデッ クスがあ り ます。

-3034 ： 型はヌルであってはいけません。

ヌル値を許可する列定義タイプに対して、 要求されたオペレーシ ョ ンは実行できません。

-3035 ： 外部キーの長さに互換性がありません。

外部キーが参照する列に異なるタイプまたは属性がある場合、 外部キーは定義できません。
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-3036 ： 外部キーの小数部桁数に互換性がありません。

外部キーが参照する列に異なるタイプまたは属性がある場合、 外部キーは定義できません。

-3037 ： 外部キーの精度に互換性がありません。

外部キーが参照する列に異なるタイプまたは属性がある場合、 外部キーは定義できません。

-3038 ： 外部キーのデータ型に互換性がありません。

外部キーが参照する列に異なるデータ型がある場合、 外部キーは定義できません。

-3039 ： ト リガーに依存しています。

ト リ ガーは参照テーブルに依存しているため、 そのテーブルを削除できません。

-3040 ： グループは既に存在します。

指定されたグループ名を持つグループが既に存在します。 別のグループ名を使用してください。 問題が解決され

ない場合は、 システム管理者に問い合わせてください。

指定のグループを作成してみたが、 実際に作成されたかど うか確信が持てないためにそのグループ作成操作を再

試行した場合にこのエラーを受け取った場合は、 そのグループが実際に作成されているこ とを示します。

-3041 ： ユーザーは既に存在します。

指定されたユーザー名を持つユーザーが既に存在します。 別のユーザー名を使用してください。 問題が解決され

ない場合は、 システム管理者に問い合わせてください。

指定のユーザーを作成してみたが、 実際に作成されたかど うか確信が持てないためにそのユーザー作成操作を再

試行した場合にこのエラーを受け取った場合は、 そのユーザーが実際に作成されているこ とを示します。

-3043 ： テーブルは外部キーによって参照されています。

外部キーによって参照されているため、 そのテーブルは削除できません。

-3044 ： ト リガーの再帰レベルが多すぎます。

ト リ ガーを 31 回以上繰り返し呼び出すこ とはできません。

-3045 ： インデックスは外部キーによって使用されています。

外部キーによって参照されているため、 そのインデッ クスは削除できません。

-3046 ： 整合性制約違反です。

ヌル値を許可する列はこのオペレーシ ョ ンでは使用できません。

-3047 ： 参照整合性 （RI） に一致する主キーがありません。

主キーを定義する前に外部キーを作成しよ う と しました。 主キーを定義してから操作を続けてください。

-3048 ： ページ サイズが不正です。

指定されたページ サイズが不正です。 ページ サイズは 512 の倍数で、 512 ～ 4,096 バイ トの範囲で指定してくだ

さい （デフォルトは 4,096 です）。
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-3049 ： 不正な空きスペース スレッシ ョルドです。

指定された空きスペース  スレッシ ョルドが不正です。 空きスペース  パーセンテージを 5%、 10%、 20%、 または

30％で指定してください。

-3050 ： ページ数が不正です。

指定されたページ数が不正です。 1 ～ 65,535 の間でページ数を指定してください。

-3051 ： 辞書は使用中です。

アクセスしよ う と している辞書は、 別のユーザーによってロ ッ ク されています。 辞書がアンロ ッ ク されるまで待

ち、 その後で再試行して ください。

-3052 ： 辞書は既に存在します。

指定された名前の辞書はディ レク ト リ内に既に存在します。 別の辞書名またはパスを使用してください。

-3053 ： RI テーブルが存在しません。

存在しないテーブルに対して RI （参照整合性） を定義しよ う と しました。 テーブル名を確認し、 再試行してくだ

さい。

-3054 ： セーブポイン ト名の重複エラーです。

指定されたセーブポイン ト名は既に存在します。

-3055 ： オルタネート  コレーテ ィング シーケンスはインデックスに付き 1 つのみです。

任意のインデッ クスに対して指定できるオルタネート  コレーティング シーケンスは 1 つだけです。

-3056 ： レガシー テーブルでヌル値を許可する列は追加できません。

真のヌル列はレガシー テーブル内で作成できません。

-3057 ： 照合順序が矛盾しています。

列の照合順序の属性に列定義と矛盾するものがあ り ます。

-3058 ： 最後の列は削除できません。

テーブルの最後の列は削除できません。 テーブルには最低 1 つの列が含まれている必要があ り ます。

-3059 ： データベースは辞書ファイルを見つけることができませんでした。

指定されたデータベースの辞書ファイルが見つかり ませんでした。 辞書ファイルが適切なディ レク ト リ内にある

こ とを確認して ください。

-3060 ： 制約は既に存在します。

指定された制約名は既に存在します。

-3061 ： 制約名が不正です。

作成中の列制約名が長すぎるか、 ヌルであるか、 または無効な文字を含んでいます。
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-3062 ： データベースにはセキュリテ ィが設定されていません。

セキュ リティの設定されていないデータベースに対してセキュ リティ権限を設定しよ う と しました。 まず、 デー

タベースのセキュ リティを有効にして ください。

-3063 ： データベースには既にセキュリテ ィが設定されています。

セキュ リティの設定されているデータベースに対してセキュ リティは設定できません。

-3064 ： レガシー テーブルは変更できません。

レガシー テーブルに対してテーブルの変更は実行できません。

-3065 ： 不正なログインです。

無効なユーザー名が使用されたか、 パスワードが正し くあ り ません。 正しいログイン情報を使用しているかど う

か確認して ください。 問題が解決されない場合は、 システム管理者に問い合わせてください。

-3066 ： グループが見つかりません。

指定されたグループ名を持つグループが存在しません。 有効なグループ名を指定してください。 問題が解決され

ない場合は、 システム管理者に問い合わせてください。

-3067 ： グループが空ではありません。

グループ内に有効なユーザーがいる場合、 そのグループは削除できません。 ユーザー名を削除してから、 グルー

プを削除して ください。

-3068 ： Public のシノニムを定義することはできません。

Public はデフォルトのグループであ り、 Public グループのシノニムを変更または追加するこ とはできません。

-3069 ： Public を削除することはできません。

Public はデフォルトのグループであ り、 グループのリ ス トから削除できません。

-3070 ： 管理者を削除することはできません。

管理者はデフォルトのユーザーであ り、 ユーザーのリ ス トから削除できません。

-3071 ： シノニム権限を取り消すことはできません。

シノニムに対する権限を取り消すこ とはできません。 代わりに、 シノニムが参照するグループに対する権限を取

り消す必要があ り ます。

-3072 ： シノニム権限を付与することはできません。

シノニムに対する権限は許可できません。 代わりに、 シノニムが参照するグループに対する権限を許可する必要

があ り ます。

-3073 ： 管理者の権限を取り消すことはできません。

管理者はデフォルトのユーザーであ り、 管理者であるユーザー名から権限を取り消すこ とはできません。

-3075 ： 変換時の名前変更エラーです。

データベースの変換中に、 ファ イルの名前を変更できませんでした。
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-3076 ： 変換時の削除エラーです。

データベースの変換中に、 ファ イルを削除できませんでした。

-3077 ： インデックス名が不正です。

インデッ クス名が長すぎるか、 ヌルです。

-3078 ： 列名が不正です。

列名が長すぎるか、 ヌルです。

-3079 ： テーブル名が不正です。

テーブル名が長すぎるか、 ヌルです。

-3080 ： データはバインド されていません。

既にバインド されているデータベースはバインドできません。 データベースは 1 度だけバインドできます。

-3081 ： DDF バインド情報が間違っています。

バインド情報がデータ辞書ファイルで指定された情報と一致しません。

-3082 ： DDF は既にバインド されています。

既にバインド されているデータ辞書ファイルはバインドできません。

-3083 ： DDF はバインド されていません。

バインド されていないデータ辞書ファイルはアンバインドできません。

-3084 ： 共有 DDF です。

共有データ辞書ファイルを使用するデータベースはバインドできません。

-3085 ： 共有データ  ファイルです。

共有データ  ファ イルを使用するデータベースはバインドできません。

-3086 ： インデックスは主キーによって使用されています。

主キーによって参照されているため、 そのインデッ クスは削除できません。

-3087 ： 主キーは既に存在します。

テーブルには主キーが定義されています。 既存の主キーを削除し、 新しい主キーを作成し直す必要があ り ます。

-3088 ： 互換性のないファイル バージ ョ ンです。

指定されたファイルは v6.x 以前のデータ  ファ イル形式を使用しているため、 現バージ ョ ンのデータ  ファ イル形

式に移行してから使用する必要があ り ます。 Rebuild ユーティ リ ティ を使用して、 ファ イル バージ ョ ンを移行し

て ください。

-3089 ： 複数パスが矛盾しています。

外部キーはそれ自体を含むテーブルを参照できません。
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-3090 ： 連鎖削除サイクル。

外部キーの定義中に外部キー削除規則違反があ り ました。

-3091 ： 自己参照の削除規則がカスケードではありません。

PSQL v11 SP3 以降、 このコードは使用されなくな り ました。自己参照テーブルに対する制約には、 カスケードま

たは制限のいずれかが可能です。

自己参照削除を実行するには、 外部キー内でカスケードの削除を定義する必要があ り ます。

-3092 ： RI が同期していません。

データ辞書ファイル内のバインド情報とデータ  ファ イル内のバインド情報が一致しません。

-3093 ： ト リガー RI 競合です。

Delete ト リ ガーがテーブル上に存在する場合、 外部キー内でカスケードの削除を定義するこ とはできません。

-3094 ： 不正な削除規則です。

名前削除の規則または属性が不正です。

-3095 ： 不正な更新規則です。

名前更新の規則または属性が不正です。

-3096 ： オブジェク トは使用中です。

使用中のス ト アド  プロシージャ、 ト リガーまたはビューを削除するこ とはできません。

-3097 ： 照合順序が不正です。

照合順序の名前が間違っている、 使用できない、 または破損している可能性があ り ます。

-3098 ： 数値が範囲外です。

指定された数値の範囲が不正です。 指定したオプシ ョ ンの範囲を確認し、 正しい数値を入力してください。

-3099 ： 外部キーのデータベース名が不正です。

外部キーの作成中、 長すぎるまたはヌルのデータベース名が指定されました。

-3348：指定された場所にある既存の DDF と メ タデータ  バージ ョ ンが一致しないため、DDF
を作成できません

「7049 ： 指定された場所にある既存の DDF と メ タデータ  バージ ョ ンが一致しないため、 DDF を作成できません」

を参照して ください。

-3358 ： データベースのアンバインド とデータのロケーシ ョ ンの変更を同時に行う ことはで
きません。

「2342 ： データベースのアンバインド とデータのロケーシ ョ ンの変更を同時に行う こ とはできません。」 を参照し

て ください。
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-3359 ： データベースのバインド とデータのロケーシ ョ ンの変更を同時に行う ことはできま
せん。

「2341 ： データベースのバインド とデータのロケーシ ョ ンの変更を同時に行う こ とはできません。」 を参照してく

ださい。

-3360 ： データ辞書ファイルの作成とデータベースのアンバインドを同時に行う ことはでき
ません。

「2340 ： データ辞書ファイルの作成とデータベースのアンバインドを同時に行う こ とはできません。」 を参照して

ください。

-3362 ： 辞書のロケーシ ョ ンの変更とデータ辞書ファイルの作成を同時に行う ことはできま
せん。

「2338 ： 辞書のロケーシ ョ ンの変更とデータ辞書ファイルの作成を同時に行う こ とはできません。」 を参照してく

ださい。

-3363 ： データ辞書のロケーシ ョ ンの変更とデータベースのアンバインドを同時に行う こと
はできません。

「2337 ： データ辞書のロケーシ ョ ンの変更とデータベースのアンバインドを同時に行う こ とはできません。」 を参

照して ください。

-3364 ： データ辞書のロケーシ ョ ンの変更とデータベースのバインドを同時に行う ことはで
きません。

「2336 ： データ辞書のロケーシ ョ ンの変更とデータベースのバインドを同時に行う こ とはできません。」 を参照し

て ください。

-3365 ： データのロケーシ ョ ンの変更と名前の変更を同時に行う ことはできません。

「2335 ： データのロケーシ ョ ンの変更と名前の変更を同時に行う こ とはできません。」 を参照してください。

-3366 ： データ辞書ファイルの作成と名前の変更を同時に行う ことはできません。

「2334 ： データ辞書ファイルの作成と名前の変更を同時に行う こ とはできません。」 を参照してください。

-3367 ： データベースのアンバインド と名前の変更を同時に行う ことはできません。

「2333 ： データベースのアンバインド と名前の変更を同時に行う こ とはできません。」 を参照してください。

-3368 ： データベースのバインド と名前の変更を同時に行う ことはできません。

「2332 ： データベースのバインド と名前の変更を同時に行う こ とはできません。」 を参照してください。

-3369 ： データ辞書のロケーシ ョ ンの変更と名前の変更を同時に行う ことはできません。

「2331 ： データ辞書のロケーシ ョ ンの変更と名前の変更を同時に行う こ とはできません。」 を参照してください。

-3370 ： テーブルのデータ  ファイルはバインド されていますが、 バインドする必要はありま
せん。

「2330 ： テーブルのデータ  ファ イルはバインド されていますが、 バインドする必要はあ り ません。」 を参照してく

ださい。
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-3371 ： テーブルのデータ  ファイルはバインド されていません。

「2329 ： テーブルのデータ  ファ イルはバインド されていません。」 を参照してください。

-3374 ： データ辞書ファイルはバインド されていますが、 バインドする必要はありません。

「2326 ：データ辞書ファイルはバインド されていますが、バインドする必要はあ り ません。」 を参照してください。

-3375 ： データ辞書ファイルは既にバインド されています。

「2325 ： データ辞書ファイルは既にバインド されています。」 を参照してください。

-3376 ： データ辞書ファイルはバインド されていません。

「2324 ： データ辞書ファイルはバインド されていません。」 を参照してください。

-3383 ： バウンド  データベースの DDF ファイルを作成できません。

「2316 ： バウンド  データベースの DDF ファ イルを作成できません。」 を参照してください。

-3385 ： DBNAMES.CFG ファイルを作成できません。

「2314 ： DBNAMES.CFG ファ イルを作成できません。」 を参照してください。

-3386 ： バウンド  データベースはデータ辞書ファイルを共有できません。

「2313 ： バウンド  データベースはデータ辞書ファイルを共有できません。」 を参照してください。

-3387 ： バウンド  データベースはテーブル データ  ファイルを共有できません。

「2312 ： バウンド  データベースはテーブル データ  ファ イルを共有できません。」 を参照して ください。

-3390 ： データベースは使用中です。

「2309 ： データベースは使用中です。」 を参照してください。

-3391 ： 指定された RI フラグが不正です。

「2308 ： 指定された RI フラグが不正です。」 を参照してください。

-3392 ： DBNAMES.CFG ファイルを開けません。

「2307 ： DBNAMES.CFG ファ イルを開けません。」 を参照してください。

-3393 ： DBNAMES.CFG を更新できませんでした。

「2306 ： DBNAMES.CFG を更新できませんでした。」 を参照してください。

-3394 ： データ辞書またはデータ  ファイルのロケーシ ョ ンに指定されたパスが不正です。

「2305 ： データ辞書またはデータ  ファ イルのロケーシ ョ ンに指定されたパスが不正です。」 を参照してください。

-3395 ： データベース タイプが不正です。

「2304 ： データベース  タイプが不正です。」 を参照して ください。
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-3396 ： データベース名は一意である必要があります。 指定された名前は既に存在します。

「2303 ：データベース名は一意である必要があ り ます。指定された名前は既に存在します。」 を参照してください。

-3397 ： バッ ファー長が不正です。

「2302 ： バッファー長が不正です。」 を参照してください。

-3398 ： データベース名が不正です。

「2301 ： データベース名が不正です。」 を参照してください。

-3399 ： これ以上データベース名は定義されていません。

「2300 ： これ以上データベース名は定義されていません。」 を参照してください。

-3401 ： 列レベルの GRANT ステート メン トが不正です。

列レベルでサポート されない権限の GRANT ステート メン ト を実行しよ う とする と、 このステータス  コードが返

されます。 列レベルで有効な権限は SELECT、 INSERT および UPDATE のみです。

有効な構文については、 『SQL Engine Reference』 の 「GRANT」 を参照してください。

-3473 ： Zen ネッ トワーク  サービス レイヤーが、指定されたファイル名を有効なパスに変換
できませんでした。

「3126 ： Zen ネッ ト ワーク  サービス  レイヤーが、 指定されたファイル名を有効なパスに変換できませんでした。」

を参照して ください。

-3475 ： Zen ネッ トワーク  サービス レイヤーのタスク  テーブルがいっぱいです。

「3124 ： Zen ネッ ト ワーク  サービス  レイヤーのタスク  テーブルがいっぱいです。」 を参照してください。

-3480 ： 使用可能な認証コンテキストがありません。

「3119 ： 使用可能な認証コンテキス トがあ り ません。」 を参照してください。

-3484 ： Zen ネッ トワーク  サービス レイヤーで転送エラーが発生しました。

「3115 ： Zen ネッ ト ワーク  サービス  レイヤーで転送エラーが発生しました。」 を参照してください。

-3485 ： Zen ネッ トワーク  サービス レイヤーのルーティング テーブルがいっぱいです。

「3114 ： Zen ネッ ト ワーク  サービス  レイヤーのルーティング テーブルがいっぱいです。」 を参照して ください。

-3487 ： ターゲッ ト  サーバーからの受信中にエラーが発生しました。

「3112 ： ターゲッ ト  サーバーからの受信中にエラーが発生しました。」 を参照してください。

-3488 ： ターゲッ ト  サーバーへの送信中にエラーが発生しました。

「3111 ： ターゲッ ト  サーバーへの送信中にエラーが発生しました。」 を参照して ください。

-3489 ： ネッ トワーク  レイヤーが接続されていません。

「3110 ： ネッ ト ワーク  レイヤーが接続されていません。」 を参照してください。
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-3491 ： Zen ネッ トワーク  サービス レイヤーが不正なセッシ ョ ンを検出しました。

「3108 ： Zen ネッ ト ワーク  サービス  レイヤーが不正なセッシ ョ ンを検出しました。」 を参照して ください。

-3492 ： Zen ネッ トワーク  サービス レイヤーでメモリ不足になりました。

「3107 ： Zen ネッ ト ワーク  サービス  レイヤーでメモ リ不足になり ました。」 を参照して ください。

-3493 ： Zen ネッ トワーク  サービス レイヤーで接続エラーが発生しました。

「3106 ： Zen ネッ ト ワーク  サービス  レイヤーで接続エラーが発生しました。」 を参照して ください。

-3494 ： Zen ネッ トワーク  サービス レイヤーで利用可能な転送プロ ト コルがありません。

「3105 ： Zen ネッ ト ワーク  サービス  レイヤーで利用可能な転送プロ ト コルがあ り ません。」 を参照して ください。

-3495 ： Zen ネッ トワーク  サービス レイヤーでアクセス権のエラーが発生しました。

「3104 ： Zen ネッ ト ワーク  サービス  レイヤーでアクセス権のエラーが発生しました。」 を参照して ください。

-3496 ： Zen ネッ トワーク  サービス レイヤーでサーバー名が見つかりませんでした。

「3103 ： Zen ネッ ト ワーク  サービス  レイヤーでサーバー名が見つかり ませんでした。」 を参照して ください。

-3777 ： 指定されたデータ  バッ フ ァー長はデータ  パケ ッ ト と し ては長すぎるため、
MicroKernel ルーターがリモート  エンジンにリクエスト を送信できませんでした。

「3022 ：指定されたデータ  バッファー長はデータ  パケッ ト と しては長すぎるため、MicroKernel ルーターがリモー

ト  エンジンにリ クエス ト を送信できませんでした。」 を参照してください。

-3778 ： MicroKernel ルーターが不正にフォーマッ ト されたデータ  パケッ ト を受信しました。

「3021 ： MicroKernel ルーターが不正にフォーマッ ト されたデータ  パケッ ト を受信しました。」 を参照してくださ

い。

-3779 ： MicroKernel のロード中にエラーが発生しました。

「3020 ： MicroKernel のロード中にエラーが発生しました。」 を参照してください。

-3780 ： MicroKernel ルーターでセマフォ  エラーが発生しました。

「3019 ： MicroKernel ルーターでセマフォ  エラーが発生しました。」 を参照してください。

-3781 ： フ ァイルは既に閉じています。

「3018 ： ファ イルは既に閉じています。」 を参照してください。

-3782 ： ローカル エンジンのデータ  バッファーが小さすぎます。

「3017 ： ローカル エンジンのデータ  バッファーが小さすぎます。」 を参照してください。

-3783 ： MicroKernel ルーターで内部エラーが発生しました。

「3016 ： MicroKernel ルーターで内部エラーが発生しました。」 を参照してください。
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-3784 ： MicroKernel ルーターで初期化エラーが発生しました。

「3015 ： MicroKernel ルーターで初期化エラーが発生しました。」 を参照してください。

-3785 ： MicroKernel ルーターがエンジンを見つけられません。

「3014 ： MicroKernel ルーターがエンジンを見つけられません。」 を参照してください。

-3786 ： ネッ トワーク  コンポーネン トがロード されていないため、 MicroKernel ルーターは
リモート  エンジンにアクセスできません。

「3013 ：ネッ ト ワーク  コンポーネン トがロード されていないため、MicroKernel ルーターはリモート  エンジンにア

クセスできません。」 を参照して ください。

-3787 ： MicroKernel ルーターがローカル エンジンにアクセスできません。

「3012 ： MicroKernel ルーターがローカル エンジンにアクセスできません。」 を参照してください。

-3790 ： NETinterface.DLL がロード されていません。

「3009 ： NETinterface.DLL がロード されていません。」 を参照してください。

-3791 ： MicroKernel ルーターに対して無効な設定です。

「3008 ： MicroKernel ルーターに対して無効な設定です。」 を参照してください。

-3793 ： MicroKernel ルーターが不正なセッシ ョ ンを検出しました。

「3006 ： MicroKernel ルーターが不正なセッシ ョ ンを検出しました。」 を参照してください。

-3794 ： MicroKernel ルーターでオペレーティング システム エラーが発生しました。

「3005 ： MicroKernel ルーターでオペレーティング システム エラーが発生しました。」 を参照してください。

-3795 ： MicroKernel が MicroKernel ルーターに応答していません。

「3004 ： MicroKernel が MicroKernel ルーターに応答していません。」 を参照してください。

-3796 ： MicroKernel ルーターが互換性のないネッ トワーク  コンポーネン ト を検出しました。

「3003 ： MicroKernel ルーターが互換性のないネッ ト ワーク  コンポーネン ト を検出しました。」 を参照してくださ

い。

-3797 ： MicroKernel ルーターのリソース DLL が使用できません。

「3002 ： MicroKernel ルーターのリ ソース  DLL が使用できません。」 を参照して ください。

-3798 ： MicroKernel ルーターへのローカル アクセスはできません。

「3001 ： MicroKernel ルーターへのローカル アクセスはできません。」 を参照してください。

-3799 ： MicroKernel ルーターでメモリ割り当てエラーが発生しました。

「3000 ： MicroKernel ルーターでメモ リ割り当てエラーが発生しました。」 を参照してください。
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-4001 ： 指定されたプッシュダウン フ ィルターに比較演算子が記述されていません。

OCCURS、 部分的 REDEFINES、 または可変レコード  レイアウ ト を含んでいる  COBOL アプ リ ケーシ ョ ンは、

Cobolschemaexec ユーティ リ ティ を使用するこ とによって、Btrieve データ  ファ イルへ SQL アクセスできるよ うに

な り ます （このユーティ リ テ ィは、 アプ リ ケーシ ョ ンによるデータの解釈を リ レーシ ョナル エンジンに伝えま

す）。 テーブルには、 そのテーブルと関連付けられた論理式を含むこ とができます。 そのよ うなテーブル フ ィル

ターを 「プッシュダウン フ ィルター」 と呼びます。 

プッシュダウン フ ィルターを指定する場合は、 フ ィルターに比較演算子 （等しい、 よ り大きい、 よ り小さい、 な

ど） も指定する必要があ り ます。

-4002 ： 指定されたプッシュダウン フ ィルターのフ ィールドがテーブルに見つかりません。

OCCURS、 部分的 REDEFINES、 または可変レコード  レイアウ ト を含んでいる  COBOL アプ リ ケーシ ョ ンは、

Cobolschemaexec ユーティ リ ティ を使用するこ とによって、Btrieve データ  ファ イルへ SQL アクセスできるよ うに

な り ます （このユーティ リ テ ィは、 アプ リ ケーシ ョ ンによるデータの解釈を リ レーシ ョナル エンジンに伝えま

す）。 テーブルには、 そのテーブルと関連付けられた論理式を含むこ とができます。 そのよ うなテーブル フ ィル

ターを 「プッシュダウン フ ィルター」 と呼びます。 

列にプッシュダウン フ ィルターを指定する場合、その列はフ ィルターを関連付けるテーブル内になければなり ま

せん。 

-4003 ： 指定されたプッシュダウン フ ィルターに不正な比較演算子が含まれています。

OCCURS、 部分的 REDEFINES、 または可変レコード  レイアウ ト を含んでいる  COBOL アプ リ ケーシ ョ ンは、

Cobolschemaexec ユーティ リ ティ を使用するこ とによって、Btrieve データ  ファ イルへ SQL アクセスできるよ うに

な り ます （このユーティ リ テ ィは、 アプ リ ケーシ ョ ンによるデータの解釈を リ レーシ ョナル エンジンに伝えま

す）。 テーブルには、 そのテーブルと関連付けられた論理式を含むこ とができます。 そのよ うなテーブル フ ィル

ターを 「プッシュダウン フ ィルター」 と呼びます。 

プッシュダウン フ ィルターを指定する場合は、 フ ィルターに有効な比較演算子も指定する必要があ り ます。有効

な演算子には、 よ り小さい、 よ り大きい、 等しい、 以下、 以上、 等し くない、 があ り ます。

-4837 ： クライアン ト  テーブルがいっぱいです。 

「162 ： ク ラ イアン ト  テーブルがいっぱいです。」 を参照してください。

-4838 ：キーがユーザー数、セッシ ョ ン数、使用データの最大制限に達したか、 もし くはキー
の状態が " 期限切れ " または " 無効 " に変更されました。

「161 ： キーがユーザー数、 セッシ ョ ン数、 使用データの最大制限に達したか、 も し くはキーの状態が " 期限切れ

" または " 無効 " に変更されました。」 を参照してください。

-4850 ： SQL ト リガー

「149 ： SQL ト リ ガー」 を参照して ください。

-4851 ： ロール フォワード  エラーが発生しました。

「148 ： ロール フォワード  エラーが発生しました。」 を参照してください。

-4852 ： ログ セグメン トが見つかりません。

「147 ： ログ セグメン トが見つかり ません。」 を参照してください。

-4853 ： 重複システム キー。

「146 ： 重複システム キー。」 を参照してください。
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-4856 ： MicroKernel は、 セキュリテ ィ設定された MicroKernel データベース内のファイルに
権限なしでアクセスすることを許可しません。

「143 ： MicroKernel は、 セキュ リ ティ設定された MicroKernel データベース内のファイルに権限なしでアクセスす

るこ とを許可しません。」 を参照して ください。

-4860 ： MicroKernel が、 キー番号で受け付けられない値を検出しました。

「139 ： MicroKernel が、 キー番号で受け付けられない値を検出しました。」 を参照して ください。

-4861 ： ヌル インジケーターの位置が不正です。

「138 ： ヌル インジケーターの位置が不正です。」 を参照してください。

-4863 ： MicroKernel は指定されたオルタネート  コレーテ ィング シーケンスをファイル内に
見つけられません。

「136：MicroKernel は指定されたオルタネート  コレーティング シーケンスをファ イル内に見つけられません。」 を

参照して ください。

-4864 ： 指定されたインターナシ ョナル ソート規則 （ISR） テーブルは破損しているか、 ま
たは不正です。

「135 ：指定されたインターナシ ョナル ソート規則 （ISR） テーブルは破損しているか、 または不正です。」 を参照

して ください。

-4865 ： MicroKernel がインターナシ ョナル ソート規則 （ISR） を読み取れません。

「134 ： MicroKernel がインターナシ ョナル ソート規則 （ISR） を読み取れません。」 を参照してください。

-4866 ： 同じデータ  ファイルに 6 人以上のユーザーが同時にアクセスしよう と しました。

「133 ： 同じデータ  ファ イルに 6 人以上のユーザーが同時にアクセスしよ う と しました。」 を参照して ください。

-4867 ： フ ァイルがサイズの制限に達しました。

「132 ： ファ イルがサイズの制限に達しました。」 を参照してください。

-4869 ： 使用可能なシステム ロックがありません。

「130 ： 使用可能なシステム ロ ッ クがあ り ません。」 を参照してください。

-4884 ： このファイルは、 ゲートウェイと して機能している別の MicroKernel エンジンが所
有しています。

「116 ： このファ イルは、 ゲート ウェイ と して機能している別の MicroKernel エンジンが所有しています。」 を参照

して ください。

-4885 ： アーカイブ ログ ダンプ ファイルにアクセスできません。

「115 ： アーカイブ ログ ダンプ ファ イルにアクセスできません。」 を参照してください。

-4886 ： 指定されたファイルのアーカイブ ログが不正です。

「114 ： 指定されたファイルのアーカイブ ログが不正です。」 を参照してください。
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-4887 ： MicroKernel は、 指定されたファイルのアーカイブ ログ ファイルを見つけられませ
ん。

「113 ： MicroKernel は、 指定されたファイルのアーカイブ ログ ファ イルを開けません。」 を参照してください。

-4888 ： 指定されたファイルはほかのクライアン トが使用しています。

「112 ： 指定されたファイルはほかのク ライアン トが使用しています。」 を参照してください。

-4889：指定されたファイル名は、アーカイブ ログ設定ファイル内に見つかりませんでした。

「111：指定されたファイル名は、アーカイブ ログ設定ファイル内に見つかり ませんでした。」を参照してください。

-4890 ： アーカイブ ログ設定ファイルにアクセスできません。

「110 ： アーカイブ ログ設定ファイルにアクセスできません。」 を参照してください。

-4891 ： セマフォの作成時またはアクセス時に不明なエラーが発生しました。

「109 ： セマフォの作成時またはアクセス時に不明なエラーが発生しました。」 を参照してください。

-4892 ： アプリケーシ ョ ンが、 v6.0 より前のファイルで Chunk オペレーシ ョ ンを実行しよう
と しました。

「107 ： アプ リ ケーシ ョ ンが、 v6.0 よ り前のファイルで Chunk オペレーシ ョ ンを実行しよ う と しました。」 を参照

して ください。

-4893 ： MicroKernel は Get Next Chunk オペレーシ ョ ンを実行できません。

「106 ： MicroKernel は Get Next Chunk オペレーシ ョ ンを実行できません。」 を参照してください。

-4894：このファイルは、可変長部割り当てテーブル（VAT）付きで作成することはできません。

「105 ： このファ イルは、 可変長部割り当てテーブル （VAT） 付きで作成するこ とはできません。」 を参照してくだ

さい。

-4895 ： MicroKernel がロケールを認識しません。

「104 ： MicroKernel がロケールを認識しません。」 を参照して ください。

-4896 ： チャンク  オフセッ トが大きすぎます。

「103 ： チャンク  オフセッ トが大きすぎます。」 を参照してください。

-4897 ： スタ ック領域が不十分です。

「102 ： スタ ッ ク領域が不十分です。」 を参照してください。

-4898 ： オペレーテ ィング システムのメモリが不十分です。

「101 ： オペレーティング システムのメモリが不十分です。」 を参照してください。

-4899 ： 使用可能なキャッシュ  バッファーがありません。

「100 ： 使用可能なキャ ッシュ  バッファーがあ り ません。」 を参照してください。
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-4902 ： データ  バッファーが小さすぎます。

「97 ： データ  バッファーが小さすぎます。」 を参照してください。

-4903 ： 通信環境エラーが発生しました。

「96 ： 通信環境エラーが発生しました。」 を参照してください。

-4904 ： セッシ ョ ンは既に無効になっています。

「95 ： セッシ ョ ンは既に無効になっています。」 を参照してください。

-4905 ： アプリケーシ ョ ンでアクセス権のエラーが発生しました。

「94 ： アプ リ ケーシ ョ ンでアクセス権のエラーが発生しました。」 を参照して ください。

-4906 ： レコードのロック  タイプが一致していません。

「93 ： レコードのロ ッ ク  タイプが一致していません。」 を参照してください。

-4907 ： ト ランザクシ ョ ン テーブルがいっぱいです。

「92 ： ト ランザクシ ョ ン テーブルがいっぱいです。」 を参照してください。

-4908 ： アプリケーシ ョ ンでサーバー エラーが発生しました。

「91 ： アプ リ ケーシ ョ ンでサーバー エラーが発生しました。」 を参照してください。

-4909 ： リダイレク ト  デバイス テーブルがいっぱいです。

「90 ： リ ダイレク ト  デバイス  テーブルがいっぱいです。」 を参照してください。

-4910 ： 名前エラーが発生しました。

「89 ： 名前エラーが発生しました。」 を参照してください。

-4911 ： アプリケーシ ョ ンでモードの不一致エラーが発生しました。

「88 ： アプ リ ケーシ ョ ンでモードの不一致エラーが発生しました。」 を参照して ください。

-4912 ： ハンドル テーブルがいっぱいです。

「87 ： ハンドル テーブルがいっぱいです。」 を参照してください。

-4913 ： フ ァイル テーブルがいっぱいです。

「86 ： ファ イル テーブルがいっぱいです。」 を参照してください。

-4914 ： フ ァイルはロックされています。

「85 ： ファ イルはロ ッ ク されています。」 を参照してください。

-4915 ： レコードはロックされています。

「84 ： レコードまたはページはロ ッ ク されています。」 を参照して ください。
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-4916 ：MicroKernel は、 ト ランザクシ ョ ン外で読み込まれたレコードを更新または削除しよ
う と しました。

「83 ：MicroKernel は、 ト ランザクシ ョ ン外で読み込まれたレコードを更新または削除しよ う と しました。」 を参照

して ください。

-4917 ： MicroKernel がポジシ ョニングを失いました。

「82 ： MicroKernel がポジシ ョニングを失いました。」 を参照して ください。

-4918 ： MicroKernel でロック  エラーが発生しました。

「81 ： MicroKernel でロ ッ ク  エラーが発生しました。」 を参照してください。

-4919 ： MicroKernel でレコード  レベルの矛盾が発生しました。

「80 ： MicroKernel でレコード  レベルの矛盾が発生しました。」 を参照してください。

-4920 ： プログラ ミング エラーが発生しました。

「79 ： プログラ ミ ング エラーが発生しました。」 を参照してください。

-4921 ： MicroKernel がデッ ドロック状態を検出しました。

「78 ： MicroKernel がデッ ド ロ ッ ク状態を検出しました。」 を参照して ください。

-4922 ： アプリケーシ ョ ンでウェイ ト  エラーが発生しました。

「77 ： アプ リ ケーシ ョ ンでウェイ ト  エラーが発生しました。」 を参照してください。

-4923 ： 参照ファイルに矛盾があります。

「76 ： 参照ファイルに矛盾があ り ます。」 を参照してください。

-4926 ： RI 定義は同期が取れていません。

「73 ： RI 定義は同期が取れていません。」 を参照して ください。

-4927 ： MicroKernel は、 RI 参照ファイルを開けません。

「72 ： MicroKernel は、 RI 参照ファイルを開けません。」 を参照してください。

-4928 ： RI 定義に違反があります。

「71 ： RI 定義に違反があ り ます。」 を参照して ください。

-4930 ： Delete オペレーシ ョ ンが、 破損したファイルに対して指定されました。

「69 ： Delete オペレーシ ョ ンが、 破損したファイルに対して指定されました。」 を参照してください。

-4931 ： MicroKernel は、 RI のカスケード削除オペレーシ ョ ンを実行できません。

「68 ： MicroKernel は、 RI のカスケード削除オペレーシ ョ ンを実行できません。」 を参照してください。

-4932 ： MicroKernel が、 SQL データ辞書ファイルを開けません。

「67 ： MicroKernel が、 SQL データ辞書ファイルを開けません。」 を参照してください。
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-4933 ： オープンできるデータベースの最大数を超えました。

「66 ： オープンできるデータベースの最大数を超えました。」 を参照して ください。

-4934 ： フ ィールド  オフセッ トが不正です。

「65 ： フ ィールド  オフセッ トが不正です。」 を参照してください。

-4935 ： フ ィルター制限に達しました。

「64 ： フ ィルター制限に達しました。」 を参照してください。

-4936：Insert Extended オペレーシ ョ ンで指定されたデータ  バッファー パラメーターが不正
です。

「63 ： Insert Extended オペレーシ ョ ンで指定されたデータ  バッファー パラ メーターが不正です。」 を参照してくだ

さい。

-4937 ： ディスクリプターが不正です。

「62 ： ディ スク リプターが不正です。」 を参照してください。

-4938 ： 作業領域が小さすぎます。

「61 ： 作業領域が小さすぎます。」 を参照してください。

-4939 ： 指定されたリジェク ト  カウン トに達しました。

「60 ： 指定された リジェク ト  カウン トに達しました。」 を参照してください。

-4940 ： 指定されたファイルは既に存在します。

「59 ： 指定されたファイルは既に存在します。」 を参照してください。

-4941 ： 圧縮バッファー長が短すぎます。

「58 ： 圧縮バッファー長が短すぎます。」 を参照してください。

-4942 ： 拡張メモリ  エラーが発生しました。

「57 ： 拡張メモ リ  エラーが発生しました。」 を参照してください。

-4943 ： インデックスが不完全です。

「56 ： インデッ クスが不完全です。」 を参照してください。

-4944 ： アプリケーシ ョ ンが AUTOINCREMENT キーに不正な属性を設定しました。

「55 ： アプ リ ケーシ ョ ンが AUTOINCREMENT キーに不正な属性を設定しました。」 を参照してください。

-4945 ： レコードの可変長部分が破損しています。

「54 ： レコードの可変長部分が破損しています。」 を参照してください。

-4946 ： 言語インターフェイスのバージ ョ ンが不正です。

「53 ： 言語インターフェイスのバージ ョ ンが不正です。」 を参照して ください。
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-4947 ： キャ ッシュへの書き込み中にエラーが発生しました。

「52 ： キャ ッシュへの書き込み中にエラーが発生しました。」 を参照して ください。

-4948 ： オーナー ネームが不正です。

「51 ： オーナー ネームが不正です。」 を参照してください。

-4949 ： フ ァイルのオーナーは既に設定されています。

「50 ： ファ イルのオーナーは既に設定されています。」 を参照して ください。

-4950 ： 拡張キー タイプが不正です。

「49 ： 拡張キー タイプが不正です。」 を参照してください。

-4951 ： オルタネート  コレーテ ィング シーケンスの定義が不正です。

「48 ： オルタネート  コレーティング シーケンスの定義が不正です。」 を参照してください。

-4952 ： 開いているファイルの数が許可される最大数を超えています。

「47 ： 開いているファ イルの数が許可される最大数を超えています。」 を参照して ください。

-4953 ： 要求したファイルへのアクセスは拒否されました。

「46 ： 要求したファイルへのアクセスは拒否されました。」 を参照して ください。

-4954 ： 指定されたキー フラグが不正です。

「45 ： 指定されたキー フラグが不正です。」 を参照してください。

-4955 ： 指定されたキー パスが不正です。

「44 ： 指定されたキー パスが不正です。」 を参照してください。

-4956 ： 指定されたレコード  アドレスが不正です。

「43 ： 指定されたレコード  アドレスが不正です。」 を参照してください。

-4957 ： 以前にアクセラレイテ ィ ド  モードで開いたファイルが閉じられていませんでした。

「42 ： 以前にアクセラレイティ ド  モードで開いたファイルが閉じられていませんでした。」 を参照してください。

-4958 ： 実行しよう と した操作は MicroKernel では許可されていません。

「41 ： 実行しよ う と した操作は MicroKernel では許可されていません。」 を参照してください。

-4959 ： フ ァイル アクセス要求が許容されるファイルの最大数を超えました。

「40 ： ファ イル アクセス要求が許容されるファイルの最大数を超えました。」 を参照してください。

-4960 ： End Transaction または Abort Transaction オペレーシ ョ ンを実行する前に、 Begin
Transaction オペレーシ ョ ンを実行する必要があります。

「39 ： End Transaction または Abort Transaction オペレーシ ョ ンを実行する前に、 Begin Transaction オペレーシ ョ ン

を実行する必要があ り ます。」 を参照して ください。
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-4961 ： MicroKernel で、 ト ランザクシ ョ ン制御ファイルの I/O エラーが発生しました。

「38 ： MicroKernel で、 ト ランザクシ ョ ン制御ファイルの I/O エラーが発生しました。」 を参照してください。

-4962 ： 別のト ランザクシ ョ ンが実行中です。

「37 ： 別の ト ランザクシ ョ ンが実行中です。」 を参照してください。

-4964 ： アプリケーシ ョ ンでディ レク ト リ  エラーが発生しました。

「35 ： アプ リ ケーシ ョ ンでディ レク ト リ  エラーが発生しました。」 を参照してください。

-4965 ： 指定された拡張名が不正です。

「34 ： 指定された拡張名が不正です。」 を参照してください。

-4966 ： MicroKernel をアンロードできません。

「33 ： MicroKernel をアンロードできません。」 を参照して ください。

-4967 ： フ ァイルを拡張できません。

「32 ： ファ イルを拡張できません。」 を参照してください。

-4968 ： フ ァイルは既に拡張されています。

「31 ： ファ イルは既に拡張されています。」 を参照してください。

-4969 ： 指定されたファイルは MicroKernel ファイルではありません。

「30 ： 指定されたファイルは MicroKernel ファ イルではあ り ません。」 を参照してください。

-4970 ： キー長が不正です。

「29 ： キー長が不正です。」 を参照してください。

-4971 ： レコード長が不正です。

「28 ： レコード長が不正です。」 を参照してください。

-4972 ： キー ポジシ ョ ンが不正です。

「27 ： キー ポジシ ョ ンが不正です。」 を参照してください。

-4973 ： 指定されたキーの数が不正です。

「26 ： 指定されたキーの数が不正です。」 を参照してください。

-4974 ： アプリケーシ ョ ンが指定されたファイルを作成できません。

「25 ： アプ リ ケーシ ョ ンが指定されたファイルを作成できません。」 を参照して ください。

-4975 ： ページ サイズまたはデータ  バッファー サイズが不正です。

「24 ： ページ サイズまたはデータ  バッファー サイズが不正です。」 を参照してください。
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-4976 ： ポジシ ョ ン ブロック  パラメーターの長さが 128 バイ トではありません。

「23 ： ポジシ ョ ン ブロ ッ ク  パラ メーターの長さが 128 バイ トではあ り ません。」 を参照してください。

-4977 ： データ  バッファー パラメーターが短すぎます。

「22 ： データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。」 を参照してください。

-4978 ： キー バッファー パラメーターが短すぎます。

「21 ： キー バッファー パラ メーターが短すぎます。」 を参照してください。

-4979 ： MicroKernel または Btrieve リクエスターが非アクティブです。

「20 ： MicroKernel または Btrieve リ クエスターが非アクティブです。」 を参照して ください。

-4980 ： アプリケーシ ョ ンで修復不能なエラーが発生しました。

「19 ： アプ リ ケーシ ョ ンで修復不能なエラーが発生しました。」 を参照して ください。

-4981 ： ディスクがいっぱいです。

「18 ： ディ スクがいっぱいです。」 を参照してください。

-4983 ： アプリケーシ ョ ンで拡張エラーが発生しました。

「16 ： アプ リ ケーシ ョ ンで拡張エラーが発生しました。」 を参照して ください。

-4984 ： アプリケーシ ョ ンで、 プリイ メージ中に I/O エラーが発生しました。

「15 ： アプ リ ケーシ ョ ンで、 プ リ イ メージ中に I/O エラーが発生しました。」 を参照してください。

-4985 ： MicroKernel はプリイメージ ファイルを作成できないか、 または開けません。

「14 ： MicroKernel はプリ イ メージ ファ イルを作成できないか、 または開けません。」 を参照してください。

-4986 ： MicroKernel は拡張ファイルのエクステンシ ョ ン ファイルを開けませんでした。

「13 ： MicroKernel は拡張ファイルのエクステンシ ョ ン ファ イルを開けませんでした。」 を参照してください。

-4987 ： MicroKernel は指定されたファイルを見つけられません。

「12 ： MicroKernel は指定されたファイルを見つけられません。」 を参照して ください。

-4988 ： 指定されたファイル名は不正です。

「11 ： 指定されたファイル名は不正です。」 を参照してください。

-4989 ： キー フ ィールドは変更できません。

「10 ： キー フ ィールドは変更できません。」 を参照してください。

-4990 ： オペレーシ ョ ンが EOF （end-of-file） を検出しました。

「9 ： オペレーシ ョ ンが EOF （end-of-file） を検出しました。」 を参照して ください。
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-4991 ： 現在のポジシ ョ ンが不正です。

「8 ： 現在のポジシ ョ ンが不正です。」 を参照して ください。

-4992 ： キー番号が変更されました。

「7 ： キー番号が変更されました。」 を参照して ください。

-4993 ： キー番号パラメーターが不正です。

「6 ： キー番号パラ メーターが不正です。」 を参照して ください。

-4994 ： レコードのキー フ ィールドに重複するキー値があります。

既に存在するス ト アド  プロシージャ と同じ名前のス ト アド  プロシージャを作成しよ う と しました。 次の手順に

従って回復して ください。

1 ス ト アド  プロシージャの名前を変更します。 

2 操作を再実行して ください。 

3 SELECT * from X$proc# ステート メン ト を実行して、 定義済みのス ト アド  プロシージャのリ ス ト を取得しま

す。 このリ ス トで、 プロシージャが実際に作成されたかど うかを確認するこ とができます。

「5 ： レコードのキー フ ィールドに重複するキー値があ り ます。」 も参照してください。 

-4995 ： アプリケーシ ョ ンがキー値を見つけられません。

「4 ： アプ リ ケーシ ョ ンがキー値を見つけられません。」 を参照して ください。

-4996 ： フ ァイルが開いていません。

「3 ： ファ イルが開いていません。」 を参照して ください。

-4997 ： アプリケーシ ョ ンで I/O エラーが発生しました。

「2 ： アプ リ ケーシ ョ ンで I/O エラーが発生しました。」 を参照してください。

-4998 ： オペレーシ ョ ン パラメーターが不正です。

「1 ： オペレーシ ョ ン パラ メーターが不正です。」 を参照してください。

-5022 ： 選択リスト と  RETURNS 句で列が一致しません。

選択リ ス トに指定した列の数とデータ型は、RETURNS 句の列の数とデータ型に一致していなければなり ません。

たとえば、 次のコードでは、 RETURNS 句が 1 つの列を指定しているのに対し、 SELECT リ ス トには 2 つの列が

あるため、 エラー -5022 が返されます。

CREATE PROCEDURE p1 () RETURNS (c INTEGER) AS SELECT c1, c2 FROM t1;
CALL p1()

-5025 ： ユーザー定義関数では、 IN パラメーター タイプのみ使用できます。

ユーザー定義関数 （UDF） は IN パラ メーターの使用のみを許可しています。 OUT および INOUT タイプのパラ

メーターは使用できません。 たとえば、 次のコードはパラ メーター "a" が "out" と して指定されているため、 エ

ラーが返されます。

CREATE FUNCTION myfunc(OUT :a INTEGER) 
RETURNS INTEGER
AS
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BEGIN
RETURN 1;

END;

-5027 ： 構文が不正です。 関数の最後のステート メン トは return ステート メン トでなければ
なりません。

ユーザー定義関数 （UDF） は、関数定義の最後のステート メン ト と して RETURN ステート メン ト を含んでいる必

要があ り ます。 

-5031 ： デフォルト値が、 作成される UDF と同じ  UDF 名を持つことはできません。

ユーザー定義関数 （UDF） のデフォルト  パラ メーターの名前を、 UDF 自体の名前と同じにするこ とはできませ

ん。 たとえば、次のコードでは UDF 名とパラ メーター名のどちら も  "myfunc" なので、 これは正し くあ り ません。

CREATE FUNCTION myfunc(:a INT DEFAULT myfunc(1)) RETURNS INTEGER
AS
BEGIN

 RETURN :a;
END;

-5032 ： UDF の RETURN ステート メン トには引数が 1 つなければなりません。

ユーザー定義関数 （UDF） は常に値を返すため、 UDF 内の RETURN ステート メン トには引数を指定する必要が

あ り ます。 

-5099 ： ス トアド  プロシージャに関連するエラー状況

ス ト アド  プロシージャから次のエラー状況のいずれかが返されました。

エラー状況 説明

テーブル名をデータベース名で限定で

きません。

新しいテーブルも既存のテーブルもコ

ンテキス ト が現在のデータベースで

す。 

ビュー名をデータベース名で限定でき

ません。

新しいビューも既存のビューもコンテ

キス トが現在のデータベースです。 

プロシージャ名をデータベース名で限

定できません。

新しいプロシージャも既存のプロシー

ジャ も コンテキス ト が現在のデータ

ベースです。 

関数名をデータベース名で限定できま

せん。

新しい関数も既存の関数もコンテキス

トが現在のデータベースです。 

インデッ クス名を変更するには、 テー

ブル名の修飾子が必要です。

イ ンデッ ク スの名前を変更する場合

は、 そのイ ンデッ ク スが属している

テーブルを指定しなければな り ませ

ん。

ト リガー名を変更するには、 テーブル

名の修飾子が必要です。

ト リ ガーの名前を変更する場合は、 そ

の ト リガーが属しているテーブルを指

定しなければなり ません。
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-5202 ： レコードはロックされています。

別のユーザーによってロ ッ ク されているレコードにアクセスしよ う と しました。 レコードがアンロ ッ ク されるま

で待ち、 その後で再試行して ください。

-5204 ： テーブルが開いていません。

MicroKernel はテーブルを開く こ とができませんでした。適切なアクセス権とテーブル権限があるこ とを確認して

ください。

-5208 ： 日付が無効です。

日付の書式が不正です。 ODBC の正しい日付書式を確認し、 再試行してください。

-5219 ： ト ランスレーシ ョ ンは失敗しました。

ODBC ド ラ イバーは、データ  ソース とアプリ ケーシ ョ ン間でのデータの変換に失敗しました。 アプ リ ケーシ ョ ン

が SQLSetConnectOption を使用してデフォル トの ト ランスレーター DLL を無効にしていないか確認して くださ

い。

-5220 ： プロシージャ名が不正です。

指定されたプロシージャ名は存在しません。 プロシージャの名前をチェッ ク して再試行してください。

-5221 ： 述語名が不正です。

ODBC ド ラ イバーはこの述語をサポート していません。 有効な述語については、 『SQL Engine Reference』 を参照

して ください。

-5222 ： コード  ページの値が不正です。

ODBC 設定ファイル内のコード  ページの値が不正です。 有効な設定値については、 『Advanced Operations Guide』
を参照して ください。

-5223 ： ユーザー定義関数に組み込み関数と同じ名前を付けることはできません。

ユーザー定義関数 （UDF） の名前を、 あらかじめ定義されているスカラー関数の名前と同じにするこ とはできま

せん。 スカラー関数の説明については、 『SQL Engine Reference』 の 「スカラー関数」 を参照してください。

-5225 ： 組み込み関数または集計関数は削除できません。

集計関数やあらかじめ定義されているスカラー関数を削除するこ とはできません。集計関数には、COUNT、AVG、

SUM、 MAX、 MIN および DISTINCT があ り ます。 スカラー関数の説明については、 『SQL Engine Reference』 の

「スカラー関数」 を参照して ください。

列名を変更するには、 テーブル名の修

飾子が必要です。

列の名前を変更する場合は、 その列が

属しているテーブルを指定しなければ

なり ません。

オブジェク トの種類が不正です。 次の

いずれかの種類でなければな り ませ

ん。列、関数、インデッ クス、プロシー

ジ ャ、 テーブル、 ト リ ガー、 ま たは

ビュー。

名前の変更が許可されていない種類の

オブジェク トの名前を変更しよ う と し

ま した。 許可されている種類は、 列、

関数、 インデッ ク ス、 プロシージャ、

テーブル、 ト リガー、 またはビューで

す。

エラー状況 説明



114

-5226 ： CALL ステート メン ト を使ってユーザー定義関数を呼び出すことはできません。

ユーザー定義関数 （UDF） は CALL ステート メ ン トでは呼び出せません。 UDF の呼び出しには SELECT ステー

ト メン ト を使用する必要があ り ます。

-5229 ： ユーザー定義関数またはスカラー関数が不正です。

ユーザー定義関数 （UDF） に指定された名前は辞書に登録されていません。既存の UDF 名を指定してから、操作

を再試行して ください。

-5230 ： そのようなス トアド  プロシージャはありません。

ス ト アド  プロシージャに指定した名前は辞書に登録されていません。既存のス ト アド  プロシージャ名を指定して

から、 操作を再試行して ください。

-5231 ： ス トアド  プロシージャは既に存在します。

ス ト アド  プロシージャに指定した名前は辞書に登録されています。別の名前を指定するか、現在のス ト アド  プロ

シージャ定義を削除してから、 操作を再試行して ください。

-5232 ： UDF は既に存在します。

ユーザー定義関数 （UDF） に指定された名前は辞書に登録されています。別の名前を指定するか、現在の UDF 定
義を削除してから、 操作を再試行して ください。

-5233 ： データベース修飾子のみ許可されます。

テーブル、 ビュー、 プロシージャ、 および関数はデータベースとのみ関連付けるこ とができます。 ト リガー、 イ

ンデッ クス、 および列は、 データベースおよびテーブルと関連付けるこ とができます。 インデッ クス名はデータ

ベース名とテーブル名を使って修飾できるため、 次のステート メン トは許可されます。

ALTER INDEX RENAME database1:table1:index1 TO index2

しかし、 次のステート メン トでは、 ビュー名はデータベース名でしか修飾できないためにエラーが発生します。

ALTER VIEW RENAME database1:table1:view1 to view2

許可されるステート メ ン トは、 ALTER VIEW RENAME database1:view1 to view2 または ALTER VIEW RENAME
view1 to view2 です。

-5235 ： ド メ イン認証に失敗しました。

この全般的なエラーは、 使用する認証がド メ イン認証の場合に返されるこ とがあ り ます。 原因と して最も可能性

が高いのは、ド メ イン ユーザーを認証する と と もにド メ イン グループへのユーザーの割り当てを取得するのに使

用される  Active Directory サービス  インターフェイス （ADSI） 呼び出しの失敗です。

-5236 ： ド メ インのユーザー名またはパスワードが正し くありません。

このエラーが返される可能性があるのは、使用する認証がド メ イン認証の場合に、 ド メ イン ユーザーが見つから

なかったり、 パスワードが正し くなかったりする と きです。

-5237 ： ド メ イン ユーザーはどの Zen データベース グループにも関連付けられていません。

このエラーが返される可能性があるのは、 使用する認証がド メ イン認証の場合に、 ド メ イン ユーザーがデータ

ベース内の Zen グループに関連付けられていないと きです。 ド メ イン ユーザーは、 アクセスしよ う と している

データベース内の Zen グループに関連付けられた AD グループに所属している必要があ り ます。
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-5238 ： ド メ イン ユーザーは複数の Zen データベース グループに関連付けられています。

このエラーが返される可能性があるのは、 使用する認証がド メ イン認証の場合に、 ド メ イン ユーザーがデータ

ベース内の複数の Zen グループに所属している と きです。 ド メ イン ユーザーは、アクセスしよ う と しているデー

タベース内のただ 1 つの Zen グループに関連付けられた AD グループに所属している必要があ り ます。

-5239 ： ド メ イン認証は Windows プラッ ト フォームでのみ有効です

Windows 以外のプラ ッ ト フォームで認証と してド メ イン認証を使用しよ う とする と、 このエラーが返されるこ と

があ り ます。

-5240 ： RPC サーバーは、 ユーザー名とパスワードの確認に利用できません。 ログインをや
り直して ください。

このエラーが返される可能性があるのは、 使用する認証がド メ イン認証の場合に、 RPC サーバーを利用できない

（Windows エラー 1722） と きです。 このエラーは、 Zen が AD ド メ インをクエ リする場合に発生するこ とがあ り

ます。 ログインをやり直して ください。

-5241 ： ド メ イン サーバーに接続するときにセッシ ョ ンの資格情報の競合エラーが発生しま
した

このエラーが返される可能性があるのは、使用する認証がド メ イン認証の場合にド メ イン サーバーが呼び出され

たと きに、 セッシ ョ ンの資格情報が競合している （Windows エラー 1219） こ とによるものです。 1 人のユーザー

が複数のユーザー名を使ってサーバーまたは共有リ ソースに複数の接続を行う こ とは許可されていません。 サー

バーまたは共有リ ソースへの既存の接続をすべて切断し、 やり直して ください。

-5243 ： 指定された列番号は有効ではありません。

ALTER TABLE で使用する  PSQL_MOVE キーワードには、ゼロよ り大き く、列の総数よ り も小さい値で列の位置

を指定する必要があ り ます。たとえば、テーブル t1 には col1 と  col2 の 2 つの列だけがある と します。次のステー

ト メン トはどちらもエラーを返します。

ALTER TABLE t1 PSQL_MOVE col1 to 0
ALTER TABLE t1 PSQL_MOVE col1 to 3

最初のステート メン トは列を位置 0 へ移動しよ う と しています。 2 番目のステート メン トは列を位置 3 へ移動し

よ う と していますが、 これは列の総数である  2 よ り も大きい数値です。

-5245 ： このメ タデータ  バージ ョ ンでは、 プロシージャ / ビューの権限はサポート されてい
ません。

ビューおよびス ト アド  プロシージャ上の権限は、V2 メ タデータを使用するデータベース上のみで許可されます。

-5247 ： この機能は、 現メ タデータ  バージ ョ ンではサポート されていません。

信頼されたビューおよびス ト アド  プロシージャ、信頼されないビューおよびス ト アド  プロシージャのよ うな機能

は、 V2 メ タデータを使用するデータベース上のみで許可されます。

-5248 ： 部分列が不正です。

部分インデッ クスの最後 （または唯一） の列が CHAR データ型または VARCHAR データ型ではあ り ません。
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-100 ～ -199

情報ステータス コード

このセクシ ョ ンでは、 MicroKernel から返される可能性のある情報ステータス  コードについて説明します。 これ

らのステータス  コードは負の値と して返されます。

-101 ： SET ステート メン トが完了しました。

次の各ステート メン トは、 実行を完了する と、 このステータス  コードを返します。

MicroKernel は要求された変更を行いました。 ただし、 ト ランザクシ ョ ン中に SET OWNER ステート メン ト を発

行した場合、 新しい ト ランザクシ ョ ンを開始するまでその変更は有効になり ません。

-102 ： INSERT ステート メン トが完了しました。

MicroKernel は指定された行をテーブルに追加しました。

-103 ： UPDATE ステート メン トが完了しました。

MicroKernel はテーブルに対して指定の変更を行いました。

-104 ： DELETE ステート メン トが完了しました。

MicroKernel は指定された行をテーブルから削除しました。

-105 ： CREATE ステート メン トが完了しました。

次の各ステート メン トは、 実行を完了する と、 このステータス  コードを返します。

MicroKernel によって、 グループ、 インデッ クス、 ス ト アド  プロシージャ、 テーブル、 ト リ ガー、 またはビュー

がデータ辞書に正常に追加されました。

-106 ： ALTER TABLE ステート メン トが完了しました。

MicroKernel はテーブルの辞書定義に対して要求された変更を行いました。 IN DICTIONARY キーワードを指定せ

ずに列 （主キーまたは外部キーを含みます） を変更した場合、 データ  ファ イルも変更されました。

表 2 SET ステート メン ト

SET SECURITY SET OWNER SET VARIABLE SET TRUENULLCREATE

SET ROWCOUNT SET TIME ZONE SET DECIMALSEPARATORCOMMA

表 3 CREATE ステート メン ト

CREATE PROCEDURE CREATE TABLE 

CREATE GROUP CREATE TRIGGER

CREATE INDEX CREATE VIEW
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-107 ： DROP ステート メン トが完了しました。

次の各ステート メン トは、 実行を完了する と、 このステータス  コードを返します。

MicroKernel によって、 グループ、 インデッ クス、 ス ト アド  プロシージャ、 テーブル、 ト リ ガー、 またはビュー

がデータ辞書から正常に削除されました （テーブルを削除する と、 そのテーブルのデータ  ファ イルも削除されま

す）。

-108 ： ステート メン ト内に置換されない代替変数があるため実行できません。

現在の SQL ステート メ ン トには代替変数が含まれています。 したがって、 各変数の値を指定しなければそのス

テート メン ト を実行するこ とはできません。 代替変数を許可するアプリ ケーシ ョ ンを使用している場合は、 その

アプリ ケーシ ョ ンに付属しているマニュアルを参照して、代替変数をどのよ うに使用するかを確認してください。 

-109 ： ビューにはこれ以上レコードがありません。

ビューの先頭または末尾に達しました。

-110 ： GRANT ステート メン トが完了しました。

MicroKernel は、 指定された権限をユーザーまたはグループに割り当てました。

-111 ： REVOKE ステート メン トが完了しました。

MicroKernel は、 指定された権限をユーザーまたはグループから削除しました。

-112 ： START TRANSACTION ステート メン トが完了しました。

MicroKernel が ト ランザクシ ョ ンを開始しました。 その後に発行されるすべてのステー ト メ ン ト は、 COMMIT
WORK または ROLLBACK WORK ステート メン トが発行されるまで、 この ト ランザクシ ョ ンの一部になり ます。

セーブポイン トについては、 SAVEPOINT ラベルを明示的に解除するかそのラベルまでロール バッ クするまで、

あるいは内部でセーブポイ ン ト がネス ト されている外側の ト ラ ンザク シ ョ ンすべてが末尾に達する まで、

SAVEPOINT ラベルは有効なまま残り ます。

-113 ： COMMIT WORK ステート メン トが完了しました。

MicroKernel はト ランザクシ ョ ンが行ったデータ  テーブルの変更をコ ミ ッ ト しました。ROLLBACK WORK ステー

ト メン ト を使用しても、変更を元に戻すこ とはできません。 RELEASE SAVEPOINT ステート メン トの場合、セー

ブポイン トの宣言以降に行われた変更は個別にロール バッ クできなくな り ます。 これらの変更は、外側のト ラン

ザクシ ョ ンの一部と してコ ミ ッ ト またはロール バッ クするしかあ り ません。

-114 ： ROLLBACK WORK ステート メン トが完了しました。

MicroKernel はト ランザクシ ョ ン中に行われた変更を元に戻しました。ただし、 ト ランザクシ ョ ン処理の影響を受

けないオペレーシ ョ ンによって行われた変更は例外です。 ト ランザクシ ョ ンで次のいずれかのオペレーシ ョ ンを

実行した場合、 MicroKernel はそのオペレーシ ョ ンを完了しますが、 結果はロール バッ クできません。

表 4 DROP ステート メン ト

DROP PROCEDURE DROP TABLE

DROP GROUP DROP TRIGGER

DROP INDEX DROP VIEW
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 辞書定義の作成または変更を行うオペレーシ ョ ン。 したがって、ALTER TABLE、CREATE GROUP、CREATE

INDEX、 CREATE PROCEDURE、 CREATE TABLE、 CREATE TRIGGER、 および CREATE VIEW の各ステー

ト メン トの結果はロールバッ クできません。

 辞書定義を削除するオペレーシ ョ ン。 したがって、 DROP GROUP、 DROP INDEX、 DROP PROCEDURE、

DROP TABLE、 DROP TRIGGER および DROP VIEW の各ステート メン トの結果はロールバッ クできません。

 セキュ リティ権の割り当てまたは削除を行うオペレーシ ョ ン。 したがって、 GRANT ステート メン トおよび

REVOKE ステート メン トの結果をロールバッ クするこ とはできません。

ROLLBACK TO SAVEPOINT ステート メン トの場合、 セーブポイン トの宣言以降に行われたすべての変更がロー

ル バッ ク されます。

-115 ： MicroKernel はストアド  SQL ステート メン トのリコールに成功しました。

このステータス  コードは、 MicroKernel v4.0 で使用されなくな り ました。 ただし、 v3.01 互換モードを使用してい

る場合を除きます。

-116 ： MicroKernel はストアド  SQL ステート メン ト を正常に実行しました。

このステータス  コードは、 MicroKernel v4.0 で使用されなくな り ました。 ただし、 v3.01 互換モードを使用してい

る場合を除きます。 v4.0 以降の MicroKernel では、 ス ト アド  ステート メン トの代わりにス ト アド  プロシージャが

使用されます。

MicroKernel は、 実行に送信されたス ト アド  ステート メン ト を実行しました。

-118 ： DECLARE ステート メン トが完了しました。

次の各ステート メン トは、 実行を完了する と、 このステータス  コードを返します。

DECLARE ステート メン ト を発行した場合、 MicroKernel はユーザーが定義したカーソル、変数、 または条件の作

成を完了しました。

-119 ： SET 代入ステート メン トが完了しました。

SET 変数 = 式 ステート メン トは、 実行を完了する と、 このステータス  コードを返します。

-120 ： OPEN ステート メン トが完了しました。

OPEN CURSOR ステート メン トは、 実行を完了する と、 このステータス  コードを返します。

-121 ： CLOSE ステート メン トが完了しました。

CLOSE CURSOR ステート メン トは、 実行を完了する と、 このステータス  コードを返します。

-122 ： FETCH ステート メン トが完了しました。

FETCH ステート メン トは、 実行を完了する と、 このステータス  コードを返します。

-123 ： 位置付け UPDATE ステート メン トが完了しました。

UPDATE [ テーブル参照 ] SET set 句 WHERE CURRENT OF ステート メン トは、 実行を完了する と このステータ

ス  コードを返します。

表 5 DECLARE ステート メン ト

DECLARE CURSOR DECLARE VARIABLE

DECLARE CONDITION
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-124 ： 位置付け DELETE ステート メン トが完了しました。

DELETE [FROM テーブル参照 ] WHERE CURRENT OF カーソル名 ステート メン トは、 実行を完了する と このス

テータス  コードを返します。

-125 ： ス トアド  プロシージャの CALL ステート メン トが完了しました。

CALL ステート メン トは、正常に終了する と このステータス  コードを返します。 このステータス  コードは、 ス ト

アド  プロシージャが正常に終了したこ とを示しています。
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2メ ッセージ

Zen メ ッセージのリ ファレンス

Zen ではユーザーに対してさまざまなメ ッセージを返す可能性があ り ます。 こ こでは、 メ ッセージはカテゴ リ別

にアルファベッ ト順で記載されています。 記載されている メ ッセージの中には、 Zen 製品以外のユーティ リ ティ

によって生成されるものもあ り ます。

メ ッセージはステータス  コード （「ステータス  コード」 を参照） とは異なり ます。 メ ッセージはユーティ リ ティ

または特定のコンポーネン トによ りエンド  ユーザーに返され、通常はプレフ ィ ッ クス と番号で始ま り ます。 たと

えば、 次のよ うにな り ます。 「MKDE-16 ： MicroKernel エンジンをロードするにはメモ リが不十分です。」

次の例のよ うに、 メ ッセージの中にはステータス  コードを参照するものもあ り ます。

INDEX.DDF アクセス エラー。 ステータス = nn

ステータス  コードは特定のコンポーネン ト と関連しており、エラーの性質とその原因によ り異な り ます。nn また

は xx の値は、 ソフ ト ウェアから返される番号を示しており （たとえば、ステータス  コード、オペレーシ ョ ン コー

ド、 またはレコード数） 、 xxxx はソフ ト ウェアから返される名前を示しています （たとえば、 ファ イル名、 デー

タ型、 キー タイプ、 またはコマンド）。

メ ッセージは、 生成元のコンポーネン トに従って配列されています。 以下の表で、 メ ッセージの各タイプに対応

するプレフ ィ ッ クスの一覧を示します。 

表 6 メ ッセージ グループ

プレフ ィ ックス コードのタイプ

（なし） 「一般的なメ ッセージ」

BREQUTIL 「 リ クエスター ユーティ リティのメ ッセージ」

BUTIL 「Maintenance ユーティ リ ティのメ ッセージ」

MKDE 「MicroKernel エンジン メ ッセージ」

REBUILD 「Rebuild ユーティ リティのメ ッセージ」

VSS 「VSS Writer」
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（プレフ ィ ッ クスなし）

一般的なメ ッセージ

次のメ ッセージは 2 つ以上のユーティ リ テ ィ またはコンポーネン ト によ り返される こ とがあ り ます。 これらの

メ ッセージには先頭にコンポーネン ト  プレフ ィ ッ クス と番号が付きません。

Bfloat および Float フ ィールドは 4 または 8 バイ トである必要があります。

FLOAT または BFLOAT 列を 4 バイ ト または 8 バイ ト以外のサイズで定義しました。 列のサイズを 4 バイ ト また

は 8 バイ トに変更してください。

ビューでは、 列レベルの権限は許可されません。

ビューの個々の列に対する権限はサポート されません。ビュー全体に対して権限を GRANT または REVOKE する

こ とができます。

1 回目と  2 回目のパスワード入力が一致しません。 再入力して ください。

2 回目に入力したパスワードが最初に指定したパスワード と異な り ます。 再度パスワードを指定して確認して く

ださい。

パラメーターが不適切です。

DOS ク ラ イアン ト  マシンでク ライアン ト  リ クエスターをロード している と きにエラーが発生する と、 このメ ッ

セージが返されます。 無効な環境設定オプシ ョ ンが指定されました。 設定プロパティの詳細および環境設定オプ

シ ョ ンの指定方法は、 『Advanced Operations Guide』 を参照してください。

メモリが不十分です。

DOS ク ラ イアン ト  マシンでク ライアン ト  リ クエスターをロード している と きにエラーが発生する と、 このメ ッ

セージが返されます。 リ クエスターは指定された環境設定オプシ ョ ンに十分なメモリ を割り当てるこ とができま

せん。 実行するプログラムをすべてロードするための十分なメモリがク ライアン トにあるこ とを確認してくださ

い。

ロード  ファイルの形式が不正。 レコード終端のマーカーが見つかりません。 

Maintenance ユーティ リ ティ （BUTIL） はシーケンシャル ロード  ファ イルの中で無効なレコード区切り文字を見

つけました。 ロード  ファ イルの各レコードの末尾はキャ リ ッジ リ ターン / ライン フ ィードでなければなり ませ

ん。 通常このエラーはシーケンシャル レコードの先頭に指定された長さに誤りがある と きに発生します。

ローカル エンジンは既にロード されています。

DOS ク ラ イアン ト  マシンでク ライアン ト  リ クエスターをロード している と きにエラーが発生する と、 このメ ッ

セージが返されます。 ローカル エンジン （XQL v2.11 以前） がロード されています。 古いローカル エンジンと新

しいリ クエスターを同時にロードするこ とはできません。

DOS 3.1 以上が必要です。

DOS ク ラ イアン ト  マシンでク ライアン ト  リ クエスターをロード している と きにエラーが発生する と、 このメ ッ

セージが返されます。 これらのリ クエスターには、 DOS ｖ 3.1 以降が必要です。
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Execute As 句では、 Master のユーザー名のみが指定できます。

信頼されたビューまたはス ト アド  プロシージャの作成で使用される  "WITH EXECUTE AS 'Master'" 句では、 ユー

ザー名と して "Master" のみが指定できます。 その他のユーザー名は許可されません。

リダイレク ト  リス トのサイズが不十分です。

DOS ク ライアン ト  マシンで SQL リ クエスターをロード している と きにエラーが発生する と、 このメ ッセージが

返されます。 リ クエスターはすべてのリダイレク ト  デバイスをその内部転送リ ス トに格納できません。 /R 環境設

定オプシ ョ ンの値を大き く して ください。

EXECUTE 権限はテーブルに指定不可

テーブル権限には EXECUTE は含まれません。

REFERENCES または EXECUTE 権限はビューに指定不可 

ビュー権限には REFERENCES および EXECUTE は含まれません。

プロシージャに SELECT、 INSERT、 UPDATE、 DELETE または REFERENCES 権限は指定
不可

ス ト アド  プロシージャの権限には SELECT、INSERT、UPDATE、DELETE および REFERENCES は含まれません。

SQL リクエスターは既にロード されています。

DOS ク ライアン トに既に SQL リ クエスターがロード されている状態でリ クエスターをロード しよ う とする と、こ

のメ ッセージが返されます。
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BREQUTIL

リクエスター ユーティ リテ ィのメ ッセージ

このセクシ ョ ンでは、 ク ライアン ト  リ クエスター ユーティ リ ティが生成する メ ッセージの一覧を示します。

BREQUTIL-8 ： MicroKernel または MKDE リクエスターがロード されていません。

MKDE オペレーシ ョ ンを実行するには、 MicroKernel または MKDE リ クエスターを先にロード しておく必要があ

り ます。

BREQUTIL-9 ：MKDE オペレーシ ョ ン nn は失敗しました。該当する MKDE ステータス コー
ドは nn です。

ステータス  コード  nn についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照して ください。 この nn は、 ステータス

コードの番号です。

BREQUTIL-16 ： MicroKernel または MKDE リクエスターは MKDE がロード されている間メ
モリから削除できません。

MicroKernel または MKDE リ クエスターをアンロードする場合は、 先に MKDE をアンロード します。
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BUTIL

Maintenance ユーティ リテ ィのメ ッセージ

次のメ ッセージは Maintenance ユーティ リ ティに固有のものです。

BUTIL-1 ： メ ッセージ ファイルの初期化に失敗しました。

このメ ッセージは DOS の BUTIL.EXE から返されます。 このユーティ リ テ ィで使用する メ ッセージが含まれた

BUTILDOS.MSG ファ イルを見つけるこ とができませんでした。

BUTIL-2 ： メ ッセージ ファイルの初期化に失敗しました。 BUTIL は BTIUTILD.MSG にアク
セスできませんでした。

このメ ッセージは DOS の BUTIL.EXE から返されます。 このユーティ リ テ ィで使用する メ ッセージが含まれる

BTIUTILD.MSG ファ イルを見つけるこ とができませんでした。Btrieve for DOS のト ランザクシ ョナル エンジンが

正し く インス トールされているこ とを確認して ください。

BUTIL-6 ： BUTIL コマンドが不正です。

入力したコマンド構文は正し くあ り ません。 コマンドを再入力する前に構文を確認してください。

BUTIL-8 ： コマンドは完了しましたが、 い くつかエラーが発生しています。

多数の MicroKernel オペレーシ ョ ンを行う コマンドを実行したと きにエラーが発生しました。 これらのコマンド

には COPY、 LOAD、 CLONE が含まれます。 このメ ッセージと共に、 問題の原因を特定にするために役立つ追加

のメ ッセージが表示されます。

BUTIL-9 ： 修復不可能なエラーのため、 コマンドを完了できませんでした。

コマンドを再入力する前に、 入力した構文が正しいかど うかを確認して ください。 このメ ッセージと共に、 問題

の原因を特定にするために役立つ追加のメ ッセージが表示されます。

BUTIL-10 ： コマンド  ラインに構文エラーがあります。

入力したコマンド構文は正し くあ り ません。 コマンドを再入力する前に構文を確認してください。

BUTIL-11 ： コマンド  ラインにインデックス ファイルの指定が必要です。

Maintenance ユーティ リ ティに BUTIL -INDEX または -SAVE コマンド （Y パラ メーターを設定） を指定した場合、

外部インデッ クス  ファ イルのフル パス名を指定する必要があ り ます。

BUTIL-12 ： コマンド  ラインにキー番号の指定が必要です。

Maintenance ユーティ リ ティに DROP コマンドまたは SAVE コマンド （N パラ メーターを設定） を指定した場合、

削除したいキーの番号、 またはデータ  ファ イルの保存に使用するキーの番号を指定する必要があ り ます。

BUTIL-13 ： キー タイプ xxxx のキー サイズが不正です。

ディ スク リプシ ョ ン ファ イルで、特定のキーのキー長に指定した値が正し くあ り ません。 キー長のそれぞれの値

が、 対応するキー タイプ要素に適切であるこ とを確認してください。

BUTIL-14 ： エラーが発生したファイルは < ファイル名 > です。

これはエラーの原因となったファイルを示す情報メ ッセージです。
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BUTIL-15：ディスクリプシ ョ ン ファイルのキー セグメン ト  ディスクリプター xxx でエラー
が発生しました。

Maintenance ユーティ リ ティがディ スク リプシ ョ ン ファ イルのキー セグメン ト  ディ スク リプター部分を読み込も

う と したと きにエラーが発生しました。指定されたキー セグメン ト を記述する要素が有効であるこ とを確認して

ください。

BUTIL-16 ： BUTIL はディスクリプシ ョ ン ファイルを開けませんでした。

CREATE、 INDEX、 または SINDEX コマンドを再入力する前に、 ファ イルが存在するか、 また正しいフル パス名

が指定されているかを確認して ください。

BUTIL-18 ： シーケンシャル ファイルのアクセス中にエラーが発生しました。

ソース  ファ イルが有効であるこ とを確認してください。

BUTIL-19 ： BUTIL はオルタネート  コレーテ ィング シーケンス （ACS） フ ァイルを開けませ
んでした。

ディ スク リプシ ョ ン ファ イルでオルタネート  コレーティング シーケンス （ACS） ファ イル名の要素に有効なパ

ス名が割り当てられているこ とを確認して ください。

BUTIL-20：オルタネート  コレーテ ィング シーケンス ファイルのアクセス中にエラーが発生
しました。

オルタネート  コレーティング シーケンス  ファ イルの情報が正しい形式で記述されているこ とを確認してくださ

い。

BUTIL-21 ： フ ァイル バージ ョ ンが 6.0 より前です。

RECOVER コマンドは Btrieve v5.x ファ イルのデータを回復できません。

BUTIL-23 ： リ クエスターに指定された /D パラメーターが小さすぎるので、 BUTIL はレコー
ド全体を取得できません。 BUTIL は nn バイ トのみを書き込んでいます。

Maintenance ユーティ リ テ ィは /D オプシ ョ ンで指定されているバイ ト数のみを書き込んでいます。 ユーティ リ

ティがレコードに含まれているすべてのバイ ト を書き込むよ うにするには、 少なく と も対象となるレコード と同

じ長さを /D オプシ ョ ンの値に指定します。

BUTIL-25 ： BUTIL に指定された /D パラメーターの値が小さすぎるので、 BUTIL はレコード
を取得できません。

リ クエスターの /D オプシ ョ ンで不正な値を指定しました。 設定プロパティを開いて、 指定値を大き く します。

BUTIL-26 ： データ  バッファーが小さすぎるので、 レコードを格納できません。

データ  バッファーが小さすぎてデータを保持できないため、 MicroKernel はデータ  バッファー内のデータを返す

こ とができません。設定プロパティを開いて、最大レコード  サイズ環境設定オプシ ョ ンの設定値を大き く します。

BUTIL-27：可変ページのアクセス中にエラーが発生しました。BUTIL は可変ページの取得可
能な部分を書き込んでいます。

可変長レコードを含むファイルの回復中にエラーが発生しました。 ファ イルは破損しています。
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BUTIL-30 ： キー ポジシ ョ ンはレコード長を超えることはできません。

指定されたキー ポジシ ョ ンの範囲が不正です。MicroKernel エンジン の呼び出しで指定するキー ポジシ ョ ンはレ

コード長の範囲内である必要があ り ます。 たとえば、 100 バイ トの長さのレコードであれば 50 とい う キー ポジ

シ ョ ンは正しい範囲内にあ り ます。 しかし、 キー ポジシ ョ ンが 150 だと正しい範囲内ではあ り ません。

BUTIL-31 ： キー ポジシ ョ ンとキー長の合計がレコード長を超えることはできません。

指定されたキー ポジシ ョ ンの範囲が不正です。あるキーのキー ポジシ ョ ンとその長さの合計がレコード長を超え

るこ とはできません。 キーのポジシ ョ ンとその長さの合計がレコード長を超えないよ うにキーが定義されている

こ とを確認して ください。

BUTIL-32 ： キー タイプ xxxx のキー長は偶数でなければなりません。

キー タイプに不正なキー長が指定されました。 キー タイプによっては偶数のバイ ト数が必要な場合があ り ます。

有効なキー長の要素を指定して ください。

BUTIL-36：ページ サイズは 512 から  4,096 までの数値で、512 の倍数でなければなりません。 

指定されたページ サイズが不正です。次の表で示すよ うに、ファ イルのバージ ョ ンに基づいてページ サイズを指

定して ください。 

BUTIL-37 ： レコード長はページ サイズを超えることはできません。

指定したレコード長が不正です。ディ スク リプシ ョ ン ファ イルで、レコード長要素に指定したレコード長が、ペー

ジ サイズ要素に指定したページ サイズを超えています。ページ サイズよ り小さいレコード長を指定するか、ペー

ジ サイズを大き く して ください。

ページ サイズ

（バイ ト数）

ファイル バージ ョ ン

9.0 より前 9.0 9.5 13.0

512 ○ ○

1024 ○ ○ ○

1536 ○ ○

2048 ○ ○ ○

2560 ○ ○

3072 ○ ○

3584 ○ ○

4096 ○ ○ ○ ○

8192 ○ ○ ○

16384 ○ ○
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BUTIL-38 ： レコード長は 4 以上、 4,096 以下でなければなりません。 

次の表で示すよ うに、 4 から最大値の間でレコード長を指定してください。 

ページ データ用の内部オーバーヘッ ド （バイ ト単位） は次のとおりです。 

 8.x よ り前のファイル形式 = 8

 8.x ファ イル形式 = 10 (4096 - 10 = 4086)

 9.0 ファ イル形式 = 10 (8192 - 10 = 8182)

 9.5 ファ イル形式 = 12 (16384 - 12 = 16372)

 13.0 ファ イル形式 = 20 (16384 - 20 = 16364)

オーバーヘッ ドの量は今後のアップグレードによるファ イル形式で増える可能性があるため、 ある程度の余白を

持たせ、利用可能なバイ トすべてを使用しないよ うにするこ とをお勧めます。詳細については、『Zen Programmer's
Guide』 の 「レコード長」 を参照して ください。

BUTIL-41 ： オルタネート  コレーテ ィング シーケンス （ACS） が見つかりません。

Maintenance ユーティ リ ティは定義ファイルで指定されたオルタネート  コレーティング シーケンス （ACS） を見

つけるこ とができません。 オルタネート  コレーティング シーケンス （ACS） フ ァ イルが存在するか、 また定義

ファイルで指定されている名前が正しいかど うかを確認して ください。

BUTIL-43 ： フ ァイルは存在しますが、 Replace オプシ ョ ンが指定されていませんでした。

ファ イルが既に存在するため、Maintenance ユーティ リ ティは BUTIL -CREATE コマンドが指定されてもファ イル

を作成しませんでした。 このファ イルを再作成するには、ディ スク リプシ ョ ン ファ イル内の既存ファイル置き換

え要素を Y に指定します。

BUTIL-44 ： filename でファイル アクセス エラー nn が発生しました。

Continuous オペレーシ ョ ンの開始時または終了時にファ イル アクセス  エラーが発生する と、 適切なステータス

コード とエラーの原因となったファイルのファ イル名が Maintenance ユーティ リ ティから返されます。 対処方法

は受信したステータス  コードによって異なり ます。 ステータス  コード  nn についての説明は、 「ステータス  コー

ド」 を参照して ください。

BUTIL-45 ： 重複可能キーの数は 1 から  119 までの範囲でなければなりません。

ディ スク リプシ ョ ン ファ イルの重複可能キー要素で指定されている値をチェッ ク して ください。

BUTIL-47 ： BUTIL はコマンド  ファイルを開けません。

コマンド  ファ イルが存在するか、またコマンド  ファ イルの場所およびファイル名が正し く指定されているかを確

認して ください。

ファイル バージ ョ ン 最大レコード長 （バイ ト）

5.x 4096

6.x または 7.x 4088

8.x 4086

9.0 8182

9.5 16372

13.0 16364
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BUTIL-48 ： コマンド  ファイルが空です。

コマンド  ファ イルを再度使用する前に、実行するコマンドをコマンド  ファ イルで指定します。 さ らに、正しいコ

マンド  ファ イル名が指定されたこ とを確認してください。

BUTIL-49 ： コマンド  ファイルが 1,000 バイ ト を超えています。

コマンド  ファ イルは 1,000 バイ ト を超えるこ とはできません。コマンド  ファ イルがこの条件に合っているかど う

かを確認して ください。

BUTIL-50 ： 内部エラーが発生したため、 BUTIL は終了しました。

Maintenance ユーティ リ ティは終了の原因となった内部診断エラーを検出しました。

BUTIL-52 ： SQL のロード中は MKDE を中止できません。

MicroKernel をアンロードする前に MKDE をアンロード します。

BUTIL-53 ： MKDE エラー nn が、 ファイルまたはコマンド  xxxx に対して発生しました。

特定のファイルまたはコマンドに関連したステータス  コードが Maintenance ユーティ リ ティから返されます。 対

処方法は受信したステータス  コードによって異なり ます。ステータス  コード  nn についての説明は、「ステータス

コード」 を参照して ください。

BUTIL-60 ： キー セグメン ト  ディスクリプター nn のキーワード  xxxx が見つかりませんでし
た。

ディ スク リプシ ョ ン ファ イルの構文をチェッ ク して ください。

BUTIL-61 ： キーワード  xxxx が見つかりませんでした。

ディ スク リプシ ョ ン ファ イルの構文をチェッ ク して ください。

BUTIL-62 ： キー セグメン ト  ディスクリプター nn にはキーワード  xxxx が必要です。

ディ スク リプシ ョ ン ファ イルの構文をチェッ ク して ください。

BUTIL-63 ： キーワード  xxxx が必要です。

ディ スク リプシ ョ ン ファ イルの構文をチェッ ク して ください。

BUTIL-65 ： BUTIL はレコードを 1 件も読み込んでいません。

コマンドを正し く指定したか、 また入力ファイルが正しい形式であるかを確認してください。

BUTIL-66 ： BUTIL は、 これまでに nn レコードを読み込みました。

ユーティ リ ティは、 BUTIL -LOAD コマンドを発行してから現時点までに、 提示されたレコード数を読み込んで

います。 このメ ッセージを受け取ったと き、 コマンドはまだ実行中です。

BUTIL-70 ： フ ァイルを閉じている際に MKDE エラー nn が発生しました。

ファ イルを閉じている際に Maintenance ユーティ リ ティから このステータス  コードが返されます。 対処方法は受

信したステータス  コードによって異なり ます。ステータス  コード  nn についての説明は、「ステータス  コード」 を

参照して ください。
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BUTIL-74 ： Stop コマンドに対して MKDE エラー nn が返されました。

このメ ッセージは DOS 環境でのみ適用されます。BUTIL -STOP コマンドが発行された後で Maintenance ユーティ

リ ティから このステータス  コードが返されます。対処方法は受信したステータス  コードによって異なり ます。ス

テータス  コード  nn についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照してください。

BUTIL-76 ： BUTIL がページ アロケーシ ョ ン テーブル （PAT） を nn ページに書き込んだとき
にエラーが発生しました。

破損したファイルの修復中またはハード ウェアのエラーが発生したと きに Maintenance ユーティ リ ティから この

メ ッセージが返されます。

BUTIL-77 ： BUTIL がページ アロケーシ ョ ン テーブル （PAT） のミ ラー コピーを nn ページ
に書き込んだときにエラーが発生しました。

破損したファイルの修復中またはハード ウェアのエラーが発生したと きに Maintenance ユーティ リ ティから この

メ ッセージが返されます。

BUTIL-82 ： ディスクリプシ ョ ン ファイルのファイル スペックでエラーが発生しました。

Maintenance ユーティ リ テ ィがディ スク リプシ ョ ン ファ イルのファ イル仕様を読み込も う と したと きにエラーが

発生しました。 ファ イル仕様を記述する要素が有効であるこ とを確認して ください。

BUTIL-84 ： BUTIL の内部エラーです。

Maintenance ユーティ リ ティは不正なポインターなどの内部エラーを検出しました。 Maintenance ユーティ リ ティ

を再実行して ください。

BUTIL-90 ： BUTIL は十分なメモリの割り当てができませんでした。

使用していないアプリ ケーシ ョ ンをアンロード して、 サーバーで使用可能なメモリ を増やしてください。

BUTIL-91 ： BUTIL はファイルのサイズを特定できませんでした。

BUTIL -RECOVER コマンドを使用してファイルを回復して ください。

BUTIL-100 ： 内部ステータス コード  nn

値 nn は、 見つけるこ とができなかった文字列リ ソースのステータス  コードの ID を示します。 そのステータス

コードに関する情報がこのマニュアルに記載されていない場合は、弊社のテクニカル サポート までご連絡くださ

い。

BUTIL-101 ： 処理されなかったファイルのリス トです ： list

ロール フォワードできないファイルを検出する と、 ROLLFWD オペレーシ ョ ン中に Maintenance ユーティ リ ティ

から このエラーが返されます。ロール フォワードは中止され、処理されなかったファイルの一覧が表示されます。 

このメ ッセージが Maintenance ユーティ リ ティ  メ ッセージ 103 と共に返された場合は、見つからないログ セグメ

ン ト と、それ以降でログ ディ レク ト リに作成されたすべてのログ セグメン ト を元に戻してください。見つからな

かったログ セグメン ト をすべて元に戻せない場合は、 できるだけ多くのログ セグメン ト を元に戻してください。

次に、ROLLFWD オペレーシ ョ ンを実行し、元に戻すこ とのできた最も古いログ セグメン トのセグメン ト番号パ

ラ メーターを指定します。

BUTIL-102 ： ロール フォワード  エラーが発生しました。

MicroKernel がファイルをロール フォワード している間に内部エラーが発生しました。
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BUTIL-103 ： ログ セグメン ト番号 nn が見つかりません。

セグメン ト番号パラ メーターが指定されていない状態で、 MicroKernel が検出できないログ セグメン ト番号を示

す Restore Segment Number がロール フォワード されるファ イルのいずれかに含まれる場合、 ROLLFWD オペレー

シ ョ ンの実行中に Maintenance ユーティ リ ティから このエラーが返されます。

BUTIL-131 ： BUTIL はシーケンシャル ファイルを作成またはオープンできませんでした。

指定されたファイルを作成またはオープンできなかった場合、Maintenance ユーティ リ ティから このメ ッセージが

返されます。 シーケンシャル ファ イルが存在するか、 また読み取り専用属性が設定されているかを確認してくだ

さい。

BUTIL-132 ： ディスク  ボリュームがいっぱいです。

データ  ファ イルを作成したり大き く したりするには、 よ り多くのディ スク容量が必要です。

BUTIL-134 ： BUTIL は新規ファイルを作成またはオープンできませんでした。

BUTIL -SAVE または -RECOVER コマンドに指定されたファイルを確認して ください。 ファ イルは既に存在する

可能性があ り ます。

BUTIL-136 ： BUTIL は新しいバックアップ ファイルに書き込めませんでした。

バッ クアップ ファ イルの正しいパス とファ イル名を指定したかど うかを確認してください。ファ イルを書き込む

だけの十分なディ スク容量があるこ と も確認して ください。

BUTIL-141 ： フ ァイル xx の拡張子は不正です。 この拡張子は、未フォーマッ トの拡張ファイ
ルのために予約されています。

有効な拡張子を指定して ください。 詳細については、 『Advanced Operations Guide』 を参照してください。

BUTIL-142 ： フ ァイル xx は存在します。

拡張ファイルの詳細については、 『Advanced Operations Guide』 を参照してください。

BUTIL-143 ： フ ァイル xx は存在します。 このファイルはファイル yy の拡張部分です。 この
ディ レク ト リから、 このファイルとほかのエクステンシ ョ ン ファイルを削除して ください。

拡張ファイルの詳細については、 『Advanced Operations Guide』 を参照してください。

BUTIL-144 ： フ ァイル xx が最大サイズに達したので、 ユーテ ィ リテ ィがエクステンシ ョ ン
ファイルを作成しました。 最後のエクステンシ ョ ン ファイルは yy です。

拡張ファイルの詳細については、 『Advanced Operations Guide』 を参照してください。

BUTIL-145 ： ユーテ ィ リテ ィがファイル xx を見つけました。 ファイル yy からデータをロー
ドする前にこのファイルを削除して ください。

拡張ファイルの詳細については、 『Advanced Operations Guide』 を参照してください。

BUTIL-146 ： ソース ファイルと出力ファイルを同一ファイルにすることはできません。

ソース  ファ イルと出力ファイルには別々のファイルを指定してください。
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BUTIL-147 ： ユーテ ィ リテ ィは、 MicroKernel エラー yy のためレコード番号 xx を読み込め
ません。 ユーティ リテ ィは残りのレコードを逆順で読むことを試行します。

この問題を解決するには、 その特定のステータス  コードの説明を参照してください。

BUTIL-148 ： プログラムがユーザーによって中止されました。

ユーティ リ ティはユーザーによって停止されました。

BUTIL-149 ： ユーテ ィ リテ ィは STAT コマンドを処理するための一時ファイルを現在のディ
レク ト リに作成できません。

現在のディ レク ト リへの書き込み権限を取得して ください。

BUTIL-152 ： フ ァイル filename を開く際にエラーがありました。

データ  ファ イル属性、 パス、 およびファイル名を確認してください。

BUTIL-155 ： BUTIL はファイル filename を開けません。

パス、 ファ イル名、 およびファイル属性を確認して ください。

BUTIL-156 ： データベースへのログインに失敗しました。 MicroKernel ステータス xx が返さ
れます。

この問題を解決するには、 その特定のステータス  コードの説明を参照してください。

BUTIL-157 ： データベースからのログアウトに失敗しました。 MicroKernel ステータス xx が
返されます。

この問題を解決するには、 その特定のステータス  コードの説明を参照してください。

BUTIL-158 ： レベル値が無効です。 レベルは 0、 1、 2、 または 3 である必要があります。

butil -setowner の説明を参照して、 レベル値を有効なエン ト リに変更してください。
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MKDE

MicroKernel エンジン メ ッセージ

MicroKernel によって生成される メ ッセージを以下に示します。 これらのメ ッセージには、 MicroKernel Database
エンジン用であるこ とを示すため、 先頭に "MKDE" を付けています。

MKDE-12 ： < オプシ ョ ン名 > オプシ ョ ンに指定された値が不正です。

Zen Control Center で、設定プロパティに正しい値を入力してください。 PSQL 9 よ り前のバージ ョ ンの場合は、正

しい値を bstart.ncf、 bti.ini、 または bti.cfg ファ イルに入力してください。 このエンジン設定は Windows プラ ッ ト

フォームでは Microsoft レジス ト リに、Linux プラ ッ ト フォームでは Zen レジス ト リにあるので注意してください。

MKDE-13 ： 指定されたオプシ ョ ンは有効なオプシ ョ ンではありません。

不正なオプシ ョ ンを bstart.ncf、 bti.ini、 または bti.cfg ファ イルから削除して ください。 MicroKernel エンジンの設

定は Windows プラ ッ ト フォームではレジス ト リに、 Linux プラ ッ ト フォームでは Zen レジス ト リにあるので注意

して ください。

MKDE-16 ： MicroKernel エンジンをロードするにはメモリが不十分です。

設定にしたがって MicroKernel をロードするにはシステムのメモ リが不十分です。 設定プロパティを使用してメ

モ リの使用量が少なくなるよ うに MicroKernel を再設定するか、 不要なアプリ ケーシ ョ ンをアンロード して くだ

さい。

MKDE-20 ： ログ ファイル filename への書き込みを行えません。 十分なディスク容量がある
か確認して ください。

ディ スク容量がいっぱいの場合、 不必要なファイルを削除してスペースを解放してください。 ト ランザクシ ョ ン

ログ ファ イルへの書き込み中にエラーが発生する と、MicroKernel はシステム データを含むデータ  ファ イルが更

新されるたびに ト ランザクシ ョ ン ログを再開しよ う と します。 したがって、エラーの原因となっている条件が修

正されたと きに （たとえば、使用可能なディ スク容量が増えた場合など）、MicroKernel は自動的にト ランザクシ ョ

ン ログを再開します。

MKDE-25 ： フ ァイル filename はロール バック中です。

ロール バッ ク とは、 システムがク ラ ッシュした後で MicroKernel がファイルの一貫性を保持するために使用する

手続きのこ とです。 この手続きによって、 一番最近ファイルに加えられた変更 （最後に行ったシステム  ト ランザ

クシ ョ ンで加えられた変更） が元に戻されます。

MKDE-51 ： プログラムは初期化に失敗したので、 ロード されませんでした。

これは、エラーが発生したために MicroKernel がロードできない場合に MicroKernel から返される情報メ ッセージ

です。 別のメ ッセージがこのメ ッセージと共に表示され、 エラーの原因に関する詳細情報が提供されます。

MKDE-57 ： フ ァイル filename をログ セグメン ト  ディ レク ト リ  xxxx に作成できません。

MicroKernel は、指定された ト ランザクシ ョ ン ログ セグメン ト  ディ レク ト リ を初期化中に見つけるこ とができな

かったため、 結果的にロード しませんでした。 ディ レク ト リが存在するか、 また MicroKernel がそのディ レク ト

リに対してアクセス権があるかを確認して ください設定プロパティを使用して ト ランザクシ ョ ン ログ ディ レク

ト リ を指定します。
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MKDE-58 ： フ ァイル filename をログ セグメン ト  ディ レク ト リ  xxxx で開けません。

MicroKernel は、 ト ランザクシ ョ ン ログ セグメン ト  ディ レク ト リに含まれる指定されたファイルを初期化中に開

けなかったため、 結果的にロード しませんでした。 ディ レク ト リ と ファ イルが存在するか、 また MicroKernel が
そのディ レク ト リに対してアクセス権があるかを確認して ください。 ほかのユーザーが排他ロッ クでファ イルを

開いている可能性もあ り ます。 Monitor ユーティ リ テ ィ を使用して別のユーザーがファ イルをロ ッ ク しているか

ど うか確認して ください。

MKDE-59 ： ログ セグメン ト  ファイル filename を作成できません。

MicroKernel は指定された ト ランザクシ ョ ン ログ セグメン ト  ファ イルを作成できませんでした。十分なディ スク

容量があるか、 また MicroKernel がファ イルに対するアクセス権を持っているかを確認して くださいほかのユー

ザーが排他ロ ッ クでファ イルを開いている可能性もあ り ます。 Monitor ユーティ リ ティ を使用して別のユーザー

がファイルをロ ッ ク しているかど うか確認して ください。

このエラーは MicroKernel のロード中、 またはロードが終了した後の通常のオペレーシ ョ ン実行中に発生します。

MicroKernel のロード中にこのエラーが発生した場合、 ロードは失敗し、問題が解決するまでオペレーシ ョ ンを実

行するこ とはできません。 ロードが終了した後で通常のオペレーシ ョ ンを実行中にこのエラーが発生した場合、

別の原因を考慮する必要があ り ます。

ト ランザクシ ョ ン ログ ファ イルの作成でエラーが発生したと きに MicroKernel が既にロード されていた場合、 ト

ランザクシ ョ ンのログは停止します。 しかし、 MicroKernel はシステム データを含むデータ  ファ イルが更新され

るたびに、 ト ランザクシ ョ ン ログを再開しよ う と します。 したがって、 エラーの原因となっている条件が修正さ

れたと きに （たとえば、 使用可能なディ スク容量が増えた場合など）、 MicroKernel は自動的にト ランザクシ ョ ン

ログを再開します。 

MKDE-75 ： ログ ファイルのフォーマッ トが不正です。

ログ セグ メ ン ト  ファ イルの形式に互換性がない場合、 MicroKernel から このメ ッセージが返されます。 ロール

フォワードを行なっている  MicroKernel のバージ ョ ンと、 ログ ファ イルを作成した MicroKernel のバージ ョ ンが

同じであるこ とを確認して ください。

MKDE-76 ： "xxxx" の Open オペレーシ ョ ンに失敗しました。 MKDE エラー nn が返されまし
た。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中にエンジンのエラーが発生する と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返さ

れます。 同時に、 指定されたファ イルに対応するステータス  コード も、 MicroKernel から返されます。 ステータ

ス  コード  nn についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-77 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 "xxxx" への INSERT で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に Insert エラーが発生する と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されま

す。同時に、指定されたファイルに対応するステータス  コード も、MicroKernel から返されます。ステータス  コー

ド  nn についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-78 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 "xxxx" の UPDATE で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に Update エラーが発生する と、MicroKernel からこのメ ッセージが返されま

す。同時に、指定されたファイルに対応するステータス  コード も、MicroKernel から返されます。ステータス  コー

ド  nn についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-79 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 "xxxx" からの DELETE で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に Delete エラーが発生する と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されま

す。同時に、指定されたファイルに対応するステータス  コード も、MicroKernel から返されます。ステータス  コー

ド  nn についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照してください。
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MKDE-80 ： システムのメモリが不足しています。

サーバーのメモ リが不十分でプログラムが動作しない場合、MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。必要

ないアプリ ケーシ ョ ンをアンロード して、 ロール フォワード  オペレーシ ョ ンを再試行して ください。

MKDE-81 ： 内部エラー nn が発生しました。

内部エラーが発生する と、MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。オペレーシ ョ ンを再試行してください。

MKDE-82 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 "xxxx" の GET EQUAL で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に Get Equal エラーが発生する と、MicroKernel からこのメ ッセージが返され

ます。 同時に、 指定されたファ イルに対応するステータス  コード も、 MicroKernel から返されます。 ステータス

コード  nn についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-83 ： ログ ファイルが破損しています。

ログ セグメン ト  ファ イルが破損していて読み取り不可能な場合、MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。

ログ セグメン ト  マネージャーはこのログ セグメン ト を使用してロール フォワード  オペレーシ ョ ンを実行できま

せん。

MKDE-84 ： ログ ファイルの読み取り中にエラーが発生しました。

エラーが発生してログ セグメン ト  ファ イルを読み取れない場合、MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。

MicroKernel はこのログ セグメン ト を使用してロール フォワード  オペレーシ ョ ンを実行できません。

MKDE-85 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 filename の CREATE INDEX で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に指定されたファイルの CREATE INDEX オペレーシ ョ ンでエラーが発生す

る と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破損してい

る可能性があ り ます。 ステータス  コード  nn についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-86 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 filename の DROP INDEX で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に指定されたファイルの DROP INDEX オペレーシ ョ ンでエラーが発生する

と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破損している

可能性があ り ます。 ステータス  コード  nn についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-87 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 filename の BEGIN TRANSACTION で発生しま
した。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に指定されたファ イルの BEGIN TRANSACTION オペレーシ ョ ンでエラー

が発生する と、 MicroKernel から このメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破

損している可能性があ り ます。 ステータス  コード  nn についての説明は、「ステータス  コード」 を参照してくださ

い。

MKDE-88：予期せぬ MKDE エラー nn が、filename の END TRANSACTION で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に指定されたファ イルの END TRANSACTION オペレーシ ョ ンでエラーが

発生する と、 MicroKernel から このメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破損

している可能性があ り ます。ステータス  コード  nn についての説明は、「ステータス  コード」 を参照してください。



136

MKDE-89 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 filename の ABORT TRANSACTION で発生しま
した。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に指定されたファイルの ABORT TRANSACTION オペレーシ ョ ンでエラー

が発生する と、 MicroKernel から このメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破

損している可能性があ り ます。 ステータス  コード  nn についての説明は、「ステータス  コード」 を参照してくださ

い。

MKDE-90 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 filename の CLOSE で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に指定されたファ イルの CLOSE オペレーシ ョ ンでエラーが発生する と、

MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破損している可能

性があ り ます。 ステータス  コード  nn についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-91 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 filename の GET POSITION で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に指定されたファイルの GET POSITION オペレーシ ョ ンでエラーが発生す

る と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破損してい

る可能性があ り ます。 ステータス  コード  nn についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-92 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が BEGIN TRANSACTION で発生しました。

ロール フ ォ ワー ド  オペレーシ ョ ン中に BEGIN TRANSACTION オペレーシ ョ ンでエラーが発生する と、

MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破損している可能

性があ り ます。 ステータス  コード  nn についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-93 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が END TRANSACTION で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に END TRANSACTION オペレーシ ョ ンでエラーが発生する と、MicroKernel
からこのメ ッセージが返されます。ファ イルが破損しているか、ログ ファ イルが破損している可能性があ り ます。

ステータス  コード  nn についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-94 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が ABORT TRANSACTION で発生しました。

ロール フ ォ ワー ド  オペレーシ ョ ン中に ABORT TRANSACTION オペレーシ ョ ンでエラーが発生する と、

MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破損している可能

性があ り ます。 ステータス  コード  nn についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-98：ログ セグメン ト  ファイル SYS:SYSTEM/MKDE/LOG/0000XXX.LOG を作成でき
ません。 コンソール上または zen.log 内にエラーがありました。

MicroKernel は指定された ト ランザクシ ョ ン ログ セグメン ト  ファ イルを作成できませんでした。十分なディ スク

容量があるか、 また MicroKernel がファ イルに対するアクセス権を持っているかを確認して くださいほかのユー

ザーが排他ロ ッ クでファ イルを開いている可能性もあ り ます。 Monitor ユーティ リ ティ を使用して別のユーザー

がファイルをロ ッ ク しているかど うか確認して ください。

このエラーは MicroKernel のロード中、 またはロードが終了した後の通常のオペレーシ ョ ン実行中に発生します。

MicroKernel のロード中にこのエラーが発生した場合、 ロードは失敗し、問題が解決するまでオペレーシ ョ ンを実

行するこ とはできません。 ロードが終了した後で通常のオペレーシ ョ ンを実行中にこのエラーが発生した場合、

別の原因を考慮する必要があ り ます。

ト ランザクシ ョ ン ログ ファ イルの作成でエラーが発生したと きに MicroKernel が既にロード されていた場合、 ト

ランザクシ ョ ンのログは停止します。 しかし、 MicroKernel はシステム データを含むデータ  ファ イルが更新され

るたびに、 ト ランザクシ ョ ン ログを再開しよ う と します。 したがって、 エラーの原因となっている条件が修正さ

れたと きに （たとえば、 使用可能なディ スク容量が増えた場合など）、 MicroKernel は自動的にト ランザクシ ョ ン

ログを再開します。 
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MKDE-103 ： システム エラー

システム エラーが発生する と、MicroKernel エンジンから このメ ッセージが返されます。詳細については、「MKDE-
2039 ： システム エラー ： nn.nn.nn」 を参照してください。

MKDE-1001 ： ［キャ ッシュ割り当て］ に指定された値が不正です。

有効な値を指定して ください。 有効な値の詳細については、 『Advanced Operations Guide』 を参照してください。

MKDE-1002 ： ［最大圧縮レコード  サイズ］ に指定された値が不正です。

このメ ッセージは Pervasive.SQL 2000i で使用されなくな り ました。 この設定はエンジンが動的に管理します。

MKDE-1003 ： ［拡張オペレーシ ョ ン バッファー サイズ］ に指定された値が不正です。

このメ ッセージは Pervasive.SQL 2000i で使用されなくな り ました。 この設定はエンジンが動的に管理します。

MKDE-1004 ： ［オープン ファイル数］ に指定された値が不正です。

このメ ッセージは Pervasive.SQL 2000i で使用されなくな り ました。 この設定はエンジンが動的に管理します。

MKDE-1005 ： ［オペレーシ ョ ン バンドル制限］ に指定された値が不正です。

有効な値を指定して ください。 有効な値の詳細については、 『Advanced Operations Guide』 を参照してください。

MKDE-1007 ： ［ハンドル数］ に指定された値が不正です。

このメ ッセージは Pervasive.SQL 2000i で使用されなくな り ました。 この設定はエンジンが動的に管理します。

MKDE-1008 ： ［I/O スレッ ド数］ に指定された値が不正です。

有効な値を指定して ください。 有効な値の詳細については、 『Advanced Operations Guide』 を参照してください。

MKDE-1009 ： ［ソート  バッファー サイズ］ に指定された値が不正です。

有効な値を指定して ください。 有効な値の詳細については、 『Advanced Operations Guide』 を参照してください。

MKDE-1010 ： ［テンポラリ  ソート  ファイル］ に指定されたパスが不正です。

有効なパスを指定して ください。有効な値の詳細については、 『Advanced Operations Guide』 を参照してください。

MKDE-1011 ： 情報 ：ハンドル数はオープン ファイル数より少な く設定することはできませ
ん。

このメ ッセージは Pervasive.SQL 2000i で使用されなくな り ました。 この設定はエンジンが動的に管理します。

MKDE-1015 ： ［最大レコード  サイズ］ に指定された値が不正です。

このメ ッセージは Pervasive.SQL 2000i で使用されなくな り ました。 

MKDE-1017 ： ［システム ト ランザクシ ョ ンの実行制限］ に指定された値が不正です。

このメ ッセージは Pervasive.SQL 2000i で使用されなくな り ました。 

MKDE-1019 ： ［アクテ ィブ クライアン ト数］ に指定された値が不正です。

このメ ッセージは Pervasive.SQL 2000i で使用されなくな り ました。 この設定はエンジンが動的に管理します。
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MKDE-1020 ： ［ワーカ  スレッ ド］ に指定された値が不正です。

Pervasive.SQL 2000i で使用されな くな り ました。 ワーカ スレ ッ ド数はエンジンが動的に管理します。 このメ ッ

セージを受け取った場合は、 弊社のテクニカル サポート までご連絡ください。 

MKDE-1021 ： ［スレッ ド優先デルタ］ に指定された値が不正です。

Pervasive.SQL 2000 で使用されなくな り ました。 

MKDE-1022 ： ［起動時間制限］ に指定された値が不正です。

有効な値を指定して ください。 有効な値の詳細については、 『Advanced Operations Guide』 を参照してください。

MKDE-1023 ： ［ディスク  I/O ウェイ ト  リ ミ ッ ト］ に指定された値が不正です。

Pervasive.SQL 2000 で使用されなくな り ました。 

MKDE-1024 ： ［グループ書き込み最大ページ数］ に指定された値が不正です。

Pervasive.SQL 2000 で使用されなくな り ました。 

MKDE-1025 ： ［Auto-Terminate Delay］ に指定された値が不正です。

Pervasive.SQL 2000 で使用されなくな り ました。 

MKDE-1026 ： ［Number of Lines Allocated］ に指定された値が不正です。

Pervasive.SQL 2000 で使用されなくな り ました。 

MKDE-1027 ： ［Message Log File Limit］ に指定された値が不正です。

Pervasive.SQL 2000 で使用されなくな り ました。 

MKDE-1028 ： ［ホーム ディ レク ト リ］ に指定されたパスが不正です。

Pervasive.SQL 2000 で使用されなくな り ました。 

MKDE-1030 ： ［option_name］ オプシ ョ ンに指定された値が不正です。

［option_name］ オプシ ョ ンに指定された値が不正な場合、MicroKernel エンジンから このメ ッセージが返されます。

有効な値を指定して ください。

MKDE-1032 ： 指定されたオプシ ョ ンは有効なオプシ ョ ンではありません。

指定されたオプシ ョ ンが不正な場合、MicroKernel エンジンから このメ ッセージが返されます。有効な環境設定オ

プシ ョ ンを指定して ください。

MKDE-1152 ： MKDE はオペレーシ ョ ンを完了するための十分なメモリを得ることができま
せん。

設定に従って MicroKernel をロードするにはコンピューターのメモ リが不十分です。 メモ リの使用量が少なくな

るよ うに MicroKernel の構成を変更するか、 不要なアプリ ケーシ ョ ンをアンロード して ください。
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MKDE-1156 ： ログ ファイル filename への書き込みを行えません。 十分なディスク容量があ
るか確認して ください。

ト ランザクシ ョ ン ログ ファ イル filename に対して書き込みを行えません。十分なディ スク容量があるか確認して

ください。 ディ スク容量がいっぱいの場合、 不必要なファイルを削除してスペースを解放してください。 ト ラン

ザクシ ョ ン ログ ファ イルへの書き込み中にエラーが発生する と、 MicroKernel はシステム データを含むデータ

ファイルが更新されるたびに ト ランザクシ ョ ン ログを再開しよ う と します。 したがって、エラーの原因となって

いる条件が修正されたと きに （たとえば、 使用可能なディ スク容量が増えた場合など）、 MicroKernel は自動的に

ト ランザクシ ョ ン ログを再開します。

MKDE-1157 ： システム エラー ： nn.nn.nn

システム エラーが発生する と、MicroKernel エンジンから このメ ッセージが返されます。詳細については、「MKDE-
2039 ： システム エラー ： nn.nn.nn」 を参照してください。

MKDE-1161 ： フ ァイル filename はロール バック中です。

ロール バッ ク とは、 システムがク ラ ッシュした後で MicroKernel がファイルの一貫性を保持するために使用する

手続きのこ とです。 この手続きによって、 一番最近ファイルに加えられた変更 （最後に行ったシステム  ト ランザ

クシ ョ ンで加えられた変更） が元に戻されます。

MKDE-1164 ： セマフォの作成中またはアクセス中にエラーが発生しました。

内部エラーが発生する と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。

MKDE-1165 ： 実行スレッ ドの作成中にエラーが発生しました。

［I/O スレッ ド数］ 設定オプシ ョ ンの値を減らしてください。 

このタスクを実行するには、 ZenCC を起動し、 構成するデータベース  エンジンを右ク リ ッ ク して ［プロパティ ］

を選択します。 ［パフォーマンス チューニング］ をク リ ッ ク して、 ［I/O スレッ ド数］ に適切な値を設定します。

MKDE-1166 ：Zen イベン ト  ログ ファイルを開けませんでした。 このファイルはホーム ディ
レク ト リに作成されます。 ディ レク ト リが存在するか、 また十分なディスク容量があるかを
確認して ください。

指定されたディ レク ト リにイベン ト  ログ zen.log を作成できない場合、 MicroKernel からこのメ ッセージが返され

ます。 コンピューターのディ スクがいっぱいでないこ とを確認して ください。

MKDE-1167 ： IPC キューを作成できませんでした。

内部エラーが発生する と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。

MKDE-1168 ： クライアン トがアクテ ィブです。 シャッ トダウンしますか。

少なく と も  1 つのアプリ ケーシ ョ ンが Workgroup エンジンを使用している と きに、 そのエンジンをシャ ッ ト ダウ

ンしよ う とする と、 このメ ッセージが返されます。 それでも無理にシャッ ト ダウンする と、 データが失われる可

能性があ り ます。

MKDE-1169 ： BTI.INI をオープンできませんでした。

BTI.INI ファ イルを開く こ とができない場合、MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。このファイルがホー

ム ディ レク ト リにあるこ とを確認して ください。 このエンジン設定は Windows プラ ッ ト フォームではレジス ト

リに、 Linux プラ ッ ト フォームでは Zen レジス ト リにあるので注意してください。
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MKDE-1171 ： BTI.INI ファイルは読み取り専用です。 現在の設定を保存するために、 一時的
にこの属性を上書きすることができます。 続行しますか。

BTI.INI ファ イルに読み取り専用のフラグが設定されている状態で、 BTI.INI の環境設定を変更しよ う とする と、

MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 続行を選択する と  MicroKernel は BTI.INI ファ イルを更新します

が、 読み取り専用のステータスはそのまま残り ます。 続行を選択しないと、 MicroKernel は BTI.INI ファ イルを更

新しません。 なお、 環境設定は変更できますが、 変更が有効なのは現在のセッシ ョ ンの間だけです。 このエンジ

ン設定は Windows プラ ッ ト フォームではレジス ト リに、 Linux プラ ッ ト フォームでは Zen レジス ト リにあるので

注意して ください。

MKDE-1172 ： BTI.INI の書き込みエラーです。

システムのディ スクがいっぱいでないか、 またファ イルに対して適切な権限があるかを確認してください。 この

エンジン設定は Windows プラ ッ ト フォームではレジス ト リに、 Linux プラ ッ ト フォームでは Zen レジス ト リにあ

るので注意して ください。

MKDE-1175 ： I/O エラー - filename

ファ イルの読み取り中または書き込み中に I/O エラーが発生する と、MicroKernel からこのメ ッセージが返されま

す。 通常、 このメ ッセージと共にステータス  コード  2 が返されます。

MKDE-1176 ： 可変ページ エラー - filename

可変ページでエラーが発生する と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。通常、 このメ ッセージと共に

ステータス  コード  2 が返されます。

MKDE-1177 ： ヘルプを使用できません。

このメ ッセージは Pervasive.SQL 2000 で使用されなくな り ました。 

ヘルプ ファ イル （btrieve.hlp） が見つからない場合、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 このファイ

ルがホーム ディ レク ト リにあるこ とを確認してください。

MKDE-1178 ： リ ソースを割り当てました。

これは MicroKernel エンジンからの情報メ ッセージです。 特に何らかの対処を行う必要はあ り ません。

MKDE-1179 ： リ ソースを解放しました。

これは MicroKernel エンジンからの情報メ ッセージです。 特に何らかの対処を行う必要はあ り ません。

MKDE-1180 ： システム エラー ： nn.nn.nn

システム エラーが発生する と、MicroKernel エンジンから このメ ッセージが返されます。詳細については、「MKDE-
2039 ： システム エラー ： nn.nn.nn」 を参照してください。

MKDE-1183 ： オペレーシ ョ ンを完了するのに十分な使用可能キャッシュがありません。

MicroKernel の構成を変更してキャ ッシュ  メモ リの使用量を増やすか、 ファ イル ページ サイズを小さ く します。

MKDE-1184 ： フ ァイル ハンドル数を要求された値に設定できません。 オープン ファイルの
最大数は nn に減りました。

このメ ッセージは Pervasive.SQL 2000i で使用されなくな り ました。 この設定はエンジンが動的に管理します。

MicroKernel はオープン ファ イル数を指定された値に設定できませんでした。 メ ッセージに示された値が、 代わ

りに使用されます。 このメ ッセージが表示されないよ うにするには、 同時に実行するアプリ ケーシ ョ ンの数を減

らします。
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MKDE-1192 ： 設定は NOVDB.INI から読み取られます。 BTI.INI に変更するには、 現在の設
定を保存して ください。

MicroKernel をロード したと きに BTI.INI ファ イルがあるはずの場所で NOVDB.INI ファ イルが見つかる と、 この

メ ッセージが返されます。 BTI.INI ファ イルを使用するには、 設定プロパティを開き、 現在の設定を保存します。

このメ ッセージは旧バージ ョ ンの製品に関連する ものなので、 新しいバージ ョ ンには適用されません。 また、

MicroKernel エンジンの設定は Windows プラ ッ ト フォームではレジス ト リに、Linux プラ ッ ト フォームでは Zen レ
ジス ト リにあるので注意して ください。

MKDE-1193 ： MKDE は、 デフォルトの設定を使用しています。

環境設定オプシ ョ ンの値が通常格納されている場所 （Linux では Zen レジス ト リ、 Windows ではレジス ト リ ） に

見つからないと、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 このメ ッセージは、内部デフォルト値が使用さ

れており、 それらはデフォルトの場所とは別の場所に保存されているこ とを示します。 Zen Control Center を使用

して環境設定オプシ ョ ンを更新します。『Advanced Operations Guide』の 「設定リ ファレンス」を参照してください。

MKDE-1194 ： 追加ワーカ  スレッ ドに切り替わりました。

［ワーカ スレッ ド数］ 環境設定オプシ ョ ンによ り指定された数を超えるワーカ スレッ ドを作成しなければならな

い場合、 MicroKernel から このメ ッセージが返されます。 このメ ッセージが表示されないよ うにするには、 ［ワー

カ  スレッ ド数］ オプシ ョ ンの値を大き く します。

MKDE-1207 ： ログ ファイルのフォーマッ トが不正です。

ログ セグ メ ン ト  ファ イルの形式に互換性がない場合、 MicroKernel から このメ ッセージが返されます。 ロール

フォワードを行なっている  MicroKernel のバージ ョ ンと、 ログ ファ イルを作成した MicroKernel のバージ ョ ンが

同じであるこ とを確認して ください。

MKDE-1208 ： "xxxx" の Open オペレーシ ョ ンに失敗しました。MKDE エラー nn が返されま
した。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中にエラーが発生する と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 同

時に、 指定されたファイルに対応するステータス  コード も、 MicroKernel から返されます。 ステータス  コード  nn
についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-1209 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 "xxxx" への INSERT で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に Insert エラーが発生する と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されま

す。同時に、指定されたファイルに対応するステータス  コード も、MicroKernel から返されます。ステータス  コー

ド  nn についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-1210 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 "xxxx" の UPDATE で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に Update エラーが発生する と、MicroKernel からこのメ ッセージが返されま

す。同時に、指定されたファイルに対応するステータス  コード も、MicroKernel から返されます。ステータス  コー

ド  nn についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-1211 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 "xxxx" からの DELETE で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に Delete エラーが発生する と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されま

す。同時に、指定されたファイルに対応するステータス  コード も、MicroKernel から返されます。ステータス  コー

ド  nn についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照してください。
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MKDE-1212 ： システムのメモリが不足しています。

サーバーのメモ リが不十分でプログラムが動作しない場合、MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。必要

ないアプリ ケーシ ョ ンをアンロード して、 ロール フォワード  オペレーシ ョ ンを再試行して ください。

MKDE-1213 ： 内部エラー nn が発生しました。

内部エラーが発生する と、MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。オペレーシ ョ ンを再試行してください。

MKDE-1214 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 "xxxx" の GET EQUAL で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に Get Equal エラーが発生する と、MicroKernel からこのメ ッセージが返され

ます。 同時に、 指定されたファ イルに対応するステータス  コード も、 MicroKernel から返されます。 ステータス

コード  nn についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-1215 ： ログ ファイルが破損しています。

ログ セグメン ト  ファ イルが破損していて読み取り不可能な場合、MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。

MicroKernel はこのログ セグメン ト を使用してロール フォワード  オペレーシ ョ ンを実行できません。

MKDE-1216 ： ログ ファイルの読み取り中にエラーが発生しました。

エラーが発生してログ セグメン ト  ファ イルを読み取れない場合、MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。

MicroKernel はこのログ セグメン ト を使用してロール フォワード  オペレーシ ョ ンを実行できません。

MKDE-1217 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 filename の CREATE INDEX で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に指定されたファイルの CREATE INDEX オペレーシ ョ ンでエラーが発生す

る と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破損してい

る可能性があ り ます。 ステータス  コード  nn の詳細については、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-1218 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 filename の DROP INDEX で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に指定されたファイルの DROP INDEX オペレーシ ョ ンでエラーが発生する

と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破損している

可能性があ り ます。 ステータス  コード  nn の詳細については、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-1219 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 filename の BEGIN TRANSACTION で発生し
ました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に指定されたファ イルの BEGIN TRANSACTION オペレーシ ョ ンでエラー

が発生する と、 MicroKernel から このメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破

損している可能性があ り ます。 ステータス  コード  nn の詳細については、「ステータス  コード」 を参照してくださ

い。

MKDE-1220 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 filename の END TRANSACTION で発生しま
した。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に指定されたファ イルの END TRANSACTION オペレーシ ョ ンでエラーが

発生する と、 MicroKernel から このメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破損

している可能性があ り ます。ステータス  コード  nn の詳細については、「ステータス  コード」 を参照してください。
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MKDE-1221 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 filename の ABORT TRANSACTION で発生し
ました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に指定されたファイルの ABORT TRANSACTION オペレーシ ョ ンでエラー

が発生する と、 MicroKernel から このメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破

損している可能性があ り ます。 ステータス  コード  nn の詳細については、「ステータス  コード」 を参照してくださ

い。

MKDE-1222 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 filename の CLOSE で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に指定されたファ イルの CLOSE オペレーシ ョ ンでエラーが発生する と、

MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破損している可能

性があ り ます。 ステータス  コード  nn の詳細については、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-1223 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 filename の GET POSITION で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に指定されたファイルの GET POSITION オペレーシ ョ ンでエラーが発生す

る と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破損してい

る可能性があ り ます。 ステータス  コード  nn の詳細については、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-1224 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が BEGIN TRANSACTION で発生しました。

ロール フ ォ ワー ド  オペレーシ ョ ン中に BEGIN TRANSACTION オペレーシ ョ ンでエラーが発生する と、

MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破損している可能

性があ り ます。 ステータス  コード  nn の詳細については、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-1225 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が END TRANSACTION で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に END TRANSACTION オペレーシ ョ ンでエラーが発生する と、MicroKernel
からこのメ ッセージが返されます。ファ イルが破損しているか、ログ ファ イルが破損している可能性があ り ます。

ステータス  コード  nn の詳細については、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-1226 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が ABORT TRANSACTION で発生しました。

ロール フ ォ ワー ド  オペレーシ ョ ン中に ABORT TRANSACTION オペレーシ ョ ンでエラーが発生する と、

MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破損している可能

性があ り ます。 ステータス  コード  nn の詳細については、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-2001 ： ［キャ ッシュ割当サイズ］ オプシ ョ ンに指定された値が不正です。

［キャッシュ割当サイズ］ オプシ ョ ンに指定された値が不正な場合、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されま

す。 設定プロパテ ィ を使用して、 このオプシ ョ ンに有効な値を指定して く ださい。 Pervasive.SQL 8 からは、

MicroKernel がこの値を動的に管理します。

MKDE-2002 ： ［最大圧縮レコード  サイズ］ オプシ ョ ンに指定された値が不正です。

このメ ッセージは Pervasive.SQL 2000i で使用されなくな り ました。

［最大圧縮レコード  サイズ］ オプシ ョ ンに指定された値が不正な場合、 MicroKernel からこのメ ッセージが返され

ます。 設定プロパティを使用して、 このオプシ ョ ンに有効な値を指定して ください。 

MKDE-2004 ： ［オープン ファイル数］ オプシ ョ ンに指定された値が不正です。

このメ ッセージは Pervasive.SQL 2000i で使用されなくな り ました。 この設定はエンジンが動的に管理します。

［オープン ファイル数］オプシ ョ ンに指定された値が不正な場合、MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。

設定プロパティを使用して、 このオプシ ョ ンに有効な値を指定して ください。 
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MKDE-2005 ： ［オペレーシ ョ ン バンドル制限］ オプシ ョ ンに指定された値が不正です。

［オペレーシ ョ ン バンドル制限］ オプシ ョ ンに指定された値が不正な場合、 MicroKernel からこのメ ッセージが返

されます。 設定プロパティを使用して、 このオプシ ョ ンに有効な値を指定して ください。

MKDE-2007 ： ［ハンドル数］ オプシ ョ ンに指定された値が不正です。

このメ ッセージは Pervasive.SQL 2000i で使用されなくな り ました。 この設定はエンジンが動的に管理します。

［ハンドル数］ オプシ ョ ンに指定された値が不正な場合、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 設定プ

ロパティを使用して、 このオプシ ョ ンに有効な値を指定して ください。 

MKDE-2008 ： ［I/O スレッ ド数］ オプシ ョ ンに指定された値が不正です。

［I/O スレッ ド数］ オプシ ョ ンに指定された値が不正な場合、 MicroKernel から、 このメ ッセージが返されます。設

定プロパティを使用して、 このオプシ ョ ンに有効な値を指定して ください。

MKDE-2009 ： ［アクテ ィブ クライアン ト数］ オプシ ョ ンに指定された値が不正です。

このメ ッセージは Pervasive.SQL 2000i で使用されなくな り ました。 この設定はエンジンが動的に管理します。

［アクテ ィブ クライアン ト数］ オプシ ョ ンに指定された値が不正な場合、 MicroKernel からこのメ ッセージが返さ

れます。 設定プロパティを使用して、 このオプシ ョ ンに有効な値を指定して ください。

MKDE-2010 ： ［ソート  バッファー サイズ］ オプシ ョ ンに指定された値が不正です。

このメ ッセージは Pervasive.SQL 2000i で使用されなくな り ました。 この設定はエンジンが動的に管理します。

［ソート  バッファー サイズ］ オプシ ョ ンに指定された値が不正な場合、MicroKernel からこのメ ッセージが返され

ます。 設定プロパティを使用して、 このオプシ ョ ンに有効な値を指定して ください。

MKDE-2011 ： ［作業ディ レク ト リ］ オプシ ョ ンに指定されたパスが不正です。

［作業ディ レク ト リ］ オプシ ョ ンに指定された値が不正な場合、 MicroKernel から このメ ッセージが返されます。

設定プロパティを使用して、 有効なパスを指定して ください。

MKDE-2012 ： オプシ ョ ンに指定された値が不正です。

オプシ ョ ンの値が不正な場合、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。設定プロパティに戻って、正しい

値を入力して ください。 

MKDE-2013 ： 指定されたオプシ ョ ンは有効なオプシ ョ ンではありません。

指定されたオプシ ョ ンが有効でない場合、 MicroKernel エンジン からこのメ ッセージが返されます。 設定プロパ

ティに戻って、 無効なオプシ ョ ンを削除して ください。

MKDE-2015 ： MKDE はオペレーシ ョ ンを完了するための十分なメモリを得ることができま
せん。

設定に従って MicroKernel をロードするためのメモ リがサーバーに十分ない場合、 MicroKernel からこのメ ッセー

ジが返されます。 設定プロパティを使用して、 メモ リの使用量が少なくなるよ うに MicroKernel を再設定するか

（［キャッシュ割当サイズ］ 属性）、 不要なアプリ ケーシ ョ ンをアンロード して ください。 

MKDE-2019 ： ログ ファイル filename への書き込みを行えません。 十分なディスク容量があ
るか確認して ください。

ログ ファ イル filename への書き込みが行えないと、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 十分なディ

スク容量があるか確認して ください。 ディ スク容量がいっぱいの場合、 不必要なファイルを削除してスペースを
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解放してください。 ト ランザクシ ョ ン ログ ファ イルへの書き込み中にエラーが発生する と、 MicroKernel はシス

テム データを含むデータ  ファ イルが更新されるたびに ト ランザクシ ョ ン ログを再開しよ う と します。 したがっ

て、エラーの原因となっている条件が修正されたと きに（たとえば、使用可能なディ スク容量が増えた場合など）、

MicroKernel は自動的にト ランザクシ ョ ン ログを再開します。

MKDE-2024 ： フ ァイル filename はロール バック中です。

filename ファ イルがロール バッ クする と、MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 ロール バッ ク とは、シ

ステムがク ラ ッシュした後で MicroKernel がファ イルの一貫性を保持するために使用する手続きのこ とです。 こ

の手続きによって、一番最近ファイルに加えられた変更 （最後に行ったシステム ト ランザクシ ョ ンで加えられた

変更） が元に戻されます。

MKDE-2027 ： セマフォの作成中またはアクセス中にエラーが発生しました。

内部エラーが発生する と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。

MKDE-2028 ： 実行スレッ ドの作成中にエラーが発生しました。

このメ ッセージは Pervasive.SQL 2000i で使用されなくな り ました。 この設定はエンジンが動的に管理します。

MKDE-2029 ： イベン ト  ログ ファイルを開けませんでした。

Zen イベン ト  ログ （zen.log ファ イル） を作成できない場合、MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。ホー

ム ディ レク ト リ があるか、 またコンピューターのディ ス クがいっぱいでないかを確認して ください。 さ らに、

MicroKernel がホーム ディ レク ト リ と イベン ト  ログ ファ イルに対するアクセス権があるこ とを確認して くださ

い。

MKDE-2039 ： システム エラー ： nn.nn.nn

システム エラーが発生する と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 

MicroKernel エンジンはシステム エラー メ ッセージを使用して、 このエンジンがオペレーティング システムの呼

び出しを行った結果生じた予期せぬエラーを記録します。 たとえば、 このエンジンがオペレーティング システム

にファイルの I/O 呼び出しを行ったと きにエラーが返された場合、そのエラーはシステム エラーと して zen.log に
記録されます。 

システム エラーの形式は id.op.rc です。 それぞれの要素は次のとおりです。 

id は、 オペレーティング システム呼び出しを行った MKDE 内のコードのセクシ ョ ンに対応しています。 使用し

ているエンジンに応じて id の範囲は異なり ます。 

共通のコード  ベースには、 ファ イルの I/O 要求、 変数の割り当て、 キャ ッシングなどが含まれます。 プラ ッ ト

フォーム固有の範囲には、 それ以外の、 ファ イルを開く、 閉じる、 読み取る、 ロ ッ クする要求が含まれます。 こ

表 7 システム エラーの説明

id 一意なシステム エラー識別子

op そのと き実行されていた Btrieve オペレーシ ョ ン

rc オペレーティング システムからの予期せぬリ ターン コード

表 8 システム エラー コードの範囲

100-299 共通のソース  ベース

600-699 Windows 32 ビッ ト  プラ ッ ト フォーム
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れらのコードによって、システム エラーが発生したと きに実行していたエンジン コードの部分にたど り着く こ と

ができます。 たとえば、 110 ～ 124 の ID 範囲は、 ディ スク  I/O 呼び出しを行う  MicroKernel の I/O サブシステム

に対応しており、 これらの ID に関係するシステム エラーは通常、 ファ イルの破損問題に対応しています。 ID の
一覧については、具体的なエンジンと コードの情報がなければたいして重要ではないので、公開されていません。

システム エラーの 2 番目の部分はオペレーシ ョ ン コードです。これは、エラーが発生したと きに処理されていた

Btrieve リ クエス トに対応しています。 たとえば、 5 ならば GetEqual オペレーシ ョ ンです。 Btrieve オペレーシ ョ ン

コードの詳細については、『Btrieve API Guide』 を参照してください。MicroKernel エンジンが Btrieve オペレーシ ョ

ンとは特に関係のないタスクを実行している間にシステム エラーが発生した場合は、 op は -1 に設定されます。

システム エラーの 3 番目の部分は OS のリ ターン コードです。 こ こに報告される値の意味は、 実行した OS 呼び

出し と発生したエラーの種類に応じて変わり ます。 リ ターン コード値 0 は、 ID ごとにそれぞれ異なる意味を持

つよ うに思われますが、 いずれの場合でも  OS は実際のエラー コードを返しませんでした。 OS のリ ターン コー

ドがゼロである と きのシステム エラーの一例を挙げる と、 OS 呼び出しは成功した旨を返すが、 呼び出しによっ

て返されたデータは期待したものではないという場合です。多くの場合、特定の場合に現れるシステム エラーは

問題を示していません。 実行されていた操作はエラーなしで再試行され、 普通に処理が続行されるよ うです。

正常な操作を中断させる問題がある場合、システム エラーは、アプリ ケーシ ョ ンに返される  Zen ステータス  コー

ドに対応したものとな り ます。 たとえば、 物理的に壊れているファイルにアクセスしよ う とする と、 116.5.0 のよ

うなシステム エラーが生成され、 アプリ ケーシ ョ ンはステータス  コード  2 を受け取り ます。 

特定のシステム エラーが繰り返し発生する と同時にアプリ ケーシ ョ ンが異常な動作をする場合、そのエラーに関

する記述がナレッジ ベースに見つからないと きは、システム エラーとアプリ ケーシ ョ ンでのエラー症状の記述を

ご用意の上、弊社テクニカル サポート までご連絡ください。当該のシステム エラーに関する詳細をご提供いたし

ます。 

また、 Microsoft の Web サイ トで Win32 エラー コードの一覧を確認するこ とができます。

MKDE-2053 ： 追加ワーカ  スレッ ドに切り替わりました。

このメ ッセージは Pervasive.SQL 2000i で使用されなくな り ました。ワーカ スレッ ドはエンジンが動的に管理しま

す。

これは、 ［ワーカ  スレッ ド数］ 環境設定オプシ ョ ンで指定された数を超えるワーカ スレッ ドを作成しなければな

らない場合、 MicroKernel から返される情報メ ッセージです。 このメ ッセージが表示されないよ うにするには、

［ワーカ  スレッ ド数］ オプシ ョ ンの値を大き く します。

MKDE-2055 ： 名前付きパイプの作成エラーです。

パイプ マネージャー スレッ ドに名前付きパイプを作成できない場合、 MicroKernel からこのメ ッセージが返され

ます。

MKDE-2060 ： レジス ト リの読み取りエラーです。 エラー コード ： nn

あらかじめ定義された設定がレジス ト リで見つからない場合、MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。次

に MicroKernel を起動する と きは -REGINSTALL 起動パラ メーターを使用してください。 このパラ メーターによ

り、 MicroKernel は各環境設定オプシ ョ ンのデフォルト値を使って、 レジス ト リにセクシ ョ ンを再作成します。

MKDE-2061 ： レジス ト リの書き込みエラーです。 エラー コード ： nn

レジス ト リ への書き込み中にエラーが発生する と、 MicroKernel から この メ ッ セージが返されます。 次に

MicroKernel を起動する と きは -REGINSTALL 起動パラ メーターを使用して ください。 このパラ メーターによ り、

MicroKernel は各環境設定オプシ ョ ンのデフォルト値を使って、 レジス ト リにセクシ ョ ンを再作成します。

MKDE-2065 ： Service Control ディスパッチャーの呼び出しエラーです。

サービスの初期化中にエラーが発生する と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。
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MKDE-2067 ： このコンピューターには使用できる適切なプロ ト コルがありません。

サポート されているプロ ト コルがコンピューターにインス トールされていない場合、 MicroKernel から このメ ッ

セージが返されます。 通信サーバーを初期化できません。

MKDE-2068 ： 通信サーバーは使用できません。

通信サーバーのロード中にエラーが発生する と、MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 このバージ ョ ン

の MicroKernel に付属する通信サーバーのディ レク ト リが、 システム パスに含まれているこ とを確認してくださ

い。

MKDE-2075 ： ト ランザクシ ョ ン ログ ファイル LAST_SEG.LOG を開けません。

ログ ファ イル形式が不正であるか、 ト ランザクシ ョ ン ログ ディレク ト リが存在しない場合、 MicroKernel からこ

の メ ッ セージが返されます。 メ ッ セージを返した MicroKernel のバージ ョ ン と、 ロ グ フ ァ イルを作成した

MicroKernel のバージ ョ ンが同じであるこ とを確認してください。

MKDE-2076 ： "xxxx" の Open オペレーシ ョ ンに失敗しました。MKDE エラー nn が返されま
した。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中にエラーが発生する と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 同

時に、 指定されたファイルに対応するステータス  コード も、 MicroKernel から返されます。 ステータス  コード  nn
についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-2077 ： ログ ファイルのフォーマッ トが不正です。

ログ セグ メ ン ト  ファ イルの形式に互換性がない場合、 MicroKernel から このメ ッセージが返されます。 ロール

フォワードを行なっている  MicroKernel のバージ ョ ンと、 ログ ファ イルを作成した MicroKernel のバージ ョ ンが

同じであるこ とを確認して ください。

MKDE-2078 ： "xxxx" の Open オペレーシ ョ ンに失敗しました。MKDE エラー nn が返されま
した。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中にエラーが発生する と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 同

時に、 指定されたファイルに対応するステータス  コード も、 MicroKernel から返されます。 ステータス  コード  nn
についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-2079 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 "xxxx" への INSERT で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に Insert エラーが発生する と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されま

す。同時に、指定されたファイルに対応するステータス  コード も、MicroKernel から返されます。ステータス  コー

ド  nn についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-2080 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 "xxxx" の UPDATE で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に Update エラーが発生する と、MicroKernel からこのメ ッセージが返されま

す。同時に、指定されたファイルに対応するステータス  コード も、MicroKernel から返されます。ステータス  コー

ド  nn についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-2081 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 "xxxx" からの DELETE で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に Delete エラーが発生する と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されま

す。同時に、指定されたファイルに対応するステータス  コード も、MicroKernel から返されます。ステータス  コー

ド  nn についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照してください。
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MKDE-2082 ： システムのメモリが不足しています。

サーバーのメモ リが不十分でプログラムが動作しない場合、MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。必要

ないアプリ ケーシ ョ ンをアンロード して、 ロール フォワード  オペレーシ ョ ンを再試行して ください。

MKDE-2083 ： 内部エラー nn が発生しました。

内部エラーが発生する と、MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。オペレーシ ョ ンを再試行してください。

MKDE-2084 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 "xxxx" の GET EQUAL で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に Get Equal エラーが発生する と、MicroKernel からこのメ ッセージが返され

ます。 同時に、 指定されたファ イルに対応するステータス  コード も、 MicroKernel から返されます。 ステータス

コード  nn についての説明は、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-2085 ： ログ ファイルが破損しています。

指定したログ セグメン ト  ファ イルが破損していて読み取り不可能な場合、 MicroKernel からこのメ ッセージが返

されます。 MicroKernel はこのログ セグメン ト を使用してロール フォワード  オペレーシ ョ ンを実行できません。

MKDE-2086 ： ログ ファイルの読み取り中にエラーが発生しました。

エラーが発生してログ セグメン ト  ファ イルを読み取れない場合、MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。

MicroKernel はこのログ セグメン ト を使用してロール フォワード  オペレーシ ョ ンを実行できません。

MKDE-2087 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 filename の CREATE INDEX で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に指定されたファイルの CREATE INDEX オペレーシ ョ ンでエラーが発生す

る と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破損してい

る可能性があ り ます。 ステータス  コード  nn の詳細については、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-2088 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 filename の DROP INDEX で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に指定されたファイルの DROP INDEX オペレーシ ョ ンでエラーが発生する

と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破損している

可能性があ り ます。 ステータス  コード  nn の詳細については、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-2089 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 filename の BEGIN TRANSACTION で発生し
ました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に指定されたファ イルの BEGIN TRANSACTION オペレーシ ョ ンでエラー

が発生する と、 MicroKernel から このメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破

損している可能性があ り ます。 ステータス  コード  nn の詳細については、「ステータス  コード」 を参照してくださ

い。

MKDE-2090 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 filename の END TRANSACTION で発生しま
した。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に指定されたファ イルの END TRANSACTION オペレーシ ョ ンでエラーが

発生する と、 MicroKernel から このメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破損

している可能性があ り ます。ステータス  コード  nn の詳細については、「ステータス  コード」 を参照してください。
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MKDE-2091 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 filename の ABORT TRANSACTION で発生し
ました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に指定されたファイルの ABORT TRANSACTION オペレーシ ョ ンでエラー

が発生する と、 MicroKernel から このメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破

損している可能性があ り ます。 ステータス  コード  nn の詳細については、「ステータス  コード」 を参照してくださ

い。

MKDE-2092 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 filename の CLOSE で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に指定されたファ イルの CLOSE オペレーシ ョ ンでエラーが発生する と、

MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破損している可能

性があ り ます。 ステータス  コード  nn の詳細については、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-2093 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が、 filename の GET POSITION で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に指定されたファイルの GET POSITION オペレーシ ョ ンでエラーが発生す

る と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破損してい

る可能性があ り ます。 ステータス  コード  nn の詳細については、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-2094 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が BEGIN TRANSACTION で発生しました。

ロール フ ォ ワー ド  オペレーシ ョ ン中に BEGIN TRANSACTION オペレーシ ョ ンでエラーが発生する と、

MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破損している可能

性があ り ます。 ステータス  コード  nn の詳細については、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-2095 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が END TRANSACTION で発生しました。

ロール フォワード  オペレーシ ョ ン中に END TRANSACTION オペレーシ ョ ンでエラーが発生する と、MicroKernel
からこのメ ッセージが返されます。ファ イルが破損しているか、ログ ファ イルが破損している可能性があ り ます。

ステータス  コード  nn の詳細については、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-2096 ： 予期せぬ MKDE エラー nn が ABORT TRANSACTION で発生しました。

ロール フ ォ ワー ド  オペレーシ ョ ン中に ABORT TRANSACTION オペレーシ ョ ンでエラーが発生する と、

MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 ファ イルが破損しているか、 ログ ファ イルが破損している可能

性があ り ます。 ステータス  コード  nn の詳細については、 「ステータス  コード」 を参照してください。

MKDE-2111 ： システム エラー ： nn.nn.nn ファイル ： filename 

システム エラーが発生する と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 これは、 ファ イル名を含んでい

るこ とを除けば、 MKDE-2039 と まった く同じです。

MKDE-2130 ： 文字 nn の周辺で JSON フ ィルターの解析エラーが発生しました。

クエ リの解析に失敗する と、 MicroKernel からこのメ ッセージが返されます。 この問題を解決するには、 クエ リ を

書き直して ください。

MKDE-2131 ： JSON フ ィルター クエリ  エラー : nn

クエ リ  エラーが発生する と、 MicroKernel から このメ ッセージが返されます。 この問題を解決するには、 クエ リ

を書き直して ください。

MKDE-2140 ： Zen VSS Writer は正常に起動しました

このメ ッセージは単なる情報です。
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MKDE-2141 ： Zen VSS Writer を起動できませんでした - リソースに問題があります

名前付き リ ソースにおけるエラーのため、 Zen VSS Writer を起動できませんでした。 弊社サポート  サービスまで

お問い合わせください。

MKDE-2142：Zen VSS Writer を起動できませんでした - Windows ライブラリのエラーです：
library

Windows の名前付きライブラ リにおけるエラーのため、 Zen VSS Writer を起動できませんでした。 弊社サポート

サービスまでお問い合わせください。

MKDE-2143 ： Zen VSS Writer - Windows ライブラリのエラーです ： library

Zen VSS Writer で Windows の名前付きライブラ リによるエラーが発生しました。弊社サポート  サービスまでお問

い合わせください。

MKDE-2144 ： Zen VSS Writer - 無効なイベン ト  シーケンスが state 状態で検出されました

無効なイベン ト  シーケンスが、名前付きの状態によって検出されました。弊社サポート  サービスまでお問い合わ

せください。

MKDE-2145：Zen VSS Writer はサポート されていない VSS 要求を受け取りました：request

受け取った要求は Zen VSS Writer ではサポート されません。 弊社サポート  サービスまでお問い合わせください。

MKDE-2146 ： Zen VSS Writer - state 状態での例外です

Zen VSS Writer で、名前付きの状態時に例外が発生しました。弊社サポート  サービスまでお問い合わせください。

MKDE-2147 ： Zen VSS Writer は state 状態の間に ABORT イベン ト を受け取りました

名前付きの状態時に Zen VSS Writer で ABORT コマンドが発生しました。弊社サポート  サービスまでお問い合わ

せください。

MKDE-2148 ： Zen VSS Writer の状態 ： state

このメ ッセージは単なる情報です。 Zen VSS Writer は名前付きの状態にあ り ます。

MKDE-2149 ： Zen VSS Writer は MicroKernel Database エンジンを凍結できません

ステージの凍結中に操作を完了できませんでした。 弊社サポート  サービスまでお問い合わせください。

MKDE-2150：Zen VSS Writer は Windows XP をサポート しません。  代わりに Backup Agent
を使用して ください。

このメ ッセージは単なる情報です。

MKDE-2151 ： Zen VSS Writer は 32 ビッ ト  WOW64 プロセスをサポート しません。  代わり
に Backup Agent を使用して ください。

このメ ッセージは単なる情報です。

MKDE-2154：Zen VSS Writer ウォッチド ッグは長期間 [nn 秒 ] フリーズしたエンジンを検出
しました。

長く静止し過ぎたため、 Zen VSS Writer は中止されました。
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MKDE-2160：プロセス ワーキング セッ トのサイズを最小 nn%d MB と最大 nn%d MB に設定
できません。

MicroKernel が Windows オペレーティング システムに対してメモリ を予約するよ う要求したが、 ハード ウェアに

おける リ ソース要求によってそのメモ リ予約が拒否されたと きに、MicroKernel がこのメ ッセージを返します。 こ

の警告があっても、 ほとんどの場合、 MicroKernel は実行し続けます。 この警告が発生する原因と、 これに対処で

きる可能性があるパフォーマンス  チューニングについては、 『Advanced Operations Guide』 の 「MicroKernel の最

大メモ リ使用量」 を参照して ください。

MKDE-2161 ： プロセス ワーキング セッ トのサイズを取得できません。

Windows オペレーティング システムにプロセス  ワーキング セッ トのサイズを問い合わせたと き、MicroKernel に
十分な許可やアクセス権がないために、 その問い合わせが拒否された場合は MicroKernel がこのメ ッセージを返

します。 この警告があっても、 ほとんどの場合、 MicroKernel は実行し続けます。

MKDE-2162 ： キャ ッシュ  エンジンは （標準｜ SQL Notify） NSL セッシ ョ ンを開けませんで
した （PID %d、 サーバー %s）。 エラー コード ： %d

リモート  エンジンへのキャッシュ  エンジンの接続を確立できなかった場合、 MicroKernel はこのメ ッセージを報

告します。 アプリ ケーシ ョ ンはファイルを開けないよ うにな り ます。 この状況を解決するには、 ネッ ト ワーク接

続を再確立し、 さ らに、 アプリ ケーシ ョ ンまたはローカル エンジンを再起動する必要があるかもしれません。

MKDE-2163 ： キャ ッシュ  エンジンは （標準｜ SQL Notify） NSL セッシ ョ ンを閉じられませ
んでした （サーバー %s、 PID %d）。 エラー コード ： %d

リ モー ト  エンジンへのキャ ッシュ  エンジンの接続をシャ ッ ト ダウンしている と きにエラーが発生した場合、

Microkernel はこのメ ッセージを報告します。 アプリ ケーシ ョ ンは、 おそら くデータ操作を完了しました。 この状

況を解決するには、 ネッ ト ワーク接続を再確立し、 さ らに、 ローカル エンジンを再起動する必要があるかもしれ

ません。

MKDE-2164 ： キャ ッシュ  エンジンは、 SQL リスナーによるサーバー %s のリ ッスンに失敗
しました。 エラー コード ： %d

リモート  エンジンへのキャッシュ  エンジンの接続が中断された場合、 Microkernel はこのメ ッセージを報告しま

す。 これによ り、 アプリ ケーシ ョ ンのデータ操作が中断されます。 この状況を解決するには、 アプ リ ケーシ ョ ン

またはローカル エンジンを再起動する必要があるかもしれません。

MKDE-2165 ： サーバー < サーバー名 > のキャッシュ  エンジン SQL リスナーを起動できま
せんでした。

キャ ッシュ  エンジンが SQL Notify リ スナーを起動するこ とができない場合、 Microkernel はこのメ ッセージを報

告します。 これによ り、 このホス トからの SQL ODBC ステート メン トによる変更の後で、古いレコードが読み取

られる可能性があ り ます。 この状況を解決するには、 ローカル エンジンを再起動する必要があ り ます。 これは異

常イベン トです。 弊社テクニカル サポート までご報告ください。

MKDE-2166 ： サーバー < サーバー名 > のキャッシュ  エンジン SQL リスナーを停止できま
せんでした。

キャ ッシュ  エンジンが SQL Notify リ スナーを停止するこ とができない場合、 Microkernel はこのメ ッセージを報

告します。 これによ り、 このホス トからの SQL ODBC ステート メン トによる変更の後で、古いレコードが読み取

られる可能性があ り ます。 この状況を解決するには、 ローカル エンジンを再起動する必要があ り ます。 これは異

常イベン トです。 弊社テクニカル サポート までご報告ください。
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MKDE-2167 ： サーバー < サーバー名 > で複数のキャッシュ  エンジン SQL リスナーが検出
されました。

複数の SQL Notify リ スナーを実行しているこ とを、キャ ッシュ  エンジンが検出した場合、Microkernel はこのメ ッ

セージを報告します。 これによ り、 このホス トからの SQL ODBC ステート メン トによる変更の後で、古いレコー

ドが読み取られる可能性があ り ます。この状況を解決するには、ローカル エンジンを再起動する必要があ り ます。

これは異常イベン トです。 弊社テクニカル サポート までご報告ください。

MKDE-2172 ： フ ァイル ： filename の最適化でエラー nn が発生しました。

最適化の検証が失敗したため、 最適化は停止しました。 ファ イルに変更は加えられておらず、 システムの操作も

変化していません。データベースのパフォーマンスが懸念される場合は、弊社サポート  サービスまでお問い合わ

せください。
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REBUILD

Rebuild ユーティ リテ ィのメ ッセージ

このセクシ ョ ンでは、 Rebuild がユーティ リ ティが生成する メ ッセージの一覧を示します。

REBUILD-2 ： メモリを割り当てられませんでした。

使用可能なメモ リ量をチェッ ク し、 不要なアプケーシ ョ ンやプロセスを終了してメモリ を追加してください。

REBUILD-3 ： file_name から  file_name へ名前を変更できませんでした。 MicroKernel Database
エンジンのステータス コードは code_number です。

ステータス  コードの意味を確認し、 ファ イルの名前を変更できなかった原因の特定に役立ててください。

REBUILD-4 ： MicroKernel Database エンジンのバージ ョ ン情報を取得できませんでした。
MicroKernel Database エンジンのステータス コードは code_number です。

データベース  エンジンが実行されているこ と、およびステータス  コードの意味を確認後、 リ ビルドを再試行して

ください。

REBUILD-5 ： file_name を削除できませんでした。

ファ イルおよびディ レク ト リのアクセス許可を確認し、 ファ イルを削除できなかった理由を特定してください。

REBUILD-7 ： file_name を開けませんでした。 MicroKernel Database エンジンのステータス
コードは code_number です。

ステータス  コードの意味を確認し、 ファ イルを開く こ とができなかった原因を特定してください。

REBUILD-8 ： file_name をアクセラ レ イテ ィ ド  モー ド で開けませんで し た。 MicroKernel
Database エンジンのステータス コードは code_number です。

ステータス  コードの意味を確認し、 ファ イルを開く こ とができなかった原因を特定してください。

REBUILD-9：MicroKernel Database エンジン 6.x のアドバンスト機能を持つファイルを新規
作成できませんでした。 

正しいバージ ョ ンのデータベース  エンジンがロード されているか、 またファ イル形式が 6.0 よ り前のバージ ョ ン

ではないか確認して ください。

REBUILD-10：無効なパラメーターまたは値が指定されたか、コマンド  ラインが不正でした。

ユーティ リ ティに渡したパラ メータ と値を確認して ください。

REBUILD-14 ： 次の理由により、 file_name をリビルド しませんでした ：

提供された原因に基づいて適切に対処し、 リ ビルド操作を再試行して ください。

REBUILD-15 ： 次のフ ァ イルを操作しているとき、 MicroKernel Database エンジンからス
テータス code_number が返りました ： file_name

ステータス  コードの意味を確認し、 リ ビルド操作の結果を特定してください。
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REBUILD-16 ： file_name ファイルは既に 6.x フォーマッ トです。

リ ビルド されるファ イルは既に 6.x フォーマッ トです。 別のフォーマッ ト を選択してください。

REBUILD-17 ： file_name フ ァ イルは有効な MicroKernel データ  フ ァ イルではありません。
Rebuild ユーティ リテ ィではこのファイルをリビルドできません。

リ ビルド されるファ イルが有効な MicroKernel データ  ファ イルかど うかを確認して、 リ ビルド操作を再試行して

ください。

REBUILD-18 ： file_name の特性を取得できませんでした。 MicroKernel Database エンジンの
ステータス コードは code_number です。

ステータス  コードの意味を確認し、 リ ビルド操作の結果を特定してください。

REBUILD-19 ： 指定された出力ディ レク ト リにアクセスできませんでした。 directory_name は
存在しないか、 または書き込みアクセスが許可されていません。

ディ リ ク ト リが存在しているか、 および Rebuild ユーティ リ ティ を実行するユーザーがそのディ レク ト リに対し

て読み取り / 書き込み権限を持っているか確認してください。

REBUILD-20 ： file_name の処理中です。

リ ビルドが成功した場合は、 " ファ イルは正常にリ ビルド されました。 " と報告されます。

REBUILD-24 ： file_name のアクセスでエラーが発生しました。 有効なファイル名が指定され
ているか確認して ください。

ファ イル名が正しいこ とを確認してから リ ビルド操作を再試行して ください。

REBUILD-25 ： 空のターゲッ ト  ファイルのオーナー ネームを設定しています。

リ ビルド されるファ イルおよびターゲッ ト  ファ イルに間違いがないか確認してください。 

REBUILD-26 ： 空のターゲッ ト  ファイルのインデックスを削除しています。

リ ビルド処理では以下の情報を出力してその操作のステータスを提供します。

古いファイルの先頭レコードを読み取っています。

新しいファイルにレコードを挿入しています。

古いファイルからレコードを読み取っています。

インデッ クスを新しいファイルへ戻しています。

REBUILD-27：変換中に、テンポラリ  ファイルを出力ディ レク ト リに作成できませんでした。

ディ リ ク ト リ を確認し、また Rebuild ユーティ リ ティ を実行するユーザーがそのディ レク ト リに対して読み取り /
書き込み権限を持っているか確認して ください。

REBUILD-31 ： file_name を作成できませんでした。 MicroKernel Database エンジンのステー
タス コードは code_number です。

また、Rebuild ユーティ リ ティは以下の情報も出力するので、 リ ビルド操作の ト ラブルシュートに役立ててくださ

い。

合計 number レコードをコピーしました。 

リ ビルド操作の開始時刻は time です。
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REBUILD-34 ： キー番号 code_number は不正です。

リ ビルド されるファ イルに含まれるキーが有効かど うか確認して ください。

REBUILD-35：ページ サイズ page_size は不正です。ページ サイズを page_size に変更します。
リビルド処理は終了しました。

希望の形式に対して不正なページ サイズが検出されたので、 そのページは有効なサイズに変更されます。 

REBUILD-38 ： リビルドはユーザーにより強制終了されました。

Rebuild ユーティ リ ティは停止しました。

REBUILD-39 ： ユーテ ィ リテ ィはアンロード されないかもしれません。 Ctrl+C を使ってユー
ティ リテ ィ を停止して ください。

Rebuild ユーティ リ テを停止しよ う と しましたが、 これは推奨しません。Ctrl+C を使ってユーティ リ ティ を停止し

て ください。

REBUILD-44 ： file_name のクローンを作成できませんでした。 MicroKernel Database エンジ
ンのステータス コードは code_number です。

ステータス  コードの意味を確認し、 リ ビルド操作の結果を特定してください。

REBUILD-45：コマンド  ファイル file_name には <end> または [end] 区切り文字がありません。 

コマンド  ファ イルの各項目には、 （ある場合は） ユーティ リ ティ  パラ メーターと変換するファイルのセッ ト を指

定し、 その後に <end> または ［end］ を続けます。

REBUILD-48 ： ユーザー インターフェイス ライブラリを初期化できませんでした。 

その他のアプリ ケーシ ョ ンを閉じてメモ リ を解放して ください。

REBUILD-63 ： ローカライズされたメ ッセージ テーブルを初期化できませんでした。 

その他のアプリ ケーシ ョ ンを閉じてメモ リ を解放して ください。 

REBUILD-65 ： 次の理由により、 ファイル file_name を開けませんでした ： 

提供された原因に基づいて適切に対処し、 リ ビルド操作を再試行して ください。

REBUILD-66 ： 操作は完了しました。 結果については、 file_name を参照して ください。

結果に指定された項目を確認して ください。

REBUILD-67 ： エラーが発生しました。 結果については、 file_name を参照して ください。 

エラーの結果を確認して ください。 また、 リ ビルド操作で以下の情報が提供されるので ト ラブルシュートに役立

ててください。

ファ イル ： file_name   処理されたレコード数 ： number_processed

REBUILD-68 ： 次のフ ァ イルから レ コー ド を コ ピーし ている と きにステータ ス コー ド
code_number が返りました ： file_name

ステータス  コードの意味を確認し、 リ ビルド操作の結果を特定してください。
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REBUILD-69 ： 次のフ ァ イルから レ コ ー ド を コ ピー し ている と き に内部ス テー タ ス
internal_code が返りました ： file_name

ステータス  コードの意味を確認し、 リ ビルド操作の結果を特定して ください。 内部ステータス  コードが Zen ド
キュ メン トに記載されていない場合は、 弊社サポート  サービスまでお問い合わせください。

REBUILD-71 ： フ ァイル file_name のフォーマッ トは、現在 MicroKernel Database エンジンに
設定されているフォーマッ ト  バージ ョ ンより新しいものです。 

ファ イルの作成時、 指定したファ イルを変換させたいファ イル形式バージ ョ ンを使用するよ う  MicroKernel を設

定して ください。 『Advanced Operations Guide』 の 「作成ファイルのバージ ョ ン」 を参照してください。

REBUILD-72 ： フ ァイルは file_format 以降へのみ変換されます。

ファ イルを変換したいファイル形式を確認して ください。

REBUILD-73 ： MicroKernel Database エンジンは、 ソース フ ァイルと同じフォーマッ ト で
ファイルを作成するよう環境設定されています。 これにより、 file_format 以降のファイルのみ
が対象となります。

ファ イルの作成時、 指定したファ イルを変換させたいファ イル形式バージ ョ ンを使用するよ う  MicroKernel を設

定して ください。 『Advanced Operations Guide』 の 「作成ファイルのバージ ョ ン」 を参照してください。

REBUILD-74 ： ソース ファイル file_name にはシステム キーが含まれていません。 そのため、
ユーザーの指定どおりにファイルをリビルドできませんでした。MicroKernel Database エン
ジンからステータス code_number が返りました。

ステータス  コードの意味を確認し、 リ ビルド操作の結果を特定してください。

REBUILD-75： file_format は有効なファイル フォーマッ ト値ではありません。ファイル フォー
マッ ト  パラメーターで有効な入力値は 6、 7、 8、 9、 95 および 13 です。

有効なファイル フォーマッ ト値を指定してから リ ビルド操作を再試行してください。

REBUILD-78 ：指定されたログ ファイル file_name は有効ではありません。許可される最大パ
ス長を超えています。

ログ ファ イルの完全なパス名の長さを短く して ください。

REBUILD-79 ： 不正なデータベース名が指定されました。 データベース名は length バイ ト以
内で指定して ください。

データベース名を確認し、 リ ビルド操作を再試行して ください。

REBUILD-80 ： 指定されたパスワードは最大制限の length バイ ト を超えています。

パスワードを確認し、 リ ビルド操作を再試行して ください。

REBUILD-81 ： 指定されたユーザー ID は最大制限の length バイ ト を超えています。

ユーザー名を確認し、 リ ビルド操作を再試行して ください。

REBUILD-82 ： データ ベースヘのログイ ンに失敗し ま し た。 MicroKernel ステータ ス
code_number が返りました。

ステータス  コードの意味を確認し、 リ ビルド操作の結果を特定してください。
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REBUILD-85 ： 出力ファイルのサイズが利用可能なディスク領域を超えています。

ディ スクの容量を確認し、 物理記憶域上に空き領域を作成して ください。

REBUILD-86 ： 長いオーナー ネームは 9.5 より前のファイル形式には設定できません。 

オーナー ネームをク リ アしてから リ ビルド操作を再試行してください。 

REBUILD-90 ： 長いオーナー ネームでは、 変換は許可されていません。 リビルドを行う前に
オーナー名をクリアして ください。 

オーナー ネームをク リ アしてから リ ビルド操作を再試行してください。 

REBUILD-91 ： システム データ  v2 でのリビルドは、 v13 より古いファイルでは許可されて
いません。 13 以降のファイル フォーマッ ト を指定して ください。 

システム データ  v2 でリ ビルドを行う前に、 ファ イル バージ ョ ンを 13.0 に変換してください。
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VSS Writer

VSS Writer メ ッセージ

Zen VSS Writer コンポーネン トによって生成されたメ ッセージは、 「MicroKernel エンジン メ ッセージ」 （MKDE
メ ッセージ） のセクシ ョ ンの MKDE-2140 から記載されています。
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	-3011：この列にはプッシュダウン フィルターが定義されています。この列を更新すること はできません。
	-3012：COBOL Fake のメイン テーブルおよびバリアント レコードに対して実行できるの は、CREATE INDEX IN DICTIONARY のみです。
	-3014：トリガーは既に存在します。
	-3015：プロシージャは既に存在します。
	-3016：レコードの固定長部分のサイズが 65535 を超えています。
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	-3059：データベースは辞書ファイルを見つけることができませんでした。
	-3060：制約は既に存在します。
	-3061：制約名が不正です。
	-3062：データベースにはセキュリティが設定されていません。
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	-3787：MicroKernel ルーターがローカル エンジンにアクセスできません。
	-3790：NETinterface.DLL がロードされていません。
	-3791：MicroKernel ルーターに対して無効な設定です。
	-3793：MicroKernel ルーターが不正なセッションを検出しました。
	-3794：MicroKernel ルーターでオペレーティング システム エラーが発生しました。
	-3795：MicroKernel が MicroKernel ルーターに応答していません。
	-3796：MicroKernel ルーターが互換性のないネットワーク コンポーネントを検出しました。
	-3797：MicroKernel ルーターのリソース DLL が使用できません。
	-3798：MicroKernel ルーターへのローカル アクセスはできません。
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